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Ⅰ. 総 括 
観測隊長・本吉 洋一 
1. 緒 言 
 第 58 次南極地域観測隊の観測計画（以下「第 58 次計画」という）は、平成 28 年(2016 年)11 月の南極地域観
測統合推進本部総会で決定された「南極地域観測第Ⅸ期 6 か年計画」（以下「第Ⅸ期計画」という。）の初年次の
計画である。第Ⅸ期計画策定にあたっては、総合科学技術会議による「地球観測の推進戦略」（平成 16 年 12 月）
および「南極地域観測事業の事後評価」（平成 24 年 6 月）を反映させるとともに、日本学術会議による提言「第








 観測計画、設営計画を実施するため、第 58 次隊は越冬隊員 33 名および夏隊員 35 名の計 68 名の編成となった。
なお、同行者数は 25 名であった。第 58 次隊では、女性隊員が 8 名、女性同行者が 6 名、また越冬隊の女性隊員
は 6 名と歴代で最多であった。このうち「しらせ」に乗船する同行者は 18 名、内訳は研究観測プロジェクトの支
援等を行う技術者 2 名、研究者 2 名、大学院学生 3 名の他、第 51 次隊から実施されている南極教員派遣プログラ
ムの教員 2 名、環境省行政官 1 名、観測隊小型ヘリコプターのパイロットと整備士 2 名、コロンビア、モンゴル
からの交換科学者 2 名、インドネシアとタイからの外国人研究者 2 名、報道関係者 2 名であった。「海鷹丸」に乗
船する同行者は 7 名、内訳は、研究者 4 名、技術者 3 名であった。 
 「しらせ」に乗船する隊員および同行者は、2016 年 11 月 28 日にフリーマントル港で「しらせ」に乗船、12
月 2 日にフリーマントルを出港し、昭和基地を目指した。「しらせ」は海洋観測を実施しつつ 2016 年 12 月 7 日に
南緯 55 度を通過、その後も海洋観測を実施しつつ順調に航行し、12 月 21 日に、南緯 69 度 01 分、東経 39 度 15
分（昭和基地西約 15km）のリュツォ・ホルム湾の定着氷内に到達した。その後、同地点から、12 月 23 日に昭和
基地へ第一便を実施した。第一便に引き続き、優先物資空輸、準備空輸を行った。優先空輸終了後、12 月 28 日
11 時 57 分（昭和時間）に「しらせ」は、南緯 69 度 00.35 分、東経 39 度 37.27 分の昭和基地沖約 560ｍに接岸し
た。ここまでのラミング回数は、新「しらせ」が就航してから最少となる 114 回であった。昭和基地接岸後、パ
イプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送、同日夜間からは雪上車による大型物資の氷上輸送を行い、
12 月 31 日に終了した。1 月 7 日からはヘリコプターでの空輸を行い、1 月 9 日、昭和基地へ全量輸送（1,030 ト
ン）を完了した。持帰り輸送も平行して実施し、1 月 5 日までに氷上輸送 246 トンが終了、1 月 17 日までに空輸
と併せて合計 387 トン（うち 57 次隊分 376 トン）を持ち帰ることができた。 
 2016 年 2 月 1 日に第 57 次越冬隊から第 58 次越冬隊への越冬交代を行った。2 月 15 日の昭和基地最終便により
第 57 次越冬隊 30 名と第 58 次夏隊・同行者 47 名は全員「しらせ」に乗船し、北上を開始した。「しらせ」は、3
月 20 日にシドニーに入港し、第 58 次夏隊・同行者および第 57 次越冬隊は、3 月 22 日に下船し、3 月 23 日帰国
した。 
 また、別働隊となる「海鷹丸」での観測は、2016 年 12 月 31 日にフリーマントル港を出港し、東経 110 度線に
沿った基本観測(海洋物理・化学)をはじめ、海洋生態系や南極底層水の昇温度・低塩化に関する一般研究観測等










第 58 次南極地域観測隊では、上記の「南極地域観測計画第Ⅸ期 6 か年計画」を踏まえ、第 148 回本部総会 
(2016 年 6 月 24 日)において第 58 次南極地域観測実施計画が承認された。これに基づき行動実施計画の検討 














電離層 情報通信研究機構 (1)電離層の観測 (2)宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
(1)地上気象観測 (2)高層気象観測 (3)オゾン観測 
(4)日射・放射観測 (5)天気解析 (6)その他の観測 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 




















































電離層 情報通信研究機構 (1)電離層の観測 (2)宇宙天気予報に必要なデータ収集 
海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 (1)海況調査 (2)南極周極流及び海洋深層の観測 





























































第 58 次南極地域観測計画案をもとに隊員の編成が進められ、2015 年 11 月 5 日開催の第 147 回南極地域観測
統合推進本部総会において、観測隊長兼夏隊長および副隊長兼越冬隊長が決定された。隊員候補者については、
2016 年 3 月 7 日から 11 日にかけて、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施した。2016 年 6 月 24 日の第 148 
回南極地域観測統合推進本部総会において大部分の隊員が決定された。また、6 月 16 日から 20 日にかけて、
群馬県草津において夏期総合訓練を実施した。7 月 1 日には多くの隊員が極地研職員に採用された。その後、
各種部門訓練、物品調達および梱包等の準備が行われ、10 月中旬から 11 月初旬にかけて、物資の搬出および
南極観測船「しらせ」への物資搭載を実施した。なお、すでに決定していた観測隊長兼夏隊長については、健
康上の理由で第 58 次隊への参加が困難となり、10 月 21 日付けで新たな観測隊長兼夏隊長が発令された。11
月 10 日に開催された第 149 回南極地域観測統合推進本部総会において、 第 58 次隊南極地域観測隊行動実施計
画および最終的な隊編成が承認された。南極観測船「しらせ」は、翌日 11 月 11 日に東京晴海埠頭を出港した。
観測隊本隊は、11 月 27 日に成田空港から出国し、オーストラリア・ブリスベーン空港経由でパース空港に到
着後、28 日にフリーマントル港に停泊中の「しらせ」に乗船した。「しらせ」は、12 月 2 日にフリーマントル
港を出港し、南極昭和基地へ向かった。一方、海鷹丸により観測を行う別働隊は、2016 年 12 月 26 日に成田空
港を出発し、12 月 31 日に南極海での観測に向けてフリーマントル港を出港した。 
 
第 58 次隊の出発までの経過の概要は、以下の通りである。 
2015 年 11 月 5 日  第 147 回南極地域観測統合推進本部総会において、観測隊長兼夏隊長および副
隊長兼越冬隊長が決定された。 
2016 年 3 月 7 日〜11 日  長野県乗鞍高原において冬期総合訓練が実施された。 
2016 年 6 月 13 日〜17 日  群馬県草津において夏期総合訓練が実施された。 
2016 年 6 月 24 日  第 148 回南極地域観測統合推進本部総会において、第 58 次南極地域観測実施計
画の概要および大部分の隊員が決定した。 
2016 年 7 月 25 日 「しらせ」との実務者会合を極地研で開催した。 
2016 年 8 月 26 日 第 1 回全員打合せ会を極地研で開催した。 
2016 年 9 月 30 日 第 2 回全員打合せ会を極地研で開催した。 
2016 年 10 月 12 日 五者連絡会を文部科学省で開催した。 
2016 年 11 月 10 日  第 3 回全員打合せ会を極地研で開催した。第 149 回南極地域観測統合推進本部
総会において、第 58 次南極地域観測行動実施計画および最終的な隊編成が決定
した。 
2016 年 11 月 11 日 「しらせ」、晴海埠頭を出航。 
2016 年 11 月 27 日 観測隊本隊、成田出発。 
2016 年 12 月 26 日 海鷹丸に乗船する隊員・同行者、成田出発。 






第 58 次観測隊の越冬隊、夏隊、および同行者の一覧を表 I.2.3-1 に示す。第 58 次観測隊は、隊員と同行者
を合わせ 93 名の編成となった。 
 
表Ⅰ.2.3-1 第 58 次南極地域観測隊の編成（隊員等名） 





 年齢 所   属 隊員歴等 備 考
副 隊 長 
（兼越冬隊長） 
おかだ  まさき 
岡田 雅樹 
50 国立極地研究所研究教育系 
第 49 次越冬隊 






みずの  たいじ 
水野 太治 
38 気象庁 観測部 第 49 次越冬隊 
しげおか ひろうみ 
重岡 裕海 
36 気象庁 観測部 
 
おの  ふみちか 
小野 文睦 
34 気象庁 観測部 
 
もり   ようき 
森  陽樹 






































江尻  省 
43 国立極地研究所研究教育系 第 51 次夏隊 
はしもと たいし 
橋本 大志 





第 49 次夏隊同行者 
































































































































永木  毅 
























近藤  巧 
51 情報通信研究機構電磁波研究所 
第 41、49、52 次越冬隊




































大山  亮 



















第 54 次夏隊同行者 
第 56 次夏隊 
ゆきまつ あきら 
行松  彰 
52 国立極地研究所研究教育系 第 30、46 次越冬隊 
おじお てつろう 
小塩 哲朗 












第 53 次夏隊 海鷹丸
おの かずや 
小野 数也 






第 56 次夏隊同行者 




37 国立極地研究所研究教育系   
にしやま たかのり 
西山 尚典 








第 38 次越冬隊 
第 48、56 次夏隊 
 
はやし まさひこ 
林  政彦 




第 33、38 次越冬隊 










48 琉球大学教育学部 第 49 次夏隊  
かめい あつし 
亀井 淳志 









38 国立極地研究所研究教育系 第 52、53 次夏隊  
たかお しんたろう 
髙尾 信太郎 
32 国立極地研究所研究教育系 第 52 次夏隊同行者 海鷹丸
なかの はるか 
中野 知香 















ごとう   たけし 










































Helicopter Resources Pty Ltd 
（オーストラリア）  
さとう むつみ 
佐藤  睦 
51










































































者、第 55、56 次夏隊  
さとう ともこ 
佐藤 智子 
















36 株式会社マリン・ワーク・ジャパン 第 57 次夏隊同行者  
まつもと けいたろう 
松本 彗太郎 






観測隊長 兼 夏隊長 本吉 洋一 




総括 本吉 洋一（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用 岡田 雅樹（副隊長兼越冬隊長） 
輸送 永木 毅 
船上観測 清水 大輔 
沿岸野外観測 外田 智千 
Ｓ16・S17 観測 平沢 尚彦 
基地観測全般・気象 江尻 省 
PANSY 観測 岩男 辰雄 
基地モニタリング観測 吉川 康文 
建築・土木作業 後藤 猛 
機械 佐藤 裕之 
通信 藤原 聖二 
調理 青堀 力 
医療 大江 洋文 
野外観測支援 土屋 達郎 
庶務・情報発信 菅 圭之介 
 
○海鷹丸運営体制 
リーダー 真壁 竜介 
週間活動報告 真壁 竜介 
研究観測 真壁 竜介 
基本観測 真壁 竜介 
 
○夏期記録（観測隊報告を含む）担当者 
 昭和基地 海鷹丸 
公式記録* 本吉 洋一 真壁 竜介 
日誌記録 菅 圭之介 真壁 竜介 








委員長 本吉 洋一（観測隊長兼夏隊長） 
委員長代理 岡田 雅樹（観測副隊長兼越冬隊長） 
委員 菅 圭之介 
委員 清水 大輔 
委員 金尾 政紀 
委員 真壁 竜介 
委員 平沢 尚彦 
委員 永木 毅（越冬隊） 
委員 佐藤 裕之（越冬隊） 
委員 水野 太治（越冬隊） 
委員 吉川 康文（越冬隊） 
委員 大江 洋文（越冬隊） 
委員 江尻 省（越冬隊） 






 第 58 次南極地域観測事業費（平成 28 年度）の経費概要を以下に示す。 
 
3.1 南極地域観測事業費 
   観測隊員経費      70,249 千円 
   観測部門経費     198,503 千円 
   海上輸送部門経費    6,120,728 千円 
   本部経費        18,847 千円 
   合  計            6,408,327 千円 
 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 主要調達物品 
定常観測   
  電離層 16,345 ＦＭＣＷユニット 
  気象 70,976 ＧＰＳ高層気象観測装置 
  海洋物理・化学 46,780 船舶用燃料（A 重油） 
  海底地形調査 22,448 水中音速度計 
  潮汐 6,044 潮位観測装置保守財 
  地理・地形 33,885 ＧＮＳＳ受信機 
  地震・重力 29 重力計記録紙 
定常観測合計 196,507  
共通 1,996 資料整理費・梱包輸送費等 





部  門 予 算 額（千円） 備    考 
職員諸手当 98,564  
職員旅費（国内） 703  
外国旅費 0  
庁費 94,792  
糧食費 73,496  
油購入費 809,791  
諸機材購入費 31,565  
航空機修理費 1,574,193  
艦船修理費 1,061,964  
航空機購入費 2,360,453  
南極地域観測事業業務庁費 15,207  
合  計 6,120,728  
 
3.2 情報・システム研究機構運営費交付金（特別教育研究経費） 
        研究観測経費            337,410 千円 
       設営部門経費            491,861 千円 
       観測事業支援経費          128,700 千円 
       南極観測共通経費およびその他経費  252,494 千円 
              合 計                    1,210,465 千円 
 
表Ⅰ.3.2-1 研究観測経費内訳 
部  門 予算額 (千円） 主要調達物品 

























6,000 SuperDARN アンテナ保守部品 































AP0917 絶対重力測定と GNSS 観測による南極氷































AH0903 南極仕様 SLR 観測システム開発 







4. モニタリング観測 44,060  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 5,000 冷却 CCD カメラ一式 
AMP    気水圏変動のモニタリング 15,060 標準ガス等 
AMG  地圏変動のモニタリング 11,000 GPS 観測装置 





5,000 バックアップ用 PC システム 




部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 226,119 大型雪上車 




 建築・土木 16,584 基本観測棟 
 通信 4,868 無線機 
 医療 8,079 医薬品、医療機器 
 装備 23,471 個人及び共同装備 
 予備食 5,288 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 22,708 リターナブルパレット 
 輸送 52.640 ドラム缶パレット、ヘリコプター用スチコン 







設営部門経費合計 491,861  
 
表Ⅰ.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 100,700  
 訓練経費 15,000  






 南極派遣旅費 65,000  
 隊員保険料 1,200  
2. 観測事業支援経費 28,000  
 国際会議経費 5,000  
 公用氷保管料・輸送料 500  
 事務連絡費 8,000  
 審議委員会、専門部会等開催経費 8,000  
 出発・帰国関連経費 3,500  
広報関係資料作成 1,000  
イリジウム電話通信費 1,500  
シンポジウム関係旅費 500  




項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 149,500  
LAN・インテルサット 121,200 インテルサット機器・通信費 
海鷹丸関係経費 4,000  
DROMLAN 経費 2,300 トロール隊輸送費 
モニタリング役務 21,000  
予備費 1,000  
2. 公募隊員人件費 91,104
3. 資料整理費 11,890  
AMP 気水圏変動のモニタリング 2,140  




AMG 地 圏変動のモニタリング 1,450  
AMB 生態系変動のモニタリング 5,300  
AMS 極域衛星データ受信 3,000  






















表 I.4.2-1 安全学習活動一覧 
 第 58 次南極地域観測隊が出発までに実施した安全に関わる講義及び訓練は下表の通りである。 
講義・訓練名 講師 開催日（H28 年） 
ルート工作について（講義） 永木毅（第 51 次越冬隊 FA 担当） 





橋田元（第 54 次越冬隊長） 











三浦秀樹（第 56 次越冬隊長） 




大江洋文（第 55 次越冬隊医療担当） 
6 月 16 日 
（夏期総合訓練） 












牛尾収輝（第 55 次越冬隊長） 




立川消防署 9 月 29 日 
夏期設営作業における「危険予知活動の概要」
(講義) 
後藤猛（第 57 次夏隊建築・土木担当） 





岡田雅樹（第 58 次越冬隊長） 同 上 
観測隊におけるハラスメントの基礎知識と防止
について（講義） 
岡田雅樹（第 58 次越冬隊長） 同 上 




岡田雅樹（第 58 次越冬隊長） 
11 月 10 日(第 3 回
全員打合せ会) 
不測事態発生時の対処要領 しらせ乗員 







12 月 3 日 
（しらせ船上） 
動一般の注意点、装備品について 土屋達郎（第 58 次越冬隊 FA） 
12 月 7 日 
（しらせ船上） 
計画停電説明会 佐藤裕之（第 58 次越冬隊設営主任） 
12 月 8 日 
（しらせ船上） 
口腔衛生について しらせ歯科長 
12 月 11 日 
（しらせ船上） 
救急箱の使い方と医療マニュアル解説 服部素子（第 58 次越冬隊医療） 
12 月 11 日 
（しらせ船上） 
基地における建築・土木作業一般 後藤猛（第 58 次夏隊建築・土木） 
12 月 11 日 
（しらせ船上） 
廃棄物・トイレの取り扱い、分別等の確認 
葛西尚（第 58 次越冬隊環境保全） 
12 月 12 日 
（しらせ船上） 
車両の使用方法と運転の注意点 
武井寛典、中西勇太（第 58 次越冬隊車両） 
12 月 12 日 
（しらせ船上） 
観測隊ヘリ実習 
佐藤睦、Wayne Terry（第 58 次夏隊同行
パイロット、整備） 
12 月 13 日～12 月
16 日（しらせ船上）
通信機の使用法と通信方法の確認および実習 藤原聖二（第 58 次越冬隊通信） 
12 月 14 日 
（しらせ船上） 
昭和基地における生活一般の確認 佐藤裕之（第 58 次越冬隊設営主任） 
12 月 15 日 
（しらせ船上） 
海氷上の安全行動（実技） 水谷剛生（第 57 次越冬隊 FA） 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   1．夏期行動経過の概要  
   2．夏期観測 
   3．夏期設営  
   4．その他の活動 
   5．夏隊行動日誌 
   6．観測データ・採取試料一覧 








南極観測船「しらせ」は、2016 年 11 月 11 日に東京晴海埠頭を出港し、11 月 27 日にフリーマントル港に
入港した。第 58 次観測隊本隊(越冬隊員 33 名、夏隊員 35 名、外国人を除く同行者 12 名)は、11 月 27 日に
成田空港から出国し、28 日にオーストラリア・フリーマントルに寄港中の「しらせ」に乗船した。フリーマ
ントル港において、外国人同行者であるコロンビア、モンゴルからの交換科学者 2 名、インドネシア、タイ
からの外国人研究者 2 名、および観測隊チャターヘリコプターの技術者としてオーストラリア Helicopter 
Resources 社から 2 名が合流した。フリーマントル港では、観測隊チャターヘリコプターや現地生鮮食品、
オーストラリア気象局のブイの搭載等を行い、「しらせ」は 12 月 2 日に出港した。フリーマントル出港後、
航走観測を行い、東経 110 度線の停船観測等を順調に実施し、12 月 7 日に南緯 55 度を通過、12 月 9 日に昭
和基地に向け西航を開始した。その後も、ブイの投入等、航路上で順調に船上観測を行った。「しらせ」は、
2014 年 12 月 19 日にリュツォ・ホルム湾沖の流氷域に進入し、同日海底圧力計の設置を行った。またフリー
マントル出港後から、各種安全講習等を船内で実施した。 
リュツォ・ホルム湾沖流氷域進入後、観測を実施しながら順調に航行し、12 月 21 日に弁天島付近の定着
氷に到達、12 月 23 日に弁天島沖から昭和基地へ第一便を実施した。引き続いて、優先空輸物資の輸送を行
った。優先空輸物資輸送終了後 12 月 28 日に、「しらせ」は、昭和基地沖約 560ｍに接岸した。往路のラミン




12 月 21 日に「しらせ」は弁天島沖に達し、23 日にその地点から昭和基地へ第一便を実施した。同日第一
便に引き続き、優先物資空輸を行った。また同日の夕刻、観測隊ヘリも昭和基地の B ヘリポートに移動した。
昭和基地沖接岸・氷上輸送終了後、1 月 7 日から 9 日の間に、本格空輸を実施して全物資の送り込みが終了
し、15 日から 16 日まで持ち帰り物資空輸を実施した。その他、野外観測支援のため、S17、スカルブスネス
きざはし浜、ラングホブデ袋浦等への観測物資送り込みを自衛隊 CH 機で実施した。その他、少人数の移動
や日帰り調査などは観測隊ヘリを中心に運用した。 
2 月 13 日に観測隊ヘリの機体移送を、2 月 15 日に昭和最終便を行い、第 58 次隊における昭和基地付近で
の飛行作業は全て終了した。昭和基地離岩後、「しらせ」はアムンゼン湾およびケーシー湾に回航し、野外
観測支援のため CH 機および観測隊ヘリにより空輸が行われた。空輸によって送り込んだ物資の総量は 246
ｔ、持ち帰った物資の総量は 386t である。 
 
･ 氷上輸送 





12 月 28 日昭和基地接岸後、パイプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送を開始した。12 月 30








 昭和基地夏作業期間は、12 月 23 日から 2 月 14 日までの全 54 日（作業日 45 日、休日 4 日、クレーン作業
不能日 5 日）であった。この間に、基本観測棟 1 階建設工事、汚水処理棟解体工事、コンクリートプラント
運用、夏宿汚水処理装置（コンテナ）基礎構築、情報処理棟天窓追加工事、予備食冷凍庫改修工事、コンテ
ナヤード整備工事、補修工事（管理棟 2 階非常階段扉交換、A ヘリポート補修、1 夏浴室窓フィルム貼り、福






の気象用 UPS 電源工事、第一夏宿照明器具更新工事、太陽光パネル更新工事等を実施した。 
 それ以外の作業として、糧食移動、クリーンアップ、輸送、車両整備、昭和基地開設 60 周年記念イベント、
南極授業、当直、調理などを行なった。 














･ S17 での大気観測 





を多用した観測は、今後のエアロゾルサンプリングに非常に有効であることを実証した。期間中、1 月 11 日
から 12 日にかけて、自動気象ステーションの保守のために H128 への観測旅行も実施した。 
 
･ 宗谷海岸湖沼および陸上生物の観測 





















を実施した後、12 月 22 日から 2 月 6 日にかけてプリンスオラフ海岸の露岩域での地質調査、リュツォ・ホ
ルム湾沿岸の露岩域での地質調査を行った。さらに復路 2 月 19 日から 24 日まで、アムンゼン湾での地質調
査を行った。メンバーは 7 名（日本人 4 名、外国人同行者 3 名）であった。ヘリでの露岩域への輸送は、基























レン（基準点 5801）、明るい岬（基準点 5802）、日の出岬（基準点 1304、1306）、ルンドボークスヘッタ（基
準点 5803）、ラングホブデ（基準点 5804、5805）、アムンゼン湾リーセル・ラルセン山（基準点 5806）にお
いて GNSS 測量、およびスカーレン、スカルブスネス、リーセル・ラルセン山を除く地域で相対重力測量を
実施した。また、ジオイド測量をスカルブスネス（基準点 5402）、スカーレン（基準点 5608）においてそれ
ぞれ実施した。昭和基地東方約 19km に位置する P50、S16、S17 の 3 か所で、各観測点の氷床上に立てたポ
ールの位置座標を繰り返し計測することで、氷床の水平方向への流動速度及び氷床表面高の経年変化を検出













2017 年 1 月 16 日、本格空輸を終えた「しらせ」は 19 日に昭和基地を離岸、ラングホブデ沖に停留点を移
動し、以後 2 月 14 日までリュツォ・ホルム湾内の海洋観測を実施した。2 月 15 日の昭和最終便の後北上を
開始、16 日には氷海を離脱し同日夕刻に海底圧力計の揚収に成功、アムンゼン湾に回航した。アムンゼン湾
において、2 月 19 日から 24 日まで宙空、地質、地球物理、陸上生物の野外観測を CH 機と AS 機を使用して
実施した。その後「しらせ」はケープダンレー沖に移動し、2 月 26 日から 3 月 1 日までほぼ計画どおりの観






別働隊となる東京海洋大学練習船「海鷹丸」では、夏隊員 6 名および同行者 7 名の編成で観測を実施した。
2016 年 12 月 31 日にフリーマントル港を出港し、東経 110 度線に沿った基本観測(海洋物理・化学)をはじめ、
一般研究観測「南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム」、および一般研究観測




基本観測(海洋物理・化学)では、東経 110 度ライン上の南緯 40 度、50 度、55 度、60 度、65 度（海氷縁域）
の 5 測点において、CTD-RMS 観測を実施した。観測は海面から海底直上までのキャストで水温、塩分、溶存酸
素の鉛直分布を得ると同時に、ニスキンボトルによる採水を行い、塩分、溶存酸素、栄養塩の分析および各種






る季節海氷域生態系の構造を把握するため、IONESS や VMPS を用いて表層 400 m からの動物プランクトン・仔
稚魚組成データを得るために、海底直上から海表面までの CTD-RMS 観測を行うとともに、表層の植物プランク
トンおよび小型動物プランクトン群集定量のための採水を実施した。東経 110 度トランセクトの「しらせ」の

















2017 年 1 月 29 日は、昭和基地開設 60 周年にあたり、当日は国立極地研究所で開催されたイベント「南極ま
つり」および記念式典に、昭和基地からテレビ会議システムを通じて参加した。 
南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会に発信するため、第 51 次隊より今回で 8 回目となる「教
員派遣プログラム」で、観測隊に同行した教員２名がＴＶ会議システムを使用した「南極授業」を実施した。
58 次隊では、2 月 7 日に気仙沼市立階上中学校、9 日に奈良県立青翔中学校・高等学校、10 日に宮城教育大学
附属中学校、および 11 日に奈良県立青翔中学校・高等学校（於さざんかホール）に向けて南極授業を実施した。 

















































































































立てるなどして維持を行う。ピンポールを設置した箇所を図 2.1.1.1-3 の◯で示す。また、ブロック 1





















a） UPS のバッテリ交換 
変復調装置及び制御装置を保護するための UPS9 台のバッテリを交換した。使用済みのバッテリは 
第 58 次夏の持ち帰り物資としてスチコンに梱包した。 
b） 観測データ持ち帰り 






























2.1.1.2 PANSY 以外（AJ0901-02S）                                 西山 尚典・江尻 省・児島 康介 
1） 波長可変共鳴散乱ライダー  























表Ⅱ.2.1.1.2-1 第 58 次隊ライダー関連物資の概要 
品名 単重量（kg） 縦（cm） 横（cm） 高さ（cm） 単容積（m3） 梱数
スチコン 
Lidar関連物資1～8 227～359 150 110 86 1.42 8
木箱 
レーザー電源1 210 74 113 147 1.23 1
レーザー電源2（予備） 222 74 113 147 1.23 1
レーザーヘッド 95 69 126 48 0.42 1
SHGユニット 41 43 85 55 0.20 1
望遠鏡（副鏡） 130 117 117 96 1.31 1
望遠鏡（主鏡） 260 122 122 84 1.25 1
チラー 229 121 77 146 1.36 1
段ボール巻き 
ラック 65 58 160 65 0.60 1
 
b） ライダー送信系 






































第 52 次隊から第 57 次隊までライダー観測で使用した望遠鏡は、主鏡に付着した汚れが目立っている
との報告があり、第 57 次隊での持ち帰りを依頼。第 58 次隊の夏作業期間中に望遠鏡の主鏡と副鏡の交 































































日時 使用した発電機 目的 
1/22 13:00-18:00 基地発電機 
















































































































図Ⅱ.2.1.1.2-1 第 51-57 次隊における基地発電機消費電力量の月毎平均 
























































































































































































































































































     
図Ⅱ.2.1.2.5-1 ケープダンレー沖に投入した係留系。(a)浮沈型係留ブイ付係留 

































































































































































































































































































































































2.2.4 無人飛翔体観測による南極沿岸域のエアロゾルの空間分布観測     

































・S17－とっつき岬(沖)往復飛行  11回 
・S17－P30往復飛行        3回 
・S17－P45往復飛行        3回 
・S17、S16近傍フライト      2回 



















































・17:51:04 放球（離陸） 高度 606m 
・18:02:37 分離     高度5044m 水平距離 約1800m（南西方向）  
・18:06:27 S17帰還    高度4061m S17周辺で旋回下降 




・16:21:23 放球（離陸） 高度 606m 
・16:33:32 分離     高度5044m 水平距離 約4400m（東南東方向）  
・16:49:52 S17帰還    高度1870m S17付近のWP間を飛行しながら降下 
















































































































































































・2月3日  橇12台に燃料ドラム缶を積み戻す作業のため設営系隊員4名の支援が入った。 


































































































































































2.2.8 地震波・インフラサウンド計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相互作用解明   
2.2.8.1 地震波・インフラサウンド計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相互作用解明 































2.2.9 太古代−原生代の地殻形成と大陸進化の研究                     



















＜第１期＞ 地域：アムンゼン湾 期間：2016/12/17-2016/12/18 
アムンゼン湾着陸適地調査（12/17） 地質隊4名 
ウイドーズ岬（12/18） 地質隊4名 









*オメガ岬（1/9） 地質隊4名 （天文台岩から観測隊ASヘリで日帰り調査） 














































































































































































































































































2.2.12 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム   
2.2.12.1 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム（AP0923-01） 














































2.2.13 AFoPSサイエンスチームの南極派遣                              
2.2.13.1 AFoPSサイエンスチームの南極派遣（AH0904-01） 























1） Prayath Nantasin（タイ） 
I would like to gratefully thank the National Institute of Polar Research, Japan (NIPR) 
for inviting me to join the 58th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE 58) and support 
all of my expenses in this expedition.  In this expedition, I participated the Asian Forum for 
Polar Science (AFoPS) led by Professor Yoichi Motoyoshi together with geologists from Japan, 
Indonesia and Mongolia.  The AFoPS team has visit 8 localities in Prince Olav Coast, Lützow-Holm 
Bay and Amundsen Bay, East Antarctica including 1) Akebono Rock, 2) Akarui Point, 3) Tenmondai 
Rock, 4) Skallevikhalsen, 5) Rundvågshetta, 6) Langhovde, 7) West Ongul Island and 8) Mt. 
Riiser-Larsen, respectively.  The fieldwork was divided to be 4 periods including 2016/12/28 
- 2017/01/12 for the area number 1-3, 2017/01/14 - 2017/01/25 the area number 4-6, 2017/02/06 
for the area number 7 and 2017/02/24 for the area number 8.  The total amount of rock samples 
I have collected from these localities is 216 samples with the total weight of 281 kg. Most 
samples are calcsilicate rock and some related paragneiss and orthogneiss were collected also.  
My tentative plan for dealing with these samples is, firstly, petrographic observation that 
will be carried out in Thailand.  Consequently, I hope I can find some crucial clues from these 
samples for research collaboration with NIPR and Japanese academic institutes in the future.      
 
2） Nugroho Imam Setiawan（インドネシア） 
It is an honor to me to be a member of the 58th Japanese Antarctic Research Expedition 
(JARE58) under the umbrella of Asian Forum for Polar Sciences (AFoPS) especially to be the first 
Indonesian geoscientist researching in Antarctica. Deepest gratitude to Prof. Yoichi Motoyoshi 
(National Institute of Polar Research) and Prof. Yasuhito Osanai (Kyushu University) whose 
promote to Indonesian government and realize this program.  Sincerely grateful to all members 
of geological team Dr. Tomokazu Hokada (NIPR), Prof. Atsushi Kamei (Shimane University), Prof. 
Sotaru Baba (Ryukyus University), Mr. Ippei Kitano (Kyushu University), Mr. Davaa-Ochir 
Dashbaatar (Mongolian University Science & Technology, Mongolia), and Dr. Prayath Nantasin 
(Kasertsart University, Thailand) for gave many support, discussion, and encouragement during 
fieldwork in Antarctica.  
This expedition could not be performed without any support from Japan Maritime Self Defense 
Force who operate the Antarctic ship “Shirase” and CH helicopter. This great opportunity also 
could not be succeeded without financial support from Japanese Government trough the NIPR. 
 
The geology expedition in JARE58 has objectives to conduct geological surveys in high-grade 
metamorphic terranes in East Antarctica, in particularly the Lützow-Holm and the Napier 
Complexes.  Particular objective to me is to understanding the possibility correlation of the 
metamorphic terranes in East Antarctica and Indonesia. 
The geological expedition was completed successfully in the target area without any 
problems.  The first stage of fieldwork has been done in the Prince Olav area including Akebono 
Rock (27 Des 2016 – 3 Jan 2017), Akarui Point (4 – 7 Jan 2017), and Tenmondai (8 – 11 Jan 2017). 
Tentative result from fieldwork confirmed that the metamorphic facies in Price Olav area 
increase in temperature (amphibolite- to granulite-facies) from east to west.  Significant rock 
samples collected from Akebono Rock including garnet amphibolite, two pyroxene granulite, and 
variation of S-type granites.  Rock samples from Akarui Point including corundum bearing 
meta-pyroxenite, sapphirine-orthopyroxene gneiss, and garnet-sillimanite-biotite gneiss.  
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Significant rock samples from Tenmondai are including garnet-sillimanite-biotite gneiss and 
kyanite-bearing garnet-biotite gneiss. 
Second stage of fieldwork has been done in the Lützow-Holm Bay area including 
Skallevikhalsen (14 – 18 Jan 2017), Rundvagshetta (19 – 22 Jan 2017), and Langhovde (23 – 25 
Jan 2017).  Tentative result from geological fieldwork confirmed that metamorphic rocks in 
Lützow-Holm Bay area experienced high- to ultrahigh-temperature of metamorphism.  Significant 
rock samples collected from Skallevikhalsen including corundum-bearing marble and phlogopitic 
rock, garnet-sillimanite gneiss (khondalite), and charnockitic rock.  Rock samples from 
Rundvagshetta including garnet-sillimanite-spinel-orthopyroxene gneiss, orthopyroxene 
granulite, and garnet-cordierite-biotite gneiss.  Rock samples in Langhovde are including 
charnockite and garnet-sillimanite gneiss. 
On 4 February 2017, we have opportunity to visiting Syowa Station in East Ongul Island 
and stay until 7 February 2017.  In this opportunity, we have experience to acquaint with the 
research facilities, to feel the living situation, and to know the history of Syowa Station.  
On 6 February 2017, fieldwork to West Ongul Island has been successfully done for 1-day trip 
by AS helicopter operation from Syowa Station. One of the significant rock samples from this 
area is corundum-wollastonite bearing calc-silicate rock which gave signature of 
high-temperature metamorphism. 
While the Shirase approaching Amundsen Bay, the last fieldwork in eastern part of 
Riiser-Larsen area was conducted on 24 February 2017.  This daytrip fieldwork was supported 
by CH helicopter operation from Shirase. The significant metamorphic rock samples collected 
in this area are sapphirine-orthopyroxene-phlogopite gneiss, pseudotachylite bearing osumilite 
gneiss, and magnetite-quartz gneiss. 
In total, 141 rock samples were collected during the fieldwork in East Antarctica with 
total weight of 216 kg. All of the rock samples were placed inside pail-can and stored in 
container to be sending to Indonesia. 
 
When the rock samples arriving in Indonesia, thin section petrographical analyses under 
microscope polarization will be conducted on the selected rock samples. Some of the rock samples 
will be used for teaching materials and exhibition in geological museum in Indonesia. 
Collaboration with Japan universities or geological institutions is needed in order to analyze 
in detailed of rock samples on petrochemical and geochronological analyses using advance 
laboratory equipment (e.g. XRF, EPMA, Raman, LA-ICP-MS, and SHRIMP). 
Finally, this programs is very important meaning to promote and collaborate Antarctic 
research expedition with Japan and other countries especially from Asian countries which not 
yet conducting research expedition in Antarctica.  I hope this program will continue in the 
future not only from the geological research but also from other research fields in Antarctica. 
  
3） Davaa-ochir Dashbaatar（モンゴル） 
First and foremost, I would like to thank Japanese Antarctica Research Expedition (“JARE”) 
Team for giving me the opportunity of a lifetime to join them, especially Prof. Yoichi Motoyoshi 
of NIPR, who leader of this expedition and Prof. Yasuhito Osanai of Kyushu University. I would 
also like to acknowledge the wonderful organizer, who is also the geological team leader, Dr. 
Tomokazu Hokada of NIPR, much treasured cook, Prof. Sotaru Baba from Ryukyus University, 
generous Prof. Atsushi Kamei and considerate Mr. Ippei Kitano of Kyushu University. I am also 
grateful to Dr. Nugroho Imam Setiawan from Indonesia and Dr. Prayath Nantasin from Thailand 
for their cooperation. 
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The JARE 58 is special to Mongolia, because I am the first Mongolian to join JARE and the 
first geologist from Mongolia to carry out research in Antarctica. I would like to highlight 
some of the impressive things/activities I have experienced. They are Shirase ice breaker, Syowa 
Station and organization structure of the operations. I enjoyed with much comfort during the 
powerful Shirase voyage, arrangements of team work and support. I was impressed with the 
well-facilitated and developed Syowa Station, especially the capacities and facilities. Most 
important parts of this expedition are operation system, planning of schedule, precise timetable 
and safety background. The helicopter operation was amazing with skillful operators who could 
fly in such tight schedules, in addition to the unpredictable and harsh weather condition of 
Antarctica.  
The geological team has covered a total of 23 outcrops during summer season of JARE 58. 
AFoPS members joined during the field work of 8 outcrops out of 23. In detail, 3 outcrops in 
Prince Olav coast, 4 outcrops at Lutzow-Holm Bay and one outcrop at Enderby Land (Amundsen Bay). 
During our field work, I have collected 129 samples (113 kg) with Global Position System (“GPS”) 
locations, photo evidence and field notes. Even though, we had same locations and same 
lithological targets during our field work, I tried to avoid doing similar experimental study 
as other members. Hence, coming from an economic geology background, I focused on the 
characteristics of metal mineralization in the outcrops. 
Territorial region of JARE is situated mainly on Precambrian metamorphic terranes, with 
minimal traces of later magmatic activity. Initially, I could not grasp the focus of research 
on the geology of Antarctica based on my review of the previous geological studies of the JARE. 
I collected samples for analysis from main lithology to understand the geological setting and 
correlate the results with other researchers. Since the first field work, I realized that 
copper-oxidized minerals occur very often on the surface of mafic layers and probably related 
with calc-silicate rocks or some quartz veinlets. Then I concentrated mostly on copper (“Cu”) 
mineralization during the field work, and I have strived to understand why these copper-oxidized 
minerals occur at such high grade metamorphosed rocks without any later magmatic activities. 
The reason may due to remains of Cu minerals or some deeper hydrothermal source supplied through 
deep faulting system. This is my first target of research. 
My second target of consideration is magnetite bearing pegmatite dykes, sometimes 
appearing in 5 cm size of magnetite crystals. The interesting thing about this magnetite bearing 
pegmatite dykes are that they can be observed on every outcrop along the coast of Prince Olav 
Coast to Lutzow-Holm Bay. Outcrops that we have worked on have different age, metamorphic grades 
and lithology, but they all have one similarity; all outcrops have magnetite bearing pegmatite 
dykes. 
Largest copper mineralization occurrence was in Skallevikhalsen, one of the 8 outcrops 
I have visited. It was more than 250 meters long, approximately 20 meters wide shear zone, coated 
by mainly malachite and other Cu oxidized minerals with minor Fe oxidized minerals. We also 
found chalcopyrite and other Cu sulfides in brittle-ductile parts of shear zone. Hence, I will 
do research on my collection of samples about metal minerals, and put an effort to understand 
the source of those copper minerals. Minerals characteristics are important to understand its 
significance in relation to the host rocks. 
My future research work requires microscopic study on each sample, geochemical analysis 
with minerals identification and comparison with other similar metamorphic terranes. Whether 
the copper mineralization is related to deep hydrothermal source or just remains of early stage 
of mineralization, the results will greatly assist other researchers to interpret the tectonic 
history of this region. If I have a chance to do age dating, I will try to determine the age 
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of the magnetite bearing pegmatite dykes. When and which stage of magmatic activity made it, 
are important facts to understand for later stage of tectonic event in this region.   
Finally, I would like to share my opinion on the additional work needed in geological study 
of JARE. Correlation of maps to Geographic Information System (“GIS”) is crucial. Compilation 
of all historical data is needed to tie up with geodetically corrected geological map. The 
compilation data requires registration of all geological data which includes lithology, 
geochronology, metamorphic grade, geochemistry and GPS locations. This can help in planning 
the future study. This compilation work mostly require desktop study rather than field work. 
I once again thank everyone who has supported me throughout this journey and wish the entire 





2.3.1 宙空圏変動のモニタリング   


























2.3.2 気水圏変動のモニタリング     













































































































































































・ラングホブデザクロ池 ：2017年1月26日 05:20 – 06:05 




















・フリーマントル出港前：2016年11月29日 フリーマントル ポートオーソリティー前 










・2016年12月4日 05:34～05:55 41-03S、110-00E 
・2016年12月9日 08:02～08:19 63-01S、107-58E 
・2016年12月14日 06:37～06:53 63-51S、057-02E 
・2017年2月26日 09:41～09:50 67-35S、067-58E 
・2017年3月4日 07:00～07:19 62-59S、091-11E 
・2017年3月10日 05:01～05:23 64-00S、132-37E 
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・2017年3月12日 20:58～21:17 63-59S、150-00E 


























2.3.4 海洋生態系変動のモニタリング                                       




















































































2.3.4.5 海洋表層観測 ＜海鷹丸＞ （AMB0902-05）                    高尾 信太朗・真壁 竜介 
【概要】 
















































2.3.5 陸域生態系変動のモニタリング                                 













































































2.4.1 電離層観測                                                
























































2.4.2 海底地形調査・潮汐観測                                                 













































































































スカルブスネス 基本水準標 12 月 24 日 既設点 ― ― 
スカーレン 基本水準標 12 月 27 日 既設点 ― ― 
スカーレン 5801 12 月 29 日 新設点 ― ― 
明るい岬 5802 1 月 9 日 新設点 1 月 8 日 1 月 12 日 
日の出岬 1304 ― 既設点 1 月 8 日 1 月 12 日 
日の出岬 1306 ― 既設点 1 月 8 日 1 月 12 日 
ルンドボークスヘッタ 5803 1 月 15 日 新設点 1 月 14 日 1 月 17 日 
ラングホブデ 5804 1 月 19 日 新設点 1 月 18 日 1 月 23 日 
ラングホブデ 5805 1 月 19 日 改測点 1 月 18 日 1 月 23 日 
アムンゼン湾 
（リーセル・ラルセン山） 

























地区名 作業日 作業内容 
スカルブスネス 12月25日､26日 基本水準標～基準点（5402）の水準測量 


























観測点名 観測日 ポール状況 











S16 1 月 2 日 2 本 
6.2cm、129cm 
一番高いポールの上面中心 2 本 
6.2cm、129cm 





































表Ⅱ.2.4.3.4-1  GNSS連続観測局保守の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
昭和基地 IGS 点（SYOG） 1 月 24 日 外付け HDD の設置、停電時の確認及び対応 
1 月 28 日 UPS の点検及び修理 






























表Ⅱ.2.4.3.5-1  GNSS固定観測装置の保守、旧装置の解体・撤去方法の検討の実施状況 
日付 ラングホブデ 
新GNSS固定観測装置 
1月18日 新 GNSS 固定観測装置の動作確認 
GNSS 受信機及び気象データロガーからデータを回収 
太陽光パネルの確認及び発電状況の確認 















































地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
スカーレン 衛星画像用 5801 12月30日 新設 
明るい岬 衛星画像用 5802 1月10日 新設 
ルンドボークスヘッタ 衛星画像用 5803 1月16日 新設 
ラングホブデ 空中写真撮影用 5804 1月20日 新設 


















































































3.1 概要  


















































工事内容 観測隊 しらせ支援 第 57次隊支援 合 計 
基本観測棟 1 階工事 143.5 22 10.5 176 
汚水処理棟解体工事 43.5 25.5 12.5 81.5 
汚水処理棟内部機械解体・搬出その他工事 54.5 32 11 97.5 
情報処理棟天窓追加工事 4 0 1.5 5.5 
予備食冷凍庫改修工事 8.5 0 0 8.5 
コンクリートプラント運用 3 7 3.5 13.5 
夏汚水ｺﾝﾃﾅ・ガス圧消火設備基礎工事 18.25 4.5 0.75 23.5 
ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ整備工事 9.5 5.5 9 24 
福島ケルン銘板修繕 0.75 0 0.25 1 
管理棟 2 階非常階段扉交換工事 1 2 1 4 
A ﾍﾘﾎﾟｰﾄ補修 1.5 0 0.5 2 
HF ｱﾝﾃﾅ基礎支援工事 113.75 65.5 0 179.25 
測風塔・百葉箱 解体、撤去工事 1 0 3 4 
その他工事 1.5 0 0.5 2 
合計（建築工事） 404.25 164 54 622.25 
糧食移動 50.5 30 0 80.5 
クリーンアップ 59.5 19 6 84.5 
輸送 83 0 3.5 86.5 
幹線ケーブル引き、他電気工事 45 11 9 65 
計画停電 19 0 13 32 
PANSY 発電機小屋関連工事 19 5 0 24 
発電機オーバーホール、整備 21 17 14 52 
車両整備 45.75 3 20.5 69.25 
PNSY 保守・整備・ｱﾝﾃﾅ嵩上・ｹｰﾌﾞﾙ敷設・除雪 80.5 90 66 236.5 
60 周年記念ｲﾍﾞﾝﾄ 13.5 0 2 15.5 
南極授業 61.5 0 8 69.5 
当直 103 74 0 177 
調理 22 84 0 106 
合計 1027.5 497 196 1720.5 
 
























































































































































































































3,220 4,700 5,560 5,140
67,550 kg 46,580 kg
















































































2,620 5,160 5,140 5,600























12月28日 11：57 昭和接岸 
12月28日 17：45 燃料パイプ輸送開始 
12月28日 リキッドコンテナ3基を氷上輸送 
























































1月3日  持帰り氷上輸送3：持帰り30便 
2船倉、1船倉物資、12ftドライコンテナ×18基、12ftリーファーコンテナ×4基 


































































































3.3.1 基本観測棟建設工事（SCS-01）                














・1/2～3   :鉄骨架台上に柱固定用の金物及び、床版受け用の土台取付、並びに1階床版取付 
・1/4～6   :1階柱、2階梁取付、木箱運搬・開梱 
・1/7     :外壁パネル建込 
・1/9～12   :内部鉄骨階段、1階内部間仕切りパネル、放球部シャッター取付、内部仕上げ材取込 
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・1/13～19  :1階床、2.5階壁、外部扉取付、2階床階段部開口（仮設）塞ぎ 
・1/17    :2階床版シート養生取付 








































後藤 猛・佐藤 良晴・岡本 裕司・伊藤 太市・永木 毅・佐藤 裕之・葛西 尚 





































後藤 猛・岡本 裕司・佐藤 良晴・武井 寛典・大江 洋文 



























・1/7～31 HFアンテナ捨コン10バッチ、HFアンテナ基礎 96バッチ 
・1/29   夏汚水コンテナ基礎 捨コン 9バッチ 
・1/30   ガス圧消火設備基礎捨コン 7バッチ 
・1/30   焼却炉棟ドラム缶潰し機下土間 2バッチ 





 砂バケツ（9 分目） セメント 水 
捨コン配合 2.7 杯 6.7 ㎏ 3.7～4.9ℓ

















・2/11 夏汚水コンテナ基礎、ガス圧消火設備基礎 9バッチ 2.25m3 
 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果。人員配置、配合のバケツ管理は昨年同様とした。 
・砂バケツ（9分目） セメント 水 
・レベルコン配合 躯体配合と同じ 
・躯体配合（骨材50mm以下のみ） 27杯 4缶 45～55ℓ 
・人員配置 プラント側 配合を見る人(生コンかき出し)    1人 
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            水を入れる人           1人 
            セメント、骨材を入れる人     1～2人  ローテーション 
            セメント缶開ける人        1～2人  ローテーション 
            骨材をバケツに入れる人      4人以上  ローテーション 
            ダンプ運転手（ホッパー運搬）玉掛 2人     ローテーション 
            ラフターオペレーター       1人 
・人員配置 現場打設側 打設工              2～3人 
















































































後藤 猛・佐藤 良晴・岡本 裕司・永木 毅・伊藤 太市 




































































































































































































































































































































12 月 23 日より 1 月 2 日まで第一夏宿にて調理業務。朝・昼・夕の三食に加え中間食、日帰り野外行動
への弁当対応。1 月 2 日にしらせ補給科員と引継ぎを行い、以後他部門支援に回った。 
 
2） 食材搬入 























3.7.1 夏期医療業務（SHO-01）                                            大江 洋文・服部 素子 
【実施経過】 
1） しらせ艦内 


















1 月 12 日、1 回目の一斉清掃は作業工作棟周辺に残置されている廃棄物を重点的に回収後、その場所か
ら風力発電所までの区域の散在している比較的小さい廃棄物の回収を行った。参加隊員 41 人、しらせ乗員
14 人。 
1 月 22 日、2 回目の一斉清掃は建築資材倉庫内にある今後使用予定のない資機材及び部材の回収を行っ














12 月 23 日 夏宿汚水処理装置立ち上げ 
12 月 23 日～2 月 15 日 運用 
2 月 22 日 屋外汚水配管取外し 
















写真Ⅱ.3.8.2-1 コンテナ設置位置       写真Ⅱ.3.8.2-2 コンテナ移動後跡地   
 
3.9 装備・野外活動支援 




2016 年  
・12 月 17 日 気象測器保守作業（宙空グループ／アムンゼン湾）支援 
・12 月 28 日 GPS 設置作業（地圏・海氷グループ／白瀬氷河）支援 
・12 月 29 日 GPS・氷厚測定装置設置作業（地圏・海氷グループ／白瀬氷河）支援 
・12 月 30 日 アンテナ撤去引継ぎ作業（インテル／岩島）支援、氷上輸送ルート整備作業 
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2017 年 
・1 月 10 日 無人磁力計保守作業（宙空グループ／H68）支援 
・1 月 11 日～12 日 気象測器保守作業（S17 気水グループ／H128）支援 
・1 月 15 日 S17 滑走路整備作業支援 
・1 月 19 日 アイスオペレーション用氷山選定（海氷の氷厚調査など） 
・1 月 26 日 潜水調査（陸上生物グループ/スカーレン大池）支援 
・1 月 27 日 湖沼調査（陸上生物グループ/すり鉢池方面）支援 
・1 月 28 日 きざはし浜小屋前ヘリポート整備作業支援 
・1 月 29 日 湖沼調査（陸上生物グループ/船底池方面）支援 
・1 月 30 日 湖沼調査（陸上生物グループ/親子池方面）支援 
・2 月 4 日  GPS 他回収及び保守作業（地圏・海氷グループ／白瀬氷河）支援 
・2 月 11 日 陸上生物 アンテナ島サンプル採取支援（田邊、藤嶽、土屋） 
 
2） 装備品管理・運用 
a）  個人装備の管理 
夏作業用オーバーズボンは昭和基地の在庫が多数あるとのことだったので、新規調達は最小限とし、
昭和基地に到着してから隊員に配布した。 







・12 月 31 日 自然エネルギー棟倉庫整理 
2017 年 
・1 月 18 日 しらせ復路アムンゼン湾調査用装備準備、装備品在庫整理 
・1 月 20 日 装備品在庫整理 
・1 月 22 日 装備品在庫整理 
・1 月 23 日 装備在庫チェック、引継ぎ 
・1 月 24 日 装備在庫チェック、引継ぎ 
・2 月 3 日  越冬用個人装備準備作業 





・12 月 7 日 しらせ船上講義「野外活動一般の注意点、装備品について」 
・12 月 14 日 ヘリコプター実習（2～4 班）補助 
・12 月 15 日 ヘリコプター実習（5～7 班）補助 
・12 月 16 日 ヘリコプター実習（8 班、1 班）補助 
・12 月 25 日 海氷安全講習実施 
・12 月 30 日 海氷安全講習実施 
2017 年 





・12 月 26 日 東オングル島ライフロープ設置 
・12 月 27 日 東オングル島ライフロープ設置・標識旗設置・標識旗作成 
2017 年 
・1 月 2 日  東オングル島ライフロープ設置・標識旗設置 
・1 月 3 日  東オングル島ライフロープ設置・標識旗設置 
・1 月 13 日  ブリザードのため S17 ライフロープ設置 
・1 月 21 日  見晴岩前の陥没確認、標識旗設置 
・1 月 22 日  標識旗作成 
・2 月 1 日  ブリザード対策作業（ライフロープ展張） 




・12 月 25 日 海氷上での安全行動引継ぎ 
2017 年 
・1 月 6 日  東オングル島 B エリア・西オングル島 危険箇所引継ぎ・確認 
・1 月 8 日  野外観測支援隊員事務作業引継ぎ ウィンチ・スチームドリル使用方法引継ぎ 
・1 月 14 日  S17 施設引継ぎ 
・1 月 16 日  とっつき岬ルート（S17～とっつき岬往復）引継ぎ 





























11/01 しらせ設備：観測隊事務室 SW の故障を発見、代替機にバイパス接続 
11/28 しらせ乗船、メールサーバの運用を開始 
12/08 3Mb 使用超過により隊員一名のアカウントが停止 
12/09 サーバ上のメール保存量 10Mb 超過の隊員が現れ始める、個別に改善を依頼 
12/13 メールサーバが停止、船内から 10Mb 程度の添付ファイルを送出されサーバでキュー
あふれ(※1 
12/18 3Mb 使用超過により隊員一名のアカウントが停止（計二名） 
12/21 昭和基地との無線回線接続、基地向け回線輻輳(※2 
12/24 しらせ下船 
01/04 第 58 次越冬隊のしらせメールを停止 
01/09 21:00 よりメール送信失敗発生、1/10 18:00 復旧 
イリジウムにてグローバル IP の変更があったため、 
極地研サーバにて接続許可 IP アドレスを変更 
    （ 旧 184.178.195.198 → 現 184.178.195.194） 




受け付けるメールサイズを制限できるので 1-3Mb 程度に設定を検討したい。 
 
（※2 昭和基地との回線接続後、NW に輻輳が生じた。OS やウイルスソフトのアップデートのみならず、





3.10.2 無線 LAN 中継システム整備運用（SISL-06）                    笹栗 隆司 
【概要】 
次期しらせ 06 甲板パラボラアンテナ取付け支柱設置計画に伴う現地調査を実施した。06 甲板上に候補
場所を確認できたため、設置計画へ反映する。 







10/27 06 甲板パラボラアンテナ現地調査 
















の Helicopter Resources, Pty. Ltd.が落札し、機体（AS350BA; 機体番号 VH−AFO）とクルー（パイロット：
佐藤睦、整備士：Wayne Terry）はフリーマントルにて「しらせ」に乗船した。12 月 17 日の試験飛行を皮




1） 計画の調整  
夏訓練において、事前に提出された各部門・野外チームからの第 58 次夏期野外観測フライト要求を



























2016 年 12 月 17 日の試験飛行から、2017 年 2 月 24 日のアムンゼン湾オペレーションの間、主に野






























頼も多く、前次隊や国内とのスケジュール調整、施設等利用依頼等の調整を行った。南極授業は 2 月に 4











































4.1.1 教員派遣プログラム（AAD－12）               菅 圭之介・濱中 真喜・生田 依子 





南極授業を 4 回実施した。（2/7 気仙沼市立階上中学校、2/9 奈良県立青翔中学校・高等学校、2/10 宮城
教育大学附属中学校、2/11 さざんかホール（奈良県立青翔中学校・高等学校）） 




今回 5 日間のうちに 4 回本番を迎えるという過密日程で、TV 会議システムと FaceTime を利用した授業





・南極授業（1）気仙沼市立階上中学校、及び、南極授業（2）宮城教育大学附属中学校     濱中 真喜 
【概要】 
1） 気仙沼市立階上中学校 
南極観測の意義や活動の様子を広く社会に発信することを目的とし、昭和基地から iPad の FaceTime 機
能を使って日本の学校に向けて授業を実施した。 
・実施日：平成 29 年 2 月 7 日（火） 










・実施日：平成 29 年 2 月 10 日（金） 










・12 月 12 日   しらせ船内にて  庶務と打ち合わせ シナリオ案の検討・コンテンツ作成上の留意
点・今後の予定について 
・12 月 17 日   しらせ船内にて  隊員へのアンケート依頼と回答取りまとめ 
・12 月      しらせ船内にて  庶務を通し、昭和基地内での取材についての依頼 
・12 月 24 日～  昭和基地内取材： 設営作業・観測準備作業・氷上輸送・夏宿での生活など 
・1 月 5 日～27 日 野外観測取材： ラングホフデ袋浦、ラングホフデ雪鳥沢、スカレビークハルセン、S17 
・1 月 12 日   第 57 次隊との引継ぎ： 使用する機材・必要なスタッフと役割分担・リハーサルで確
認すべき内容など 
・1 月 31 日   シナリオ読み合わせ 
・2 月 4 日    階上中・リハーサル（1 回目） 
・2 月 5 日    階上中・リハーサル（2 回目） 
・2 月 6 日    FaceTime 接続試験（昭和時間 9：00～ ） 
・2 月 7 日    階上中・本番（昭和時間 9：00～ ）、宮教大付属中・リハーサル 
・2 月 8 日    TV 会議システム接続試験（昭和時間 9：10～ ） 
























































































































































上記 3 点を目標として、奈良県立青翔中学校・高等学校へ南極授業を行った。 
 
【実施経過】 
・12 月中旬 南極授業係分担決め、授業内容の概要の確認、日程の確認 
・12 月中旬から 2 月上旬 昭和基地内、環境省の調査（海洋生物、土壌、雪氷、水、汚水処理場）沿岸
野外（ラングホブデ袋浦、雪鳥、スカルブスネス長池、スカレビークハルセン、S17、氷上輸送、海洋
観測）で同行取材・調査 
・1 月 25 日 授業資料、指導案の完成（スタッフへの配布） 
・1 月 31 日 シナリオ最終読み合わせ 
・2 月 3 日 2 月 9 日分 FaceTime 基地内リハーサル 
・2 月 6 日 9:00 FaceTime 国内との接続試験  
・2 月 7 日 2 月 11 日分 テレビ会議システム 基地内リハーサル 
・2 月 9 日 9:10 FaceTime 本番（奈良県立青翔中学校高等学校）  
・2 月 10 日 13:30 テレビ会議システム 国内との接続試験  























2 月 9 日授業では、昭和基地内の汚水処理場および昭和基地周辺野外の土壌から発電する研究を中心に















2 月 9 日授業参加生徒 42 人にアンケートを行った。内容は、問 1 内容はためになりましたか、問 2 今
回の内容はあなたにとって新しい発見がありましたか、問 3 今回の内容は自分の知識を高めるのに役立ち
ましたか、問 4 内容は自分なりに理解できましたか、問 5 南極の環境保全について興味・関心が高まりま
したか、問 6 今回の内容は自分の進路を考えたりや研究テーマを考えるのに役立ちましたか、問 7 南極の
環境保全についてさらに調べてみたいとおもいましたか（もしくは、調べた）、問 8 今回の南極授業をう
けて自然科学への興味・関心が高まりましたか、の 8 つである。各問いに対して 1 あった、2 どちらかと
いえばあった、3 どちらでもない、4 どちらかというとなかった、5 なかった の 5 段階で回答を得た。
その結果を図Ⅱ.4.1.1-1 に示す。各問いに対して「1 あった」、「2 どちらかといえばあった」を肯定的な
回答とみなした。問 1～5 と問 8 は 95％以上が肯定的な回答であった。問 6、7 に関しては、全体では肯定









 図Ⅱ.4.1.1-1 授業アンケートの結果。グラフ中の数字は％を示す。回答生徒は 42 人であった。  























4.1.2 交換科学者                                                         熊谷 宏靖・Óscar Ramos 
【概要】 
コロンビアから Óscar Ramos 氏（ボゴタ大学）を交換科学者として受け入れた。同氏は、「Botanical 








・2015 年の ATCM において、コロンビア代表団の一人から、国立極地研究所国際企画室長に対して同国か
ら JARE57 への参加の打診があったものの、その後没交渉で実現しなかった。 






       ・2016 年 6 月に、国立極地研究所として受け入れて続きを進めることを決定。 
・2016 年 10 月に、南極観測統合推進本部の本部連絡会において、受け入れを決定。 
 
南極行動中における経過 
・2016 年 11 月 28 日 フリーマントル停泊中の「しらせ」において JARE58 本隊と合流 
・2016 年 12 月 2 日 「しらせ」フリーマントル出航 
・2016 年 12 月 14 日 生物チーム（陸上生物・ペンギン）に対して観測プランの紹介プレゼンテーション 
・2016 年 12 月 24 日 昭和基地入り 
・2016 年 12 月 28-29 日 スカルブスネス野外調査（陸上生物チーム同行） 
・2017 年 1 月 9 日 天文台岩野外調査（地質チーム同行） 
・2017 年 1 月 19-20 日 ラングホブデ袋浦野外調査調査（ペンギンチーム同行） 
・2017 年 2 月 4 日 昭和基地から「しらせ」に帰艦 
・2017 年 2 月 24 日 リーセル・ラルセン山野外調査（陸上生物チーム同行） 















































最後に、交換科学者として第 58 次隊に参加された Óscar Ramos 氏による英文レポートを示す。 
 
BOTANICAL DIVERSITY OF THE QUEEN MAUD LAND AND THE ENDERBY LAND AREAS IN THE 
ANTARCTIC CONTINENT 
 
Óscar  Ramos1,2,3 
 
1Department of Basic Sciences, University of La Salle, Bogotá, Colombia 
2Colombian Antarctic Program – 3rd Colombian Expedition to Antarctica 
3E-mail: ojramos@unisalle.edu.co 
 
The present document summarizes the activities carried out as member of the 3rd Colombian Expedition to Antarctica 
enrolled in the JARE 58, expedition in which I had the honor to participate as accompanying member, under the 
frame of the Antarctic Treaty that supports and encourages the international cooperation in the Antarctic research, 




The ecological succession process is an important biological phenomenon that promotes the establishment and 
maintenance of all the ecosystems in the planet. This process is composed by two stages: the primary succession and 
the secondary succession stages. During the primary stage, the first wave of biological colonization occurs; new 
species arrive to empty places. These new species, called pioneer species, play a key role setting the fundamental 
bases for the establishment of the ecological communities. This early stage rarely can be seen in nature as in general 
the ecosystems are in the mature climax stage or in the secondary succession stage. However, in very extreme 
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environments, like in high elevation ecosystems, Artic or Antarctic ecosystems, the primary succession, in charge of 
pioneer species can be observed as the conditions – climatic and geographic – prevent the process to come up to the 
secondary succession stage. 
 
To gain insights in the primary succession phenomenon, an important preliminary step is necessary and consist in to 
identify the richness and diversity of pioneer species; activity that establishes a knowledge base-line in the research 
agenda. In this context, an adequate scenery to evaluate this phenomenon is the Antarctic Continent where the more 
common botanical pioneer species are the lichens. Thus, this project is focused on the first preliminary step, 
specifically designed with the aim to assess the richness and diversity of lichen species in the Queen Maud Land and 




To evaluate the lichen richness and diversity, a series of explorations were carried out during the austral summer 2016 
– 2017 participating in the JARE 58: five different locations were visited within the Queen Maud Land and the 
Enderby Land areas (Table 1). In each location ground surface surveys were conducted to find lichen species. Once 
the lichen was found, a record was taken by means of digital photography. Each photography contained an scale used 
to asses the cover area by the lichen; an abundance measurement to quantify the diversity. Each record included also 
the GPS geographic localization. 
 
Preliminary and forthcoming results 
 
A preliminary comparison shows differences in the lichen richness among the five visited locations (Table 1). The 
highest value of species richness of lichens was found in the coast of the Amundsen bay. Intermediate values of 
richness were found in Tenmondai, Langhovde and Skarvsnes locations, whereas the Syowa station area was the 
location with the lowest value of species richness of lichens. 
 
The next step in the data analysis consist of evaluating differences in the diversity among the locations and the 
correlation of the diversity values with the environmental conditions: the climate. The diversity values will be 
represented by the Simpson and Shannon index that will be calculated using the relative covered area of the lichen, 
measured on the digital photos with the software for image analysis ImageJ. 
 
Table1. Lichen species richness and geolocation of the five assessed locations in the Queen Maud Land and the 
Enderby Land areas 
 
Location Lichen richness Geolocation 
Amundsen Bay 7 Lat: 66.794S / Lon: 50.580E 
Tenmondai  5 Lat: 68.444S / Lon: 41.714E 
Langhovde 4 Lat: 69.214S / Lon: 39.626E 
Skarvsnes 4 Lat: 69.473S / Lon: 39.605E 





The preliminary evaluation of the data indicates the existence of differences in the lichen richness among the five 
locations evaluated. The locations with more richness of lichens are those locations in the north-east part of the 
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surveyed area, while the places with intermediate richness of lichens are located in the south-west. A substantial 
difference in richness is detected in Syowa Station, with the lowest value. The climatic factor, related with the 
geographic location and the continental/island condition could explain these results. To support this idea it is 
necessary, as mentioned in the forthcoming results section, to continue analyzing the data including diversity index 




I would like to acknowledge the Japanese NIPR institute and the vice-rectory office of the University of La Salle for 
the direct and indirect financial support, which gave me the opportunity to carry out this project. Also, I would like to 
thank to Yoichi Motoyoshi, Kentaro Watanabe, the Shirase crew and the Colombian Commission of the Ocean for the 
valuable and friendly logistic support, important to accomplish the targets of the project. 
 
4.2 公開利用研究課題 
4.2.1 しらせ船上全天カメラ観測（AAS-13）                       平沢 尚彦 
本観測は研究計画グループからの隊員派遣がないため、観測隊からの依頼を受けて担当した。復路では
第 57 次越冬隊・武田真憲隊員の協力を得た。しらせ 06 甲板に全天カメラを設置し 10 分毎の全天画像を撮
影し、信号ケーブルを介して第 1 観測室のＰＣに記録した。観測は東京～オーストラリア～昭和基地にい















写真Ⅱ.4.2.1-1 （左）しらせ 06 甲板に設置された全天カメラ。画面内の右側の半球ドームの付いた円 
筒の筐体にデジタルカメラが格納されている。（右）2016 年 11 月 29 日にオーストラリア・フリマントル 
において撮影された画像。 
 


















南極環境保護議定書第 3 条「環境原則」との関係において、夏 120 人/冬 30 人規模の科学基地の南極環
境への負荷について考察した。 
南極条約第１条「平和原則」との関係において、海上自衛隊による観測支援活動を考察した。 
南極条約第 2 条「科学活動の自由」第 3 条「観測結果の公開」との関係において、一例として大型大気





3） 野外観測活動と国際法（2017/1/3-5 ラングホブデ袋浦、2017/1/10 ラングホブデ雪鳥沢、2017/1/17-19
















































4.3 継続的国内外共同観測                                         










1：12 月 5 日 0150(UTC)、南緯 45 度 09.03 分、東経 110 度 02.12 分 (St.L2) 
2：12 月 6 日 0155(UTC)、南緯 50 度 04.11 分、東経 110 度 00.91 分 (St.L3) 
3：12 月 7 日 0208(UTC)、南緯 55 度 06.96 分、東経 110 度 00.31 分 (St.L4) 
4：12 月 8 日 0152(UTC)、南緯 60 度 02.12 分、東経 110 度 00.00 分 (St.L5) 
5：12 月 9 日 1549(UTC)、南緯 62 度 17.00 分、東経 105 度 02.37 分 
6：12 月 10 日 0414(UTC)、南緯 61 度 19.32 分、東経 100 度 01.25 分 
7：12 月 10 日 1548(UTC)、南緯 61 度 19.04 分、東経 095 度 02.13 分 
8：12 月 11 日 0513(UTC)、南緯 61 度 20.7 分、東経 090 度 01.2 分 
9：12 月 11 日 1734(UTC)、南緯 61 度 23.76 分、東経 085 度 01.82 分 





















































4.4.2.1 日本新聞協会代表取材                                                        武隈 周防 
【概要】 
2016 年 11 月 27 日の成田空港出発から 2017 年 3 月 23 日の帰国まで、第 58 次南極観測隊に、日本新
聞協会の代表として同行取材した。 
私は普段、スチルカメラマンとして仕事をしているので、南極と観測隊の活動をビジュアル重視で報







グラム、フェイスブックなどの SNS でも配信や更新を告知した。本稿執筆時の 2 月 26 日現在、配信した
















表Ⅱ.4.4.2.1-1 第 58 次隊同行取材中の記事等配信リスト 
日付  新聞向け配信 Web 連載 映像 
2016 年 12 月 2 日 金 観測隊、南極の海へ   
2016 年 12 月 4 日 日 しらせで本格観測開始   
2016 年 12 月 6 日 火 しらせからオーロラ観測   
2016 年 12 月 8 日 木 初めて氷山を確認   
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2016 年 12 月 18 日 日 しらせ、流氷砕き航行   






2016 年 12 月 22 日 木    










2016 年 12 月 31 日 土 昭和基地で年越し   




2017 年 1 月 6 日 金 しらせで成人式   
2017 年 1 月 7 日 土 南極ペンギン子育て順調   


















2017 年 1 月 24 日 火 海面上昇、氷河から予測   




2017 年 1 月 28 日 土
寝る間惜しんで設営作業
昭和 60 年、元隊員ら 
  




2017 年 2 月 1 日 水 越冬交代式   












2017 年 2 月 9 日 木 南極授業（奈良）   









2017 年 2 月 15 日 水 観測隊が昭和基地を撤収   
















2017 年 3 月 7 日 火 南極沖に海氷「生産工場」   
2017 年 3 月 8 日 水
ニュースなぜなに（本記
60 行、サイド 30 行） 
  














2017 年 3 月 20 日 月 観測隊がシドニー到着   

























4.4.2.2 RKB 毎日放送                                                                今林 隆史 
【概要】 





RKB 毎日放送は福岡・佐賀を放送エリアとする JNN（TBS 系）の放送局である。自社および全国ネット
のテレビで観測隊について放送した。多様なメディアがある中、放送メディアの優位性は臨場感と速報
性にあると考えている。そこで、南極から FaceTime を使った簡易中継を 8 回行った。最新の取材結果を




テレビでは、RKB での企画ニュースを 17 本、TBS では 7 本放送した。さらに 60 周年の前日に TBS 系の
番組「報道特集」で25分程度の企画を放送した（2017年 3月 31日時点）。このうち昭和基地からのFaceTime
中継を 6 回、電話中継を 2 回あわせて行った。そのほかに、元日に TBS 系の番組と RKB の番組で、それ
ぞれ昭和基地から生中継した。概要は表Ⅱ.4.4.2.2-1 に示す。 
 
表Ⅱ.4.4.2.2-1 第 58 次隊同行取材中のテレビ放送実施リスト 
放送日 放送局 番組名 タイトル VTR／中継 
12 月 26 日（月） RKB 今日感ニュース 南極到着 VTR 
12 月 27 日（火） RKB 今日感ニュース 南極の大自然 VTR+中継 
12 月 28 日（水） RKB 今日感ニュース 南極への旅 VTR 
12 月 29 日（木） RKB 今日感ニュース 「しらせ」迎春準備 VYR 
 TBS ニューズアイ 南極の大自然 VTR 
1 月 1 日（日） RKB ローカルニュース 昭和基地の新年 VTR 
 TBS ニッポンの初日の出 南極の初日の出は？ 中継 
 RKB 家族びよりなお正月 観測隊員と家族 VTR+中継 
 TBS N スタ 昭和基地迎春準備 VTR 
1 月 4 日（水） TBS N スタ 南極の大自然 VTR+電話 
1 月 6 日（金） RKB 今日感ニュース 「しらせ」の航海 VTR+中継 
1 月 9 日（月） RKB 今日感ニュース 「しらせ」で成人式 VTR 
1 月 16 日（月） TBS ニューズアイ 南極観測隊員の活動 VTR+中継 
 RKB 今日感ニュース 夏の南極・隊員の暮らし VTR+中継 
 TBS ニュース 23 南極観測隊員の活動 VTR+電話 
1 月 19 日（木） RKB 今日感ニュース ペンギンの子育て VTR 
1 月 28 日（土） TBS 報道特集 南極観測 60 年と最新研究 VTR+中継 
1 月 29 日（日） TBS フラッシュニュース 昭和基地開設 60 年記念式典 VTR 
1 月 30 日（月） TBS あさチャン 昭和基地開設 60 年記念式典 VTR 
2 月 9 日（木） RKB 今日感ニュース 越冬交代と自然 VTR+中継 
2 月 14 日（火） RKB 今日感ニュース ペンギンの行動にも変化 VTR 
2 月 16 日（木） RKB 今日感ニュース 南極で潜水調査 VTR 
2 月 21 日（火） RKB 今日感ニュース 南極の海洋汚染の現状 VTR 
2 月 28 日（火） RKB 今日感ニュース 南極料理人 VTR 
3 月 2 日（木） RKB 今日感ニュース 昭和基地の暮らし VTR 
3 月 24 日（金） RKB 今日感ニュース 南極から帰国の途に VTR 
3 月 29 日（水） RKB 今日感ニュース 帰途で遭遇「オーロラ」 VTR 
 
一方、ラジオでは RKB の番組で 6 本、MBS の番組で 1 本放送した。また、毎日新聞の科学面にコラム
を 7 本書いた。 
−142−














4.4.3 60 周年記念事業                                                                 熊谷 宏靖 
【概要】  
2017 年 1 月 29 日が昭和基地開設 60 周年の記念日にあたるのを記念し、立川の国立極地研究所で記念





・1/13 第 1 回打ち合わせ 









・ディレクター  熊谷・加藤香（57） 
・アシスタントディレクター 菅・永木 
・カメラ     柴田勝・西山（57） 



















観測隊出発の 11 月末の段階においても、事業企画が出来上がっておらず、本番まで 1 カ月を切った
2017 年 1 月になってから企画概要の提示があったため、中継準備もおのずとそれ以降でしか実施でき













2） 課題：70 周年に向けて 
     70 周年記念事業を実施するか否か現時点では不明だが、実施するのであれば、以下の点が課題と考える。 
a） 早期の企画立案 
基本的には当該隊（第 68 次隊）が活動を開始する 2026 年 3 月（冬訓）頃には、企画概要が立案され
ているべき。どんなに遅くとも当該隊（第 68 次隊）が出発する前に、所と隊との間で実施内容に関し
て合意しておくべきである。70 周年の基点を 1956 年 11 月の宗谷の晴海出発と考えると、さらに前倒



























4.4.4.2 「しらせ」海氷性能データ取得（AAD-02）                                      清水 大輔 
【実施経過】 
日本出発前の積み込み時の 10 月 31 日に大井ふ頭において、PI から観測の説明を受けた。この時に第
１観測室から 06 甲板の前面中央部に設置するセンサまで配線を行った。センサは取り外したが、配線を
残したまま出港した。フリーマントルにおいて 11 月 29 日にセンサを取り付け、観測を開始した。海氷























11月27日 日 　 1530 成田空港集合
1730 本部・所長・隊長からの挨拶
1930 成田空港発








11月30日 水 フリーマントル港 0930 パース日本人学校特別公開
1400 フリーマントル市長表敬
1800 西豪州日本人会忘年会
12月1日 木 フリーマントル港 1830 艦上懇談会
12月2日 金 晴れ 19.8 SSW 5 1011.6 58 23.0 31°53' S 1005 フリーマントル出港




12月3日 土 晴れ 16.2 SW 12 1004.4 79 18.0 40°36' S 0800 救命胴衣着用法






12月4日 日 曇り 12.0 WNW 11 1007.8 80 19.0 40°54 S 0800 停船観測
110°00' E 1230 XCTD、八の字航行
1330 安全教育・南極安全講話（しらせ乗員のみ）
1820 全体ミーティング
12月5日 月 曇り 9.1 NW 7 999.7 76 18.0 44°52 S 0800 停船観測
110°00' E 0800 ヘリオペ打ち合わせ（観測隊－飛行科）
1820 全体ミーティング
12月6日 火 曇り 5.8 NW 2.9 984.7 86 15.0 50°46 S 0800 停船観測
109°59' E 1300 写真講座（希望者）
1500 輸送調整会議
1820 全体ミーティング
12月7日 水 曇り 2.8 NNW 11 993.6 87 1.7 55°44 S 0800 停船観測




12月8日 木 曇り 0.4 WNW 11 978.3 94 -0.1 60°34 S 0800 停船観測
110°01' E 1330 計画停電説明会（越冬隊）
1500 しらせ大学
1820 全体ミーティング
12月9日 金 雪 0.3 E 12 978.7 86 -0.6 63°18 S 0800 停船観測
109°14' E 1230 人文字撮影
1330 しらせ大学
1820 全体ミーティング
12月10日 土 曇り 1.1 ESE 2 987.7 85 0.2 61°19 S 0900 しらせ大学
99°41' E 1330 野外糧食配布
1820 全体ミーティング
12月11日 日 雪 0.4 WNW 18 961.7 86 -0.1 61°20 S 1000 口腔衛生について（しらせ歯科長）




12月12日 月 曇り 0.2 W 9 977.3 90 -0.4 61°32' S 0900 しらせ大学
79°43' E 1300 廃棄物・トイレの取り扱い、分別等の確認
車両の使用方法と運転の注意点
1820 全体ミーティング
12月13日 火 雪 0.3 NW 16 977.9 87 0.2 62°25' S 0900 しらせ大学























12月14日 水 曇り 1.1 WNW 3 989.2 69 -0.8 63°54' S 0800 観測隊ヘリ実習




12月15日 木 晴れ 1.4 ENE 4.6 992.3 73 -1.4 66°18' S 0800 観測隊ヘリ実習
49°50' E 1500 昭和基地における生活一般の確認
1530 全体ミーティング
1845 耐寒訓練
12月16日 金 曇り 0.8 ENE 14.3 987.6 66 -1.7 66°20' S 0830 観測隊ヘリ実習
49°44' E 1600 全体ミーティング
1900 しらせとの懇親会
12月17日 土 晴れ 3.7 NNW 8 986.1 57 -1.6 66°31' S 1002 リーセルラルセン（宙空）
49°49' E 1107 アムンゼン（地質）
1252 偵察フライト
1820 全体ミーティング
12月18日 日 晴れ 1.0 SE 5 988.6 68 -1.7 66°48' S 1159 ウィドーズ岬
46°38' E 1530 餅つき大会
1820 全体ミーティング
2000 今後の輸送に関する連絡事項・観測隊懇親会
12月19日 月 晴れ 0.2 SSW 7 989.0 73 -1.7 66°24' S 1630 海底圧力計設置
39°22' E 1820 全体ミーティング
12月20日 火 曇り 3.4 ESE 7 992.2 73 -1.7 68°17' S 0730 海氷偵察
38°24' E 1820 全体ミーティング
2000 越冬内規確認（越冬隊）
12月21日 水 晴れ 4.0 NE 7 990.1 58 -1.7 69°01' S 0832 定着氷進入
39°15' E 1128 弁天島沖に定着
1820 全体ミーティング
12月22日 木 晴れ 2.7 SSE 4.5 995.2 71 -1.7 69°01' S 1515 S16（気水）送り込み
39°15' E 1603 日の出岬（地質）送り込み
1820 全体ミーティング
12月23日 金 晴れ 2.4 E 2 991.8 44 -1.7 69°01' S 0822 昭和第一便、以降物資空輸
39°15' E 1730 オペレーション会報
1815 観測隊ヘリ昭和へ
1900 クリスマス会
12月24日 土 晴れ 1.3 SSE 1.5 993.1 60 -1.7 69°01' S 0800 ラング袋浦（ペンギン）送り込み
39°15' E 0850 スカルきざはし（地物・陸生）送り込み
以降昭和基地への優先物資空輸
1830 オペレーション会報
12月25日 日 晴れ 0.9 NNW 0.9 991.1 60 -1.7 69°01' S 0800 優先物資空輸




12月26日 月 晴れ -0.2 S 5 985.8 71 -1.7 69°01' S 0800 インホブデ（宙空）送り込み→着陸できず帰艦





12月27日 火 晴れ 1.0 SE 2 982.6 59 -1.7 69°01' S 0800 野外観測支援、一般物資空輸　計10便
























































































































































































































































































































































2月14日 火 曇り -5.8 SE 6 987.0 66 -1.7 69°26'S 停船観測、海底地形調査
38°37'E 1820 全体ミーティング
観測隊ヘリ なし





2月16日 木 曇り -0.8 ENE 5.5 995.2 73 -1.3 67°42'S 0900 観測隊訓練（救命胴衣着用法、溺者救助、総員離艦）
38°33'E 1530 海洋観測事前研究会
1820 全体ミーティング
2月17日 金 雪 1.0 E 18.5 967.7 92 1.2 66°29'S 0900 アムンゼン湾ヘリオペミーティング
37°35'E 1730 海底圧力計揚収
1820 全体ミーティング
2月18日 土 雪 -1.1 ENE 16.5 974.7 88 0.6 66°30'S 0900 観測隊訓練（飛行作業、航空機搭乗時の留意事項）
45°13'E 1820 全体ミーティング
2月19日 日 曇り -2.0 E 6 975.2 52 -0.9 66°50'S 0800 野外観測支援（アムンゼン湾）
50°06'E 1820 全体ミーティング
観測隊ヘリ 野外観測支援（アムンゼン湾：地質）
2月20日 月 雪 -1.9 E 5.3 982.5 88 0.9 66°50'S 荒天のため野外観測延期
50°02'E 1820 全体ミーティング
2月21日 火 雪 -2.0 SE 9 996.5 93 -1.0 66°51'S 荒天のため野外観測延期
49°51'E 1820 全体ミーティング
2月22日 水 曇り -0.9 ESE 3.5 1002.4 84 -1.1 66°54'S 荒天のため野外観測延期
49°50'E 1820 全体ミーティング
2月23日 木 晴 -5.2 SSE 4 986.0 48 -0.9 66°48'S 0800 野外観測支援（アムンゼン湾）
50°00'E 1820 全体ミーティング
観測隊ヘリ 野外観測支援（アムンゼン湾：地質）
2月24日 金 雪 -3.0 SSE 2.5 974.6 63 -1.1 66°43'S 0800 野外観測支援（アムンゼン湾）
49°43'E 1820 全体ミーティング
観測隊ヘリ 野外観測支援（アムンゼン湾：地質）
2月25日 土 曇り -2.1 SE 15.3 987.4 77 0.1 65°56'S 1230 持ち帰り私物についての説明会
58°04'E 1820 全体ミーティング
2月26日 日 晴 -2.8 S 7 984.9 49 -0.6 67°35'S 停船観測
68°19'E 1820 全体ミーティング
2月27日 月 晴 -4.3 ENE 17 991.1 55 -0.6 67°40'S 海底地形調査
68°34'E 1820 全体ミーティング
2月28日 火 晴 -5.2 ESE 14 1002.2 50 -6.0 67°15'S 停船観測
68°32'E 1300 気水圏設備見学会（06甲板、第1観測室）
1820 全体ミーティング
3月1日 水 晴 -5.3 SE 29 1001.6 55 -0.5 67°05'S 海底地形調査
68°58'E 1820 全体ミーティング

















3月3日 金 曇 -2.2 SE 6.5 991.6 70 1.4 64°37'S 1820 全体ミーティング
81°55'E 1900 ひなまつりイベント
3月4日 土 雪 1.2 E 14.4 980.5 88 1.5 62°59'S 0900 南極大学
90°47'E 1820 全体ミーティング
3月5日 日 曇 1.8 ENE 7 982.8 79 0.9 63°02'S
100°21'E 1820 全体ミーティング
3月6日 月 雪 -1.2 SE 18 979.5 84 1.0 63°46'S 1330 南極大学
108°07'E 1820 全体ミーティング
3月7日 火 曇 -2.8 S 17 985.0 67 0.8 64°06'S 1330 南極大学
116°39'E 1820 全体ミーティング
3月8日 水 雪 -4.2 ENE 8 986.4 70 -1.5 66°21'S 1330 南極大学
120°27'E 1820 全体ミーティング




3月10日 金 雪 1.0 E 14 978.0 88 1.7 63°59'S 1230 南極工芸展
132°11'E 1820 全体ミーティング
3月11日 土 晴 -1.3 WSW 8 990.1 52 2.0 63°59'S 0800 艦内娯楽大会
139°28'E 1820 全体ミーティング
3月12日 日 曇 2.5 NNE 8 988.7 84 1.8 64°0'S 0800 艦内娯楽大会
145°19'E 1820 全体ミーティング
3月13日 月 曇 3.3 NW 13 971.5 92 2.4 63°19'S 1330 しらせ高校
150°00'E 1820 全体ミーティング
3月14日 火 雨 5.0 NNW 14.5 996.7 95.0 3.5 59°09'S 0800 停船観測
150°00'E 1330 南国大学
1820 全体ミーティング
3月15日 水 曇 7.8 W 8 1001.2 87.0 6.5 54°18'S 0800 停船観測
150°00'E 1330 南国大学
1820 全体ミーティング
3月16日 木 曇 13.0 NW 13.8 990.8 91.0 10.4 49°34'S 0800 停船観測
150°21'E 1330 夏期オペレーション事後検討会
1820 全体ミーティング
3月17日 金 晴 13.9 SW 15 1023.4 60.0 13.0 45°31'S 0800 停船観測
151°59'E 1330 夏期オペレーション事後検討会
1820 全体ミーティング
3月18日 土 晴 18.1 ENE 8.5 1030.0 66.0 15.1 40°50'S 1330 夏期オペレーション事後検討会
152°00'E 1820 全体ミーティング
3月19日 日 晴 22.7 ENE 17 1021.6 91.0 24.0 36°41'S 1600 検疫準備
152°00'E 1820 全体ミーティング




3月21日 火 0805 パースレイ湾公園訪問（白瀬隊記念名盤：観測隊長他）
1100 ウラーラ市長表敬
　 1830 艦上懇談会
3月22日 水 0730 観測隊見送り
1800 観測隊退艦
2220 シドニー空港発










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.1.1 基地の管理運営                                 岡田 雅樹 


































ながら、8 月から 12 月までの間、ルート工作及び野外行動を活発に行った。11 月には 59 次先遣隊 18 名
を昭和基地に受け入れ、ドーム旅行隊、湖沼掘削チーム、ペンギン調査チームの送り出しを行った。 
 
1.1.5 ドロンイングモードランド航空網（DROMLAN）への対応               岡田 雅樹 
2017/18 シーズンのフライト計画に従って、大陸上航空拠点 S17 における滑走路整備および昭和基地前滑




の海氷厚が 1m に満たない状況であったため、とっつき岬に至るルートに沿って昭和基地から 8km ほど離れ
た場所(TK30 付近)に滑走路を造成した。昭和基地前滑走路には 11 月に 4 便(うち 2 便は 59 次先遣隊のフ
ライト)を受け入れ、JETA-1 航空用燃料を提供したほか、S17 航空拠点には計 3 便の受け入れを行った。 
 







ォーラム 2017 において、昭和基地で実施した「第 13 回中高生南極北極科学コンテスト」で選ばれた優秀提




1.1.7 「しらせ」への海氷情報の提供                            永木 毅 
「しらせ」へ昭和基地周辺の氷厚データ等を 59 次隊経由で提供した。（図 Ⅲ.1.1.7-1） 
9 月下旬、多年氷の堺および、乱氷帯の大まかな位置を報告した。氷厚に関しては図 Ⅲ.1.1.7-1 の 1～7
点について報告した。（7 番は 58 次接岸点。）12 月上旬、「しらせ」からの要望を受け A～D 点の氷厚測定と接
岸目標となる赤旗の設置を行った。接岸目標は A 点から 300 度方向、150m（50m 毎）の位置に旗を立てた。 
 
 
図 Ⅲ.1.1.7-1 しらせ接岸点周辺の氷厚調査ポイント 
 
1.2 各月の概要                              岡田 雅樹 
1.2.1 全般 
【2017 年 2 月】 





り、3 日朝に注意令解除とした。このブリザードの影響により 57 次隊越冬隊のしらせ帰投は 3 日となった。
今月は全般的に好天が続き、夏期間の作業は順調に進捗した。15 日にしらせ最終便により残留していた 57
次隊員、58 次隊員全員がしらせに帰投した。20 日に越冬成立式をおこない、福島隊員慰霊祭を執り行った。
21 日よりオーロラ光学観測の一部を開始した。25 日に防火訓練、観測部会、設営部会を開催した。27 日に
オペレーション会議を実施、28 日に全体会議を行い、3 月以後の計画等について隊員間の周知を図った。 


































中止せざるを得ない状況となったため、海氷等の状況を確認しながら 9 月から 10 月にかけての野外行動計
画の見直しを行った。 













【2017 年 11 月】 
ドロンイングモードランド航空網(DROMLAN)による 59 次先遣隊の受け入れに向けて準備を進めた。先遣隊
に 58 次隊員を加え、ドーム旅行隊、湖沼掘削チーム、ペンギン調査チーム全てを、14 日までに送り出すこ
とができた。全チームが昭和基地を出発した後、4 日間にわたるブリザードによって野外行動および外作業
は停滞せざるを得なかったが、下旬は比較的好天に恵まれ野外行動、基地作業とも順調に進捗した。 
【2017 年 12 月】 
月前半は 59 次本隊の到着に向けて、接岸予定地点周辺の氷状調査を行うとともに、夏宿の立ち上げ作業
および基地内幹線道路の除雪等の受け入れに向けた準備作業を中心に行った。20 日の第 1 便以後、空輸によ
る優先物資の受け入れおよび、氷上輸送による大型物資の受け入れを行った。 
【2018 年 1 月】 





【2017 年 2 月】 


















【2017 年 5 月】 













気温は、3 日から 17 日前後まで最低気温が‐25℃に下がる日が続いたが、それ以後は、再び‐20℃を上回る
気温となった。 
【2017 年 7 月】 





【2017 年 8 月】 
上旬から中旬にかけて気温は平年並みに推移した。下旬は、比較的好天に恵まれ、気温は平年を下回る日




【2017 年 9 月】 
月を通して平年並みの気温で推移した。ブリザード後には、数日間最低気温が‐25℃を下回る日があった










【2017 年 11 月】 










【2018 年 1 月】 











【2017 年 2 月】 





















【2017 年 5 月】 
基地観測は全般的に順調に進んでいる。外気温が－20℃近く下がる日が出るにしたがい、居住棟並びに各
観測棟の温度管理に注意を払っている。夜間の観測時間が長くなるに従い、基地内の灯火管制の時間が長く
なり、夕方 15:00 前後から翌朝 09:00 前後までオーロラ光学観測を実施している。基地内の電力需要につい
ても可能な限り詳細な需給状況を見ながら、観測を行っている。極夜前に予定していたルート工作および野
外調査について海氷状況により 7 月に実施を一部延期することとし、5 月中に野外行動のレスキュー訓練、
医療訓練を実施し、7 月以後の計画を迅速に進めることができるよう準備を進めた。 
【2017 年 6 月】 












【2017 年 8 月】 
基地観測は全般的に順調に進んでいる。10 日から 13 日にかけて発生したブリザードの強風により、基地
内数か所で軽微な被害がみられたが、数日中に修復作業を実施し復旧した。S16 拠点から大型雪上車 4 台を






【2017 年 9 月】 
基地観測は全般的に順調に進み、灯火制限が屋外作業と重複する時間帯がほぼなくなった。10 日ラングホ
ブデ雪鳥沢小屋まで、22 日スカルブスネスきざはし浜小屋までのルートが完成し、順次湖沼調査を実施した。
22 日から好天が続き、スカルブスネス湖沼調査を実施することができた。内陸旅行準備のため、3 台の SM100
の整備が完了したため、昭和基地からとっつき岬または S16 拠点へ車両の回送を行った。 
【2017 年 10 月】 
基地観測は全般的に順調で、20 日にオーロラ光学観測を終了し、基地内の灯火制限を終了した。基地周辺




【2017 年 11 月】 




【2017 年 12 月】 




【2018 年 1 月】 
初旬の荒天の影響により、基地内除雪の必要があった。強風の影響で 100kL 水槽からの水に断熱材の破砕
片が混入する状況が発生したため、急遽天候回復を待って応急処置を講じることとした。基地観測は概ね順







2.1 越冬内規・指針・細則                        岡田 雅樹 
2.1.1 越冬内規 
 第 58 次隊による昭和基地の運営は、「第 58 次南極地域観測隊越冬隊内規」に基づいて実施する。 
Ⅰ．目的 
この内規は「南極地域観測隊員必携」に基づくものであり、以下の目的のために定める。 
1．第 58 次南極地域観測隊越冬隊における観測・設営計画を達成するため 
2．第 58 次南極地域観測隊越冬隊が行う昭和基地および周辺地域における生活や活動を、効率的で、安全・
円滑かつ楽しく豊かに実施するため 





   また、観測隊の運営を円滑にするために、必要に応じて別途生活係及び委員会を設置する。 
 
  1．主任等 
 常任 
越冬隊長 岡田雅樹 
総務 永木 毅 









気 象 部 門：水野太治 
宙 空 圏 部 門：江尻 省 
気 水 圏 部 門：高村友海 




機 械 部 門 ：佐藤裕之 
通 信 部 門 ：藤原聖二 
調 理 部 門 ：青堀 力 
医 療 部 門 ：大江洋文 
環 境 保 全 部 門：葛西 尚 
多 目 的 ア ン テ ナ 部 門 ：柴田勝秀 
LAN･インテルサット部門：笹栗隆司 
建 築 ・ 土 木 部 門 ：岡本裕司 
野 外 観 測 支 援 部 門：土屋達郎 





  3．各種運営組織 
  (1) 運営組織とメンバー構成 
 議長 メンバー 
全体会議 総務 全隊員 
オペレーション会議 隊長 総務、各主任、庶務 
観測部会 観測主任 観測系隊員、設営主任、安全主任、野外主任、庶務 
設営部会 設営主任 設営系隊員、観測主任、安全主任、野外主任、庶務 
生活部会 生活主任 各係責任者、安全主任、野外主任、庶務 
 
(2) 運営組織の目的 
   ①全体会議 
    越冬隊隊員の最高の意思表示機関であり、観測部会、設営部会、生活部会の各報告、各種委員会、観測
隊の運営や生活、行動方針全般にわたる必要な議事を審議し、越冬隊長に諮問する。 
   ②オペレーション会議 
    観測隊の運営や行動方針全般、基地の生活ルールに関する各種指針の策定・改定、施設・設備の維持管
理対策について審議する。また、全体会議のための議事を事前に取りまとめて整理し、その準備を行う。 
   ③観測部会 
    観測系の観測設営調書に基づいた年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、観測上、必要な設営系
部門との調整を行う。また、終了した観測計画について報告を取りまとめる。 
   ④設営部会 
    設営系の観測設営調書に基づいた年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、設営上、必要な観測系
部門との調整を行う。また、終了した設営計画について報告を取りまとめる。 
   ⑤生活部会 
    生活係の年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、必要な観測系・設営系部門との調整を行う。終
了した計画についての報告を取りまとめる。 
 
  4．諸報告、記録等の手続き 
越冬期間中の諸報告と記録等は、以下の責任者が、対応することとする。 
公式記録 越冬隊長 月例報告 庶務 
記録・日誌 庶務、当直者 報道 隊長 
公用電報・公用ＦＡＸ・公用連絡 庶務 旅行記録 各旅行隊のリーダー 
公式写真 庶務 観測隊報告 越冬隊長、庶務 






ェックした上で、同 10 日までに極地研に送付する。 
(3) 観測隊報告は、帰路船上で原稿を取りまとめる。 
 
  5．安全対策および各種指針・規則等の策定 
安全対策や生活ルールの細目事項を定めるために、以下の指針・規則等を別途策定する。また、必要に応
じて越冬開始後に追加することがある。 
  (1) 東オングル島での行動範囲 




  (3) ブリザード対策指針 
  (4) 昭和基地消防計画 
  (5) 昭和基地油流出防災指針 
  (6) 昭和基地の医療指針（救急物品の配備） 
  (7) 基地周辺および沿岸域における野外安全行動指針 
  (8) レスキュー指針 









● 管理棟  ● 焼却炉 葛西
   管理棟全般 佐藤 ● 焼却炉棟 葛西
  １階空調機械室・受水槽室 佐藤 ● 焼却炉棟北赤居カブ(危険品保管) 土屋
   １階エントランス・倉庫・食糧倉庫 青堀 ● 自然エネルギー棟 佐藤
  ２階医務室・医療施設 大江 ● 20kw風力発電装置 斎藤
  ２階娯楽室・バー 服部 ● 風力発電制御盤小屋 斎藤
  ３階通信室・電話室・通信施設 藤原 ● 東部地区分電盤小屋 斎藤
  ３階書庫・庶務室・印刷室 永木 ● 小型発電機小屋 鎌松
  ３階厨房・食堂・サロン 内村 ● 環境科学棟 田邊
  ３階隊長室 岡田 ● 観測倉庫 高村
  プロパンボンベ庫 佐藤 ● 観測棟（含ボンベ庫） 高村
● 居住棟  ● 情報処理棟 吉川
  第１居住棟  ● 光学観測棟 江尻
  第２居住棟  ● 衛星受信棟 柴田
● 倉庫棟  ● 地震計室 中元
  １階倉庫 土屋 ● 重力計室 中元
  ２階冷蔵庫・冷凍庫 内村 ● 地磁気変化計室 吉川
  設営事務室 佐藤 ● 大型アンテナレドーム 柴田
● 通路棟 佐藤 ● インテルサット制御室・レドーム 笹栗
● 廃棄物集積所 葛西 ● 清浄大気観測室 高村
● 発電棟  ● 大型大気レーダー・観測制御小屋 岩男
  発電棟全般 鎌松 ● 電離層観測小屋 吉川
  １階機械室 鎌松 ● 第１夏期隊員宿舎 佐藤
  １階第１冷凍庫・第２冷凍庫 青堀 ● 非常発電棟 鎌松
  ２階理髪室  ● 旧予備食冷凍庫（機械部品庫） 佐藤
  ２階風呂・洗面所・脱衣所・便所・洗濯場・廊下 佐藤 ● RT棟 佐藤
  １階発電機設備 鎌松 ● 推薬庫 葛西
  ２階制御室 江口 ● 機械建築倉庫 佐藤
  ２階グリーンルーム 鎌松 ● Aヘリポート待機小屋 佐藤
  ２階女子便所・風呂・前室 江尻 ● 第２夏期隊員宿舎 佐藤
● 貯水槽 佐藤 ● 第2車庫兼ヘリ格納庫 (予備食ｺﾝﾃﾅ) 武井




● 汚水処理棟 葛西 ● 検潮儀室 中元
● 汚水処理中継槽小屋 葛西 ● MFレーダー小屋 橋本
● 基地側燃料タンク 武井 ● 第１HFレーダー小屋 鈴木
● 基地ポンプ小屋 武井 ● 新第１HFレーダー小屋 鈴木
● 作業工作棟 葛西 ● 第２HFレーダー小屋 鈴木
● 送信棟 藤原 ● 10kw風力発電小屋 岡本
● 西部地区分電盤小屋 斎藤 ● 非常用物品庫 土屋
● 気象棟および関連施設（含放球棟） 水野 ● 第２廃棄物保管庫 武井
● 旧水素ガス発生器室 水野 ● Cヘリポート管制待機小屋 葛西
● 地学棟 
● 電離層棟 
中元 ● 見晴らし燃料タンク 武井
吉川 ● 見晴らし岩ポンプ小屋 武井
● 旧電離層棟及び関連施設 吉川   
 
  7．ライフロープの設置 
   基地内の主要建物間にライフロープを設置し、管理責任者及び維持担当者を選任する。 
   管理責任者及び維持担当者は、受け持ち区間のライフロープの維持管理に当たる。 


































  8．日課 
   越冬中は平日日課と休日日課を設け、平日日課は季節により夏日課と冬日課を切り替える。 
   (1) 業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
   (2) 休日は日曜日及び隊長の定める日とする。 
   (3) 休日の朝食は各人が適宜とることとし、昼食に変えてブランチを設ける。 
   (4) 冬日課は 5 月～8 月とし、これ以外の月は夏日課とする。 
    (5) 夏期作業中の日課は、以下の表の通りとする。 
















































  9．当直と環境保全当番と居住棟当番 
1 名輪番で昭和基地居住区の当直業務を行う。なお、勤務の都合や野外行動への参加の状況により、当直
の順番や頻度を調整することがある。 
   (1) 昼食及び夕食の合図 
   (2) 食事の配膳と後片づけの手伝い 
   (3) 調理隊員の指示による、食べ物や飲み物の補充 
   (4) 食堂、サロン、管理棟の階段と通路、娯楽室、洗面所、風呂場、便所、通路棟等の掃除 
   (5) 食堂や洗面所のタオルの選択と入れ替え 
   (6) 食堂と洗面所の廃棄物処理 
   (7) 毎夕食時の人員確認とミーティングの進行 
   (8) 当直業務中に気づいた施設等の不具合の報告 










   (1) 定期的に実施するもの：通路など共用部分の清掃、水槽への雪入れなど 
   (2) 不定期に実施するもの：除雪、野菜等生鮮食品の養生、装備品整理、旅行準備など 
 
  11．入浴・洗濯 
入浴・洗濯は以下により行う。 




   (2) 洗濯機の使用時間は、漏水防止の観点から 0500-2400 とする。 
   (3) 造水の状況によっては、設営主任の指示により入浴、洗濯を制限することがある。 
   (4) 個人の洗濯物の乾燥は個室で行う。シュラフ等の大物や共用のタオル等を除き、発電棟 2 階通路での
乾燥を禁止する。 





  12．喫煙 
基地内および屋外での喫煙については、以下を遵守する。 
   (1) 室内での喫煙は、倉庫棟 2 階に設置している喫煙室のみとする。 
   (2) 喫煙室以外は屋外のみとする。ただし、燃料置き場付近は厳禁である。 
   (3) 屋外での喫煙の際は、携帯用灰皿を使用し、空き缶等を灰皿代わりにしない。 
   (4) 野外行動の際の車内等での喫煙は、旅行隊リーダーの指示に従う。 
   (5) 吸殻や灰皿の片付けは、喫煙者が行い、火災等の発生が起きないように厳重に注意する。 
 
  13．飲酒・娯楽 
飲酒や娯楽に関する生活諸係の活動は、原則として 2300 までとする。 
 
  14．環境保全 
   (1) 廃棄物の処理については別途「廃棄物処理規則」に定める。 
   (2) 油流出緊急時対策については別途「昭和基地油流出防災計画」に定める。 
   (3) 環境保護：観測隊諸活動の生態系への影響を必要最小限にとどめるよう配慮する。 
    ①ラングホブデ雪鳥沢の南極特別保護地区(ASPA-141)に立ち入らない。 
    ②ペンギンルッカリーに立ち入らない。 
    ③アザラシ、ペンギン、鳥類にむやみに近づかない。 




ランク 視 程 風 速 継続時間 
Ａ級 100m 未満 25m/s 以上 6 時間以上 
Ｂ級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上 
Ｃ級 1000m 未満 10m/s 以上 6 時間以上 
 
2．外出禁止・注意令の発令、解除基準 




発令内容 視 程 風 速 
外出禁止令 100m 未満 25m/s 以上





















































1．使用する無線は UHF(3ch)のみ、電話はまず 222 番に連絡するものとする。管理棟にいる隊員は、可能な
限り通信室にて各自で人員確認ボードの名札を移動すること。 



































備  考 
外出禁止令 
発令中 
風速 25m/s 以上 
かつ 









風速 15m/s 以上 
かつ 




屋内 1 名 








屋内 1 名 




























































































































 (1) 火災が発生した場合は初期消火に努める。ただし、隊員に危険が及ばない範囲とする。 









 (1) 越冬隊長の責務 




   ③越冬隊長は、防火・防災管理業務を行なう安全主任を指名するとともに、各建物・施設の火元責任者を
担う管理責任者を指名する。 
 (2) 防火・防災管理業務とは 
  ① 総合防火訓練（消火、通報、避難誘導等の訓練）を毎月 1 回実施する。 
   ② 火災予防上の自主検査の実施又は監督 
   消防用設備等、建物、防火施設、避難施設、電気設備、危険物施設、火を使用する設備器具(以下「火 
気使用設備器具」という。)、非常口等の検査・点検を実施又は監督し、不備欠陥事項のある場合は、改 
修を図る。 
   ③基地内建物の点検 
   ④消防用設備等の点検・整備及び立ち会い 
   ⑤改修工事等の立ち会い及び安全対策の樹立 
   ⑥火気の使用、取り扱いの指導、監督 
   ⑦隊員に対する防火・防災教育の実施 
   ⑧施設ごとの管理責任者の指名 
⑨管理責任者に対する指導、監督 
  ⑩隊長への提案や報告 
  ⑪防火・防災対策の推進 
   ⑫防火・防災設備及び避難施設等の点検の実施と不備欠陥個所がある場合の改修 
 (3) 火元責任者の業務 
  ①担当区域内の火気管理に関すること。 
   ②担当区域内の建物、火気使用設備器具、電気設備、危険物施設等及び消防用設備等の日常の維持管理。 
   ③担当区域内の建物、火気使用設備器具、電気設備、危険物施設等及び消防用設備等の定期点検。 
    定期点検は月 1 回実施し、別途定める点検表に記入して安全主任に提出する。 






 (1) 火元責任者は、業務終了時に火気、戸締りを確認する。 




 (1) 避難口、階段、避難通路等には、避難障害となる設備を設けたり、物品を置かないこと。 
 (2) 暖房機、非常口、消火器、防火扉等の消防設備周辺には物を置かない。 
 (3) 喫煙は指定された場所で行なうこと。 
 (4) 厨房機器やその周辺は毎日こまめに点検・清掃すること。 
 (5) 自動消火装置は正常に作動するように整備すること。 















(14) 居住棟 1、2 階の非常口の除雪、周辺整備は週の各棟掃除当番が行う。 

















































 (2) 役割 
  ①消火本部 消火活動全体を統括し、指揮する。 
  ②消火班  消火機材を準備し、放水消火等の本格消火にあたる。又、必要に応じて救助に当たる。 
  ③破壊班  隊員の安否確認や延焼を防ぐために、必要に応じて建物の破壊を行なう。 
  ④医療班   負傷者が出た場合は、救護所に運び手当てを行なう。 
  ⑤連絡班  人員の確認、通信機器等の準備・配布、本部からの状況伝達を行なう。 
 
8. 訓練 
 火災発生から消火活動までの訓練を毎月 1 度実施する。 
消火本部（昭和通信） 
指 揮・記録： 岡田 
通 信：     藤原 
現場指揮:  佐藤 
消火班 
班 長：葛西    防火/空 
筒 先：中西   防火/空/＃ 
   岡本   防火/空/＃ 
ホ-ス：水野   防火 
    森     防火/＠ 
    重岡   防火/空/* 
    小野    防火/空/* 
      梅沢    防火 
    笹栗      防火 
   高村   【連絡】 
 
三方弁：柴田     防火 
中元     防火 
 
ポンプ＆電力･燃料遮断： 
      鎌松    ポンプ 
      國分     ポンプ 
     齋藤   ポンプ・電力･燃料遮断 
      江口   ポンプ・電力･燃料遮断 
      吉川   ポンプ・全般サポート  





班 長：伊藤  
    永木【連絡】
武井 
        
        








班 長：大江 初期消火 
班 員：青堀 初期消火 
田邉 初期消火 
江尻 初期消火 
担 架：土屋  初期消火 
内村 初期消火 
    岩男 初期消火 
橋本 初期消火 
    鈴木  初期消火【連絡】
 
応急処置対応： 






























































































(1) 消火器・消火機器の取扱訓練、ホース展張訓練を月 1 回程度実施する。 
(2) 消火機器の管理・整備保守担当を隊ごとに定める。 
消 火 器：前田 
消火ポンプ：石川 
ホース及び筒先：消火班担当者 









































































班員 A： 消火器を持って初期消火に駆けつけつつ、目に付いた人員を無線で報告する。 
班員 B： 防火服の着用者周辺の人員を無線で報告する 



















































(3) 消火班全般その 2 




















6. 破壊班の行動手順書                     




②現場指揮が「破壊開始」の指示をハンドマイク又は UHF 無線機で班長へ出す。 
③破壊班はその指示を確認後、破壊活動を行う。 
④破壊活動はできる範囲とし、決して無理な破壊活動は行わない。 











7. 医療班の行動手順書                     


















(3) 医療班全般その 2 





































燃料・油脂類は C ヘリポート、非常物品庫付近、A ヘリポートおよび車庫付近にデポしてある。貯油施
設と貯油量は表 1 の通りである。 
 
表 1 昭和基地の貯油施設と貯油容量 
場 
所 
種   類 
設置年 
（隊次）







25kl アルミタンク①W 軽 1997(39) 
50klアルミタンク②W軽油 1969(11) 25kl アルミタンク②W 軽 2000(42) 
100kl アルミタンク①JP-5 1993(35) 20kl アルミタンク①W 軽 1965(7) 
100kl アルミタンク②W 軽 1994(36) 20kl アルミタンク②JP-5 1966(8) 
100kl アルミタンク③W 軽 1996(38) (車両用) 20kl アルミタンク③W 軽 1967(9) 
100kl アルミタンク④W 軽 1997(39) (非常発電棟) 10kl ステンレスタンク W 軽 1973(15) 
100kl アルミタンク⑤W 軽 2000(42) 送油配管内 見晴らし岩～基地主要部 W 軽 2008(49) 
100kl アルミタンク⑥JP-5 2005(47)    
100kl アルミタンク⑦W 軽 2003(45)    
100kl アルミタンク⑧W 軽 2004(46)    
100kl アルミタンク⑨W 軽 2007(48)    
100kl アルミタンク⑩JP-5 2008(49)    
   
(2) 貯蔵されている燃料油（昭和基地に貯蔵されている燃料油の種類、性状、貯蔵形態を表 2 に示す） 
表 2 燃料油の種類とその性状および貯蔵形態 
品 名 引火点(℃) 流動点(℃) 貯蔵形態 
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52 -35 金属タンク 
南極軽油 56 -72.5 ドラム缶、リキッドタンク 
JP-5 61 -46 金属タンク 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 




作業は機械担当隊員により、ほぼ 1 月に 1 度程度行われている。この作業に使用される移送ポンプは見晴
らし岩ポンプ小屋に設置されており、移送能力は約 8.0 kl/h である。移送中は見晴らし岩に 2 人、基地主
要部のタンクに 2 人が作業を行う。また、移送中は適宜パイプラインの漏れを監視している。 











































































本部 → 通信室に設置 
現場指揮(設営主任) → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム）→ 現場指揮の指示により活動する。 










 行 動 備 考 
1 油の流出を発見したら直ちに通信室へ状況報告 危険な地域にいる隊員に連絡 





4 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 









8 全体で反省会を行い、報告書を作成する  
9 必要に応じ流出後のモニタリングを行う  
 























































 行 動 備 考 





3 流出した油が少量の場合は、積雪ごと廃油ドラム缶に回収する。  























































    →口腔ケアにより予防に重点。各隊員は国内で歯科治療を済ませる。 
→国内（東京医科歯科大のラボ＋実診療）、しらせ艦内での医療隊員の歯科研修を実施する。 
③周辺に医療機関は存在しない 
    →日本国内との遠隔医療相談を実施する。（LAN インテル担当隊員と協働） 





    →定期内服薬は日本国内にいるうちに隊員自身で確保しておく（処方してもらっておく） 
    →不足を生じないよう在庫管理および調達参考意見の提供を徹底する。 
→可能なら飛行機から必要物資の投下など検討。もし可能な場合でも決定に時間を要する。 
⑤CT・MRI 等のさらに精密な検査はできない 
    →健康診断で指摘された部位は、出発前にも検査を受けておく（昭和基地での検査を避ける為） 
    →遠隔医療相談を利用する。 
→検査必要で搬出できたとしても、検査が行われる頃には、既に判断がついている可能性が高い。 
⑥医療隊員自身が患者の場合は治療できないことも多い。 

















  (5) 白夜、極夜およびその前後では、生体内リズムが狂い、睡眠障害を引き起こす恐れがある。 
        睡眠は十分取れるよう、夜間まで仕事は行わない。 
  (6) 体調不良、気分不良の際は、早急に医療隊員へ相談する。 





























日常的に発生する廃棄物の処理方法と作業者を表 1 に示す。 
表 1 廃棄物処理作業内容 
分別項目 処理方法 作業者 作業場所 備考 












生 ゴ ミ 生ゴミ処理装置で炭化 
焼 却 不 適 物 圧縮し、タイコンへ投入 
プ ラ ス チ ッ ク 圧縮し、タイコンへ投入 


















食 用 油 
ドラム缶へ投入 
廃 油 
 注 1：上記以外の廃棄物（医療廃棄物含む）については、環境保全隊員の指示に従うこと。 
































表 2 廃棄物分別表 
分 別 項 目 種  別 例 備   考 
可 燃 物 
 





木 製 品 木材､割り箸等の木製品 
釘付きの木枠は焼却大量の釘無し
木枠は持ち帰る 
吸   殻 タバコの吸殻  
ゴ  ム  類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 
繊 維 類 綿､麻､純ウール､タオル  
医療可燃物 感染物の付着してない物のみ 医療隊員と協議し決定する 
そ の 他 毛髪､爪､掃除のチリ、炭など  










ビニール類 塩化ビニールなど 絶対に焼却しない 






合 成 繊 
維 
ヤッケ､衣服  
布 団 類 布団、毛布、防燃シーツ  
ダンボール ダンボール 一次処理で圧縮 
木   枠 木枠梱包材（50cm 程度） 釘付きの木枠は焼却 
空 き 缶 空 き 缶 アルミ､スチール  










複 合 物 複 合 物 家電製品、OA 機器、PC ｹｰﾌﾞﾙなど 2 種以上の要素を含むもの 
ゴム ･ 皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴､革手袋など  
ガ ラ ス ガ ラ ス 空きビン、板ガラスなど  
陶   器 陶   器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾 電 池 乾 電 池 乾電池 絶縁保護する 





電   線 電   線 キャプタイヤケーブルなど PC ｹｰﾌﾞﾙは除く 






















































1. 風速：3m/s 以上 
2. 風向：下表・下図のとおり 





3m/s 以上 5m/s 未満 360(0) ゜- 110゜ 




































































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  




寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス
爆発 ガス中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル 
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出 




氷河崩落 落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル 
薄氷 シャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
氷河上 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
内陸 ロストポジション サスツルギ 
山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不

























































本部 指   揮 越冬隊長 ： 岡田雅樹 
本部員 隊長補佐・記録 ： 吉川康文 通信 ： 藤原聖二 
車両レスキュー指揮 ： 佐藤裕之 基地側隊員指揮 ： 江尻省 
基地側医療指揮 ： 服部素子 気象： 当日の気象担当隊員 
レスキュー隊 リーダー サブリーダー メンバー 
土屋達郎 國分亙彦 斎藤健二 武井寛典 内村光尚 
葛西尚 大江洋文 中西勇太 江口史人 青堀力 

















定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副周波数の















































































機械 SM40 型雪上車  2 台 
  浮上型雪上車  1 台 
  スノーモービル  2 台 
  2 トン橇(レスキュー橇) 2 台 
JARE58 緊急時連絡カード ＜ 緊急時連絡事項＞ 
1．事故日時 2．現場の人員と事故者  
3．事故現場の位置（緯度経度を GPS で読み取る）  
4．事故の状況 5．怪我人の容態 6．救助の必要性  
7．車両の状況 8．食料の残量 9．燃料の残量  
10．現地の天候（風向・風速・視程・気温・天気）  
















【主周波数】  [沿岸・内陸共通] 4540kHz  







  スノーモービル用橇 2 台 
  道板・スリングベルト・ソフトカーロープ・ワイヤー・南軽 2 本 








   装備担当隊員は、常に持ち出せるように常備品を複数セット準備しておく。 






































































































(5) 橇列は約 10m 程度の間隔を開けて並べる。車両が橇列の間を走行できるようにする為と、風上の橇か
ら形成されるドリフトに埋まらない為である。 








































































































A. 航空法（平成 27 年 9 月 4 日改正）を順守し、以下の範囲で飛行を行うこと。 
(1) 地上または海面から 150m 以上（図 1 の(A)）の高さの空域で飛行させないことを原則とする。。。。。。。
（改正法 132 条）150m 以上の高さで飛行する場合は、観測隊長または副隊長（以下、「隊長等」という。）
と、飛行計画に基づき安全面の協議を行った上で、隊長等から飛行許可を受けること。 




図 1  飛行させてはいけない範囲 
 















(9) 人や建物、車両等から 30m 以上の距離を保って飛行させること。（改正法 132 条の２の三） 
(10) 多数の人が集まっている場所の上空を飛行させないこと。（改正法 132 条の２の四） 
(11)  爆発物など危険物を輸送しないこと。（改正法 132 条の２の五） 




























２－５ その他  
本ガイドラインの内容は法規制などの変更、技術の進化などに応じ適宜改訂することができる。 
 
2.2 安全管理                                                        岡田 雅樹 
2.2.1 防火対策 
1） 対策  
昭和基地消防計画に基づく火元責任者を越冬内規で定める施設管理責任者が兼任することとした。  
a） 喫煙エリアの決定  




2） 消防体制  
昭和基地消防計画に基づき、毎月 1 回消防訓練を実施し、訓練後に反省会を行った。  




担当で防火区画 A から防火区画 B 間の防災衣類置場を整備した。  
野外に出るなどして基地にいる人員が少なくなる際には、食堂前のホワイトボードにその間の消防体
制を掲示し、前日のミーティングで周知した。  
3） 消防訓練  






b） 訓練内容  
各月の訓練内容は以下のとおり。  
日程 想定内容 
2 月 25 日 小型発電機小屋より出火 要救助者なし 
4 月 8 日 気象棟 要救助者あり 
5 月 16 日 観測棟 要救助者あり 
6 月 7 日 消火器訓練 
7 月 24 日 焼却炉棟 要救助者なし 
8 月 7 日 廃棄物集積所 要救助者あり 
9 月 11 日 小型発電機小屋 要救助者あり 
10 月 9 日 第 1 居住棟 要救助者あり 
12 月 16 日 地学棟 要救助者あり 
1 月 25 日 自然エネルギー棟 要救助者なし （58 次隊引き継ぎ）
 
2.2.2 防災対策 


















は、4.9.1  安全教育・訓練  参照）  










d）  非常時の対処  
非常時には通信室に連絡を行って隊長の判断を仰ぐように周知し、無線機と合わせて「緊急連絡カー
ド」（非常時に報告しなければならない事項が記されている）を携行することとした。  
2）  体制  
基地周辺における災害時の体制は、基本的には消防体制に準ずるものとし、野外での非常時には別に定
めるレスキュー体制で対応することとした。  
3）  訓練  
a）  野外行動  
ア）  野外行動訓練  
3 月上旬に東オングル島内を一巡して危険箇所と A、B エリアの範囲を確認するとともに、地図、コ
ンパス、ハンディ GPS の使用法を訓練した。 
イ）  海氷安全講習  
昭和基地到着直後に 56 次野外観測支援担当隊員により、海氷上の安全行動についての講習が実施
された。また、3 月中旬には隊内で海氷安全講習と雪上車講習を実施した。 
ウ）  レスキュー訓練  
レスキューリーダーと一般隊員に分けておこなった。（詳細は 4.9.3 安全教育・訓練参照）  





5）  油流出事故対策  
a）  体制  
南極地域での活動は南極条約及び同環境保護議定書に規定され、同議定書第 15 条 1（b）に「南極の
環境又はこれに依存し及び関連する生態系に悪影響を及ぼす恐れのある事件に対応するため緊急時計画
を作成する」とある。越冬期間の指針として定めた「2.1.5  昭和基地油流出防災計画」に従った。 






空ドラム缶に収納された「油流出初動セット」に準じたものを 56 次隊から引継ぎ、S17 航空拠点、スカ
ルブスネスきざはし浜小屋に、さらに昭和基地内には B ヘリポートにも同様の初動セットを設置した。 
   6) 停電対策 










7）  その他  











象の各部門に講師を依頼して、隊員のスキルアップと安全に努めた。（詳細は、4.9.3 安全教育・訓練  参照） 
 
2.2.5 事故・災害・ヒヤリハット 




日付 タイトル 場所 種別 
3 月 8 日 スノーモービル接触 昭和基地 ヒヤリハット
3 月 19 日 クローラ横滑 昭和基地 ヒヤリハット
4 月 4 日 倉庫棟南面外壁鋼板剥落 昭和基地 災害 
6 月 11 日 発電棟西壁面ケーブル漏電による発火 昭和基地 災害 
9 月 19 日 清掃中に洗剤が目に混入 昭和基地調理場 ヒヤリハット
9 月 28 日 シャーベットアイスにてスタック ラングホブデルート L10付近 ヒヤリハット
11 月 22 日 ドラム缶燃料漏油 昭和基地沖滑走路 事故 
11 月 24 日 PANSY アンテナ折損 昭和基地 事故 
11 月 24 日 シャーベットアイスにてスタック横転 スカルブスネス海氷上 事故 
11 月 24 日 除雪作業によるケーブル切断 昭和基地 事故 
1 月 18 日 アンテナ修理中にワイヤに当たり転倒 昭和基地 事故 
 
2.3 生活 
2.3.1 日課                                 
越冬期間中 2 月から 4 月まで、及び 10 月から 1 月までを夏日課、5 月から 9 月を冬日課とした。夏日課で
は日曜日を休日とし、冬日課では土曜日と日曜日をおおむね休日とし、作業の進捗状況を勘案し適宜休日を






2.3.2 当直業務                                    
隊長・通信隊員を除いた者による輪番制とした。越冬交代直後は引き継ぎを兼ねた 2 人体制で行い、一巡
後の 2 月下旬より 1 人体制とした。ただし、ミッドウィンター祭開催中は居住棟階別チーム（4 チーム）で
実施した。 




















6 曜日別清掃 表Ⅲ.2.3.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.2.3.2-2 曜日別清掃業務 































6 タオルの取り込みと配置 食堂の洗面台、男子/管理棟トイレのタオルを取り込み配置 土 


















2.3.3 居住棟当番                                  
1） 清掃当番 













防火区画 B から C の通路の掃除機掛け＆水モップかけ、窓清掃 
防火区画 C の玄関清掃（掃除機、整理整頓、入口ドロ落としバケツ
補水、入口階段清掃） 
1、2 階の廊下、1 階ロッカー室の掃除機掛け 
倉庫（図書）の掃除機掛け 
第 2居住棟 居住棟内/通路清掃 
防火区画 A から B の通路の掃除機掛け＆水モップかけ、窓清掃 
防火区画 B の玄関清掃（掃除機、整理整頓、入口ドロ落としバケ
ツ補水、入口階段清掃） 
1、2 階の廊下、1 階ロッカー室の掃除機かけ 
倉庫（図書）の掃除機かけ 
 
2.3.4 その他の当番                               
1） 食器洗い当番 
昼食と夕食後の食器洗いは全体を 4 チーム（居住棟階ごと）に分け、週替わり輪番制とした。59 次先遣
隊到着前からは、チーム別輪番制を廃止し、食事終了者から各自行うこととした。 
 
  2.3.5 全体清掃 

































3） 図書・教養                                  水野 太治 
図書・教養係は、職場訪問の企画、南極大学の開催、図書の貸出を担い、係員は水野、吉川、江尻、







回 開催日時 訪問先 
1 3 月 19 日（日）12:00-15:00 
環境科学棟、観測棟、情報処理棟、衛星受信棟、インテルサット
制御室・レドーム、大型大気レーダー小屋 
2 4 月 02 日（日）12:00-15:00 
作業工作棟、気象棟、地学棟、電離層棟、発電棟、医務室、隊長
室 





4 月から 9 月にかけて南極大学を開催した。講義は毎週月曜日に実施し、開始時間は 19:30 とし、
毎回 2 名に講義してもらう形式とした。講義のテーマは自由とし、自己紹介を含め一人 10 分以上、2








開講日 講師 開講日 講師 
4 月 17 日（月） 水野 太治 7 月 17 日（月） 鎌松 泰典 
4 月 24 日（月） 重岡 裕海 7 月 17 日（月） 齋藤 健二 
4 月 24 日（月） 森 陽樹 7 月 24 日（月） 武井 寛典 
5 月 01 日（月） 小野 文睦 7 月 24 日（月） 中西 勇太 
5 月 01 日（月） 梅澤 研太 7 月 31 日（月） 江口 史人 
5 月 08 日（月） 吉川 康文 7 月 31 日（月） 藤原 聖二 
5 月 08 日（月） 高村 友海 8 月 07 日（月） 青堀 力 
5 月 12 日（金） 中元 真美 8 月 07 日（月） 内村 光尚 
5 月 12 日（金） 岩男 辰雄 8 月 14 日（月） 大江 洋文 
5 月 22 日（月） 江尻 省 8 月 14 日（月） 服部 素子 
5 月 22 日（月） 橋本 大志 8 月 21 日（月） 葛西 尚 
5 月 29 日（月） 田邊 優貴子 8 月 21 日（月） 笹栗 隆司 
5 月 29 日（月） 國分 亙彦 9 月 04 日（月） 土屋 達郎 
7 月 03 日（月） 鈴木 裕子 9 月 11 日（月） 柴田 勝秀 
7 月 03 日（月） 伊藤 太市 9 月 11 日（月） 岡本 裕司 
7 月 10 日（月） 佐藤 裕之 9 月 18 日（月） 永木 毅 






11 月 27、28 日に観測成果発表会を有志で行った。開始時間は 19:30 とし、一人質疑応答含め 10 分




11 月 27 日（月） 水野 太治、重岡 裕海、梅澤 研太、中元 真美、江尻 省、國分 亙彦 
11 月 28 日（火） 小野 文睦、森 陽樹、高村 友海、鈴木 裕子、橋本 大志、岡田 雅樹 
資料のみ※ 吉川 康文 
※ 発表日に業務があり、発表出来なかったため、資料のみの発表となった。 
 











2017/2/6（月） 57 次隊越冬隊、58 次夏隊送別会 
2017/2/26（日） 2 月お誕生日会 
2017/4/1（土） 肝試し 
2017/4/2（日） 3 月お誕生日会 
2017/4/22（土） お花見、4 月誕生日会 
2017/5/27（土） オリエンテーリング、5 月誕生日会 
2017/7/14（金） 6 月、7 月合同誕生日会 
2017/8/26（土） 餅つき大会、8 月誕生日会 
2017/9/30（土） 9 月誕生日会 
2017/10/27（金） 10 月、11 月、12 月、1 月合同誕生日会 
2017/11/4（土） 59 次先遣隊歓迎会、ドーム隊・湖沼チーム送別会 
2017/12/22（金） 59 次隊歓迎会 
2018/1/17（水） 58 次隊・59 次隊親睦会 
  
      
    57 次隊越冬隊、58 次夏隊送別会    お花見、4 月誕生日会 
       
餅つき大会    オリエンテーリング 
    写真Ⅲ.2.3.6.2-1 イベントの様子 
 
5） シアター                                   岩男 辰雄 
a） 運用 




時～（冬日課では 19 時 30 分～）、場所は食堂およびサロンでの上映であった。隊員には上映 2 日前に、
ミーティングで映画タイトルを告知した。活動は 2017 年 2 月 25 日～2018 年 1 月 15 日までで、合計
39 回の上映であった。メディアは隊員の私物 DVD 等を使用した。隊員の趣味嗜好が分かれているため




 b） 設備 




に接続し、吉川隊員に依頼して作った RCA ケーブルを新たに配線した。58 次では越冬隊の生活係予算
で DVD や機材は購入しなかった。私物の HDMI ケーブルを 1 本 59 次に引き渡した。 
 
6） バー                                     齋藤 健二 
a） 運用 
店名は、58 次隊全隊員から公募し、投票にて「femti åtte（フェムティ・オッテ）」に決定した。
由来はノルウェー語で 58 を意味する。 
バー係は 10 名で、開店のタイミングは冬日課時、週 1 回（金）、営業時間は 20 時 00 分から 22 時



















支援隊の滞在していた 2017 年 2 月前半、そして 59 次隊としらせ支援隊が昭和基地に入った 12 月末か
ら 59 次隊への越冬交代前までの間に、彼らに合わせて臨時営業することもあった。 
   全体として、バーは夕食後の晩酌と異なり、スタッフや調理隊員の協力のもと、単調になりがちな
南極での生活に社交的な潤いと楽しいひと時を提供できたと思われる。2018 年 1 月 27 日の「58 次追
い出し会兼 59 次夏隊お疲れ様会」の二次会として 59 次隊に引き継ぎを行い、同月 30 日を 58 次隊の




















休日日課の喫茶の活動は 47 回であった。表Ⅲ.2.3.6.2-5 に喫茶で提供した菓子の一覧を示す。ま
た、焙煎した豆は合計約 17 ㎏であり、うち 4 ㎏は復路のしらせに持ち込んで週二日程度艦上でもコー
ヒーを提供した。ソフトクリームについては 4 月半ばまでカートリッジの補充を当直に任せていたが、
2 か月半ほどで約 700 個のうち 400 個程度を消費したため、補充もソフトクリーム係が行うこととし
誕生日会などのイベント時に提供した。 
表Ⅲ.2.3.6.2-5 各週に提供した菓子の一覧 
2/16 ババロリア 2/19 抹茶白玉あんみつ 
2/26 ショコラ・ビスキュイ 3/5 クッキー 
3/12 ガトーショコラ 8/25 アップルパイ 
3/19 おしるこ 3/26 桜餅 
4/9 プリン 4/16 蒸しパン 
4/23 苺大福 4/30 ガトーショコラ 
5/7 チーズスフレ 5/14 アップルパイ 
5/21 ロールケーキ 5/28 どら焼き 
6/4 ゼリー 6/11 フィナンシェ 
6/18 クリーム大福 6/22 ホットサンド、フレンチトースト※１ 
6/25 ミルクレープ 7/2 ロールケーキ 
7/9 カップケーキ・マフィン 7/16 わらび餅 
7/23 かぼちゃプリン 7/30 杏仁豆腐 
8/6 メロンパン・おからの蒸しパン 8/13 キャラメルナッツアイス 
8/20 かるかん 8/27 ぜんざい 
9/3 アイスクリーム 9/10 水ようかん 
9/17 おからドーナツ 9/24 カップケーキ 
10/4 月見団子※２ 10/8 モンブラン 
10/15 ワッフル 10/22 フルーツ白玉 
10/28 フルーツタピオカ 11/19 わらび餅 
12/3 ラング・ド・シャ 12/10 おしるこ 
12/17 おからドーナツ 1/21 カップケーキ 
         （※１ ミッドウィンター祭のブランチ、※2 夕食時に提供） 
 






















9） アマチュア無線                           藤原 聖二・吉川 康文 
a） 概要 









7 から 21MHz 帯の電信、電話、デジタルモードでの運用を行った。 
極地特有の不安定な電離層状態と太陽活動最低期であったが、8J1RL は 2 月 23 日から 2018 年 1 月




った。電波伝搬が不安定なことが多いため運用の 5 割は小電力でも交信可能なモールス電信、3 割が
デジタル方式、電離層状態が安定している時に限られる電話による交信は 2 割に留まった。トピック
となるイベントは子供の日に合わせた特別運用、iPad の FaceTime を用いた簡易版南極教室としてハ
ムフェア会場とアマチュア無線フェスタ会場の接続とがある。 
子供の日に合わせた特別運用は日本アマチュア無線連盟から事前に運用依頼があったもので 5 月 6
日の昭和時間 11 時から 13 時まで行われ、昭和基地側は 8 名のオペレータにより 15 局程度の子供たち
と交信した。 
ハムフェア会場との南極教室は 9 月 3 日に、またアマチュア無線フェスタ会場との南極教室は 11
月 26 日に実施、それぞれ iPad の FaceTime を使用し南極観測事業の PR を行った。 
無線業務日誌は PC 及びフリーのロギングソフトウェアを利用して交信証の印刷までを行い、同時
に電子交信証を交信の都度発行した。越冬期間中の交信局の割合は日本国内が 50%、ヨーロッパ地域






無線機は 57 次隊から引き継いだ現用機 1 台と 58 次隊で持ち込んだ 1 台を使用し、合計 2 台で運用
した。アンテナは 10/18/24MHz 帯用のロータリーダイポールを 2 月下旬に、また 14/21/28MHz 帯用の








10） 工房・ミシン                                  土屋 達郎 
工房・ミシン係は係長：土屋、補佐：武井、メンバー：岡本、岡田、水野、鈴木、佐藤の計 7 名であ
った。 
a） 工房                                     
建築の岡本隊員を中心に、隊員からの依頼に応じて主に木工品などの作成をした。 

















































11） 農協                                                                         服部 素子 
発電棟 2 階の野菜栽培室及び管理棟食堂で野菜を栽培し調理部門への出荷を行った。野菜栽培室の引




















ナメコとエノキの菌床を 6 株ずつ調達して 8 月から栽培を試みた。段ボールにビニールを敷き、水
を通した菌床を入れ、さらにビニールをかぶせて蓋をし、温度と湿度をモニターしたが、温度管理に









































にポイントを設定し 10 月にオングル海峡深度 620m 地点に仕掛けを投入した。週 2 回ペースでワッチを
行ったが 11 月 13 日にラインが切られており、隊員一同、過去に例のない大きさのライギョダマシが掛













写真Ⅲ.2.3.6.2-2 ジフィーによる海氷掘削        写真Ⅲ.2.3.6.2-3 漁協風景 
 
13） 理髪                                                                           江尻 省 




は 2 月 1 日～2018 年 1 月 31 日まで行った。 月毎のメニュー別利用者延べ人数を表Ⅲ.2.3.6.2-8 に示す。 
b）  運用  
活動時間は特に限定せず、使用したいときに利用者が責任をもって用具管理および清掃を実施する
こととした。理髪係以外の隊員が使用する際は、理髪係員にその旨を伝えてから使用することとした。
また、理髪係員が定期的に用具管理等を実施した。1 月に 59 次隊への引継ぎを実施した。  










表Ⅲ.2.3.6.2-8  越冬期間中の月毎のメニュー別利用者延べ人数 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月  8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計
カット 10 2 2 5 3 4 3 7 2 5 9 6 58
カラーリング 0 1 3 1 0 4 1 2 0 1 1 3 17
パーマ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1









2.3.7 ミッドウィンター祭                          國分 亙彦・水野 太治 















実行委員長 國分 亙彦、水野 太治 
実行委員 伊藤 太市、岩男 辰雄、岡本 裕司、葛西 尚、鎌松 泰典、齋藤 健二、鈴
木 裕子、武井 寛典、田邊 優貴子、土屋 達郎、森 陽樹、吉川 康文 
日程 イベント 



















































3. 観測部門  
3.1 定常観測（基本観測） 
3.1.1 電離層 












3.1.1.1.1 衛星電波シンチレーション観測【TN01_01W】                  吉川 康文 










2） 観測経過  
52 次隊で電離層観測小屋（サイト固有名 SYO1）と管理棟庶務室（SYO2）、53 次隊で重力計室(SYO3)
が設置され、3 台体制で観測している。観測システムは、GPS 受信装置部と観測記録装置部からなる。
前者は GPS 受信機（GSV4004B）と GPS アンテナ（GPS-702-GG）、後者は Linux サーバー（CentOS）と
専用の観測記録ソフトウェアから構成され、両者は RS232C-TCP/IP コンバータ（NPort5410）によって
結ばれている。衛星からの電波は、GPS アンテナを通って GPS 受信機で受信され、RS232C 信号として
出力される。RS232C 信号は、RS232C-TCP/IP コンバータによって TCP/IP 信号に変換され、Linux サー
バーに入力される。入力信号は、観測記録ソフトウェアによって生データ、RIEF（Receiver Independent 
Exchange Format）形式のデータ、シンチレーションデータ、TEC（Total Electron Content）データ
として記録保存される。各データのサンプリングレート及びファイル保存間隔は可変であり、現在は
シンチレーションが 50Hz、それ以外は 1Hz で運用している。 
観測機器の状態確認を Web を通じて毎日行った。2 月 12 日に重力計室(SYO3)で疎通確認ができな
かったため PC を再起動した。2018 年 1 月に情報通信研究機構（NICT）59 次夏隊員により各サイト観
測装置の保守を行った。 
 










観測は、従来の送信電力 10kW の 10C 型電離層観測システム 1 機とその観測電波を送受信する 30m デル
タアンテナ 1 基、51 次隊で建設した低電力で安定運用が可能な新型 FMCW 電離層観測システム 2 機と
51 次隊と 54 次隊において建てられた 40m デルタアンテナ 2 基から構成される。電離層棟、電離層観
測小屋には、Web サーバー付室温モニターが設けられ、常に Web を通して室温の確認が出来るように
なっている。  
2） 観測経過  
2-A） 10C 型イオノゾンデ観測  
10C 型イオノゾンデ観測は出力 5〜6kW にて運用した。1～2 ヶ月に一度程度の頻度で PC 部 PA I/F ALM
の赤警告が発生し、システム再起動を行った。この警告は原因究明には至っていない。機器本体の故
障等のトラブルはなかった。その他、CPU 部 ADSP CLK ALM、PC 部 PA I/F ALM の黄警告が 1～2 ヶ月に
1 度程度発生した。本黄警告の場合はシステム再起動することなく、監視ソフトの「異常確認」ボタ
ンにより復旧した。6 月 22 日、PC 部 PA2 FAN ALM が発生、故障したパワーアンプのファン交換し復旧
した。7 月 24 日、吹雪により 30m デルタアンテナエレメントを保持している碍子が破損したため交換・
修復した。2018 年 1 月 2 日、昭和基地での運用を終了、装置一式は国内持ち帰りとした。 
2-B） FM/CW レーダー  
11 月 28 日、ソフトウェアエラーにより観測が停止したため装置再起動により復旧した。2018 年 1
月、1 号機に不具合が発生したため現用送信機を 1 号から 2 号機へ運用を切り替えた。その後 1 号機





58 次隊で調達し 2018 年 1 月に交換、換気システムを復旧した。 
電離層観測小屋温湿度データロガーは、1 度、ログイン出来ないことがあったため、ロガーの REC
を停止（STOP）の後に本体の電源の OFF/ON による再起動で対応した。 
アンテナ監視カメラ制御用 PC（PC192）へ VNC でアクセスできない不具合が 1 度発生、国内側より
ネットワーク設定の見直しを行い復旧した。 
 
3.1.1.2 宇宙天気予報に必要なデータ収集及びデータ伝送【TN02_01W】             吉川 康文 
1） リアルタイムデータ転送  








1-B） 業務の経過  
3 月上旬より電離層観測小屋内から国内へのネットワーク伝送が遅延ぎみであるとのことから調査を
実施したところ国内側障害によるものと推測、念のため VDSL 装置を再起動して回線速度が改善されたこ
とを国内側より確認した。また 9 月 3 日に電離層観測小屋観測機器類にネットワーク接続できない障害
−233−

















得したが、7 月 11 日から積雪計のデータ異常により積雪深の観測を中断した。高層気象観測では、1 日 2


















58 次隊では 2017 年 5 月から 2017 年 12 月まで、北の浦の海氷上において、竹竿を利用した雪尺を 20m
四方に 10m 間隔で計 9 本設置した。週 1 回雪面上の雪尺の長さを測定し、前回の長さとの差から海氷上




のルートが決まらなかったため、観測地の決定が 5 月 2 日と大幅に遅くなった。なお、7 月 17 日に強風
または融雪等の影響で傾いたため 1 本撤去。その後は観測終了まで 8 本での運用となり、12 月 25 日に 8
本中 5 本が融雪の影響で傾いたため 5 本を撤去した。複数の雪尺が傾いた場合、設置し直しが必要であ
ったが、12 月下旬の海氷状態が悪く、作業が困難であることと、例年 12 月、1 月中に傾いた雪尺は、設
置し直しても翌週には再度融雪の影響で傾くことが多かったため、58 次隊ではこの時点で観測継続は不
−234−




図Ⅲ.3.1.2.1.1-1 雪尺による積雪の深さの変化量と JMA-10 型積雪計による日最深積雪値 










観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 PTB330 気象棟内筐体に設置 
気温 電気式温度計 K5639AJ 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計 HMT333 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
風向・風速 風向風速計 WS-JN6 測風塔に設置 
積雪の深さ 積雪深計 K5601HD 観測棟北側海岸に設置 
全天日射量 電気式全天日射計 MS-402F 気象棟前室屋上に設置 
日照時間 回転式日照計 MS-094 気象棟屋上南側および北側に 2 台設置 
視程 視程計 WB7532 百葉箱東側に設置、参考測器 























積雪深計により観測を行った。7 月 11 日以降にふぶき、晴天時などに異常値が観測された他、
周囲の積雪が増えていると判断できるにもかかわらず、積雪深計の値が増加しないことから観















係各国基地に対し、昭和基地および S17 航空拠点の気象実況を提供した（2017 年 10 月 25 日から 12









図Ⅲ.3.1.2.1.2-1 旬平均海面気圧         図Ⅲ.3.1.2.1.2-2 旬平均気温 
   
図Ⅲ.3.1.2.1.2-3 旬平均湿度           図Ⅲ.3.1.2.1.2-4 旬平均風速 
   




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年月 要素 観測値 起日 順位 統計開始年 
2017 年 2 月 日最小相対湿度 27% 24 日 月 3 位 1981 年 2 月
降雪の深さ日合計 19cm 2 日 月 2 位 2005 年 10 月
降雪の深さ月合計 41cm － 月 6 位 2005 年 10 月
月最深積雪 132cm 2 日 月 1 位 1999 年 2 月




通年 5 位 
1981 年 2 月月 3 位 
26% 26 日 月 6 位 
降雪の深さ月合計 50cm － 月 7 位 2005 年 10 月
月最深積雪 132cm 2 日 月 1 位 1999 年 2 月
5 月 日最低気温の高い方から -4.3 ℃ 11 日 月 6 位 1957 年 2 月
月平均気温の高い方から -10.1 ℃ － 月 3 位 1957 年 2 月
日最小相対湿度 29% 18 日 月 10 位 1981 年 2 月
月最深積雪 123 cm 16 日 月 3 位 1999 年 2 月
6 月 月平均気温の低い方から -18.6 ℃ － 月 7 位 1957 年 2 月
降雪の深さ月合計 11 cm － 月 10 位 2005 年 10 月
月最深積雪 123 cm 8 日 月 5 位 1999 年 2 月
7 月 月間日照時間の多い方から 10.7 ]h － 月 8 位 1959 年 2 月
月最深積雪 122 ]cm 2 日 月 6 位 1999 年 2 月
8 月 
月平均気温の低い方から -22.5℃ ― 
通年 10 位 
1957 年 2 月
月 5 位 
日最大風速・風向 NE 39.3m/s 11 日 月 7 位 1957 年 2 月
日最大瞬間風速・風向 ENE 48.9m/s 11 日 月 8 位 1957 年 2 月
10 月 
日最小相対湿度 
26% 1 日 月 3 位 
1981 年 2 月
27% 2 日 月 8 位 
月間日照時間の多い方から 271.4h － 月 6 位 1959 年 2 月
11 月 日最低気温の高い方から -2.2℃ 20 日 月 8 位 1957 年 2 月
月平均気温の高い方から -5.2℃ － 月 7 位 1957 年 2 月
月間日照時間の少ない方から 228.7h － 月 8 位 1959 年 2 月
12 月 日最低気温の高い方から 1.1℃ 24 日 月 3 位 1957 年 2 月
2018 年 1 月 日最大風速・風向 NE 34.6m/s 3 日 月 7 位 1957 年 2 月















毎日 00UTC と 12UTC の 2 回、ヘリウムガスを充填した自由気球（ゴム気球）に RS-06G 型 GPS ゾンデを
吊り下げて飛揚し、観測を行った。GPS ゾンデ信号の受信、その信号処理（測位および観測要素の計算
など）、気象電報作成等は、GPS 高層気象観測システムを使用した。昭和基地では 5 月頃から 11 月頃に
かけて気球の到達高度が低くなるため、5 月 20 日から 10 月 22 日の期間は対処法として気球の油漬け処
理を概ね実施して飛揚した。オゾンゾンデ観測時に使用する GPS ゾンデと RS-06G 型 GPS ゾンデは同じ性
能であるため、オゾンゾンデ観測時には RS-06G 型 GPS ゾンデ観測の代替として観測を実施した。また、
59 次隊からは RS-06G 型 GPS ゾンデを小型・軽量化した RS-11G 型 GPS ゾンデに更新予定である。このた











RS-06G:浮力 1800g（巻下器使用時は 1900g） 
RS-11G:浮力 1700g（巻下器使用時は 1800g） 
その他 強風時に使用 気象観測用巻下器（15m） 
 
3） 観測経過 
2017 年 2 月 1 日 00UTC から 2018 年 1 月 31 日 12UTC までの期間、概ね順調に観測を行った。観測状況
を表Ⅲ.3.1.2.2-2 に示す。 
表Ⅲ.3.1.2.2-2 高層気象観測状況 
   合計
平均
極値
2017 年   2018 年
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
定時観測回数（日数×2） 56 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 730
飛揚回数 57 63 59 62 63 57 60 57 64 61 63 61 727
正規観測回数（※1） 56 62 59 60 60 57 60 55 62 60 62 61 714
欠測回数（※2） 0 0 1 2 0 5 2 5 0 0 0 1 16










回数 56 61 58 60 60 57 60 55 62 60 62 60 711
平均 hPa 9.4 12.1 21.1 28.1 15.6 11.6 14.7 17.0 16.2 14.9 16.8 12.5 15.8
平均 km 32.1 30.2 26.6 24.7 26.9 27.2 27.0 26.4 27.3 28.6 29.1 30.3 28.0
最高 hPa 5.0 5.0 5.0 6.5 5.0 5.0 5.0 5.0 5.5 5.5 5.2 5.1 5.0
最高 km 36.5 35.7 34.5 30.5 32.1 32.2 32.5 33.8 34.2 35.8 36.7 36.9 36.9
注）観測システムの仕様により、観測できる最高到達高度（気圧）は 5.0hPa までとなっている。 
※1：正規観測資料が得られた回数（地上値のみの観測を含む）。 
※2：悪天等のため観測が実施できず観測資料が無い回数。 
※3：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 









カードル 単管（7 ㎥） 
57 次隊から引継 未使用 15 基・空 9 基 0 本   
58 次隊持ち込み 42 基 30 本   
（58 次隊運用数合計 66 基 30 本） 
58 次隊持ち帰り 44 基 30 本   




・RS-11G 型 GPS ゾンデの観測設備設置に伴う単独試験観測（3 回、うち 2 回はオゾンゾンデ観測） 
・RS-06G 型 GPS ゾンデのアンテナ移設に伴う単独試験観測（2 回）。 



















ECC 型オゾンセンサ 1Z 型 
ポンプ駆動電池 注水電池もしくは 8V リチウム電池 2 本 
気球 
2000g 気球 
RS-06G(E):浮力 3000g（巻下器使用時は 3200g） 
RS-11G(E):浮力 2900g（巻下器使用時は 3100g） 
その他 強風時に使用 オゾンゾンデ観測用巻下器（50m） 
 
2） 観測経過 
58 次隊では 51 回の観測を実施した。各月の観測状況を表Ⅲ.3.1.2.3.1-2 に示す。1 ヶ月に 3 回以
上の観測を行い、オゾンホール発生期から解消期にかけては飛揚の頻度を上げて観測を行った。観測
気球の油漬けは 5 月 25 日から 10 月 17 日まで行った。上空での低温によるオゾンセンサの反応不良を
回避するため、オゾンセンサの収納空間にアルミシートを入れ、注水電池の収納空間に発泡スチロー
ルをいれる保温対策を通年で実施した。さらに、4 月 7 日から 10 月 30 日までの観測においては、ウ
ォーターバッグをオゾンセンサの収納空間に入れることで保温対策を強化した。8 月 15 日から 12 月
29 日までの観測値を世界気象機関（WMO）に電子メールで提供した。2017 年 5 月 25 日、10 月 4 日、




 2017 年 




6 6.2 7 7.5 7 4.6 1 10.6 6 4.4 3 7.2
 13 5.5 13 4.5 12 4.6 13 37.3 13 5.2 8 11.0
 20 7.5 31 9.2 24 5.8 25 7.6 20 8.7 19 8.1
   26 21.9 30 5.1
 2017 年 2018 年 




4 4.7 3 6.8 2 7.7 3*1 242.6 5 5.5 5 5.0
 7 8.6 7 6.7 7 6.4 8 5.1 12 5.2 11 5.0
 15 8.1 10 5.3 11 9.5 13 7.4 20 5.7 17 16.6
 21 7.0 16 5.9 17 16.7 22 5.5 29 5.3 23 5.1
  25 6.1 23 5.4 23 5.5 28 16.7   









58 次隊ではオゾン濃度計 2 台（ダイレック、型式 MODEL1100、S/N：A-1781-1・A-1781-2）を持ち






2017 年 12 月 25 日に 59 次隊持ち込みのオゾン濃度計（荏原実業、型式 EG-3000F、S/N：9020075・







測およびオゾン反転観測を行った。119 号機と 122 号機による比較観測を 2018 年 1 月 7～9 日、11 日
に行い、両測器の入替を 2018 年 1 月 31 日に実施した。 
オゾン全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～3.5 の間、太陽北中時と午前午後各 2 回の 1 日計 5 回、
それぞれ AD 波長組による太陽直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり AD 波長組に
よる観測が不可能な時期は、μが 4.5～6.5 の間に CD 波長組による太陽直射光観測を行い、CD 天頂光
観測はμが 7.0 程度まで実施した。3 月～10 月の半月～満月～半月となる期間は、μが最小となる時
間を中心に月光直射光による観測を行った。 
オゾン反転観測は、晴天で天頂に雲がない条件の下、太陽天頂角 80 ﾟ～89 ﾟまでのショート反転観測
を可能な限り行った。 
なお、測器の保護のため悪天時には観測を行わず、観測値の精度を確認・補正するため、定期的に










 2017 年     2018 年
   2 月  3 月  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10 月 11 月 12 月  1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*1 
27 29 22 - - - 19 24 29 25 31 29 235
全量観測日数 
(月光)*1 
- 3 4 3 11 4 8 8 3 - - - 44
反転観測日数 11 4 0 - - - 2 8 12 3 0 2 42









8 月下旬以降、オゾンホールの目安である 220m atm-cm を下回る日が多くなった。9 月下旬、10 月
中旬は昭和基地がオゾンホールの外側に位置したため 300DU を超えるオゾン全量が観測され、9 月の
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図Ⅲ.3.1.2.3.3-1 オゾン全量日代表値の年変化 
黒丸:2017/2/1～2018/1/31 の日代表値 破線:220m atm-cm(オゾンホールの目安となる値) 














































150m の海氷上に設置した上向き反射放射観測架台に各測器を設置し、各観測項目について 1 秒毎の
データサンプリングで連続観測を実施した。 
表Ⅲ.3.1.2.4.1-2 反射放射量観測項目等一覧 


























領域の大半と UV-A 領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm 毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 
PMOD 製 PFR（Precision Filter Radiometer）（N53、N59 号機）を太陽追尾装置に搭載し、波長別直






生じた。4 月 5 日に、ブリザードの影響で精密全天日射計（散乱日射量観測）および精密赤外放射計
（下向き赤外放射量観測）が氷漬けになり測器を一時取り外して解氷後に再設置したため、この間の





び直達日射量観測データに欠測が生じた。8 月 10 日から 13 日にかけてのブリザードの影響で、太陽
追尾装置が破損した。このため、8 月 14 日に太陽追尾装置を予備機と交換し、作業中の下向き赤外放
射量データに欠測が生じた。12 月 21 日に、59 次持ち込みの精密全天日射計（全天日射量観測）およ
び直達日射計を観測棟屋上に設置し、正機との比較観測を開始した。12 月 22 日に、59 次持ち込みの
紫外域日射計を観測棟屋上に設置し、正機との比較観測を開始した。12 月 23 日に、太陽追尾装置を
59 次持ち込みのものと交換した。交換作業中の下向き赤外放射量観測データに欠測が生じた。12 月
26 日に、ロガースキャンユニットを 59 次持ち込みのものと交換した。12 月 29 日に、全天日射量、
直達日射量、紫外域日射量の比較観測を終了した。比較観測結果から、各測器で問題なく観測できて
いることを確認した。2018 年 1 月 24 日に昭和基地計画停電により、全天日射量観測、直達日射量観
測、散乱日射量観測、下向き赤外放射量観測および紫外域日射量観測データに欠測が生じた。 
b） 反射放射量観測 
概ね順調に観測を継続した。7 月 6 日に、ブリザードの影響で精密全天日射計および放射収支計が
氷漬けになり測器を一時取り外して解氷後に再設置したため、この間の反射放射量観測および放射収
支量観測データに欠測が生じた。12 月 27 日に、ロガーメインユニットを交換した。交換作業中の反
射日射量観測、上向き赤外放射量観測、反射紫外域日射量観測、放射収支量観測データに欠測が生じ
た。12 月 28 日に、赤外放射計を 59 次持ち込みのものと交換した。交換作業中の上向き赤外放射量観





現用器であるブリューワー分光光度計 MKⅢ（168 号機）を用い、毎正時に UV-B 領域の紫外線強度を
観測した。強風時は測器保護のため観測を停止したほか、観測精度を維持するため、定期的に外部標
準ランプによる点検を実施した。2017 年 8 月 13 日にブリザード後の点検で測器感度の上昇を確認し
た。感度上昇後も観測を継続し、観測データは外部標準ランプ点検結果によって補正した。2017 年 8
月 22 日に UV ドーム内に着霜が見られたが、測器内のシリカゲル交換後は解消した。2017 年 12 月 27
日から 59 次持ち込みの 209 号機を観測棟屋上に設置し、比較観測を開始した。その後、209 号機に動




日から 13 日にかけてのブリザードの影響で、太陽追尾装置が破損した。このため、8 月 14 日に太陽
追尾装置を予備機と交換し、作業中の観測データに欠測が生じた。8 月 24 日に、副機として運用して
いる N53 号機の受光窓内部に着霜が確認された。当時は外気温がマイナス 30 度を下回る日が続いて
いたため、測器内部の水蒸気が凝固したものと思われる。外気温が上昇するにつれ、着霜は解消した。
12 月 23 日に、太陽追尾装置を 59 次持ち込みのものと交換した。交換作業中の観測データに欠測が生
じた。12 月 31 日に、N53 号機と 59 次持ち込みの N55 号機を交換したが、同日中に N55 機の受光窓内
部に結露が確認された。結露発生時の外気温は-1 度程度であり、本来であれば問題なく使用できなけ
ればならないうえ、当該測器は PMOD において修理したばかりのものである。状況から測器不良が考
えられるため再び N53 号機と交換し、N55 機は 58 次隊で持ち帰り再度修理することを検討する。2018





























2 月は概ね晴れたが、周期的に北の海上を通過する低気圧の影響で、日最大風速が 10m/s を超
える日が 20 日と多く（平年値 16.9 日）、降雪を伴った 1 日～3 日の朝方、15 日はふぶきとなっ









4 月は北の海上を通過する低気圧が多く、雲が多く雪の降る日が 23 日と多かった（平年値 20.1
日）。特に上旬は日照が出る時間が 3.3 時間と非常に少なかった。（平年値 26.1 時間）。中旬から
下旬にかけては、高気圧に覆われ晴れとなる日があり、連続して日中が晴れた 25 日の日最低湿
度は 21%と、歴代で 5 位、4 月としては 3 位になるほど乾燥した。なお、発達した低気圧が接近






-10.1℃と、5 月としては高い方から 3 位となった。特に、発達した低気圧が接近した 11 日は、
日最低気温が-4.3℃と、5 月としては高い方から 6 位となった。しかし、北の海上を通過した低












が 10.7 時間と 7 月として過去 8 番目に多かった。 
なお、7 月はブリザードが合計 4 回あり、その内の 1 回は A 級となった。 
g） 2017年8月 
8 月は前半低気圧が北の海上を周期的に通過したため、曇りで雪が降った日が多かったが、後
半は大陸の高気圧に覆われ晴れとなった日が多かった。月を通しては雲量が 8.5 以上の日が 9 日
と少なく（平年値 13.1 日）、気温が平年よりも低い日が多かった。特に下旬は最低気温が‐30℃
を下回る日が多かった。この為、月の平均気温が-22.5℃と低く、月平均気温が低い方から通年











10 月は中、下旬に 1 回ずつブリザードとなったが、月を通して晴れた日が多く風の弱い日が多
かった。この為、月間日照時間が 271.4 時間と 10 月として多い方から 6 位、また、月初めは前
月から快晴が続いていたため湿度が低く、10 月として日最小相対湿度が 1 日は 3 位（日最小湿
度 26%）、2 日は 8 位（日最小湿度 27%）となった。 
なお、10 月は快晴の日も多く、日平均雲量が 1.5 割未満の日が 10 日と平年に比べ 7.2 日も多
かった（平年値 2.8 日）。 
j） 2017年11月 
11 月は弱い低気圧が昭和基地付近を通過することが多く、北からの暖かく湿った空気が入りや




ない方から 8 位を記録、また、月を通して気温が高く、月平均気温が-5.2℃と 11 月として高い
方から 7 位を記録し、20 日には日最低気温が-2.2℃と 11 月として高い方から 8 位を記録した。 
なお、比較的に晴れた日が多かった上旬は、旬平均風速が 3.3m/s と平年より 2.9m/s も弱く（平
年値 6.2m/s）、旬平均気温も-8.4℃と平年に比べ 0.7℃高かった（平年値-9.1℃）が、連続して
B級ブリザードとなった中旬には、旬平均風速が 8.8m/s 平年より 2.3m/s も強く（平年値 6.5m/s）、
旬平均気温は-5.2℃と平年に比べ 1.5℃も高かった（平年値-6.7℃）。下旬は弱い低気圧の通過
が多かったため、旬平均気温は-1.9℃と平年に比べ 2.7℃も高かった（平年値-4.6℃）が、旬平




また、15 日から 22 日まで雲が少なく日射が多い日が多かったため、気温が上がり、弱い低気
圧が通過した 24 日の明け方から、5 年ぶりの雨を観測した。また、同日の日最低気温は 1.1℃と
12 月として高い方から 3 位となった。 
l） 2018年01月 
1 月は周期的に低気圧が接近したため曇りで雪が降った日が多く、やや強い風が吹いた日が多
かった。特に発達した低気圧が接近した 3 日はふぶきとなり、日最大風速が 34.6m/s と 1 月とし
て強い方から 7 位となった。また、曇りの日が多いため月合計日照時間が 279.0 時間と 1 月とし
て少ない方から 9 位となり、日平均雲量が 8.5 以上の日が 21 日と平年に比べ 7.8 日多く（平年
値 13.2 日）、雪が降った日が 18 日と平年に比べ 7 日多かった（平年値 11 日）。 
4） ブリザード統計 
各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.1.2.5.1-1 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時
間以上継続した場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A 級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 
・B 級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の状態が 12 時間以上継続 
・C 級：視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 分に 1 回行われるが、風力発電機によるバッテリー充電量に対し、電力の消費が激しい場合は自動
で 1 日 1 回に変更され、更に電力消費が激しいと送受信が停止するようになっている。 
表Ⅲ.3.1.2.6.1-1 使用測器等一覧 
観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置
風向・風速 風車型風向風速計 CYG-5106-M-HD S17 航空拠点発電機小屋屋上に設置 
 
2） 観測経過 
8 月 22 日、10 月 17 日、1 月 9 日、1 月 10 日に定期点検実施した。 
4 月 11～18 日までおよび 9 月 25 日は風向風速計の凍結の疑いあり。 
5 月 14～16 日まで、バッテリーの電圧低下のためデータの送受信が１日１回となった。 
10 月 19 日に風力発電機、風力発電機用ケーブル、チャージレギュレータの交換を行った。 






3.1.3.1 測地観測【TG01】                             中元 真美 
3.1.3.1.1 GNSS 連続観測局保守、GNSS 連続観測装置の保守【TG01_06】 
1） GNSS 連続観測局（昭和基地 IGS 点）保守 
昭和基地 IGS 点で受信された GNSS データは国土地理院へ自動転送されている。 
4 月 27 日に収録装置 GSI02 において Logging が表示されないことを確認した。国内からの指示によ
り 5 月 2 日に GSI02 を再起動した（shutdown 開始：14:39LT、電源 on：14:41LT、Logging 表示確認：
14:46LT）。 
12 月 22 日昼(LT)頃、UPS1 台が停止し、GNSS 受信機予備機、セシウム原子時計、ネットワークハブ、
制御 PC が停止したが、超伝導重力計の UPS から給電することで 18:18LT に復旧作業が終了した。これ
により 11:30LT 頃～深夜までリアルタイムデータが停止していた。原因は UPS の 8A ヒューズが切れた
ことによる。 
12 月 24 日、20 時(LT)前からデータが途切れ、2 台の受信機（主機と予備機）ともに GNSS 衛星が補
足できない不具合が発生した。国内からの要請により、25 日－26 日で受信機周りの分配器、ラインア
ンプの調査を行ったが特に問題は見いだせなかった。 
12 月 29 日、第 59 次夏隊員（国土地理院・地圏）で調査を行い、アンテナ・受信機には問題がなく
ケーブルに原因があることが判明した。このため新しいケーブルを敷設し観測を再開した。 
1 月 23 日に第 59 次夏隊員（国土地理院）により故障した UPS を新しい UPS に交換し、超伝導重力




1 月 24 日に計画停電が実施され、国内の指示により UPS のみによる運用を行った。2 時間で UPS に
よるバックアップが終わり、復電まで 30 分程欠測となった。 
2） GNSS 固定観測装置（ラングホブデ）保守 
9 月 12 日、ラングホブデ GPS 固定観測装置の保守を実施した。外観に異常は無かった。バッテリー
ボックス及び収録装置ボックス内のバッテリー電圧は 12.5V 以上と正常だった。収録装置も SV26 と
Logging が表示され正常だった。ソーラーパネルからの入力電圧が PV1：22.39V、PV2：11.18V、PV3：
22.29V だったが、PV2 については第 59 次夏期間に対応するとのことだった。 
 
3.1.4 潮汐 





    2 月 28 日：17:27→17:39     6 月 30 日：15:06→15:11     10 月 31 日：22:31→22:36 
     3 月 31 日：11:20→11:27     7 月 31 日：11:12→11:18     12 月 1 日：20:13→20:17 
4 月 29 日：15:21→15:28     8 月 31 日：15:35→15:43          12 月 27 日：09:37→09:45 
5 月 31 日：15:42→15:52     9 月 30 日：20:50→20:55     1 月 28 日：13:19→13:28 
記録紙交換の際及び 3 月 4 日、4 月 15 日、6 月 6 日、8 月 25 日、9 月 7 日、10 月 24 日、1 月 18 日
に打点式記録機のインク補充を行った。3 月 4 日、9 月 13 日にはインクパッドの交換も行った。また、
2 月 28 日 17:25LT、7 月 31 日 11:12LT、8 月 31 日 15:34LT、9 月 30 日 21:19LT、11 月 11 日 17:39LT、
12 月 1 日 20:13LT、12 月 27 日 09:35LT、2018 年 1 月 28 日 13:17LT に復調機の時刻調整を行った。 
立川側の停電作業のために3月 3日 22:23LTに収録PCで送受信エラーが発生したが、3月 6日 11:02LT
に復旧していることを確認した。 
3 月 16 日 14:03LT からデータ送受信エラーが発生した。3 月 19 日 21:03LT からは RS232C データ受
信にもエラーが発生し、監視 PC でデータのグラフ表示もできなくなった。3 月 28 日 09:41LT、海上保
安庁からの指示に従い監視プロセスを再起動するために既存のプロセスを終了しようとしたところフ
リーズして正常に終了出来ない状態となった。3 月 28 日 09:52LT、PC を再起動したところ起動時に
Checking filesystems で FAILED となり PC の起動ができない状態となった。翌 29 日、root でコマン
ドラインから再起動（# shutdown –r now）したところ PC が起動し、12:26LT に監視プロセスを起動
した。12:38LT に手動でデータ要求応答を実施し、その後正常に動作していることを確認した。 
8 月 31 日の記録用紙交換時に用紙送り速度が 100mm/h になってしまっていた。約 1 時間半後の
17:17LT に通常の 25mm/h へ戻した。 
1 月 8 日に第 59 次夏隊員により観測局装置（地学棟）用 UPS の増設が行われ、UPS2 台による電源バ
ックアップ体制となった。 
1 月 19 日に第 59 次夏隊員により験潮器（水位計）1 基が西の浦に設置され、水位計 3 基体制とな   
った。 










3.2.1 宙空圏変動のモニタリング【AMU】  
3.2.1.1 オーロラ光学観測【AMU0901_01】                                   吉川 康文・鈴木 裕子 
1） 概要  
a） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-1、EAI-2）  
            EAI-1 および EAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（EAI-1：427.8nm（N2+1NG）、EAI-2：
557.7nm（OI））、冷却式 CCD を備え、エレクトロンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目
的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。  
b） プロトンオーロライメージャ（PAI-1、PAI-2）  
           PAI-1 および PAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（PAI-1：485.0nm（Hβ）、PAI-2：
480.5nm（Hβ background））、冷却式 CCD を備え、プロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えるこ
とを目的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。  
c） カラーデジタルカメラ（CDC-1、CDC-2）  
           全周魚眼レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用いて、オーロラを連続的に高精細カラー撮像する。
本システム(CDC-1)は自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。56 次隊か
ら、既存のシステムに加え、大口径広角レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用いてオーロラをイベ
ント観測するシステム(CDC-2)を試験導入しており、58 次隊も引き続き運用した。  
d） 全天TVカメラ（ATV） 






込むようにしたもの（以下 WATEC と略称）である。これは画像蓄積型の CCD を用いたもので、主にタ
イムラプス記録用として運用するが、ATV ナイトビュワーと異なり、過剰光を避けなければならない
素子は含まれていないため、月光や太陽光の下でも ATV の代用としても運用が可能である。 
f） 掃天フォトメータ（SPM） 
掃天フォトメータ（以下、SPM と略称）は、磁気子午面内のオーロラ発光輝線強度分布の時間変化









2） 経過  
a） EAI-1、EAI-2 
           EAI-1、EAI-2 ともに、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 196 晩分のデータを取得した。
EAI-1 は 3 月、明るいオーロラの時に出力値が飽和するため AutoIris 露出時間 7s→2s に設定値を変
更した。観測用アクリルドームの傷・白濁が目立っていたため新品に取り換えた。ソフトウェアエラ
ーにより自動観測が開始しない或いは観測途中で停止する障害が 6、7、8 月にそれぞれ 1 回発生した。





オーロラ観測期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
b） PAI-1、PAI-2  
           PAI-1、PAI-2 ともに、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 124 晩分のデータを取得した。
PAI-1 はソフトウェアエラーにより自動観測が開始しない或いは観測途中で停止する障害が 5、6、9
月にそれぞれ 1 回、8 月に 3 回発生した。PAI-2 はソフトウェアエラーにより自動観測が開始しない或
いは観測途中で停止する障害が 5、7 月にそれぞれ 2 回、9 月に 1 回発生した。 
オーロラ観測期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
c） CDC-1、CDC-2  
           CDC-1 は、2 月 25 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 124 晩分のデータを取得した。通常は 2 分
のインターバール観測を行い、オーロラが明るくなると 30 秒間隔、さらにブレイクアップ等激しいオ





が停止する障害が 5 月に 1 回発生した。7 月にデータ記録用外部ハーディスクの使用可能領域が不足
したので予備の外部 HDD に交換した。2018 年 1 月にカメラ本体 59 次隊が持ち込んだものに交換した。 
CDC-2 はオーロラブレイクアップ等激しいオーロラが出現した時間帯に観測者が手動で観測を開始
した。2 月 25 日から 10 月 15 日までの観測期間中、15 晩のデータを取得した。 
8 月に光学ドーム内着霜が発生したため、ヒータ温度を 20 度から 35 度に上げることで解消した。
オーロラ観測期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
d） 全天TVカメラ（ATV） 
2 月 25 日から観測を開始したが、イメージインテンシファイアの故障より 4 月中旬より断続的に映
像が取得できなくなり、経過とともに映像が全く取得できなくなったため 5 月 31 日を以って観測を終
了、カメラを撤去した。この間悪天候時を除き 28 晩分のデータを取得した。 
e） 簡易型全天ビデオカメラ（WATEC） 
2 月 25 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 197 晩分のデータを取得した。また、ATV 撤去に伴い
WATEC の予備品を試験用 WATEC として従来 WATEC からシャッタスピードを変更し 6 月 6 日から 10 月 15
日まで従来 WATEC と同じ光学ドーム内で観測を開始、悪天時を除き 86 晩分のデータを取得した。 
8 月に光学ドーム内着霜が発生したため、ヒータ温度を 30 度から 35 度に上げることで解消した。 
f） 掃天フォトメータ（SPM） 
3 月 2 日から 10 月 10 日まで悪天候時を除き 118 晩分のデータを取得した。観測開始初期に、観測
が開始しない不具合が発生。国内より観測プログラムを入手しそれに入れ替えることで解決した。観
測中、受光部のスキャン動作に不具合が発生し、自動観測が停止する障害が 5 月に 1 回発生したが、
翌日以降は不具合なく順調に観測を継続している。2017 年 1 月、受光部ユニットを 59 次隊が持ち込
んだものと交換し、制御部のゲイン設定値を変更した。 
3） 問題点・課題 















1．観測開始 12 時間前までの間で、変動幅 200nT を越えない。 
2．観測開始 30 分前までの間で、変動幅 30nT を越えない。 




た。観測は月に 1 度を目処に 2017 年 2 月から 2018 年 1 月までに計 15 回実施した。データ処理後の観
測結果を観測責任者と気象庁地磁気観測所へ報告し、採用可否の判断を仰いだ。地磁気絶対観測結果
を表Ⅰ.3.2.1.2-1 に示す。 
4 月 4 日に実施した観測では、観測中の地磁気変動が大きいため参考値扱いとされ、18 日に再観測




















2017/02/11 11:29 42948.1 19256.7 -38389.1 -51 1.14 -63 21.65
2017/03/08 10:51 42954.7 19260.4 -38393.0 -51 2.10 -63 21.51
2017/04/04# 11:04 42990.2 19299.5 -38416.7 -51 3.30 -63 19.58
2017/04/18 10:53 42949.2 19265.7 -38385.9 -51 4.94 -63 20.89
2017/05/24 09:57 42947.1 19274.6 -38379.9 -51 2.11 -63 20.03
2017/06/08 09:52 42956.3 19280.9 -38385.7 -51 5.19 -63 19.79
2017/07/07 09:33 42954.8 19284.9 -38382.4 -51 5.71 -63 19.39
2017/08/01 09:45 42945.0 19280.3 -38373.6 -51 6.90 -63 19.41
2017/09/10 09:50 42963.9 19271.2 -38399.5 -51 9.24 -63 20.99
2017/10/07 10:56 42949.8 19270.5 -38384.1 -51 8.94 -63 20.48
2017/11/02 09:50 42952.4 19280.6 -38383.1 -51 7.87 -63 19.72
2017/12/08 10:39 42942.2 19260.3 -38381.1 -51 8.30 -63 21.10
2018/01/05* 07:04 42931.5 19283.4 -38356.8 -51 16.06 -63 18.58
2018/01/05* 12:26 42930.9 19259.8 -38368.2 -51 7.55 -63 20.68
2018/01/27 11:17 42946.1 19276.3 -38378.1 -51 5.77 -63 19.85











3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3
成分の連続観測を行っている。取得されたデジタルデータは、超高層モニタリングデータ収録システ




ャリブレーション、K インデックス算出については、以下に経過の詳細を記す。3 月に 57 次隊で導入
された新磁場データロガー本体に AC 電源周りの配線ミスがあったため国内指示により配線修理を行
った。6 月には新磁場データロガー用 GPS の受信状態が悪くなる状態が現れ始めたため、IRcam 光学ド
ーム内に設置した GPS 受信器の位置を少し移動し、受信状態が改善されたことを確認した。また 9 月
に新磁場ロガーの QL(133.57.43.178/plot/)が表示されない不具合が発生、当該ロガーの再起動によ
り復旧した。ロガーへのネットワークアクセスが途切れる不具合対策として固定 IP アドレスの確認と
装置再起動を実施した。磁力計センサに設置した傾斜計は 2018 年 1 月に撤収した。 
ア） 基線値観測 











2017/02/11 11:29 18031.87 18542.35 -38421.26  
2017/03/08 10:51 18041.16 18544.19 -38420.53  
2017/04/08 11:04 18038.86 18544.02 -38426.65 磁場変動が大きいため参考値扱い
2017/04/18 10:53 18041.90 18543.94 -38429.30  
2017/05/24 09:57 18041.37 18543.82 -38428.37  
2017/06/08 09:52 18039.58 18544.15 -38429.58  
2017/07/07 09:33 18041.23 18543.93 -38432.97  
2017/08/01 09:45 18042.30 18543.96 -38434.04  
2017/09/10 9:50 18045.00 18543.78 -38435.30  
2017/10/07 10:56 18044.95 18543.57 -38434.15  
2017/11/02 09:50 18042.14 18543.38 -38432.11  
2017/12/08 10:39 18034.45 18543.50 -38424.95  
2018/01/05 07:04 18034.90 18544.05 -38421.19 傾斜計撤収前 
2018/01/05 12:26 18039.16 18543.78 -38405.52 傾斜計撤収後 
2018/01/27 11:17 18020.90 18545.48 -38427.37  
 
イ） キャリブレーション 
地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±100nT の感度信号をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレー
ションを行った。2017 年 2 月から 2018 年 1 月までのキャリブレーション結果を表Ⅲ.3.2.1.2-3 に
示す。 
表Ⅲ.3.2.1.2-3 キャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角方向成分 鉛直成分 
2017/02/20 0.99228 1.00097 0.98831 
2017/03/08 0.98017 0.99621 0.98697 
2017/04/08 1.03205 0.99685 0.99007 
2017/05/24 1.00493 0.99711 0.99248 
2017/06/08 1.00494 1.00238 0.98773 
2017/07/07 0.99964 0.99574 0.98456 
2017/08/01 1.00014 1.00418 0.98343 
2017/09/10 1.00333 1.00475 0.97955 
2017/10/07 1.00189 0.99747 0.98457 
2017/11/02 1.00966 0.99880 0.98544 




2018/01/05 1.00289 0.99949 0.98826 
2018/01/31 1.00022 0.98525 0.97621 
平均 1.00256 0.99806 0.98564 
標準偏差 0.01141 0.00495 0.00428 
注：キャリブレーション結果は理論出力値で規格化している 
 
ウ） K インデックス算出 
昭和基地では 3 時間毎、一日に 8 個の K インデックスが自動的に算出される。MB-162 のキャリブ
レーション実施中には地磁気 3 成分の観測値に較正信号が混入するため、この時間の K インデック
スはキャリブレーション実施時間帯のデータを除いて算出した。 
エ） 傾斜観測 

















地磁気変化計室では、プロトン磁力計 PM-218 を用いて、毎分観測を行う。9 点の測量鋲では、プ









1 2 3 4 5 6 7 8 9 
2017/11/23 -20.3 -53.4 8.2 -50.3 -66.3 38.3 26.5 -0.9 -97.5










いため、ブリザード後の建物内点検を義務付けるとともに 59 次隊で調査の継続を依頼した。 
 





2） 経過  
越冬期間を通じて故障することなく稼働した。2 月に観測装置減少に伴い観測ラック内機器の移動を
実施した際、機器を一時的に停止した。また同月、時刻サーバ(uapntp3)を新規設置した。12 月、56 次
隊で更新したモニタリングデータ処理 PC の IP アドレスが DHCP 設定であったため、固定とした。2018
年 1 月に ATLAS UPS のバッテリを定期交換した。 
3） 問題点・課題 
    特になし。 
 
3.2.1.4 西オングル島における宙空モニタリング観測【AMU0903_01】           吉川 康文・鈴木 裕子 
1） 概要 
電磁雑音の少ない西オングル島の宙空テレメータ基地において、太陽風－磁気圏－電離圏－地球大気
結合系の中で生起する ULF 帯から VLF 帯までの自然電磁波動、及び、HF/VHF 帯の銀河雑音電波吸収のモ
ニタリング観測を行う。 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
インダクション磁力計を用いて、0.1～10Hz 帯の地磁気脈動が観測されている。磁力計センサーは、
旧システムでは 3 本のセンサーが地磁気の南北、東西、垂直方向の、また新システムでは 2 本のセン
サーが南北、東西方向のデータを取得するように設置されている。センサーからの信号はそれぞれア
ンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由でデータ伝送され、情報処理棟のサーバー
に記録されている。 
b） VLF 帯自然電波観測 
デルタ型ループアンテナを用いて、100～10kHz 帯の自然電波が観測されている。旧システムは南北
の磁界変動を、また新システムは南北、東西の磁界変動を観測する。それぞれアンテナ直下のプリア
ンプ、観測小屋内のメインアンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由で情報処理棟
のサーバーにデータ伝送し、記録されている。尚、新 VLF システムではワイドバンド出力はアンチエ
リアジングフィルタを経由して cRIO ロガーに入力されている。またワイドバンドデータは専用サーバ
ー上で FFT 処理される。これらのデータファイルは 1 日 1 回、国内へ伝送される。 
センサ直下のプリアンプ、観測小屋内のメインアンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無







ムを 49 次隊以降、長期にわたり試験運用し、動作データを無線 LAN 経由で昭和基地及び国内（極地
研）へ伝送している。56 次隊で新たに 1 システムを増設、また 1～3 号機のそれぞれに 12V 100Ah の
蓄電池 4 個を増設し、電池容量を倍増させた 4 システムで構成されている。 







e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 
観測された ULF、VLF/ELF、リオメータの各観測系データは、cRIO ロガーを経由して、また電源系
データは LS7000 ロガーを経由して 2 系統の無線 LAN により昭和基地へ伝送されている。 
2） 経過 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
新 ULF ケーブルの振動による雑音混入対策としてセンサケーブルを石で覆い強風による振れ止めを
行った。2018 年 1 月に旧 ULF キャリブレーションを実施した。 




の原因調査も行ったが解決されなかった。引き続き 59 次隊で不具合の調査を継続する。4 月に新 VLF 
ch1 10k→100k に入れ替えた。また同月 VLF0(10kHz)の QL プロット用の感度を現状 10 分の 1 から 1




したが、解決に至っていない。引き続き 59 次隊で不具合の調査を継続する。 
38.2MHz リオメータは年間を通して異常がなかったが、2018 年 1 月 3 日以降、出力が見えなくなっ
た。原因調査のため各接続部コネクタを点検したが異常はなく、本体も情報処理棟保管のものに交換
したが、同年 1 月末現在正常動作していない。引き続き 59 次隊で不具合の調査を継続する。 
d） 風力発電－太陽電池ハイブリッド自然エネルギー電源システム 
越冬期間中は風力発電(4 基)の故障もなく、日常点検として無線 LAN で送られてくる HK データで充
電電圧、風速等を確認、1 年を通じて充電状態も良好であったため、発電機起動による充電は必要と
しなかった。2018 年 1 月の保守点検・59 次隊引継ぎ作業期間に、蓄電池電圧、内部抵抗の計測を行っ
たが異常はみられなかった。 
e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 










3.2.2 気水圏変動のモニタリング【AMP】                          高村 友海 
2018 年 1 月に観測棟配電盤の更新が行われた。旧配電盤から新配電盤への電源移行作業は、各観測機器の











実施事項 二酸化炭素 酸素 メタン 一酸化炭素 
日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 
データ転送 FTP 自動転送 FTP 自動転送 FTP 自動転送 FTP 自動転送 
水トラップ交換 3-10 月：2-3 回/月
11-2 月：4-5 回/月 
   
水トラップ用 
エタノール交換 























なし なし なし なし 










































インレット点検 ブリザード後 ブリザード後  ブリザード後 ブリザード後 
装置本体交換 2017/12/28 2018/1/6 2018/1/9 なし 


















通年して安定した連続観測を実施した。2017 年 12 月 6 日から 11 日にかけてデータ収録 PC がフリ




で持ち帰りとした。12 月 28 日に NDIR を持込み機（J59 機）に交換し、動作に異常がないこと、チェ
ックガス測定結果が良好であることを確認したのち、J58 持ち込み機を予備機とし、J58 予備機を持ち












2017 年 8 月 29 日原因不明のエラーで停止していたが、C-R5A・PRG-102A 再起動により再開した。2017
年 9月 20-21日のブリザード中にチャートが紙切れしたためこの期間のチャート記録無しとなった(デ
ータは収録 PC にあり)。9 月 23 日に"too many open files in system"エラーによりデータが PC に収
録されていなかったため、収録 PC を再起動した(チャート紙にはデータあり)。2018 年 1 月 9 日に
GC8A/FID を持込み機（J59 機）に交換し、動作に異常がないこと、再現性チェック測定結果が良好で














2 月 28 日、3 月 10 日、5 月 10 日、5 月 12 日、6 月 14 日、7 月 27 日および 11 月 6 日に原因不明で
異常停止したため、RGA3・PRG-102A・C-R5A の再起動を行った。前次隊から静電気が原因の可能性が
あるとの引き継ぎを受けたが、確証を得るにはいたらなかった。5 月 9 日にデータ収録 PC がフリーズ
していたため、PC を再起動した。J59 では RGA3 の持ち込みがなかったため、J58 運用機および J58 予




















2017 年 1 月末の荒天以後、2017 年 12 月 5 日のブリザード明けまで通常インレットを使用した。2017
年 12 月 5 日以降も荒天が予想された場合は、都度アスピレーションインレットから通常インレットに
切替えて運用した。2017 年 1 月 6 日に 58 機持ち込み機に交換した直後からデータのバラつきが大き
くなったため、4 月にかけて予備機や予備センサの確認等を行い、4 月 28 日に 58 次運用機のセンサ交
換を行った。9 日 2 日のブリザード明けから Ref.Press が 21.0kPa にもかかわらず PCU-2 がマイナス
になる現象が出始め、徐々に PCU-2 がマイナスになる時の Ref.Press.値が低くなっていった。10 月
10 日に予備のセトラ箱と交換し、11 月 10 日に PCU-2 の P つまみの調整を行ったが、改善が見られな
かった。国内と連絡を取りつつ調整を行ったが依然として原因不明のため、Ref.Press.をこまめに調
整することで継続運用することとなった。2017 年 12 月 30 日から 59 次持込機の予備ラインでの確認
運転を開始した。2018 年 1 月 6 日に 58 次本機を 59 次本機に交換し、59 次持込機 2 台の動作に異常が





































O2/N2 Ar/O2/N2 大気 























































2017 年 2 月 3、9、17、24 9、24 9、24 24 なし 
2017 年 3 月 2、12、17、24、31 13、24 12、24 24 3 
2017 年 4 月 9、16、21、27 16、27 16、27 27 なし 
2017 年 5 月 6、12、18、26 12、29 12、26 26 12 
2017 年 6 月 2、8、15、24 15 15、15 なし なし 
2017 年 7 月 1、6、14、21、29 2、13、29 1、14、29 1、29 13 
2017 年 8 月 4、13、18、27、31 13、31 13、31 31 なし 
2017 年 9 月 9、16、22、30 16、30 16、30 30 13 
2017 年 10 月 5、13、20、28 13、29 13、28 28 なし 
2017 年 11 月 5、10、16、23、30 16、29 16、30 30 16 
2017 年 12 月 7、17、21、28 17、30 17、28 28 なし 
2017 年 1 月 4、14、20、25 14、25 14、25 25 14 
 
2) 経過 
東北大学温室効果気体は週 1 回全 52 試料、NOAA 試料は月２回全 48 試料、東北大学酸素試料は月 2
回全 24 試料、産業総合技術研究所極地研究所試料は月 1 全 12 試料、大容量大気試料は全 6 試料を採
取した（表Ⅲ.3.2.2.1.5-1）。東北大学温室効果気体試料は国内からの指示により、2017 年 4 月 21 日
のサンプルから採取圧を 2.0 に変更した。東北大学酸素試料は 6 月 15 日の採取の際にサンプルフラス
コの口が破損したため、同日に予備フラスコに再採取した。また、7 月 14 日にはサンプルフラスコの




















実施頻度 1 回/週 
試料採取地点 観測棟海側大気採取タワーインレットから配管ラインを使用し観測棟内採取 
試料容器 試料採取：1L ガラスフラスコ 精製後：ガラス管封入 
初期容器状態 真空 
所要時間 試料採取：30 分 精製作業：120 分 採取前後真空排気：各半日〜1 日 
採取精製方法 大気圧採取後、二酸化炭素自動精製装置を用いて精製 
2017 年 2 月採取日 採取日：3、9、17、24            精製日：全て同日精製 
2017 年 3 月採取日 採取日：2、12、17、24、31          精製日：全て同日精製 
2017 年 4 月採取日 採取日：9、16、20(標準ガス)、21、27     精製日：全て同日精製 
2017 年 5 月採取日 採取日：6、12、18、26            精製日：全て同日精製 
2017 年 6 月採取日 採取日：2、8、15、24            精製日：全て同日精製 
2017 年 7 月採取日 採取日：1、6、12(標準ガス)、14、21、29   精製日：全て同日精製 
2017 年 8 月採取日 採取日：4、13、18、27、31          精製日：全て同日精製 
2017 年 9 月採取日 採取日：9、16、22、30            精製日：全て同日精製 
2017 年 10 月採取日 採取日：5、13、14、19(標準ガス)、20、28   精製日：全て同日精製 
2017 年 11 月採取日 採取日：5、10、16、23、30          精製日：全て同日精製 
2017 年 12 月採取日 採取日：7、17、21、28            精製日：全て同日精製 
2017 年 1 月採取日 採取日：4、14、15、16(標準ガス)、20、25   精製日：全て同日精製 
 
2) 経過 
通年して週 1 回の大気採取および精製を実施した（表Ⅲ.3.2.2.1.6-1）。 
2017 年 2 月 3 日にペニング真空計を交換した。3 月 7 日にロータリーポンプのオイルを交換した。
10 月 13 日の試料は封入時に封入管が緩んでいたため、10 月 14 日に再採取した。1 月 14 日の試料は




















ゼロ表示が発生した際は制御パソコン、気圧計の再起動を実施した。5 月 6 日太陽高度低下のため、
保護カバーを装着し観測を停止した。8 月 13 日太陽高度上昇のため極夜後の観測を再開した。2018





3.2.2.2.2 エアロゾル・雲の観測：マイクロパルスライダー観測【AMP0902_02】  
1) 概要 
マイクロパルスライダー（MPL、SESI 社）による地表面から上空 60km までのエアロゾル・雲の鉛直
構造の観測をおこなった。昭和基地での MPL 観測は、NASA が展開中の MPLNET の 1 サイトとして維持
されている。現在の MPL による観測は 47 次隊が観測棟に設置して以来、連続自動で観測を実施してい
る。47 次隊までは観測棟側壁の窓を通して斜め上方の観測であったが、48 次隊により観測棟屋上に
MPL 用の天窓を取付け、それ以降は天窓を通して鉛直上方の観測をおこなっている。57 次隊より新た











3.2.2.2.3 エアロゾル・雲の観測：全天カメラ観測【AMP0902_03】  
1) 概要 























以外の機器動作確認として、月 2 回のサンプル流量チェックとゼロチェック、月 1 回の PSL 試験
（1.00μm のみ）をおこなった。2017 年 7 月 13 日のブリザード明けに念のため採取気口タワーの配
管除雪を行ったが、配管の閉塞はなかった。9 月 25 日に"RD Timeout"エラーが発生したが、本体と
PC を再起動することで正常に戻り、以降同様のエラーは発生しなかった。12 月 25 日から 58 次運用
機と 59 次持込機の並行観測を開始したが、59 次持込機の流量が大きかったため、2018 年 1 月 6 日
に 59 次持込機の流量調整を行った。1 月 16 日まで並行観測を行ったのち、比較結果に問題がない
ことが確認されたため、59 次持込機による観測を開始した。58 次運用機は 59 次予備機とし、58 次
予備機を持帰りとした。 
ｂ) 凝結核粒子計測装置（CPC-3783、TSI社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定 
7 nm 以上の総粒子濃度の観測をおこなった。日常点検以外の機器動作確認として、月 2 回のサン
プル流量チェックとゼロチェックをおこなった。1～2 ヶ月に 1 回ウィック交換をおこなった。2017
年 7 月 13 日のブリザード明けに念のため採取気口タワーの配管除雪を行ったが、配管の閉塞はなか
った。12 月 25 日から 58 次運用機と 59 次持込機の並行観測を実施した。2018 年 1 月 6 日から 58
次運用機と 58 次予備機の並行観測を実施、1 月 16 日から flow mode を 3.0LPM に変更して 58 次運
用機と 59 次持込機の並行観測を実施、1 月 22 日から flow mode を 0.6LPM に戻して再び 58 次運用
機と 59 次持込機の並行観測を実施した。比較結果に問題がないことが確認されたため、1 月 29 日











通年して安定した連続観測を実施した。収録 PC の通信エラーには PC を再起動することで対応し、
その間のデータは測器の停止時または計画停電時に本体 CF のデータをダウンロードすることで対応
した。2017 年 7 月 13 日のブリザード明けに念のため採取気口タワーの配管除雪を行ったが、配管の

























表面積雪採取および各地点の GPS 測定を実施した。S16 雪尺網の測定および GPS 測定を実施した。 
2) 経過 
2017 年 2 月 26 日からとっつき岬方面の海氷上ルート工作が始まり、海氷厚と積雪深さ測定、GPS 測定
を実施した。しかし、3 月 10 日に TK28 まで行ったところで、昭和基地からとっつき岬までのごくわず
かな多年氷を残してリュツォ・ホルム湾内が大きく開放水面となったため、とっつき岬～S16 も含めて
TK28 より先のルート工作は極夜明けに実施することを決定した。極夜明けは 7 月 16 日からルート工作
を再開し、海氷厚と積雪深さ測定、GPS 測定を実施した。7 月 30 日にとっつき岬までのルートが完成し
た。8 月 15 日にとっつき岬から N10 まで、8 月 17 日に N11 から N18 まで、8 月 21 日にとっつき岬から
S16 までの雪尺測定と表面積雪採取、各地点の GPS 測定を実施した。11 月 1 日にとっつき岬から S16 ま
での雪尺測定と表面積雪採取、各地点の GPS 測定を実施した。8 月 22 日と 11 月 1 日に S16 雪尺網の測




3.2.3 地圏変動のモニタリング                           中元 真美 
地学棟の暖房用燃料ドラム缶は全 16 本を用意し 11 本使用した。越冬前半に地学棟暖房機がエラーで頻繁
に停止した。電源の入れ直しでも解消しなかったため設営隊員にメンテナンス（基盤交換等）してもらい正
常に稼働するようになった。暖房機の温度設定は前半期間は 18℃、後半期間は 20℃で運用した。 
 
3.2.3.1 統合測地モニタリング観測【AMG0901】 
3.2.3.1.1 DORIS 観測【AMG0901_01】 
越冬期間を通じて自動観測を継続した。ただし VLBI 実験中は混信を避けるために停波した。停波期間
は、2 月 14 日 17:00UT～16 日 18:28UT、2 月 22 日 17:05UT～23 日 17:56UT、11 月 7 日 17:00:00UT～9 日
19:08:40UT。 
DORIS は国際原子時を使用している。6 月 7 日、RS ランプが点灯し協定世界時との時刻差が 38sec か
ら 36sec に変わっていた。RS ランプが消灯後の時刻差は 36sec となっていた。その後次第に時刻差が開
いていき、協定世界時との時間差は 37～38 秒（協定世界時の方が遅れ）となっている。 
9 月 12 日及び 10 月 1 日に ALARM の赤 LED が点灯し P=0hPa の表示となり気象測器との通信エラーが発
生したため、本体背面の J22-METEO のケーブルを一旦外し、再度接続したところ正常に戻った。 







3.2.3.1.2 VLBI 観測【AMG0901_02】 
1） VLBI 観測装置入れ替え 
第 58 次越冬期間中に VLBI の K5 システムを入れ替えるため、クローラーユニックを使用してサーバ
ー4 台、サンプラー（VSSP64）4 台、UPS1 台を新たに衛星受信棟に持ち込んだ。4 月 18 日、新収録シ
ステム用ラックを衛星受信棟に設置し、サーバーを立ち上げネットワークの設定をした。5 月 5 日、
UPS をラックの最下部に設置したが、UPS の AC 入力プラグの形状が合わなかったため K5 システムの
UPS への接続は第 59 次夏期間へと持ち越した。国内納品時、VSSP64 の収録ソフトウェアに autoobs
が動作しない不具合があった。そこで越冬期間中にソフトウェアのアップデートを行い、11 月 6 日に
VSSP64 での autoobs の正常動作が確認された。これにより、11 月 7 日開始の OHG109 から VSSP64 を用
いた観測に切り替えた。 
2018 年 1 月 7 日、GPS 時計・周波数同期受信機の更新を行った。ビデオコンバータとローカルオシ
レータを、ローカルオシレータ内蔵の広帯域型ビデオコンバータに更新した。 
2） VLBI 観測 
58 次隊では VLBI 国際観測実験を合計 5 回実施した。 
 OHG106 2 月 14 日 17:30～2 月 15 日 17:30    OHG109 11 月 7 日 17:30～11 月 8 日 17:30 
        OHG107  2 月 15 日 18:00～2 月 16 日 18:00    OHG110 11 月 8 日 18:00～11 月 9 日 18:00 
        OHG108 2 月 22 日 17:30～2 月 23 日 17:30     ※時刻は UT 
OHG106～110 のデータは 58 次隊持ち帰り物資として 2018 年 3 月に国内へ持ち帰った。また 59 次実
施の OHG111 及び OHG112（2018 年 2 月 6 日～8 日実施）のデータも一緒に持ち帰った。 
D-cal と autoobs のスケジュールが一致しないことが多々あるが、仕様上仕方のないことなので特
に対応は実施していない。 
各実験に関するトラブルなどは以下の通り 
       OHG106：実験開始前の 1 月 31 日から GPS CLOCK から 1PPS が出力されなくなったが、2 月 10 日 HM2
号機の 10MHz を GPS CLOCK の REF IN に入れて正常に稼働するようになった。 
当日の K5（Unit1）のチェック中に monit 4 で確認後 Ctrl+C でモニタを終了したところ
フリーズして操作を受け付けなくなった。Unit1 のみ再起動し時刻設定からやり直した。 
アンテナポインティングテスト用のペンレコーダーが使用不可となったため、地学棟に
地震観測用予備機として保管していた R66 を代替機として使用した。 
OHG107：No.91（2052-474）と No.101（0537-441）のスキャン中にアンテナスレーブが落ちたが
直ちに復旧させた。 
OHG108：当日の K5（Unit4）のチェック中に monit 4 で確認後 Ctrl+C でモニタを終了したところ
フリーズして操作を受け付けなくなった。Unit4 のみ再起動し時刻設定からやり直した。 
アンテナスレーブが 1 回落ちたが待機時間中だったため観測に影響はなかった。 
OHG109：実験開始前の 10 月 26 日に新収録システム（OS:Ubuntu）の Unit1 と Unit2 でエラーが発
生し GUI が立ち上がらなくなった。正常に立ちあがっていた Unit3,4 でも VSSP64 ドラ
イバが動かなかったため Unit1～4 全てに Ubuntu14.04（動作保証済み）を再インストー
ルした。昭和基地への持ち込み時には Ubuntu16.04 がインストールされていた。11 月 6












旧型水素メーザー2 号機と新型水素メーザー1 号機の監視、温度管理を行った。 
水素メーザーが設置されている地震計室短周期室の室温は 4 月～10 月は+19.3～+22.5℃程度、夏期
は+21.4～+26.7℃だった。4 月 27 日、室温が下がってきたので扇風機の使用を停止した。11 月に入
り日射量が増え室温が上昇してきたので 11 月 4 日から扇風機の使用を開始した。 
5 月 2 日及び 5 月 31 日に旧型水素メーザーの log ファイルをコピーする際に監視プログラムがフリ
ーズしてしまったため、アプリケーションを再起動した。 
6 月～9 月に旧型水素メーザーの監視プログラムで Room Temp.が正常範囲を下回る状態（最大で 1℃
程度）が続いた。国内に相談し、おんどとりに表示される室温には著しい温度低下は見られないため
様子を見るだけにとどまった。 
8 月 13 日、旧型水素メーザーの監視アプリにおいてほとんどの項目が 0 となり赤いエラー表示とな
っていた（23:45LT）。ログを遡ると 13 日 05:24:15UT 頃から普段出ないエラーが出ていた。数分後に
は正常値を表示するようになっていた。 
2018 年 1 月 24 日に計画停電が実施された。水素メーザーは旧型 2 号機及び新型 1 号機ともに専用
UPS で動作継続した。水素メーザー監視 PC の UPS は 10 分程度しか稼働しなかった。計画停電後に GPS 
CLOCK の日付が初期値に戻ってしまい、しばらく経っても直らなかった。そのため第 59 次で新たに持






越冬期間中の液体ヘリウムの液面レベルは 92.2~92.4%であった。12 月 27 日、冷凍機コンプレッサ
ーを No.1 号機から No.2 号機に入れ替えた。2018 年 1 月 28 日、冷凍機コールドヘッドを No.3 号機か
ら No.2 号機へ入れ替えた。作業後に液体ヘリウムの液面レベルは 90.6%に低下した。 








2 月 4 日 09:04UT、電離層観測小屋入り口前に気象ロガーを再設置し収録を開始した。サンプリン
グ周波数は 1Hz とした。3 月 1 日にデータ回収のため気象ロガーを回収し、8 日に再設置した（計測
再開：13:28UT）。4 月 1 日、5 月 1 日にデータを回収した。 
8 月 1 日、データ回収の際にバッテリー電圧低下で計測が停止していたため、バッテリー及び気
象ロガーを回収した。 
2018 年 2 月 6 日、気象ロガーを再設置した。 
b） インテルサットレドーム 
2 月 4 日 08:42UT、インテルサットレドーム内に気象ロガーを再設置し収録を開始した。サンプリ
ング周波数は 1Hz とした。3 月 1 日にデータ回収のため気象ロガーを回収し、8 日に再設置した（計
測再開：14:02UT）。 
4 月 1 日、5 月 1 日、6 月 3 日にデータを回収した。 
8 月 1 日、データ回収の際にバッテリー電圧低下で計測が停止していたため、バッテリー及び気





2018 年 2 月 6 日、引継ぎを兼ねてデータ回収及びバッテリー交換を実施した。 
3） 重力計室建物管理 
越冬期間を通じて重力計室の室温管理を行った。 




3 月 27 日に重力計室北側（地震計室側）通気口の内蓋を、5 月 5 日に北側通気口及び南側通気口の外
蓋を閉じた。10 月に入り日射により室温が高くなりビニールハウスの開閉だけでは室温調節が難しく
なったため、10 月 27 日に北側及び南側通気口の内蓋・外蓋の全てを取り外した。 
      悪天候後と月点検として月 2～5 回の建物点検を実施した。11 月まで雨漏りは見られなかったが、





1 月 24 日に計画停電が実施された。超伝導重力計の制御機器と測定用 PC は UPS で運用を続けた。
圧縮機は停電中は電源をオフにした。 
5） 地震イベントによる立ち入り制限 
      以下の地震発生後に数日間の重力計室及びその周辺への立ち入り制限を実施した。 
2017 年 7 月 17 日：カムチャッカ半島付近 M7.7 
2017 年 9 月 8 日：メキシコ M8.1 
2017 年 10 月 10 日：ブーベ島 M6.7 
2018 年 1 月 10 日：Great Swan Island の東 44km M7.6 
2018 年 1 月 23 日：アラスカ沖 M7.9 
 
3.2.3.1.4 衛星データの地上検証観測【AMG0901_04】  
人工衛星により得られる測地データに対する直接観測検証として、昭和基地コーナーリフレクターの
保守、GNSS を用いた海面高測定、また GNSS を用いた氷床流動測定を行った。 
1) コーナーリフレクター 
a） CR01 
2 月 10 日及び 11 日に方位角と高度角の調節を実施した。調整後の方位角は 232 度、高度角は 27.5
度。 
5 月 10 日、リフレクター上の除雪を実施した。その他は越冬期間を通じて特に問題はなかった。 
b） CR02 
2 月 10 日及び 11 日に方位角と高度角の調節を実施した。調整後の方位角は 234 度、高度角は 27
度。 
降雪及びブリザードの度に PANSY のドリフトにより積雪が増えていった。7 月 30 日、リフレクタ
ーが完全に雪に埋もれてしまう前に周囲に目印の青旗を立てた。その後完全に埋没してしまった。
12 月 8 日に PANSY エリアの砂撒きのついでにリフレクターを掘り出し、周囲に砂を撒いた。PANSY




2 月 10 日及び 11 日に方位角と高度角の調節を実施した。調整時に高度角調整用の金具が歪んで




歪んだ金具を無理やり固定している状態となっている。調整後の方位角は 238 度、高度角は 27.3
度。 
PANSY のドリフトにより例年埋没している。4 月 1 日、4 月 5 日、4 月 12 日、5 月 25 日に手掘り





2） 海氷上 GNSS による海面高測定 
太陽光発電できる GNSS ブイを用いた海面高測定を西の浦で実施した。西の浦・検潮儀小屋前から
約 70m 離れた海氷上で断続的に観測を行った。2 月 4 日、2 月 20 日、3 月 1 日、3 月 8 日に第 57 次か
ら設置している GNSS ブイの状態を目視で確認した。3 月 24 日、西の浦の海氷が安定したためブイま
で氷上を歩き状態を確認した。ブイは大きく傾き半分以上が海氷面下にあった。この時の付近の氷厚
は 35cm だった。4 月 13 日、GNSS ブイの交換作業を実施した。この時の氷厚は 50cm 程度であった。




バッテリーが取り出せない状態であった。回収したデータファイルは 2 月 8 日の日付が最後だった。
ブイ内の機材について、GEM-1 は動作確認したところ問題なかったが、ソーラーコントローラーやバ
ッテリーは錆びていて使用不可能となっていたため処分した。 
データの回収は 5 月 19 日、6 月 12 日、6 月 30 日、7 月 15 日、8 月 1 日、9 月 10 日、11 月 24 日に
行った。バッテリー交換は 5 月 19 日、6 月 12 日、6 月 30 日、7 月 15 日、8 月 1 日、9 月 16 日に行っ
た。国内と相談した結果、第 57 次の状況から海氷が溶けるとブイ内に海水が入り込む可能性がある
ことから、海氷が溶ける前にブイを撤収することになった。12 月 9 日、日々変化する海氷状況から撤
収時期と判断し、GNSS ブイを回収した。観測期間を通じてブイはほぼ水平な状態であった。 
3） 氷床 GNSS 観測 
氷床流動調査のため大陸氷床上 S19 に太陽光発電できる GNSS 観測装置を設置した(8 月 29 日設置、
11 月 2 日回収)。受信機は GEM-2、内部入力として 12V80Ah のリチウムイオン電池、外部入力用とし
て 12V40Ah の鉛蓄電池を用いた。 
 
3.2.3.1.5 露岩 GNSS 観測【AMG0901_05】 
リュッツォ・ホルム湾東沿岸の露岩域における無人 GNSS 観測装置の保守と GNSS 観測を行った。また、
昭和基地・重力計室で露岩 GNSS観測の基準となる GNSS観測を行っている(アンテナは IGSアンテナ横)。 
1） ラングホブデ雪鳥沢 
9 月 12 日に無人 GNSS 観測装置の保守を行った。外観に問題は無かった。タイマーの時刻が 3 分遅
れていたため時刻を設定した。おんどとりの表示が SLP だったため電池を交換し、データを吸い出し
た後メモリをクリアにした。GEM-1 のデータはスロット 1 の SD カードにのみ記録されており、サイズ
は 2.91GB であった。各コネクタ部の電圧は黄：8.60V、赤：8.62V、白：58.2V と正常であった。 
2018 年 1 月 2 日、夏期ヘリオペ実施時にインターバル間隔を 7 日間から 1 日間に変更した。 
2） スカルブスネスきざはし浜 
9 月 24 日、25 日に無人 GNSS 観測装置の保守を行った。ボックスを目張りしていたガムテープが半
分以上剥がれていた。ソーラーパネル及びアンテナ外観にも問題は無かった。タイマーの時刻が 6 分







向岩：9 月 18 日設置、10 月 3 日バッテリー交換、10 月 8 日回収 
オングルガルテン：10 月 2 日設置、10 月 7 日回収 
4） 基準 GNSS 
4 月 28 日、8 月 1 日、12 月 27 日にデータを回収した。5 月 5 日、SD カードをスロット 2 に追加し
た。6 月 5 日、スロット 1 の SD カードがスロットから飛び出し、データの書き込みがスロット 2 に移
っていたため、SD カードを挿入し直した。12 月 20 日からデータの途切れが頻発し、数日間データが
取得されていないことを確認した。12 月 27 日に調査を実施し、原因はラインアンプの出力低下であ
ると判断されたため、緊急的にラインアンプの上流側にバッテリー駆動による GNSS 受信機を接続し観
測を継続している（2018 年 2 月時点）。 
 
3.2.3.2 地震モニタリング観測【AMG0902_01】 
ワークステーション(WS)用地震波形データ収録ソフト(Comserv)による、HES および STS 地震計 20Hz
サンプリングデータの自動取得が行われている。WS(geotail)で取得されたデータは、毎日 UUCP で極地
研の WS(geogold)に自動転送されている。2017 年 1 月 27 日に新収録システム（Q330、geowld、geosc3）
を地学棟に導入し旧システムとの並行運用をしていたが 5 月 10 日より新システムへ移行した。 
1） STS-1 広帯域地震計 
マスポジションが±2V 程度にまでずれた際に調整を行った。 
日付（成分）：調整時刻（UT） 
4 月 5 日（EW）：14:55～15:03          12 月 9 日（EW）：16:10～16:30 
4 月 19 日（NS）：08:27～08:44          12 月 11 日（NS）：11:19～11:48 
4 月 27 日（EW）：13:39～14:02                   12 月 17 日（NS）：15:03～  
4 月 29 日（NS）：04:01～04:37                            （EW）：15:06～15:21 
5 月 11 日（NS）：12:10～12:23                   1 月 1 日（UD）：20:30～20:47 
5 月 22 日（UD）：13:55～14:04                   1 月 6 日（EW）：17:14～17:30 
6 月 15 日（EW）：13:03～13:23                   1 月 11 日（EW）：17:25～ 
9 月 15 日（UD）：10:33～10:37                   1 月 23 日（EW）： 
10 月 24 日（UD）：21:00:00-21:22:00 
      （NS）：20:42:00-20:59:30 
      （EW）：20:30:30-20:41:10 







2） HES 短周期地震計 
第 58 次夏期間に地震計室センサ室のプリアンプ 3 台を新品に交換した。交換後に収録システムで波
形を確認したところ NS のシグナルが入ってきていなかったため原因を調査したところ、プリアンプ
（NS）にシグナルが入っていない状態だったため、2 月 10 日にボタンを押して ON にした。その結果、
3 成分とも正常に収録される状態となった。 
3） Kermit 
8 月 20 日、Kermit のサンプリングが停止していたため、サンプリングをスタートさせ status 画面
表示にした（18:05LT）。10 月 4 日からフリーズしており、10 月 19 日に Kermit を reboot したが Q680
からデータが来ていなかったため、Q680 を再起動した。 





2 月 3 日に Comserv の DAT テープ交換を行った。2 月 3 日交換分は 57 次持ち帰り物資とした。 
2月 13日、geoccsに 2月 13日以降のデータが転送されていないことが判明した。原因は不明。geotail
に転送前のデータが一部溜まっていたため 25 日に geotail を再起動し（07:25UT）、Comserv を起動し
た。11:09UT に spool ディレクトリに溜まっていたデータが転送されていることを確認した。 
5 月 10 日 14:18UT、旧収録システムから新収録システムへの移行にともない geotail を shutdown し
た。 
5） 収録システム入れ替え 
2017 年 1 月 27 日に新収録システム（Q330、geowld、geosc3）を地学棟に導入し旧システム（Q680、
8D23、geotail）との並行運用を開始した。5 月 10 日より新システムによるデータ収録及び伝送へ移
行した。5 月 10 日に Comserv を停止した後も 8D23 と波形表示ソフト「SeisGram2K」の並行運用及び
Q680 と kermit でのマスポジションの監視を続けていたが、10 月 24 日に配線をし直し新システムのみ
での運用に完全に切り替えた。 
10 月 24 日、ST-1/6 の出力を Q330 へ切り替えた（21:31:53UT-）後に SeisGram2K で表示を確認し
たところ異常だったため国内へ連絡した。翌 25 日、中継 BOX 及びケーブルを作成した業者からの連絡
を受けてケーブルの接続状態をチェックした（02:20-02:36:20UT）。中継 BOX の端子台とピン番号の















SeisGram2K での波形表示において一部の波形の振幅が 0 表示（直線状）になる事例が発生してい
る。地震計側には問題が無いことから SeisGram2K 側に原因があると考えられるが詳細は不明である。 
SeisGram2K が度々フリーズしていた。原因は不明。 
      フリーズ日時→アプリケーション再起動日時（時刻は UT） 
6 月 9 日：07:35UT（再起動）        8 月 22 日：16:16:20→22 日：23:36 
7 月 20 日：19:46:10→7 月 23 日：17:24   11 月 17 日：00：49：10→11 月 17 日： 
7 月 26 日：20:55:32→7 月 27 日：13:27   1 月 11 日：08:54:36→1 月 11 日： 
8 月 4 日：17:05:01→8 月 5 日：       1 月 15 日:13:57:38→1 月 16 日： 
8 月 9 日：05:32:01→8 月 9 日：       1 月 16 日： 12:14:00→1 月 17 日： 
8 月 16 日：10:14:50→16 日:20:10 
6 月 16 日、7 月 12 日、11 月 16 日、1 月 25 日に geowld が勝手に再起動していた。OS（Windows 
10）の自動更新が原因と思われる。 
8 月 28 日、SeisGram2K の波形表示の一番下の欄が no data available になっていた。気水圏モニ
タリング隊員にワッチをお願いしていたため、昭和基地に帰還後確認したところ通常通り表示され
ていた。8 月 31 日、geowld がログアウトした状態となっていた（15:08LT）。geosc3 のファンの音
が異常に大きかった。この日は地学棟の暖房がエラーで停止し室温が-4℃となっていた。 
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6 月 27 日、国内での停電作業後に geoccs.nipr.ac.jp にアクセスできない状態になっていた。 




2 月 28 日：13:41→15:29         7 月 31 日：07:23:30→08:34:55 
3 月 31 日：07:39→08:57         8 月 31 日：12:22:10→13:26:40 
4 月 29 日：11:46→12:42         9 月 30 日：17:14:10→18:11:20 
5 月 31 日：12:30→13:50         11 月 4 日：07:54:40→08:55:00 
6 月 30 日：11:59→12:51                  12 月 1 日：11:47:30→17:06:00 
7 月 30 日の用紙交換時はインクリボンの交換も行った。 
RD2212 と GPS 時計の時刻差が 20 秒を超えたときや記録用紙交換時に時刻調整を適宜行った。（時刻
は UT） 
2 月 28 日：15:20:20           7 月 31 日：08:24:20 
3 月 31 日：08:47:30           8 月 31 日：13:20:30 
4 月 29 日：12:34:00           9 月 30 日：18:05:45 
5 月 31 日：13:41:00           11 月 4 日：08:48:25 
6 月 30 日：12:44:45                      12 月 1 日：17:01:15 
2017 年 2 月 7 日、温度（12ch）の設定（スケーリング値）を変更し長周期室簡易冷凍室内の室温が
正常に表示されるようになった。 
2017 年 12 月 27 日、新収録システムへの移行に伴い運用を終了した。58 次の持ち帰りスチコンには
空きが無かったため 59 次以降に持ち帰る予定である。 
8） 8D23 
      40 日に一度程度、記録紙交換を行った。（交換日：収録停止→収録再開、時刻は UT） 
       3 月 12 日：10:42:07→10:47:14      7 月 13 日：19:35:10→19:39:30 
       4 月 22 日：06:01:00→06:06:00            8 月 22 日：20:50:00→20:55:30 
       6 月 3 日：08:30→09:35          10 月 4 日：12:30（収録終了） 
3月 7日 12:32UT、「F」表示で停止していた。紙詰まりを除去し、12:36UT に電源を入れなおして 15:41LT
に記録を再開した。 
5 月 13 日、11:00UT 頃に突然停止し、表示時刻が 5 分程度進んでいた。停止時にエラー表示は何も無
かった。11:00UT に表示時刻が正常になり、11:02UT から記録が再開した。 
6 月 7 日 13:14UT、T-2200A・8D23 ともに GPS 時計よりも 1.5～2.0 秒早いことに気付いた。6 月 14
日に T-2200A の時刻を調整した（11:36:45UT）。これにともない 8D23 の時刻も修正された。 
下記日時に紙詰まりのために停止していた 
5 月 26 日：01:30（停止）、14:35（再起動）、14:37:28（収録再開） 
9 月 5 日：04:30（停止）、14:27:15（収録再開） 
9 月 20 日：23:30（停止）、30 日：17:06:40（収録再開） 
10 月 4 日、8D23 の運用を終了した。 
9） R66 
月に一度、記録紙交換を行った。（交換日：収録停止→収録再開、時刻は UT） 
2 月 28 日：14:42→15:00         8 月 31 日：14:38:20→14:46:50 
3 月 31 日：08:29→08:45         9 月 22 日：05:42:30→05:52:00 
4 月 29 日：11:56→12:15                  10 月 23 日：18:11:00→18:16:00 
5 月 31 日：05:08→05:14         11 月 25 日：22:30→22:33（※1） 
6 月 30 日：12:16:30→13:00:40      12 月 26 日：15:07:40→15:21:40（※2） 




2 月 4 日にペンカートリッジ（EW）の交換を行った。 
2 月 18 日（UD）、4 月 23 日（NS）、5 月 24 日（EW）、6 月 30 日（NS）、8 月 12 日（EW）、8 月 31 日（NS）
にインク補充を行った。また 2 月 19 日及び 27 日に紙送りに失敗していたため紙をセットし直した。 
※1 用紙切れに気づいて交換したため、数時間欠測となってしまった。 
※2 20:44 に NS のペンが外れていることに気がついたため、ペンをセットし直し記録用紙の時刻
を合わせるために 4 分間ほど欠測となった。 
10） 短周期地震計試験 
60 次から使用予定の短周期地震計 GS-1 の稼働試験を実施した。 
1 月 27 日、短周期地震計 GS-1 を地震計室長周期室簡易冷凍庫内の HES の隣に設置した（作業時刻：
09:53-09:59UT、11:47-11:56UT、12:59-13:12UT）。保管していた予備のプリアンプを使用し、Q330
に HES の代わりに GS-1 の信号が入るように接続を変更した。常時微動の信号を見ても EW の振幅が明
らかに小さかったため、人工的に振動を与えてみたが波形に変化はなく、正常に記録がとれない状態
であった。使用した予備のプリアンプは 58 次夏に交換して回収したものであり、不良品の疑いがあ
ったため、EW 成分のみ既存の HES のプリアンプと交換してみた。その結果、正常に波形が表示される
ようになったことから、予備プリアンプ 3 台のうち EW と記載したものが故障している可能性がある
ことがわかった。該当のプリアンプにはその旨を記載しておいた。 
GS-1 で正常に収録が可能であることを確認し、2 月 6 日に短周期地震計をプリアンプごと GS-1 から
HES に戻した（作業時刻：11:07～11:18UT）。 
11） 臨時地震観測 
STS で記録された振幅の大きなパルス状の信号の発生源を特定するために 3 点の臨時地震観測点を




      地学棟西部：5 月 5 日～7 月 26 日、8 月 9 日～12 月 1 日（※12 月 1 日以降は CF カードエラー） 
      デルタアンテナ横：7 月 21 日～12 月 3 日、12 月 15 日～2018 年 1 月 27 日 
      アンテナ島向かい：7 月 22 日～8 月 27 日、10 月 19 日～12 月 1 日、12 月 12 日～2018 年 1 月 27 日 
      B エリア（南）：2017 年 1 月 6 日～3 月 14 日、11 月 14 日～2018 年 1 月 28 日 
      B エリア（みはらし）：2017 年 1 月 13 日～2 月 19 日、12 月 6 日～2018 年 1 月 28 日 
12）主なイベント（時刻は全て UT） 
下記日時に STS で振幅の大きなパルス状の信号が記録された。 
4 月 14 日 18-20 時        6 月 6 日～8 日 
26 日 16:40           6 月 15 日～16 日 
27 日 9:20 頃          8 月 22 日～31 日 
5 月 4 日 10:10         11 月 27 日 1 時及び 22 時頃 
5 月 28 日 17:00 頃 
12 月 9 日 17:15、29 日 14:30～15:30、30 日 11:00 及び 5:15 頃にノイズかイベントか判別できない
シグナルが水平動に記録されていた。 
地震計室及びその周辺への立ち入り制限を実施した地震は以下の通り。 
2017 年 4 月 24 日 チリ M6.9 
2017 年 9 月 8 日 メキシコ M8.1 
2017 年 10 月 10 日 ブーベ島 M6.7 
2018 年 1 月 10 日 Great Swan Island の東 44km M7.6 







回るようになり 6～10 月は+7～9℃であった。ただし、5 月中旬から温度表示ロガーを変更し、従来の
表示値より 1℃高く表示される傾向にあった。11 月になると日照と気温上昇で室温も上昇し、11 月下
旬になり+10℃を超え、1 月末には一時+15℃まで上昇した。一方、冷凍庫外の廊下は 12 月を除いて、
1 年を通して+21.0℃～22℃であった。 
悪天候後と月の地震計室建物点検を行った。夏期は多目的アンテナのドリフトが融雪して地震計室





ポンプの on/off を繰り返した。2018 年 2 月の越冬交代後もポンプは稼働した状態になっている。 
地震計室入り口が歪み、扉が閉まりにくくなっていたため、3 月 11 日に建築隊員に扉を改修しても
らい開閉がスムーズに行えるようになった。 
14） ケーブル火災 




2018 年 1 月 24 日に計画停電が実施された。STS-1 と収録機器は停電の間 UPS で動作した。ただし、
地学棟の UPS は 07:15UT にバッテリー電圧低下の警告がでたため、地学棟入り口外で発発を稼働させ
UPS の電源ケーブルを接続した。地震計室の HES プリアンプは UPS に接続されていないので停電中




 多目的アンテナレドームを囲む形で 3 カ所に微気圧計（Chaparral 25）を設置し、インフラサウンド
観測を実施している。各センサーからのアナログ出力信号は、地震計室収録室内のデータ変換装置
（LS-7000XT）でデジタル化（win フォーマット 24bit100Hz)され、LS-7000XT 内の CF カード（2GB）に
1分ごとのwinファイルとして約2ヶ月間保持されるとともに、LAN接続されたLinux PC (OpenBlockS266）
にも毎秒送信される。OpenBlockS266 では、内部の CF カードに 1 時間ごとの win ファイルとして、最新
の約 8 ヶ月分が蓄積されている。毎日日本時間 12 時 15 分に極地研の WS（crux.nipr.ac.jp）がインマ
ルサット回線を介して OpenBlockS266 の ftp サーバに接続して、1 日分のデータを自動的にコピーする。
ただし、インマルサット回線が混雑したり、不調で、自動回収に失敗した場合には、現時点では手動の
ftp で（JAXA の石原吉明氏が）データコピーしている。なお、LS7000XT から、直接リアルタイムに win
フォーマットデータを極地研に送ることも技術的には可能ではあるが、インマルサット回線が混雑して
データが欠落する可能性がある。また、LS7000XT の ftp サーバー機能が脆弱で、大量のデータを ftp す




月に 1 度点検を実施し、各装置の稼働状態を確認した。 
3 月 28 日、GPS 衛星の補足状態が悪く時刻校正の失敗が多い状況を改善するために、GPS アンテナリ
ピーターを導入した。58次夏期間に地震計室屋根に取り付けた GPSアンテナをリピーターの入力に繋ぎ、
LS-7000XT と NL-6000 に接続した GPS アンテナはリピーターからの再放射を受信するように設置した。
2018 年 2 月時点ではリピーターは仮固定の状態なので今後きちんと固定する必要がある。また、臨時イ
ンフラサウンド観測が終了すれば、屋外アンテナを直接 LS-7000XT に繋げてもよい。 









のみ操作した。この作業により、国内から LS-7000XT に ftp や telnet が可能となった。 
2） 臨時インフラサウンド観測 
3 月 28 日、インフラサウンドセンサ （ーParo センサー＋NL-6000）を地震計室収録室奥に設置した（計
測開始：11:09UT）。設定値は、ファイル形式：1 分ファイル、サンプリング周波数：100Hz、カットオフ
周波数：22Hz、チャンネル ID：0106、UTC+00:00 で、16GB の SD カードにデータを収録している。 
2017 年 8 月 1 日と 2018 年 2 月 3 日にデータを回収した。 
3） 計画停電 
2018 年 1 月 24 日に計画停電が実施された。国内からの静穏時のデータが欲しいとの要望を受け UPS
で収録を継続した。いつ UPS が落ちても対応できるように計画停電中は地震計室収録室で待機した。ブ
レーカー遮断から約 30 分後の 06:39UT にバッテリー低下の警告が鳴ったため、地震計室横で発発を稼働
させ UPS を接続し収録を継続した。なお、設営部門によると基地発電機の停止していた時刻は 06:43～




3.2.4.1.1 ペンギン個体数調査【AMB0901_01】                        國分 亙彦 
【概要】 
JARE では、長期的な気候変動や毎年の海氷条件を反映する海洋生態系の指標として、毎年春に、宗





58 次隊ではペンギンセンサスのため、2018 年 9 月にオングルカルベン・弁天島・まめ島・スカル   
ブスネスへのルート、2018 年 10 月に袋浦・水くぐり浦・ルンパ・イットレホブデホルメン方面への




たため、12 月初旬の営巣数調査地のうちオングルカルベン・まめ島・ルンパの 3 か所のみスノーモー
ビルで到達できた。水くぐり浦と袋浦は、12 月 4 日早朝に、ラングホブデ北岬沖の横断不可能なクラ
ックからドローンを飛ばし、上空 100m からの写真を撮影して巣の数を確認した。ペンギンセンサスの






表 3.2.4.1_1. アデリーペンギンの個体数調査結果一覧 
57次結果 56次結果
2017/11/11 オングルカルベンＡ 4名 194.6 3.5 103.6 ± 0.8 132.6 ± 6.4
2017/11/11 オングルカルベンＢ 4名 153.3 12.6 95.3 ± 2.7 0.0
2017/11/11 まめ島 4名 373.6 7.8 321.6 ± 7.4 360.9 ± 8.1
2017/11/11 弁天島 4名 0.0 上陸不能 3.0 ± 0.0
2017/11/12 ルンパＡ 6名 233.4 20.1 150.9 ± 5.5 229.0 ± 24.5
2017/11/12 ルンパＢ 6名 104.2 8.1 51.4 ± 1.2 64.0 ± 2.7
2017/11/12 ルンパC 写真撮影 2052.0 1324.0 1829.0
2017/11/12 シガーレン 6名 4.0 0.0 0.0 0.0
2017/11/13 水くぐり浦 写真撮影 1220.0 745.0 935.0
2017/11/13 袋浦 写真撮影 412.0 243.5 ± 8.2 320.3 ± 21.9
2017/11/14 イットレホブデホルメン 3名 0.0 上陸不能 0.0
2017/11/14 ひさご島A 3名 46.9 1.2 26.4 ± 0.6 29.0 ± 0.0
2017/11/14 ひさご島B 3名 47.8 0.8 21.8 ± 0.3 22.0 ± 0.0
2017/11/14 ウンガネ 3名 0.0 調査なし 調査なし
2017/11/14 システルフレーセネ 3名 0.0 調査なし 調査なし
2017/11/22 鳥の巣湾 5名 212.2 9.7 上陸不能 63.4 ± 1.4
2017/11/14 東オングル島夢の架け橋 1名 12.0 調査なし 調査なし
調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差
 
    
表 3.2.4.1_2. アデリーペンギンの営巣数調査結果一覧 
57次結果 56次結果
2017/12/1 オングルカルベンＡ 4名 95.7 9.9 61.7 ± 0.4 61.9 ± 2.8
2017/12/1 オングルカルベンＢ 4名 71.2 3.2 49.3 ± 0.7 0.0
2017/12/1 まめ島 4名 156.7 14.3 154.7 ± 5.6 199.2 ± 7.2
2017/12/2 ルンパＡ 5名 122.8 5.4 77.1 ± 0.6 110.2 ± 15.0
2017/12/2 ルンパＢ 3名 59.0 2.6 30.7 ± 0.3 34.2 ± 1.4
2017/12/2 ルンパC 写真撮影 1075.0 658.0 963.0
2017/12/4 水くぐり浦 写真撮影（ドローン） 751.0 350.0 498.0
2017/12/4 袋浦 写真撮影（ドローン） 207.0 144.0 ± 6.1 190.1 ± 5.9




58 次隊では氷状の悪化が早く、12 月の営巣数調査で一部到達できないコロニーがあったため、ド 
ローンの写真撮影によるカウントを実施した。今後も同じような状況が発生した場合、ドローンを有
効活用することで効率的に調査を進められると考えられる。 






3.2.5.1 極域衛星データ受信【AMS0901】  














                   
3） 問題点・課題 




 a） データ処理解析装置換装（2018年1月実施） 
      59次で持ち込んだデータ処理解析装置(showa-xp1)に換装し、換装後問題なく動作していることを
確認した。 
     b） その他設備不具合 




   
月 
衛星   
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 総数 
DMSP 
512 353 483 613 584 321 549 591 559 301 590 610 6066
NOAA 
168 225 119 165 144 213 134 183 227 227 156 159 2120
METOP 
125 179 191 132 134 219 167 139 147 210 151 123 1917
TERRA 
224 247 245 248 221 240 228 227 240 234 246 249 2849
AQUA 
187 216 204 222 181 221 210 210 212 208 211 219 2501
NPP 
263 292 282 293 260 293 292 285 291 281 363 462 3657
月次計 









応に要した観測停止時間は約 113 時間であり、観測モード切り替え時に 10 分間の停止を許容したシステ
ムのアップタイムは 8647 時間/8760 時間（98.7％）であった。 
他の観測拠点・観測機器との同時キャンペーン観測として、北極成層圏突然昇温キャンペーン観測（世
界 8 カ国 30 拠点以上）、電離圏観測（ERG 衛星）、周波数領域干渉計モード観測（高分解能ラジオゾンデ）
を実施した。このほか、電離圏 rawdata 観測などの特殊観測モードの試験・開発を実施した。 
2） 経過 
a) 標準観測 
フルシステムによる対流圏・成層圏と中間圏の標準観測を継続した。3 月 16 日に極中間圏夏季エコ
ー（PMSE）観測用の観測パラメータ（レンジ分解能 300m）から極中間圏冬季エコー（PMWE）観測用パ
ラメータ（レンジ分解能 600m）へと切り替え、11 月 5 日に PMWE 用から PMSE 用へと切り戻した。また、
5 月 3 日より後述の HF レーダーによる干渉波を監視するため、複素受信信号の時系列とスペクトルを
同時に取得・保存する rawdata 変換プログラムでの運用を開始した。 
b) キャンペーン観測・特殊観測 
ア） 北極成層圏突然昇温キャンペーン観測 
PANSY が主導する北極成層圏突然昇温（Sudden Stratospheric Warming; SSW）に伴う全球的な中層
大気の変化を捉えるための、大型大気レーダー全球ネットワークによる国際協同キャンペーン観測
（Interhemispheric Coupling Study by Observations and Modeling; ICSOM）は 58 次隊で三回目の
実施となる。観測モードは標準観測と同じ対流圏・成層圏と中間圏の交互観測である。57 次隊により
2017 年 1 月 22 日に開始された ICSOM-2 は、2 月 1 日に小昇温が予測されたため予定の終了日である 1
月 31 日を 2 月半ばまで延長した。2 月 1 日は予想を上回って大昇温となり、PANSY を含め各国の観測
装置で良質な連続観測データを取得することに成功した。一方 58 次隊が 2018 年 1 月 22 日に開始した
ICSOM-3は年度中に SSWの発生が見込まれなかったため、キャンペーンは 2018年 2月 1日で終了した。
PANSY ではその後も PMSE の観測を継続することとし、59 次隊に引き継いだ。 
イ） 電離圏観測 
PANSY の電離圏観測モードについては 2015 年に短時間の試験観測を行ったのみであり、取得される
データの形式も国内にある同系統の測器である MU レーダーから流用したもののままであった。58 次
隊では電離圏観測モードでの 24 時間程度の連続観測を 2 回実施した（4/25-26 及び 12/18-19、それぞ
れ 24 時間及び 30 時間）。また、電離圏観測モードで ERG 衛星との同時キャンペーン観測を 7 回行った
（12/7、12/9、12/11、12/20、12/22、12/24、12/26、各 2-3 時間）。これらの観測時には Field Aligned 
Irregularity（FAI）観測専用アンテナアレイも同時にデータを取得した。なお、57 次隊以前から問
題となっていた FAI 受信チャンネル（BMP64）の不調についても同様に見られたため、BMP56 を代用し
た。また、これらのキャンペーン観測に先立ち電離圏観測モードの観測データクイックルックプログ
ラムを開発し、リアルタイムで観測結果を確認可能とした。 










PANSY の周波数領域干渉計（Frequency Domain Interferometry; FDI）モードと、高分解能気温基
準ラジオゾンデの同時キャンペーン観測を 2017 年 10 月 30 日から 11 月 1 日と 2018 年 1 月 6 日から 7
日の計 2 回実施した。PANSY は対流圏・成層圏モード 10 分、中間圏モード 2 分、FDI モード 35 分の
交互観測とし、ラジオゾンデは 6 時間おきに 8 発を連続放球とした。ただし 2 回目は 6 発を放球後に
後述の PANSY のスペクトルの異常が顕著となり、観測データの品質が著しく低下したため同時観測の
継続が不可能と判断し中止とした。 
















吸気ダクトは PANSY 小屋東側側面の風下側に取り付けられており、内部に雪が詰まった場合は 2 か
所の点検口から除雪を行うことになっている。ダクト上部の除雪については梯子をかけて、屋根面高
さで点検口の蓋を両手で取り外すため 2 人での作業が標準となっている。54 次隊では蝶番の取付けに
ついて協議したが、構造的に難しいと判断し、58 次隊においても現状のまま運用した。2017 年 11 月
のブリザード後にダクト上部の除雪を行った。また、同年 8 月 13 日に室内側ダクトに大量の雪が吹
き込んだ際、ダクトカバーから雪が漏れ、機械室の床に着雪する事象があった。対策として、同年 8









冬中に吸気ダクト内に取り付けられている 2 つの電動ダンパーが動作しなくなったため、58 次でも吸
気については室内側のダンパーを手動で調整した。58 次隊越冬期間中、ほぼ連続して標準観測を実施
し、常時室内に大きな熱源があったことから、ヒーターは常時 OFF のまま 1 年間運用した。室温は小
屋内の 2 か所で温度計ロガー(おんどとり)を使って計測しており、日常点検でワッチをした。 
エ） 電力使用量 
58 次隊越冬期間中の PANSY 小屋での平均電力使用量を表Ⅲ.3.3.1.1-1 に示す。 
表Ⅲ.3.3.1.1-1 PANSY 小屋の電力使用量 
年月 専用発電機【kW】 基地発電機【kW】 合計【kW】 
2017 年 2 月 53.5 8.8 62.3  
3 月 53.3 7.9 61.2  
4 月 55.3 7.8 63.1  
5 月 55.1 7.7 62.8  
6 月 54.4 7.7 62.1  
7 月 54.7 7.7 62.4  
8 月 54.0 7.8 61.8  
9 月 52.8 8.9 61.6  
10 月 52.3 8.9 61.2  
11 月 52.3 9.2 61.5  
12 月 52.2 10.1 62.2  




58 次夏作業において、専用発電機 2 台のリプレースが実施された。57 次の引き継ぎで小屋の設備
上の問題点が 2 件あった。1 件目は燃料フィルタを交換する際に、発電機を 2 台とも停止しなくては
ならない配管構造の是正、2 件目はブリザード時に小型発電機小屋の環境科学棟側の吸気ダクトと排
煙ダクトが雪・氷に覆われてつながると、排煙が小屋内に充満する対策である。これを受けて、後者
については 2017 年 4 月に小屋の煙突工事が行われたが、同年 5 月 13 日のブリザード時に煙突部が飛
散した。煙突飛散前後の状態を図Ⅲ.3.3.1.1-2 に示す。これによって 58 次越冬期間中に十分強固な
煙突の設置は難しいと判断したため、床下を継続的に除雪して煙突が雪に埋まらないよう配慮した。
また、同年 6 月 28 日の厳冬期に、5 号機の排ガス配管弁の凍結により、弁が開かない事象が発生した。
原因は排気口から雪が吹き込んで氷塊ができたためであった。これを受けて、設営部門により 4 号機


























の通り厳冬期にあたる同年 8 月 28 日に 5 号機の起動不良が発生した。原因は燃料配管凍結および、
潤滑油パラフィン固着により、燃料が流入しなかったためと考えられる。いずれも室温の低下(－20℃
程度)が影響しているので、以降、8 月 28 日～10 月 1 日までは小屋扉 2 か所を全閉にして運用した。
さらに、図Ⅲ.3.3.1.1-5 のとおり、燃料配管に電熱線を巻き、凍結防止対策を行った。 
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 図Ⅲ.3.3.1.1-4 小型発電機小屋の海氷側扉が外れた様子（2017 年 4 月 4 日） 
 
 
図Ⅲ.3.3.1.1-5 2017 年 8 月 28 日 燃料配管の凍結防止用措置  
エ） 送油・ワッチ 
小型発電機小屋の燃料小出槽容量の関係で、専用発電機は 1 日 1 回、発電棟から専用発電機への燃
料送油が必要である。58 次では専用発電機の送油を行う際に、設営部門が発電棟から送油し、小型発
電機小屋では PANSY 部門から 1 人以上(原則 2 人)がワッチを行った。ワッチ項目は過去の隊次と同じ
内容で、室温･油温･油圧･電流値･潤滑油量･周波数変動である。インジェクタが耐用時間を過ぎてく
ると、カーボン固着による発電機の異音が発生し、観測パラメータ切り替え時の周波数が 1Hz 以上変
動していた。また、専用発電機の周波数変動対策として、2017 年 9 月 23 日に PANSY 観測装置のシス
テム改修を行った後は、2018 年 1 月 10 日に 4 号機の周波数が 5Hz 以上変動するまで、発電機の周波
数変動の頻度は減少した。本対策が有効であったかは今後の検証が必要である。また、2017 年 12 月




10 月 19 日に雪尺を用いた積雪調査を実施した。各アンテナ位置における雪面から輻射器までの高
さを記録し（図Ⅲ.3.3.1.1-6 左）、各アンテナの嵩上げ状態を加味して推定される積雪深を計算した
（図Ⅲ.3.3.1.1-6 右）。例年と比べ積雪は少なく、最大でも 3m 程度、平均的には 1m〜1.5m であった
とみられる。 
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後の取り外しが発生した 11 月 22 日時点、うち反射器は 22 組、輻射器は 21 組）。これは前年度の約
10 分の 1 であった。 
ウ） 重機除雪 
58 次越冬期間中は重機を用いたアンテナエリアの除雪を積極的に行った。主にブルドーザ及び
SM65S を用いてブロック 1 中央部（図Ⅲ.3.3.1.1-7 A）の雪を西側の斜面へ移動させ、全体の起伏を
均した。また、ブロック 1 南東部（図Ⅲ.3.3.1.1-7 B）については南へ押し延ばした。ブロック 3 南
（図Ⅲ.3.3.1.1-7 C）の箇所については図に示した南西方向の他に南東方向（コンテナヤード方面）
にも雪を移動させたが、融雪水がコンテナヤード付近の路面を水没させたため今後は南西方向のみに
押したほうがよい。同様にブロック 4 南（図Ⅲ.3.3.1.1-7 D）の箇所も道路のそばまでは押さず、第













（DJI 社 Phantom 3 ADVANCED）1 機を自部門で持ち込み、積雪の調査を目的として定期的に空撮を行
った。自動飛行には Litchi を使用し、オルソ画像の生成には Pix4Dmapper を用いた。58 次越冬期間
中は 11 回の撮影を行った（2/16、6/15、7/31、8/14、9/6、10/21、10/25、11/13、12/4、12/29 と、
2018/1/29）。2017 年 10 月 25 日及び 2018 年 1 月 29 日に撮影した例がそれぞれ図Ⅲ.3.3.1.1-7 及び




e-ウで述べた重機による除雪と、c-ｱ及び d-ｱで述べた PANSY 小屋床下、PANSY 発電機小屋床下の除
雪を並行して行った。重機除雪に関しては、11 月 17 日から 21 日まで続いたブリザードの影響により
遅れ、アンテナ面全体の積雪深をおおよそ 2m 程度に均すのに SM65S を 2 台用いて 11 月 23 日から 12
月 2 日までの 10 日間を要した。 
イ） 砂まき 
上述のとおり除雪が遅れたため、本格的な砂まきは例年より遅い 12 月 5 日から開始した。アンテ
ナの無い場所ではエンジン付き台車に砂を積んで移動させ、手またはスコップを用いて撒いた。アン
テナ内は前年度に土嚢袋に採取しておいた砂や、付近の土が見えている場所から採取したものを用い
た。概ね自部門の隊員 2 人で撒き、2 日程度他部門の支援も得た（ブロック 2 及び PANSY 小屋周辺）。
図Ⅲ.3.3.1.1-8 に枠で示したアンテナエリアのほぼ全域にわたって砂を撒き、12 月 14 日までに完了
した。 
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 図Ⅲ.3.3.1.1-8 砂まきを行った箇所 
 
ウ） エレメントの取り付け 
上述の通り 58 次越冬期間は特に積雪が少ないこと、58 次夏期間にこれまでの取り外し状況を考慮
して今後取り外しが発生しないと考えられるアンテナにのみ反射器を取り付けたこと、及び 59 次夏






5 月 3 日に rawdata 変換プログラムによる観測を開始した。通常の標準観測では受信された複素時
系列が観測プログラムによって自動的にスペクトルに変換され、複素受信信号の時系列（rawdata）
は保存できないが、本機能によってこれらを同時に保存することが可能となる。これによって後述の
HF レーダーの故障 PA を特定することが可能となった。 
導入後の 5 月 22 日、23 日及び 7 月 23 日に突発停止が発生し、合計 7 時間程度の欠測が発生した。
変換済みファイルのログが肥大化することによってメモリ使用率が 100％となり、OS がフリーズする
ことが原因と判明し、8 月 2 日にソフトウェア改修が行われるまでは定期的にログを消去した後再起
動を行うことで対応した。また、観測ファイルの格納方式が異なることから従来ワッチに使用してい
たクイックルック閲覧 Web サイトも使用できなくなったため、新たに rawdata 変換プログラムにも対
応した Web システムを開発し、6 月 3 日にその運用を開始した。 
i) HFレーダーによる干渉波への対応 
57 次隊以前から問題となっていた、HF レーダーによる干渉波が混入する問題については、58 次隊





ア） 故障 PA の特定 
58 次の越冬開始時点での HF レーダーの運用状況については、第 2HF レーダーのみが観測を行って
いる状態であった。第 1HF レーダーはこれ以前に PA の異常発振による PANSY への干渉波の混入が確
認されていたが、故障している PA を特定できていないことから停止されたままとなっていた。 
5 月 2 日 11:30(UT)～5 月 3 日 14:51(UT)までの間、第 2HF レーダーによるとみられる干渉波の混入
があった。干渉波の特徴を調べるため、5 月 3 日より rawdata 変換プログラムの使用を開始した。複
素受信信号の時系列を調べることで当該干渉波には、数～十数マイクロ秒程度の短時間のインパルス
であること、ビーム間に相関がないこと（外来性であることを示唆する）、毎分 10 秒程度収まる時間
がありその周期がちょうど 60 秒であること、ノイズの収まる時間が HF レーダーの停波のタイミング
と合致すること、等の特徴があり、HF レーダーによる干渉波の混入を他の現象と区別できることが分
かった。そこで自動的にインパルスノイズの混入を検出するプログラムを開発し干渉波の状態を常時
監視できるようにした。5 月 20 日に干渉波が再発したため、国内及び宙空部門と特定の手順について
調整し、全 16 台の PA を半分ずつに絞り込んでいくプロセス（以下、二分法）を用いて故障 PA を特
定することで合意した。26 日に二分法によって故障 PA 一台を特定し、これを停止させたところ干渉
波は収束した。当日の調査には約 13 時間を要した。 
6 月 11 日には、人工衛星（ERG）との同時キャンペーン観測に備え、第 2HF レーダーと同様の手順
で故障PAを特定した上で、第1HFレーダーを再稼働させたい旨国内 HFグループより打診があり、PANSY
グループでこれを承認した。12 日に二分法による調査を行い、故障 PA 一台を特定、これを停止させ
て第 1HF レーダーは観測を再開した。調査には約 16 時間を要した。 














した。また、根本的な原因と考えられる負荷変動を低減させる PANSY 側の改修が 9 月 23 日に実施さ
れ、周波数低下は劇的に改善した。58 次夏期間に持ち込んだ発電機 2 台のうち、主に使用していた 1
台（4 号機）は約 9000 時間の運転で調査・修理のために持ち帰りとなり、同様に 58 次夏期間に持ち
帰って国内で修理が完了した 1 号機と 2018 年 1 月 19 日に入れ替えが行われた。 










て発電機の周波数低下を回復させた。交換を行ったのは 2 月 26 日（2/23 始動不能）、5 月 10 日（5/6
突発停止）、7 月 7 日（7/6 始動不能）、9 月 2 日（8/28 突発停止）、10 月 7 日（始動不良の恐れ）、及
び 11 月 11 日（顕著な周波数低下）の 6 回である（カッコ内は交換事由）。なお、インジェクタの予
備が 3 セットしかなく、ドロムランによってインジェクタが 1 セット追加されたのも 11 月 1 日であ
ったため、9 月 2 日と 10 月 7 日には清掃した中古品を半分混ぜることで延命した。この他、EGR（排
ガスをエンジンに戻し、完全燃焼させる機構）も固着することがあったので、同様に毎月清掃し必要
に応じて交換を行った。突発停止を防ぐ目的で交換頻度を上げたが、5 月 6 日及び 8 月 28 日に予期せ
ぬ停止が発生し、それぞれ観測が 2 時間及び 7 時間半程度停止した。特に後者は 5 号機の燃料配管が
凍結しており、予備機を始動することもできなかったため長時間の停止となった。これについてはエ
ラー! 参照元が見つかりません。で詳述する。また、周波数変動による電源の乱れにより PANSY 小屋
内の UPS が相次いで故障した。これについては 0 で詳述する。 
イ） 5 号機燃料配管の凍結 




ワックスを取り除き、約 7 時間半後に 5 号機に切り替えて運転を再開した。厳冬期には発電機小屋内
が-20 度以下となるため、W 軽は凍結の恐れがある。対策として 4 号機、5 号機ともに燃料配管にヒー
ターを巻き付け、常時保温することとした。 





返していたため、2 月 20 日に復調筐体の一つ（TRX5）に給電する UPS が故障した。対策として UPS
を使用していないときは電源をオフにして保護することとした。正確な切り替わりの回数を調べるた
めカメラを用いて UPS のバッテリ切り替わり頻度を自動監視するシステムを開発し 4 月 17 日より運
用を開始したところ、発電機の調子が悪いときはおよそ 3 分に 1 回の頻度（毎 ST 突入時）で発生す
ることが分かった。続いて 8 月 14 日、屋内分配装置に給電する 100V 系 UPS1 台が故障し、観測が約
30 分間停止した。予備の UPS に接続して観測を再開したが、8 月 27 日にさらに 2 台が故障し、100V
系 UPS がすべて使用できなくなった。安定度の低い専用発電機に直接接続すると 100V 系観測装置
（RCU・リレー・屋内分配装置）が故障する可能性も考えられたため、100V 系のみを比較的安定な基
地電源に接続し、まず 12 群による縮小運用での観測を再開するまでに約 6 時間を要した。その後フ
ルシステムで観測しても問題のない消費電力であることが分かったため、2 時間半後に全群での観測
を再開した。基地電源からの 100V は当初壁コンセントより給電していたが、未使用のブレーカーか
ら専用線を引く工事を設営部門に依頼し、9 月 18 日に完了した。9 月 23 日より専用線（基地電源）
に乗せ換え、2018 年 1 月 10 日に専用発電機に戻すまでの間基地電源を使用した。なお、1 月 24 日ま
でにドロムラン及び 59 次夏の物資として持ち込んだ電子式リレーを採用した常時インバータ式の




継続して調査を行った。58 次隊では変復調筐体内にある L2 スイッチ 9 台、L3 スイッチ 1 台について
11 月 4 日及び 8 日に交換を行った。交換後に試験を行ったが、5 台を同時に起動することはできなか
ったため、スイッチの故障ではないことがわかった。また、パケットアナライザなどを用いてログを





57 次隊でも見られた ST のスペクトル中、ビーム 4、5 の 6km 以下、ドップラー速度-2.1m/s 付近に




2018 年 1 月 6 日に FDI 観測モードを含む交互観測へ切り替えた直後より 2018 年 2 月 1 日現在に至
るまで、ST のスペクトルの DC 成分が肥大する現象が長期間にわたって断続的に見られた。原因が不






4 月 25-26 日の電離圏観測において、4 パルスモードの送信マルチパルス符号（1100101）の 3 ビッ
ト目と 4 ビット目の間及び 6 ビット目において、本来ならば 0（パルスは立たない）であるはずが断
続的に 32μs（1 ビットは 96μs であるので、約 3 分の 1 程度の長さ）程度のパルスを生じ、正しく
送信できていないことが分かった。原因は国内で調査中であるが、歴史的な経緯により 96μs の長パ
ルスを生成するために 32μs のパルスを 3 つ繋げて送信していることに原因がある可能性がある。
PANSY では 96μs のパルス自体を生成することが可能なため、これを用いた際の再現性について今後
確認が必要である。 
o) FDI観測において観測データの値が不正 
2017 年 10 月 30 日から 11 月 1 日及び 2018 年 1 月 6 日から 7 日に実施した FDI 観測において、記録
された受信信号の値がすべて 0.0となっており、正常な観測データを得られていないことが分かった。









2018 年 1 月 10 日に複数のハンマードリル、ポット、計算機などを壁コンセントに同時に接続して
使用したため、30A の定格容量を超えて停電した。本来であればこれらは観測装置とは関係のない系




11月 24日に SM653を用いて FAIアンテナアレイ付近を除雪中、真後ろにあった FAIアンテナ（Z1-L）
に気づかずに後退し衝突、これを折損した。マスト・ブーム・エレメント・支線が破損したが、MDL























































の基地発電機の使用制限要請から 2 月 8 日までに計 4 回行ったレーザーの電源品質調査の概要は、夏
期観測報告で詳しく報告した。このときの測定結果は制御・発電機担当隊員から国内（南極観測セン
ター）に送られ、判断と指示を待った。同時に、取得データの解析を国内 PI 側へ依頼し、3 相間の電
流バランスや力率変動等の特性を確認した。その結果、電力消費量については、過去の重点研究観測
（例えば、53 次隊～55 次隊における PANSY12 群観測とレイリーライダーの同時運転）に比べて、今回
の重点研究観測が大きいわけではないことも確認できた。この報告も踏まえて、2 月 25 日南極観測セ
ンターから隊長宛に、ライダーへの基地発電機からの給電を許可する旨のメール連絡があったが、58





③ レーザーの ON/OFF 時、レーザーの繰り返し周波数変更の際には逐一制御室に連絡を入れる。 
④ 特に繰り返し周波数変更のシアには、カウントダウンして基地発電機への影響を確認する 
3 月 7 日にレーザーの運用を再開、上記のワッチ体制の下レーザーの調整や運用、観測を行った。
①と③は観測終了まで必要であったが、④は 7 月から不要、②は 9 月から不要となった。 
3 月 19-20 日に基本波でのカリウムの 1 周波観測に成功。3 月下旬、光学観測棟の空調ダクトから
吹き出す冷風が種レーザー（Seeder）の波長制御を不安定にすることが判明。直接冷風が当たらない








Month K Fe Ca+ N2+ Total 
2 0:00  (0) 0:00  (0) 0:00 (0) 0:00 (0) 0:00 (0)
3 5:02  (1) 0:00  (0) 0:00 (0) 0:00 (0) 5:02 (1)
4 0:00  (0) 0:00  (0) 0:00 (0) 0:00 (0) 0:00 (0)
5 0:00  (0) 0:00  (0) 0:00 (0) 0:00 (0) 0:00 (0)
6 0:00  (0) 0:00  (0) 0:00 (0) 0:00 (0) 0:00 (0)
7 33:48  (3) 41:13  (3) 39:01  (3) 0:00 (0) 114:02  (9)
8 40:18  (5) 56:51  (6) 13:45  (1) 16:52  (2) 127:46  (14)
9 27:21  (4) 23:52  (3) 16:35  (2) 24:16  (3) 92:04  (12)
10 34:52  (3) 29:06  (6) 16:50  (3) 18:59  (4) 99:47  (16)
 Total 141:21  (16) 151:02  (18) 86:11  (9) 60:07(9) 438:41  (52)
 
4 月 27 日早朝、外気温の低下に伴い光学観測棟内の室温が低下。通路への扉を開けていたため棟間
倉庫の冷気が入ったことが原因と考え、以降、この扉は必ず閉めるようにした。厳冬期に向けて更な








を行った。アウトプットカプラ―（OC）は 2 回汚染が確認され洗浄した（5 月 20 日、10 月 26 日）。ポ
ンプチャンバー2 のアレキサンドライト結晶の端面にも汚染が確認されたが、この洗浄は端面を傷付
ける可能性があるため危険と判断し、ポンプチャンバーごと予備品と交換した（6 月 8 日）。消耗品で




系では、8 月 19 日に倍波の受信光学系においてミスアライメントが発覚、7 月に行った鉄（Fe）とカ
ルシウムイオン（Ca+）、8 月に行った Ca+と窒素イオン（N2
+）の観測は、受信高強度が 10%未満になっ

































52 次隊で設置したミリ波分光観測装置を用いて 250GHz 帯域の電波観測を実施した。観測領域は、





動を観測的に捉えることを目的としている。58 次では O3 と NO を観測対象とし、連続観測を実施した。 
 
b） 経過 
1 年を通して O3 と NO の自動連続観測を継続した。通常の観測は、1 月末に作成した一年分のスケジ
ュール（毎日、0245～0315LT、0545～0615LT、0845～0915LT、1145～1215LT、1445～1515LT、1745～
1815LT、2045～2115LT、2345～0015LT は O3 観測、それ以外の時間帯は NO 観測）に従って、自動的に
観測対象を切り替えながら行われた。日々のチェックとして、前日の観測ログをもとにした 1 日分の




次越冬期間中に発生したトラブルは下記 5 つ。対応手順書を作成し、59 次に引き継いだ。 
 システム制御パソコン（ISONON）が不定期にハングアップする。 
⇒国内 PI により、Watchboot を用いて自動で復旧するプログラムが追加された。ただし、ISONON
がハングアップしていることが Watchboot に検出されないケースもあり、その場合は ISONON のリセッ
トボタンを押して物理的に再起動する。 





 DFS ソフトが自動終了する 
⇒30～34 時間程度で発生するので、DFS のソフトを起動してから 30 時間経過する前に再起動する
ことで対応。 
 PLM 耐摩耗シートの摩耗によるストローク不足 
⇒応急修理の後、動作確認・調整を行った。12 月に、59 次で持込んだ新しい PLM と交換し、調整
を行った。グリースも新しいもの（モリブデンフリー）に替え、塗布頻度も高くした（3～7 日に一度）。 
 アクリル回転円盤が回り続ける or 止まる 
⇒システム制御 PC（ISONON）からコマンドを送り、回転を強制的に止めた後、観測を再起動する。
必要に応じてボールローラーの長さを調整する。回転円盤周辺をこまめに掃除する。 
2018 年 1 月 24 日に行われた計画停電の後、He Pot の圧力計が誤作動を起こすようになった。試行
錯誤の後、2 月 9 日に装置の立ち上げが完了した。 
ミリ波観測視野内雲量モニタ用 CCD カメラについては、2017 年 2 月 12 日に近赤外大気光イメージ
ャ（IRcam）と同じ天窓に改めて設置、フォーカスと視野の調整を行った。監視システムとして機能さ
せるための手順書を国内 PI に改めて依頼し、2 月 14 日に手順書に従ってセットアップと動作確認を
行った。2 月 15 日、国内からの操作により運用を開始。 
 
c） 問題点・課題 











るため、1.5 μm 帯の OH 大気光の撮像が可能。56 次までナトリウム（Na）大気光撮像を行っていた全




2 月 12 日に、IRcam と同じ治具に固定されているミリ波観測視野内の雲量モニタ用 CCD カメラをミ
リ波の観測方向に向けるために、IRcam も 57 次観測時のカメラの向きとは 90 度変えた（下から見上
げて反時計回りに 90 度回転）。2 月 24 日に試験観測を行った後、2 月 25 日に観測を開始、観測スケジ
ュールに従って 10 月 15 日まで自動観測を行った。 
3月 25日に霜対策のための送風ファンとダクトを設置。室内からの漏れ光を防ぐため暗幕を閉じた。
3 月 28 日、InGaAs カメラ本体上面をアルミホイルと黒布画用紙で、本体からの反射光が観測窓（アク
リルドーム）に反射して画像データに写り込むのを避けた。4 月 26 日、外気温約-20 度に対してアク
リルドーム内温度が約 15 度になった際に、アクリルドーム内の海岸線側（風上側）に霜が発生したた











OH 大気光回折格子分光器（以下 OH と略称）は CCD センサーと回折格子を使って OH 大気光の回転






2 月 16 日に観測開始準備として、観測スケジュールの更新、データ保存用外付け HDD の設定を行い、

















感度 CCD カメラ（Electron Multiplying CCD: EMCCD）からなる全天カメラである。オーロラ画像を高
速サンプリングすることによって地球磁気圏におけるオーロラ降下粒子の輸送・生成過程や、降下粒




2 月 3 日にカメラシステムの動作を確認、2 月 10 日に設置した。2 月 14 日に通電し、国内から操作
可能にしたところ、EMCCD カメラのシャッターの開きが不完全であることが判明。指示された手順に
従って、2 月 15 日にシャッターを開けた。国内 PI が遠隔で動作試験を行い、問題無く動作すること




増やすために、4 月 20 日からは高速オーロラカメラの観測時間を前後に約 1 時間延長した（観測条件
を太陽仰角-12 度以下から-7 度以下に変更）。4 月 26 日に観測窓（アクリルドーム）の内側に霜が付
いたため、翌 27 日にアクリルドーム内にヒーターとファンを設置した。以降、霜は付かなかった。5
月 30 日に EMCCD カメラの AC アダプタが故障したため、棟間倉庫内に保管されていた予備の安定化電
源で給電するようにした。8 月に観測データ保存用 HDD の容量が不足し、一部欠測が生じたため、8
月下旬からは外付け HDD を一台追加し、これを週に一度交換することで、その後の欠測を防いだ。稀

















連続観測を実施した。12 月 1 日にアンテナサイトの融雪のために砂を撒き、59 次隊到着後に一緒にア
ンテナ支線の補修をして保守作業の引継ぎを行った。2018 年 1 月初旬の猛吹雪で IRIO のアンテナサ
イトにある受信機の箱の蓋が外れた。天候回復後にアンテナサイト内に落ちていた蓋を回収し、再設
置した。1 月中に、PANSY レーダーからのブランキング信号（PANSY レーダーが送信中に IRIO の受信
を止めるためのトリガー信号）の送受不具合により、IRIO 観測がトリガー待ち状態で停止するトラブ














山の南側に位置する直径約 200m のエリアに設置された 4 基のクロスダイポールアンテナを使用する。






2018 年 1 月 18 日までは概ね順調に連続観測を実施した。2017 年 2 月 9 日に国内 PI からの連絡で
故障が判明した外付け HDD の一つ（500GB）を 10 日に予備品（320GB）に交換した。2 月 16 日に観測
棟 MF-PC の「Analysis MF1」がダウン。「Analysis MF1」の再起動を試みたが、エラーメッセージ「NO 
IDL license」により起動しなかったため、国内 PI に連絡。国内からの遠隔保守作業により 17 日に復
旧。観測棟にデイリーワッチ用に設置されているMF-PCで、風速の1時間値を示すソフトウェア「Analys 
MF1」が不定期に停止したが、ソフトウェアもしくはパソコンの再起動により復旧した。9 月に、ソフ
トウェアは起動しているにも拘らず、風速の 1 時間値が表示されないトラブルが発生したが、国内 PI
による遠隔対応により、数日以内に解消した。 






















乱体とすることでその分布や強度を推定可能な大型大気レーダ （ーPANSY）の FDI 観測モードを組み合わ
せる同時キャンペーン観測を 2 回実施した。ゾンデ観測は 6 時間おきに 8 発を連続放球し、PANSY の FDI
観測モードによる高レンジ分解能と組み合わせて解析を行うものであったが、FDI 観測モードの不具合
により PANSY 側は正常に観測できていないことがわかり、同時キャンペーン観測としては失敗した。 
2) 経過 
2017 年 10 月 30 日から 11 月 1 日と 2018 年 1 月 6 日から 7 日の計 2 回、連続放球を行った。GPS ラジ
オゾンデ（RS-11G）と 16Hz サンプリングが可能な高分解能気温基準ラジオゾンデ（MTR）を接続し、6
時間おきに 8 発を連続放球する計画であった。2 回目の 6 発目は低高度でセンサーに異常が発生したが、
PANSY 側の対流圏・成層圏のスペクトルに異常が見られていたため（3.3.1.1-2）l）参照）、同時観測の
継続は困難であると判断して再放球は行わず、観測も中止した。放球の時刻は 1 回目が 10/30 の 12:10
（33.0km）、18:09（33.2km）、10/31 の 00:05(26.4km)、06:03（15.5km）、12:02（33.8km）、17:59（28.9km）、
23:57(31.8km)、及び 11/1 の 05:56（32.2 ㎞）、2 回目が 1/6 の 11:59（20.2km）、17:58（36.1 ㎞）、23:57
（35.3km）、1/7 の 05:55（35.6km）、11:54（34.6km）及び 17:52（9.1km）である（カッコ内は到達高度）。 
受信周波数は 405.0MHz を使用していたが、1 回目の 10 月 31 日 1:57UT 頃に同一周波数を使用する別
のシグナルによる干渉が発生して観測できなくなったことを受け、以降は 405.3MHz を使用した。1200g
気球を用いて浮力錘重量は 1500g とした。1 回目は気球の油漬けを実施した。また、気球から順に 50m
巻き下げ器 2 個、ゾンデを接続した。放球の作業については気球の充填・気球と荷姿の接続・放球の作




































  3.4.2 SuperDARN レーダーを中心としたグランドミニマム期における極域超高層大気と内部磁気圏のダイ
ナミクスの研究 
   3.4.2.1 SuperDARN 短波レーダー観測 【AP0904_01】             鈴木 裕子・吉川 康文 
1） 概要 
SuperDARN 短波（HF）レーダー装置 2 基（昭和基地に設置の南側を第 1HF 装置、東側を第 2HF 装置と
し、以下、それぞれを HF1、HF2 と暗記する。）による極域超高層大気連続観測を実施。HF 帯電磁波を電









a） HF レーダー装置 2 基による連続観測 
57 次隊夏期間に発生した HF レーダー装置の影響と疑われる PANSY への混信発生により停止していた
HF1 において、58 次隊越冬開始の 2 月以降も問題箇所特定のため停止した状態で、HF2 のみでの観測を
継続した。HF1 と HF2 それぞれの主列アンテナの性能確認（VSWR 測定）を行ったのち、5 月 3 日 5:25～
12:53 UT において HF2 における混信源の可能性のある主列アンテナ（M01～M16）と PA（PA01～PA16）を
特定するための試験稼働を行った。その結果、異常がありそうなアンテナと PA の組み合わせを除いて
HF2 の稼働を再開した。続いて 6 月 12 日 6:45 UT から HF1 の試験稼働を行った。同日 21:30 UT に一部





b） PA の性能確認および保守 
2017 年 1 月下旬～2 月上旬の夏期間に停波中の HF1 の PA の動作確認やスペクトルの確認、故障個所の
修理を実施し、HF2 の PA のスペクトル測定は越冬開始後に行った（測定履歴は表Ⅲ.3.4.2.1-1 の通り）。
測定の結果、8 月 16 日 HF2 の PA15 において PANSY に影響を与えると考えられる第 4 高調波が見られた
ため、測定日を変えて計 3 回の測定を行った。2 回目、3 回目では第 4 高調波は見られず、正常な波形を
取得した。PA09（9503 架-PA3）と予備 PA3（9505 架-PA2）においては送信出力がゼロであったため、8
月 30 日に PA09 に予備 PA2 を入れ替えた。また、PA04（9501 架-PA1）を ON にすると HF レーダー内のノ
イズが増大する異常が発生したことから、12 月 13 日に PA04（9501 架-PA1）を予備 PA1（9502 架-PA3）
と入れ替えた。故障と考えられる PA3 台（9503 架-PA3、9505 架-PA2、9501 架-PA1）を国内持ち帰りと
した。 
表Ⅲ.3.4.2.1-1 HF2PAスペクトル測定履歴 
日付 スペクトル測定を行った PA 測定結果 
8 月 3 日 HF2 PA07、PA10  異常なし。 
8 月 16 日 HF2 PA15、PA04、PA13 PA15 において第 4 高調波が見られた。 
8 月 22 日 HF2 PA15 異常なし。 
8 月 23 日 HF2 PA02、PA03、PA09、PA11、PA14、PA15 PA09 において送信出力ゼロ。 
8 月 29 日 HF2 PA05、予備 PA1 異常なし。 
























2017 年/  
2 月 23 日 HF1 M01～M16、I01～I04 VSWR 測定 
3 月 7 日 HF2 M01～M16、I01～I04 VSWR 測定 
3 月 13 日 HF2 M01 El-6 交換 
3 月 14 日 HF2 M01～M16、I01～I04 VSWR 測定 
4 月 14 日 HF1 M08、M10 ブーム振れ止め線のアンカーボルトを打ち直し、振れ止め線補修 
4 月 26 日 HF1 M07 振れ止め線補修 
6 月 9 日 HF2 M01～M16 VSWR 測定 
6 月 20 日 HF2 M07/M08、M12/M13 振れ止め線補修 
7 月 6 日 HF1 出力調査、DDSU への 50MHz 入力問題なし、L.O ch A RX1 out, L.O ch B RX2 out 値確認
7 月 30 日 HF1 M09 振れ止め線補修、外れていたターンバックルの取り付け 
8 月 5 日 HF2 ローパスフィルタ特性調査 
8 月 21-25 日 HF1、HF2 アンテナ鉄塔同軸ケーブル固縛 
8 月 28 日 HF2 ローパスフィルタ特性調査 
9 月 11 日 HF1 M02、M15 アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛、HF1 M03、M05、13、M14、M16 アンテ
ナ鉄塔同軸ケーブル固縛 
9 月 29 日 HF2 振れ止め線補修 
10 月 2 日 HF1 M08 EL-1 側ブーム振れ止め線取り付け、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブー
ム同軸ケーブル固縛 
10 月 3 日 HF1 M06 EL-1 側ブーム振れ止め線取り付け、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブー
ム同軸ケーブル固縛、バラン破損のため交換 
10 月 6-7 日 HF1 M16 EL-3、4、9、10 交換、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブ
ル固縛 
10 月 9 日 HF1 M14 振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛 
10 月 10 日 HF1 M12、M13 振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛 
10 月 13 日 HF1 M01～M16 VSWR 測定 
10 月 15 日 HF1 M01、M05 振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛 
10 月 16 日 HF1 M16 調査、エレメントの接続部分やブームの固定確認、EL-9. 10 交換、コイル交換 
10 月 19 日 HF2 M15 EL-9 交換、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛 
10 月 19-23 日 HF2 M16 EL-1 側ブーム振れ止め線取り付け、F13 同軸ケーブル交換、振れ止め線固定金具交換、
アンテナ鉄塔＋ブーム同軸ケーブル固縛 
10 月 24-25 日 HF2 M14 F13 同軸ケーブル交換、振れ止め線アンカー金具交換、アンテナ鉄塔及びブーム周り
ケーブル固縛 
10 月 25 日 HF2 M12 振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔及びブーム周りケーブル固縛 
11 月 28 日 HF2 M10 アンテナ鉄塔及びブーム周りケーブル固縛 
12 月 2、4 日 HF2 M06 EL-1 側ブーム振れ止め線取り付け、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔及びブ
ーム周りケーブル固縛 
12 月 9 日 HF2 M04 EL-9、10 交換、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔及びブーム周りケーブル固
縛 
2018 年/  
1 月 6 日 HF2 振れ止め線用アンカーボルト劣化している箇所打ち直し、振れ止め線張り直し 
1 月 11 日 HF2 I02 EL-1 側振れ止め線取り付け、振れ止め線固定金具交換、アンテナ鉄塔及びブーム周
りケーブル固縛、HF2 I01 基礎再構築作業準備（VSWR 測定、アンテナ倒し準備） 
1 月 12 日 HF2 I01 基礎補修準備（鉄塔倒し準備） 
1 月 13 日 HF2 I01 基礎補修準備（鉄塔倒し、鉄塔を基礎から取り外し） 
1 月 17 日 HF2 I01 基礎補修（測量、基礎コンクリート破壊、再打設） 
1 月 23 日 HF2 I01 EL-4、7、9、10 交換、旧タイプのエレメントブラケット交換 
1 月 28 日 HF2 I01 補修（測量） 


























































































































蒸気ゾンデを用いた大気中の水蒸気量の精密観測を 4 回実施した。 
経過 
2 月 11 日、4 月 24 日、7 月 21 日、10 月 2 日の計 4 回、水蒸気ゾンデの飛揚を行った。GPS ラジオゾ
ンデ（RS-11G）と鏡面冷却式センサーを採用した水蒸気ゾンデ（CFH）を接続して放球し、それぞれ 24.6km、
27.6km、25.6km、27.7km までの水蒸気量、風向、風速、気温などの高度プロファイルを取得した。受信
周波数は 405MHz を使用した。2000g 気球を用いて浮力錘重量は 3300g とし、7 月及び 10 月には気球の油
漬けを実施した。また、気球から順にパラシュート、50m 巻き下げ器 2 個、ゾンデを接続した。放球の
作業については気象隊員 2 名の支援を得て、気球の充填・気球と荷姿の接続・放球の作業に気象隊員 1
名、放球時の補助者に気象隊員 1 名、放球時のゾンデ保持とボンベの運搬に 1 名、受信番に 1 名の計 4
名で行った。 
 
3.4.5 全球生物地球化学的環境における東南極域エアロゾルの変動    
3.4.5.1 MAAP 連続観測【AP0910_03】                                                   高村 友海 
1） 概要 
南極沿岸域における炭素質エアロゾルの季節変化やその動態を捉えるため、昭和基地清浄大気観測室
に設置されたマルチアングル吸光光度計（MAAP: Thermo Fisher Scientific 社製）を使用して黒色炭素
（BC）の連続観測を実施した。取得したデータは福岡大学および国立極地研究所で分析・処理される。 
2） 経過 
通年して安定した連続観測を実施した。MAAP 本体から PC へのデータ転送は月に 1 回 Tera Term を
使用して行なった。2017 年 7 月 13 日のブリザード明けに念のため採取気口タワーの配管除雪を行っ











   ・西オングル大池の調査 
   2 月 22 日、3 月 8 日、4 月 7 日、5 月 1 日、5 月 17 日、7 月 21 日、8 月 10 日、8 月 21 日、9 月 4 日、
9 月 22 日、10 月 16 日、10 月 27 日、11 月 8 日に西オングル大池において湖沼調査を実施した。調査項
目は、多項目水質計（YSI proDSS）による水中の鉛直的な環境パラメーターデータ取得、湖水 1 L の採
取、湖底堆積物コア 25〜45 cm の採取とした。2 月 22 日のみボート上から、3 月 8 日以降は湖氷が発達
したため、Jiffy アイスドリルで穴を開けて湖氷上から観測した。湖氷の厚さは 3 月 8 日に 15 cm、4 月
7 日に 30 cm、5 月 1 日に 50 cm、5 月 17 日に 80 cm、7 月 21 日に 115 cm、8 月 10 日に 140 cm、8 月 21
日に 149 cm、9 月 4 日・9 月 22 日に 190 cm、10 月 16 日・10 月 27 日に 185 cm、11 月 8 日に 170 cm で
あった。なお、2 月と 3 月の調査では中の瀬戸の海氷上から西オングル島へ渡り、海岸沿いの陸地を回
り込んで西オングル大池に向かう徒歩ルート、4 月〜8 月 10 日の調査では貝の浜から海氷上を渡り、対
岸の昭和平からアクセスする徒歩ルート、8 月 21 日〜11 月の調査ではオングル海峡側から海氷上を雪
上車でアクセスするルートを使用した。 
   2 月〜4 月にかけては悪天候により、調査の日程を順延する頻度が非常に高かった。また、8 月 10 日
の調査において低温の影響でグラビティーコアラーの金属収縮が起き、湖底堆積物コアを採集できなかったため、
8 月 21 日の調査では移動中は雪上車の暖房を利用し、現地まで保温対策を施すことで問題を解決した。9 月 4
日の調査において、多項目水質計の pH センサーが低温により故障した。今後、厳冬期の調査器材の輸送時に
は、適切で簡便な保温対策を検討し準備する必要がある。 
   ・宗谷海岸沿岸露岩域の湖沼群の調査 
9 月 12 日にラングホブデ雪鳥池、スカルブスネスにおいて、9 月 24 日に菩薩池、9 月 25 日に如来池、
仏池、くわい池、9 月 26 日に椿池、9 月 27 日に長池、親子池、9 月 28 日にハス池、9 月 29 日になまず
池の湖沼調査を実施した。調査項目及び観測方法は上記西オングル大池と同様である。湖氷の厚さはそ
れぞれ、雪鳥池 155 cm、菩薩池 155 cm、如来池 155 cm、仏池 151 cm、くわい池 155 cm、椿池 155 cm、
長池 176 cm、親子池 163 cm、なまず池 185 cm であった。ハス池は 300 cm まで Jiffy アイスドリルで湖
氷を掘ったが貫通しなかったため、観測データおよび試料は獲得できなかった。また、11 月 8 日に西オ
ングル大池、11 月 10 日に西オングル島東池、11 月 14 日にラングホブデざくろ池、11 月 15 日にラング
ホブデ雪鳥池、11 月 16 日に西ハムナ池、11 月 23 日〜12 月 23 日にかけてスカルブスネスにおいて、な
まず池、奧池、椿池、はまなす池、長池、ひょうたん池、くわい池、仏池、如来池、菩薩池、親子池、






  ・採集試料の処理および分析・測定 
湖沼調査と同時並行で環境科学棟において、採集した湖水試料を国内での各種分析項目別に前処理を
し、湖底堆積物試料は各層毎（0-0.5 cm、0.5-1 cm、1-5 cm、5-10 cm、10-15 cm、15-20 cm、20-25 cm）
に切断し、それぞれ凍結乾燥、凍結、RNAlater 浸け凍結の３つに分けて、-20 ℃で冷凍保存した。また、
湖底生物群集の上層部の 3 層までをクロロフィル蛍光測定装置（Phyto-PAM, Walz 社）を用いて光合成
測定した。6 月〜7 月にかけては湖底堆積物試料の一部を凍結乾燥し、光合成色素の抽出をしたのち、高
速液体クロマトグラフィーによって分析を行った。 
  ・調査旅行用レーション作成と食料の準備作業 
9 月の宿泊を伴う沿岸調査旅行、および、11 月〜12 月にかけての 59 次隊先遣隊との湖沼コア掘削調
査旅行用のレーション作成と食料のリストアップ・取り分けなど、野外食料の準備作業を 7 月〜9 月に
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かけて実施した。 
  ・ルート工作 
海氷上において 8 月 17 日に西オングル大池ルート、8 月 16 日〜9 月 10 日にかけてラングホブデ雪鳥沢ルー
ト、9 月 11 日〜22 日にかけてラングホブデ雪鳥沢〜スカルブスネスきざはし浜ルート、9 月 26 日にきざはし浜〜椿
池ルート、9 月 28 日にきざはし浜〜ハス池ルート、9 月 28 日〜29 日にかけてきざはし浜〜なまず池ルートを完成
させた。 
 
3.4.7 一年を通した生態計測で探る高次捕食動物の環境応答  









11 月 13 日～22 日、袋浦で抱卵期のペンギン調査を実施した。産卵後、採餌トリップに出発する雌 20
個体に GPS・深度計・加速度計を装着した。雌は産卵後すぐに採餌トリップに出るのではなく、何度か
雄と抱卵交代を繰り返してからトリップに出かける様子が観察された。なお 11 月 28 日・29 日にはラン
グホブデ親指岬沖のクラックで、ロガーを装着した個体が観察された。抱卵期、雌は沖の開放水面だけ
ではなく、定着氷のクラック等も利用していることを示すのかもしれない。 
12 月 3 日から 10 日に予定していた袋浦での抱卵期調査は、氷状悪化のため袋浦に到達できず、断念
した。その代わりに、スノーモービルで昭和基地からアクセス可能な、袋浦と規模の似ているまめ島コ
ロニーを 12 月 5 日から 7 日に訪れ、抱卵中のオス 17 個体に GPS ロガーと深度ロガーを装着して、抱卵
期の採餌域と潜水行動を調査した。これらのロガーは 12 月 12 日から 18 日にかけて同島を訪れて回収を
試み、3 個体を回収したほか、12 月 25 日と 27 日にはラングホブデ袋浦からのヘリオペによる日帰り調
査を行い、11 個体を回収、総計で 14 個体を回収した。 
12 月 19 日より、昭和基地からヘリでの移動によって拠点を袋浦に移した。11 月に抱卵中の雌に取り
















回収した。ユキドリについては、春期に短期記録型の GPS ロガーとジオロケータを取り付け、12 月中旬
までに回収することを目指した。各記録計の回収時に血液・羽毛をサンプルした。 
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【実施経過】 
調査のため一次捕獲した個体の一覧を表Ⅲ.3.4.7.2-1 に示す。2017 年 10 月 21・30 日、11 月 6～8 日、
11 月 28・29 日と 2018 年 1 月 5・19 日、雪鳥沢でユキドリ調査を実施した。11 月上旬の調査で最も多く
の装着個体が昨シーズンと同じ巣でペアーで確認された。昨シーズンの装着個体は、今シーズンを通し
て、15 個体中 8 個体を回収した。また 11 月初旬までに短期回収用として取り付けた GPS ロガーは、予
定していた回収時期 (11 月中旬～12 月中旬)、氷状悪化のため雪鳥沢に到達することができなかったた
め、長期間回収することができなかった。1 月に雪鳥沢を訪れた際にはすでに背中の GPS ロガーが脱落
しているか、または装着個体が巣を離れていて回収することができなかった。足に取り付けた短期装着
型のジオロケータは 1 個体分を回収した。 








の最初の目撃日の一覧を表Ⅲ.3.4.7.2-2 に示す。ユキドリは、秋期は 5 月頃まで昭和基地周辺にとどま
っているようだ。また彼らは産卵前に pre-laying exodus と呼ばれる採餌旅行に出かけることが知られ
ている。雪鳥沢での巣の観察およびロガー回収状況から、雪鳥沢周辺のユキドリが、10 月末から 11 月
上旬に巣に戻ってつがいを形成し、11 月中旬にかけて pre-laying exodus に出かけること、再び巣に戻
って産卵を開始するのが 12 月上旬頃、雛の孵化が始まるのが 1 月中旬だと推察される。 
表Ⅲ.3.4.7.2-2. 昭和基地周辺の飛翔性鳥類と海生哺乳類の目撃情報 
 
       【問題点と課題】 
昨シーズンジオロケータを取り付けた個体の再捕獲は予想以上に順調に進んだものの、今期短期記録
を目的に、GPS ロガーとジオロケータを取り付けた個体は、氷状悪化のため予定時期に回収に向かうこ
とができず、結果として GPS ロガーは 1 つも回収することができなかった。今後同様の調査を行う際に
は、春先の海氷状況と、今期得たユキドリの繁殖スケジュールを鑑み、取り付けを慎重に進める必要が 
Lat Long
SNPR_01（ユキドリ） 21 雪鳥沢 -69.2408 39.7534 2017/1/13 - ジオロケータ(MigrateTech) - 074(左足)
SNPR_02（ユキドリ） 22 雪鳥沢 -69.2408 39.7534 2017/1/13 2018/1/5 ジオロケータ(MigrateTech) - 097(左足)
SNPR_03（ユキドリ） 23 雪鳥沢 -69.2408 39.7519 2017/1/13 - ジオロケータ(MigrateTech) - 071(左足)
SNPR_04（ユキドリ） 24 雪鳥沢 -69.2409 39.7515 2017/1/13 2017/11/6 ジオロケータ(MigrateTech) - 094(左足)
SNPR_05（ユキドリ） 22-2 雪鳥沢 -69.2408 39.7534 2017/1/13 2017/11/7 ジオロケータ(MigrateTech) - 076(左足)
SNPR_06（ユキドリ） 25 雪鳥沢 -69.2408 39.7531 2017/1/13 - ジオロケータ(MigrateTech) - 078(左足)
SNPR_07（ユキドリ） 26 雪鳥沢 -69.2400 39.7524 2017/1/13 - ジオロケータ(MigrateTech) - 095(左足)
SNPR_08（ユキドリ） 27 雪鳥沢 -69.2401 39.7526 2017/1/13 2017/11/7 ジオロケータ(MigrateTech) - 072(左足)
SNPR_09（ユキドリ） 28 雪鳥沢 -69.2400 39.7519 2017/1/14 2017/11/28 ジオロケータ(MigrateTech) - 083(左足)
SNPR_10（ユキドリ） 29 雪鳥沢 -69.2400 39.7523 2017/1/14 2017/11/7 ジオロケータ(MigrateTech) - 081(左足)
SNPR_11（ユキドリ） 30 雪鳥沢 -69.2400 39.7526 2017/1/14 - ジオロケータ(MigrateTech) - 099(左足)
SNPR_12（ユキドリ） 31 雪鳥沢 -69.2409 39.7656 2017/1/15 - ジオロケータ(MigrateTech) - 085(左足)
SNPR_13（ユキドリ） 32 雪鳥沢 -69.2417 39.7451 2017/1/15 - ジオロケータ(MigrateTech) - 093(左足)
SNPR_14（ユキドリ） 33 雪鳥沢 -69.2418 39.7454 2017/1/15 2017/11/7 ジオロケータ(MigrateTech) - 088(左足)
SNPR_15（ユキドリ） 34 雪鳥沢 -69.2430 39.7440 2017/1/15 2017/11/7 ジオロケータ(MigrateTech) - 073(左足)
SNPR_21（ユキドリ） 32-2 雪鳥沢 -69.2417 39.7450 2017/10/30 - - GPS(CatLog2) -
SNPR_22（ユキドリ） 32-3 雪鳥沢 -69.2417 39.7451 2017/10/30 - - GPS(CatLog2) -
SNPR_23（ユキドリ） 35 雪鳥沢 -69.2408 39.7532 2017/11/7 2018/1/5 ジオロケータ(MigrateTech) GPS(CatLog2) 086(右足) 回収時、GPSはすでに脱落
SNPR_24（ユキドリ） 36 雪鳥沢 -69.2408 39.7518 2017/11/7 - ジオロケータ(MigrateTech) GPS(CatLog2) 096(右足)
SNPR_25（ユキドリ） 23 雪鳥沢 -69.2408 39.7519 2017/11/7 - ジオロケータ(MigrateTech) GPS(CatLog2) 090(右足)
SNPR_26（ユキドリ） 37 雪鳥沢 -69.2417 39.7455 2017/11/7 - ジオロケータ(MigrateTech) GPS(CatLog2) 091(右足)
SNPR_27（ユキドリ） 38 雪鳥沢 -69.2418 39.7458 2017/11/7 - ジオロケータ(MigrateTech) GPS(CatLog2) 087(右足)
SPSK_01（トウカモ） - 袋浦 -69.2130 39.6291 2017/1/10 2018/1/19 ジオロケータ(BAS Track) - 013(左足) SPSK_02のパートナー
SPSK_02（トウカモ） - 袋浦 -69.2130 39.6291 2017/1/11 - ジオロケータ(BAS Track) - 015(左足) SPSK_01のパートナー
SPSK_03（トウカモ） - 水くぐり浦 -69.1971 39.6140 2017/1/17 - ジオロケータ(BAS Track) - 004(左足) SPSK_04のパートナー
SPSK_04（トウカモ） - 水くぐり浦 -69.1971 39.6140 2017/1/17 2017/12/30 ジオロケータ(BAS Track) - 001(左足) SPSK_03のパートナー
SPSK_05（トウカモ） - 水くぐり浦 -69.1971 39.6140 2017/1/25 - ジオロケータ(BAS Track) - 018(左足) 非繁殖個体だけが縄張りあり
ロガーの種類①足 ロガーの種類②背中 足環番号 備考BirdID NestID 地域
巣の場所
捕獲年月日 再捕獲年月日
和名 学名 極夜前、最後の目撃 極夜後、最後の目撃
ユキドリ Pagodroma nivea 2017/05/18,西オングル大池 2017/10/30,雪鳥沢
ナンキョクフルマカモメ Thalassoica antarctica － 2017/10/13,オングルカルベン
ナンキョクオオトウゾクカモメ Catharacta maccormicki 2017/04/12,昭和基地 2017/10/23,袋浦
アデリーペンギン Pygoscelis adeliae 2017/05/13,昭和基地 2017/10/20,ルンパ
コウテイペンギン Aptenodytes forsteri 2017/04/01,見晴らし岩北 2017/10/26,昭和基地
ウェッデルアザラシ Leptonychotes weddellii 2017/05/13,とっつき左ルート 2017/09/07,親指岬
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目的に取り付けて回収できなかったジオロケータ (4 個体分)を合わせて 11 個体分が回収されずに残っ
ている。これらは来期以降、大型動物の調査員に依頼して 12 月下旬～1 月初旬に雪鳥沢を訪れ、回収す
ることが望まれる。またナンキョクオオトウゾクカモメは、昨シーズン取り付けて今期回収できなかっ
たジオロケータが 3 個体分回収されずに残っている。これらについても、来期なるべく早い時期 (12 月
の抱卵中)に回収することが望まれる。 
 
3.4.7.3 アザラシ行動生態調査【AP0922_05】                        國分 亙彦 


















WSSY01 - 雌成獣 -68.9565 39.6308 中島コロニー 2017/3/11 - 378 - - - - 換毛が十分でないと判断、ロガー装着はなし
WSSY02 Yasuhito 雄亜成獣 -68.9565 39.6308 中島コロニー 2017/3/18 - 188 CTD tag - BLT03-1_001 001 (左足)
LH湾内に留まる→2017/12中旬からLH湾北方で受
信Lost
WSSY03 Ishii-chan 雄成獣 -68.9565 39.6308 中島コロニー 2017/3/18 - 382 CTD tag - BLT03-1_002 002 (左足) 2017/06中旬からAmundsen湾北西方で受信Lost
WSSY04 Motoko 雌成獣 -68.9563 39.6327 中島コロニー 2017/3/22 - 429 CTD tag KamiKami BLT03-1_003 003 (左足)
2017/11下旬からMolodezhnaya基地付近で受信
Lost




WSSY06 Non-chan 雌成獣 -68.9565 39.6308 中島コロニー 2017/4/1 - 339 CTD tag KamiKami BLT03-1_005 005 (左足) 2017/11下旬からAmundsen湾北東方で受信Lost
WSSY07 Junco 雌成獣 -68.9889 39.6078 岩島西方名無し岩付近 2017/4/6 - 306 CTD tag KamiKami BLT03-1_006 006 (左足) 2017/06下旬からAmundesn湾北方で受信Lost
WSSY08 Kurochin 雄成獣 -68.9954 39.6006 とっつき左右ルート合流地点近くの氷山 2017/4/13 - 381 CTD tag - BLT03-1_007 007 (左足)
明るい岬沖に留まる→2017/12上旬から信南岩北
方で受信Lost
WSSY09 Ten 雄亜成獣 -69.2496 39.6512 親指岬沖アザラシ穴 2017/9/28 2017/11/29 181 CTD tag - BLT03-1_008 008 (左足)
2ヶ月間ラングホブデ方面に留まる。親指岬からラン
グホブデ北岬間を移動。
WSSY10 Gonta 雄亜成獣 -69.0161 39.4257 オングルカルベンコロニー 2017/10/2 2017/12/11 231 Kami-Triggered Video D3GT BLT03-1_009 009 (左足)
取り付け後しばらく姿を消したが2ヶ月後中の瀬戸で
見つかる。顎のD3GTは脱落していた。
WSSY11 Nishibori 雄成獣 -69.0161 39.4257 オングルカルベンコロニー 2017/10/3 2017/10/7 463 Kami-Triggered Video D4GT BLT03-1_013 0010 (左足) Kami-Triggered Videoのビデオのみデータ撮れず。
WSSY12 JoJo 雄成獣 -69.0161 39.4257 オングルカルベンコロニー 2017/10/9 2017/10/11 390 Kami-Triggered Video D5GT BLT03-1_017 0011 (左足)
Kami-Triggered Videoは脱落、D3GTは起動しておら
ず。
WSSY13 Noriko 雌成獣・生後約16日の仔あり -68.9998 39.4191 オングルカルベン北氷山群コロニー 2017/10/24 2017/10/26 442 Kami-Triggered Video D6GT BLT03-1_014 0012 (左足)
Kami-Triggered Videoは一部潜水データのみ撮れて
いる。
WSSY14 Rassi 雌成獣・大きめの仔あり -68.9997 39.4165 オングルカルベン北氷山群コロニー 2017/10/25 2017/11/1 372 Kami-Triggered Video - BLT03-1_018 0013 (左足)
Kami-Triggered Videoはほんの一部潜水データのみ
撮れている。D3GTは接着力不足で取り付けできず。
WSSY15 Minami 雌成獣・大きめの仔あり・狂暴 -68.9998 39.4191 オングルカルベン北氷山群コロニー 2017/11/1 2017/11/3 466 Kami-Triggered Video D6GT BLT03-1_012 0014 (左足) Kami-Triggered Videoのビデオのみデータ撮れず。
WSSY16 Miyo 雌成獣・大きめの仔あり -69.0081 39.4248 オングルカルベン北氷山群（小）コロニー 2017/11/2 2017/11/5 433 Kami-Triggered Video - BLT03-1_015 0015 (左足) D3GTは接着力不足で取り付けできず。




















基地周辺ではアザラシは 5 月 13 日に観察されたのを最後に姿を見せなくなった。 
極夜明けには、南方では 9 月 7 日にラングホブデ親指岬付近の海氷上に 1 頭のアザラシが寝転んでい
るのを初めて確認した。昭和基地の西方・北方でも、オングルカルベン付近の氷山脇では 9/24 に 1 頭が
観察されたほか、とっつき岬のクラックでも 9/26 にアザラシの出入りする穴と寝転んだ跡が観察され、
観察数は日を追うごとに増えていった。10 月 6 日には弁天島で新生仔を初確認したほか、10 月 8 日には
オングルカルベン北氷山群コロニーで新生仔を確認した。新生仔の数はその後徐々に増え、オングルカ
ルベン北氷山群コロニーでは一時に 7 頭の新生仔を伴った成獣雌が観察された。10 月 24 日には、オン











から被せ、袋の奥に這いこませた。アザラシ袋は 4 隅に 1-2m のロープを付けておき、袋にアザラシが入
ったらすぐに引っ張って袋から這い出さないようにしておいた。 
袋の奥までアザラシが入ったら、袋の頂点に設けた小さな穴から吸入麻酔セボフルレン 5ml を注射器
を使って袋内に注入して鎮静化した。以後、体動が見られるたびに、最低 2 分間の間隔をあけて 2-5ml
のセボフルレンを注入した。次にアザラシ袋をめくって骨盤からへそよりの脊椎骨の間から 18G、3 1/2 
inch または 6 inch のスパイナル注射針を刺して硬膜外静脈を探り、そこに推定体重によって計算した



























    ・温水入りの袋を詰めたクーラーボックスの中に麻酔薬とエポキシを保管し、これらが冷えすぎたり凍
ったりしないよう留意した。 
    ・低温で切れないよう、ロガー装着に使うケーブルタイはステンレス製のものを用いた。 
    ・低温で麻酔薬、血液が凍ったり、エポキシの接着力がなくなるのを防ぐため、小型発電機とヘアード
ライヤー、または灯油ジェットヒーターを持って行き、必要に応じてこれらを暖めた。 
      データロガーを取り付けた個体の再捕獲時には、VHF 発信器の出す電波を手がかりに位置を特定した。
東オングル島蜂の巣山、オングルカルベン、岩島、ネスオイヤ、とっつき岬、雪鳥沢小屋の裏手の丘 




重点的に VHF アンテナで探索した。 
 
図Ⅲ.3.4.7.3-3 アンテナを装着した 30 型雪上車とスノーモービル 
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    【問題点・課題】 





     ・接着剤を暖めながら、不動化した状態で可能な限りしっかりと取り付けすること。特に顎のロガーは
脱落しやすいので、慎重に取り付ける必要がある。また取り付けに使ったメッシュの素材(ナイロン)は、
温度や湿度条件で剥がれやすくなる可能性があるので、今後検討が必要である。 







































     検討項目としては、質問票、口腔内の写真撮影、口腔内の潜血を検出するペリオスクリーン、口腔内






ね協力的で、口腔内衛生保持に関する意識も保たれているという印象だった。   
    
3.4.8.3 ビデオ会議システムと東洋医学的診察法を用いた寒冷環境への順応評価【AP0924_03】 
大江 洋文・服部 素子 
1） 概要 







































く植物に光を供給し続ける栽培法が取られている。これに対し、本研究では 3 色（赤、青、緑）の LED ラ
イトを個別に調節して光合成に最適な光バランスにした上で、一日の光照射時間を 12 時間～16 時間とし
て消灯時間を設けることで更なる省電力化を図り、水生栽培試験を行った。3 月 1 日に苺の苗の育苗を開
始、12 月 30 日に水生栽培システムを立ち下げるまでに、苺の果実 45 粒を収穫した。 
 
2) 経過 
滅菌処理後フラスコ内に封じられた苺の苗 9 瓶を 2016 年 11 月 2 日に大井埠頭に停泊中のしらせ船室に
搬入。一日に 8 時間点灯するようにタイマー制御された LED ライトを設置し、定期的にフラスコ苗に光を
当てながら昭和基地まで輸送した。2017 年 1 月 1 日にしらせから昭和基地に戻る際に、フラスコ苗を発泡
スチロール箱に入れて手荷物として持ち帰り、タイマー制御された LED ライトで定期的に光が当たるよう
にして、光学観測棟内で保管した。 
2 月 13 日に水生栽培システムを管理棟食堂の一角に設置し、2 月 19 日から水生栽培の準備を始めた。ま
ず、水生栽培で比較的栽培し易いとされる葉物野菜の種をスポンジ培地に撒き、3 月 1 日にフラスコ苗 1
瓶を開封、3 月 20 日に葉物野菜と苺の苗の両方を定植パネルに移植し、水生栽培システムでの栽培を開始
した。以降、7 月 7 日までは葉物野菜と苺を本栽培システムに同居させる形で栽培し、その後は葉物野菜
他を移植せず、苺の苗のみを栽培した。 
肥料としては、3 月 20 日から 5 月 13 日までは養液栽培用肥料 OAT ハウス肥料（A 処方）を用い、葉物野
菜に合わせて培養液の EC 値は 1.0 dS/m 前後に調整して使用した。しかし、苺の苗の成長が芳しくなかっ




から確認できるようにするための装置（ハッピィマインダー）は、8 月に入ってから昭和基地 LAN に接続
した。ハッピィマインダー自体は水生栽培開始時に起動したのだが、58 次では越冬開始時からインターネ
ット回線及び基地内 LAN が、機材の故障や輻輳等によりトラブルを抱えていたため、インターネットへの
接続は遅くなった。そのため、苗の写真と共に培養液の酸性度や EC 値などを国内 PI にメールで伝えるこ
とにより、栽培に関する助言と指示を受けた。 
苺の初収穫は、育苗を始めてからおよそ 4 ヵ月後の 6 月 29 日だった。7 月～10 月は毎月 3～4 粒の収穫
に留まっていたが、10 月下旬から多くの花が咲き、間引いたにもかかわらず、11 月は 19 粒、12 月は 10
粒が収穫された。水生栽培システムは、持ち帰り梱包のために 12 月 30 日に立ち下げたが、根腐れしてい
なかった苗（10 株）をペットボトルに移して食堂の窓際で栽培を続けたところ、1 月にも 6 粒収穫され、
その後も花を咲かせていた。2 月 3 日に最後の 1 粒を収穫し、残った苗 6 株は国内 PI の許可を得て、ペッ
トボトル栽培の状態で 59 次農協係長に進呈した。58 次で収穫された苺の重量と糖度は表Ⅲ.3.5.1.1 にま


























1 06/29 --- --- 21 11/09 4.5 10.2 41 12/17 2.0 8.0 
2 07/02 --- 8.6 22 11/09 2.5 16.3 42 12/19 14.5 8.7 
3 07/26 13.0 5.2 23 11/09 3.5 14.7 43 12/26 2.0 7.6 
4 07/26 7.0 7.4 24 11/12 3.0 12.8 44 12/26 4.0 8.8 
5 07/26 6.0 5.7 25 11/12 3.0 --- 45 12/30 15.0 7.6 
6 08/04 6.5 8.4 26 11/16 6.5 8.5 46 01/01 --- --- 
7 08/11 7.0 3.8 27 11/16 5.0 9.8 47 01/01 --- --- 
8 08/27 7.0 9.9 28 11/17 12.0 5.8 48 01/01 --- --- 
9 09/03 --- --- 29 11/17 9.0 7.4 49 01/01 --- --- 
10 09/04 8.0 5.3 30 11/19 7.0 8.3 50 01/15 --- --- 
11 09/04 7.0 4.4 31 11/19 5.0 4.7 51 01/15 --- --- 
12 09/14 5.5 5.7 32 11/19 5.5 7.9 52 02/03 --- --- 
13 10/09 5.5 6.3 33 11/19 4.5 6.9     
14 10/09 3.5 6.1 34 11/26 7.0 8.4     
15 10/09 7.0 4.6 35 11/26 10.5 6.8     
16 10/09 2.5 1.9 36 12/13 8.0 4.5     
17 11/01 2.5 13.6 37 12/13 4.5 9.1     
18 11/04 6.5 8.5 38 12/13 2.5 18.4     
19 11/04 5.0 8.7 39 12/13 6.5 7.5     






















40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 58 次隊でも継続して実施







からスーパーマルパス DX100 に変更したことにより、58 次隊でも不具合はなかった。56 次隊で起きた
操作レバーの固着は、57 次隊同様に点検毎（2000 時間）に分解整備を行った結果、再発はなかった。





No. 57 次からの引継ぎ時間 58 次隊の年間稼動時間 59 次隊への引継ぎ時間 
1 号機 94684.5 5240.9 99925.4 
































































































































58 次隊では 60 次夏作業にて 1 号機 E 点検を行うために 1 号機メインの運用を行った。運転サイク
ルは１号機 24 日間 1 サイクル、2 号機 14 日間 1 サイクルを基本として運転号機を切り換えた。定期
点検は日常点検、500 時間点検、1,000 時間点検のそれぞれにおいて保守点検計画表に基づき行った。 
ウ） 燃料消費量 






































































合し、潤滑油消費量の節約と保守性の向上に努めた。年間の潤滑油補給量は 1 号機に 530ℓ、2 号機に
170ℓ 使用した。また、2017 年 10 月の 1 号機定期点検で全量 430ℓの交換、2018 年 1 月の 2 号機定期点
検で 430ℓ の交換を実施、PANSY 専用発電機の整備で 449ℓ 使用し、合計 1,909ℓ を使用した。燃料噴射





機械ワッチは毎日 2 回機械隊員、環境保全隊員、野外観測支援隊員、多目的アンテナ隊員、LAN 隊




a） エンジン整備・運用状況  
ア） 発電機稼働内容 
55 次隊より開始された SDG150S×125kVA（100kW）2 台による電力供給を 58 次隊でも継続して実施
し、年間を通じ電力を供給した。58 次夏作業にて 1 号発電機、2 号発電機を 4 号発電機、5 号発電機
との入れ替えを行った。基本的な運用は 4 号発電機をメインで運用し 5 号発電機はメンテナンス時の
予備機として運用した。2 月中頃から 4 号機の周波数低下が起き、メンテナンス終了後に始動不良を
起こした。この後も同様のトラブルは運転時間 2,000 毎に発生し、インジェクターの交換を行い対応
した。トラブルの原因はエンジンの燃料系統でインジェクターが固着を起こしたためである。国内の







58 次隊では月 1 回を基本として定期点検を行った。点検項目については保守点検計画表に基づき行
った。電源切替は観測に影響が出ないよう発電機を並列運転して行った。 
ウ） 燃料消費量 
年間の燃料消費量は、W 軽油が 160,032ℓ であった。毎月の使用量は使用負荷が PANSY レーダーのみ
のため、年間を通して一定している。 
エ） 機械ワッチ 
















4.1.2 発電機制御盤・太陽光発電設備・風力発電設備の管理・運用【SME_11】 江口 史人・鎌松 泰典 
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要 
37 次隊（1995 年）で 1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行い
運転を開始した。40 次隊（1998 年）で 2 号機も更新工事を行い運転を開始した。また、国内で発電機の
オーバーホール（ベアリング交換）を行った後、49 次隊で 1 号機、53 次隊で 2 号機、57 次隊で 1 号機
の交換を実施している。57 次隊で交換した発電機は 58 次隊で持ち帰り、国内でオーバーホールが行わ
れる。 
b） 運用状況 
年間を通して異常なく稼働した。2017 年 2 月 1 日から 2018 年 1 月 31 日までの 58 次隊越冬期間中の















の力率は、1 号機と 2 号機の電圧に多少のズレがあるため「0.05～0.1」程度の力率差があるが問題な
く運転している。更にズレが大きくなった場合は、電圧を調整して力率を合わせる必要がある。負荷




ウ） 主分電盤  
2016 年 3 月中旬にチャート型電力量計の紙送りが停止する不具合が発生した。同月 19 日には紙送
りが完全に停止したため故障を確認した。チャート型電力量計の代替品として電源品質アナライザを


















2017 年 10 月に 2 号発電機制御盤の保護継電器試験を実施した。 
2018 年 1 月に 1 号発電機制御盤の保護継電器試験と 2 号発電機制御盤の警報試験を実施した。 
イ） 自動同期盤 
2017 年 10 月と 2018 年 1 月に保護継電器試験を実施した。 
ウ） 直流電源装置（始動用・ガバナ用・制御用） 



























2017/5/1 5:25 発電機中故障 
潤滑油油面低下 
検油棒にて潤滑油量を確認したが、上限
から 1cm 程度であり原因は不明。 
フロートの清掃、端子の増し締めを行っ
た。 
2017/5/4 1:15 発電機中故障 
潤滑油油面低下 
検油棒にて潤滑油量を確認したが、上限





2017/6/24 22:44 発電機中故障 
潤滑油油面低下 
検油棒にて潤滑油量を確認したが、上限







































































1 号、2 号発電機ともに、引継ぎを兼ねて始動確認、無負荷運転を実施し問題がないことを確認した。 
4） 太陽光発電設備の管理・運用 
a） 概要 
太陽光発電システムは 38 次隊（1996 年）で導入し、43 次隊で架台 88 基（架台 1 基に太陽電池パネル
8 枚取付）、太陽電池パネル 704 枚、総出力 60.19kW の太陽光発電システムとなっていた。57 次隊（2016
年）でパワーコンディショナ（PCS）の更新を行い、太陽電池パネル 696 枚、総出力 59.51kW の太陽光発
電システムとなっている。 
b） 運用状況  
2016 年 2 月まではデータロガーに収集されたデータを毎月初めに吸い上げ、南極観測センターへ送信
した。3 月にパワーコンディショナを更新し、4 月 1 日から新しいパワーコンディショナで運用を開始し
た。更新後は南極観測センターで各種データを確認できるようになったため、データの送信は不要とな
った。 














































2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
月間電力量
(kWh) 2,199.62 913.90 349.30 112.33 0.00 92.71 1,023.05 2,862.43 5,775.02 6,423.56 6,765.86 5,666.56
最大電力
(kW) 31.25 14.96 15.71 13.85 0.00 7.75 25.25 34.81 36.24 43.54 41.40 39.81  
 
c） 保守点検 
ア） パワーコンディショナ盤  
毎日 1 回、運転状態の確認と運転データ（最大瞬間電力・発電電力量）の記録を実施した。 





20kW 風力発電システムは 56 次隊(2015 年)で導入し、57 次隊(2016 年)で 2 号機を建設し 2 台の運用を
開始している。 
b） 運用状況 








また、2017 年 5 月に 2 号機のタイミングベルトが損傷したため、ベルト交換を実施するまでの期間、
装置を停止していた。 














	 	 	 
	 




















ア） パワーコンディショナ盤  
毎日 1 回、運転状態の確認と運転データ（最大瞬間電力・発電電力量）の記録を実施した。 





20kW 風力発電システムは 56 次隊(2015 年)で導入し、57 次隊(2016 年)で 2 号機を建設し 2 台の運用を
開始している。 
b） 運用状況 








また、2017 年 5 月に 2 号機のタイミングベルトが損傷したため、ベルト交換を実施するまでの期間、
装置を停止していた。 










39.8131.25 14.96 15.71 13.85 0.00 7.75 25.25 34.81 36.24 43.54 41.40

















毎日 1 回、運転状態の確認と運転データ（積算電力量）を確認した。 








 2017 年 5 月に起きたブリザードの影響で、2 号機のタイミングベルトが激しく損傷したため、同年 6
月にベルト交換を実施した。 
 また、ブリザードのような強風が吹いた際に度々、1 号機・2 号機共にベルトの脱輪が見受けられたが、 
その都度、復旧を実施した。 
 






















いた。水源にヒーターを入れ融雪し水位が回復するまで 2 か月ほど要したが、1 月末になってもダム水
源が潤沢にあるとは言い難かった。荒金ダム渇水後は 130 ㎘水槽の雪入れが日課となり水源を 130 ㎘水
槽の水位を維持していたが、この雪入れに問題があり水質を悪化させ 100 ㎘水槽の水質も悪化したこと
でトイレや洗濯水に影響した。荒金ダムの水源が復旧したことを確認し荒金ダム循環配管を仮設で復旧






ア） パワーコンディショナ盤  
毎日 1 回、運転状態の確認と運転データ（最大瞬間電力・発電電力量）の記録を実施した。 





20kW 風力発電システムは 56 次隊(2015 年)で導入し、57 次隊(2016 年)で 2 号機を建設し 2 台の運用を
開始している。 
b） 運用状況 








また、2017 年 5 月に 2 号機のタイミングベルトが損傷したため、ベルト交換を実施するまでの期間、
装置を停止していた。 










39.8131.25 14.96 15.71 13.85 0.00 7.75 25.25 34.81 36.24 43.54 41.40




し、100 ㎘水槽の補給水元である 130 ㎘水槽から荒金ダム系統に補給水を切換えて水質の改善を図り、







   機械設備の通常業務を除き、主な作業と点検業務および修繕、改修作業を記録する。 
02 月 :残留支援者のため宿舎管理・夏期隊員宿舎立ち下げ 
0  3 月 :温水配管凍結及びその配管破損による修繕、中水積算流量計交換（水道メーター） 
04 月 :管理棟厨房排気ファンの交換・浴槽循環装置配管洗浄 
女子エリア改修工事の為グリーンルーム解体 
05 月 :女子エリア改修工事（浴槽ユニットバス更新・夏期時の女性隊員増員によるトイレ洗面所の増設） 
     温水配管系統に手動補給水管の接続・グリーンルーム給排水復旧工事 
光学観測棟空調機不備に対する緊急用電気ヒーター設置工事・管理棟温水ポンプ交換 
06 月 :機械部門調達参考作成・地学棟油焚き暖房機修理・大型大気レーダー専用発電機煙道工事 
0  7 月 :居住棟系統温水循環ポンプ交換・温水ラインポンプ分解修理・グリーンルーム給排水復旧工事 
08 月 :脱塩装置浸透膜フィルター交換 
09 月 :節電対策のためリーファーコンテナの予備食を発電棟冷凍庫へ移動 
10 月 :荒金ダム渇水によりポンプ破損、交換とその循環配管凍結 
荒金ダム循環配管の仮設復旧とダム水位復旧対策 
11 月 :59 次先遣隊受入れ、荒金ダム循環配管仮設による復旧・夏期隊員宿舎立上 
12 月 :59 次隊受入れ・100 ㎘水槽内浮遊物による循環ポンプ停止による警報の頻発 
01 月 :130 ㎘水槽清掃・脱塩装置浸透膜フィルター交換(フィルターの圧力損失による透過水の流量不足) 
      造水装置積算流量計交換（水道メーター） 
 













上昇を抑えた。回収熱は、空調用熱交換器 1 次側（発動機の 2 次側冷却水）入口電動三方弁の設定
値を時期に合わせて設定を夏期間は 49～50℃、冬期間は 51℃～53℃で運用した。 











        発電機エンジン担当が管理を行い、年に一度の清掃を実施。 
② 空調熱交換器 














統に回収し、暖房用(温水循環)に利用される。運用期間は 3 月から 11 月までで排ガスの熱回収
が有効利用でき、夏期間は発動機の排熱回収で十分運用が出来た。   
排ガスボイラー熱交換器内部の清掃は未実施であった。 
2-1-4） 温水供給ポンプ（管理棟系統/居住棟系統） 
       越冬開始直後に居住棟温水循環に不具合を感じ調査を行っていくと両居住棟に温水が循環してお
らず、調査し原因追及に努めた。通路棟下の屋外温水配管(断熱材付き)が循環せず凍結していたこ
とと、数年前からであると思われる配管の破裂が見つかった。 
       また、この 2 台のポンプはバルブを切換えて 1 系統として（管理棟と居住棟）運用が可能である











































ることにし、外調機も取止め 1 階系統と 2 階系統に分けた床暖房設備が構築出来るだろう。 
2-6） 各観測棟の暖房 
      各観測棟の暖房は、電気式と油焚き暖房（灯油）の二種類であり気象棟、地学棟は基盤の交換を行
った。気象棟も不具合があり在庫品で基盤が無かったため観測棟の暖房機から取外して取付けた。観
測棟は電気式暖房で対応し、油焚き暖房機は、（50 次隊）2009 年 6 月から使用していないこともあり
部品取りとした。 
3） 造水の管理・運用 
年間を通して 1 日に 2 回の朝礼終了後朝 9 時と夜 9 時にワッチを行い運用してきた。 
100 ㎘水槽は、造水装置と中水(トイレ、洗濯水)の原水で、造水装置は冷水槽の増減で発停し起動















ジュールエレメントへの負荷も少なくなる。透過水（上水）4.0 ℓ/min、濃縮水の水量は 7.0ℓ/min か





われる Ro モジュールエレメントは 8 月と 1 月に交換を実施したが、どちらもフィルターも目詰まり

























また、10 月に荒金ダムが渇水したことで 130kl 水槽の水位を維持するため雪入れ作業が原因で
100kl 水槽の水質も悪化し、造水装置のプレフィルターの交換頻度も多く起動後から 8 時間の間隔で
交換した。（浸透膜の負担を軽減する目的を兼ねる）同様に中水のプレフィルターも一日に一度交換を
実施していたが、フィルターだけでは水質は改善されずトイレの排水や洗濯水にも影響した。荒金ダ



























































     油焚き暖房機が設置されている各観測棟は屋外タンクと燃料ドラム缶（JP-5）が常備され年間を通し
て運用される。観測棟(気水部門)は、2009 年 6 月から油焚き暖房は未使用であり、電気式暖房を使用し
ているため、安全面から燃料ドラム缶は全て回収した。 



























    概要) 








































































第 2 車庫棟の近くに設置されていた夏汚水処理装置を、第 1 夏期隊員宿舎と旧予備食冷凍庫の間に移









で撤去し、同じ場所の 4 か所に逆富士 40W2 灯用を設けた。コンセントは新たにメタルモールにて配線を
行った。 
d） 旧汚水処理棟解体に伴う電気工事 









第 1 夏期隊員宿舎から第 2 夏期隊員宿舎へ架空配線されていた幹線ケーブルが脱落し、ポールの支線
と接触、ブリザード等で擦れ摩耗し地絡した。57 次隊で接続し復旧したが、同じ事故を懸念し、新たに
第 1 夏期隊員宿舎から第 2 夏期隊員宿舎へ保護管を敷設し、幹線ケーブルを通し自這配線を行った。 
g） 第2車庫分電盤移設工事 
第 2 車庫の分電盤は外壁に取り付いていたため劣化が進み、扉が閉まらずガムテープで止めている状












      自然エネルギー棟の電力量は、基地全体の電力量がわかる主分電盤の電力量計に加算されていたため
に、自然エネルギー棟の電力量が分からずにいた。そこで電力量計（マルチ指示計器）を自然エネルギ
ー棟の電灯盤と動力盤に取り付ける工事を行った。   
k） 女子エリア電気工事 
女子エリアの拡張ということで、グリーンルームを女子エリアに改造した。電源は発電棟１階の「基

































































第 1 夏期隊員宿舎の機械室 3 の奥の壁に、西部地区配電盤小屋と電離層観測小屋の弱電ケーブルを接続
している端子盤があり、電離層観測小屋側には CPEV1.2‐30P のケーブルが敷設してあった。そのケーブ
ルのうち、VDSL として使用されていた 1 対（赤、透明）の導通試験を行った結果、短絡していることが
判明した。そこで、使用されていない 1 対（紫、透明）の導通試験を行い、短絡していないのを確認し
てから VDSL として使用できるよう結線を行った。短絡していた 1 対（赤、透明）はテーピング処理を行
った。 
y） 宇宙線観測小屋用VDSL工事 
59 次隊の夏作業で 10kw 風力発電制御小屋の近くに宇宙線観測小屋を設置することなり、その設備と
して VDSL が必要になった。10kw 風力発電制御小屋まで敷設されている弱電ケーブルを使用し、通信室
までの一系統を確保した。風発制御小屋～（10P1 本）～風発遠隔盤（発電棟制御室）～（5P2 本）～J









4.1.5 各所エネルギーデータの取得と管理・運用【SME_14】 江口 史人 
1） 電力負荷調査 







枚設置されている。方角は東西南北の 4 方向、パネル傾斜は地平面を 0 度として、0 度(天頂部)、30 度、
60 度、90 度である。 
b） 運用状況 
機械建築倉庫内にデータロガーを設置し、各パネルからの直流電流及び温度データを取得している。









室に機器収容箱及びデータ収集用 PC を設置している。センサー及び機器は下記の通り。  
ア） 外壁 
太陽光パネル 4 枚 
日射量計 4 台 





微風速計 8 台 
温湿度センサー 6 台 
熱電対 20 箇所 
b） 運用状況 
自然エネルギー棟 1 階制御室兼設備室に設置した PC でデータを取得している。 
c） トラブル 
データ取得用 PC が停止（ブルーバック画面）することが稀にあった。再起動後は正常に使用できるが、









現状 PC を使ってのデータ収集は行っていない。 
 
4.1.6 防災設備の管理・運用【SME_15】 鎌松 泰典 
1） 消防ポンプ 
a） 消防ポンプ 
















ウォータップミニはガス圧式加圧装置で、計 5 台設置されている。その内 3 台は基地主要部の防火区画
A、B、C に設置されており消火剤として水を充填している。消火器点検時は水量と窒素ボンベの圧力を確
認した。その他、第 1・第 2 夏期隊員宿舎に 1 台ずつ設置されている。 
5） 消火用ホース 
消火用ホースの設置場所は、発電棟消防ポンプ置場上部のラック、各防火区画防災棚とした。訓練で使
用した後は、防火区画 A～発電棟間の斜面通路床上で 3 日ほど乾燥し、その後ホース班主体で各防火区画
に戻した。防火区画 A にホースを 4 本載せた背負子を 2 台用意してホース搬出の効率を上げた。 
6） インパルス消火器 











第 1 夏期 
隊員宿舎 
第 2 夏期 
隊員宿舎 
気象棟 観測棟 地学棟 電離層棟 
衛星 
受信棟 
21 個 20 個 48 個 40 個 1 個 2 個 1 個 1 個 1 個 
 
8） 防火衣 
月に 1 度、消火訓練後に点検を行った。 
9） 空気呼吸器の運用・管理状況 





れる。   
 












運転時間が年間で 10 時間程度となった。2017 年 10 月に各部の点検を行った。現状では使用に関しては特
に問題ない。 
3） ラングホブデ（雪鳥沢小屋） 
2017 年 9 月に 1 号、2 号発動発電機のオイル・オイルフィルター・エアクリーナー・燃料フィルターの
点検清掃・交換を実施した。10 月に発電機小屋を閉め切り 2 台同時運転を行った際、小屋の温度が上昇し
エンジン停止を起こした。この際、暖房機、無線機に不具合が発生し後日交換を行った。2018 年 1 月に 1
号発電機排気管が振動のため外れてしまったため、59 次夏作業にて手直しを行った。現在、59 次にて購入
した発動発電機を 1 台持ち込み運用している。エンジン停止を起こした 2 台は 59 次越冬中に点検整備を依
頼した。 
4） スカルブスネス（きざはし浜小屋） 
2017 年 9 月に発動発電機のオイル・オイルフィルター・エアクリーナー・燃料フィルターの点検清掃・
交換を実施した。2018 年 1 月に発電機排気管が振動のため外れてしまったため、59 次夏作業にて手直しを
行った。暖房機については特に問題なく稼働した。 
5） スカーレン 







ある。2017 年 10 月に各部の点検を行った。スタータとバッテリーの劣化があり、修理および予備のバッ
テリーを残置している。 
 
























































































   l) キャリィ 
   58 次で持ち込んだ。車高上げる改造を施し不具合もなく使用している。1 夏の当直車として使用した。
ガソリン不足で 59 次到着後車庫から出した。 
 ｍ） 高所作業車 





3） 稼動実績・整備内容  














エルフ 2t ダンプ 
エルフ 2t ダンプ 
39 12,866 ㎞ 13,291 km 425 km  
43 9,788 ㎞ 10,282 km 494 km  
エルフ 3t ダンプ 48 7,365 ㎞ 8,351 km 986 km  
エルフ 350 44 5,819 ㎞ 6,128 km 309 km  
エルフ 350 47 5,952 ㎞ 6,413 km 461 km  
エルフ 150 40 5,818 ㎞ 5,893 km 75 km  
エルフ 150 白 41 11,127 ㎞ 11,464 km 337 km  
エルフ 150 42 9,807 ㎞ 10,173 km 366 km  
トラッククレーン 40 9,961 ㎞ 10,345 km 384 km ZF303 
トラッククレーン 43 9,634 ㎞ 9,945 km 311 km ZR303 
トラッククレーン 49 4,643 ㎞ 5,217 km 574 km  
コンテナトラック 48 3,121 ㎞ 3,626 km 505 km 8ｔ車 
コンテナトラック 49 2,816 ㎞ 3,276 km 460 km 8ｔ車 
キャリィ 58 5,217 h 5,495 h 278 km 58 次持ち込み 
WING100 43 3,219 h 3,263 h 44 h 5t ラフター 
GR-160N-2 52 1,956 h 2,063 h 107 h 16ｔラフター 
MR-350Ri 57 703 h 942 h 239 h 35ｔラフター 
WA100-5 48 4,880 h 4,953 h 73 h  
FD25T-12 40 275 h 300 h 25 h  
FD25T-16 49 336 h 380 h 44 h       
8FGKL25 58 30 h 65 h 35 h 58 次持ち込み 
FD115-7 48 2,296 h 2,545 h 249 h  
FD115-7 49 2,498 h 2,681 h 183 h  
SP14CJM 56 134 h 210 h 76 h 高所作業車 




















 車両形式名 持込隊次 整備内容 
2t ダンプ 39 
定期整備  
油圧ランプ点灯、調査 
2t ダンプ 43 
定期整備  
ホーン鳴らず、修理 















エルフ 150 40 
定期整備 
バッテリーマイナス端子、修正 
エルフ 150 白 41 定期整備 
エルフ 150 42 定期整備 
4t ユニック 40 定期整備 
ファンベルト、交換 
助手席下 OK ウインドウ、交換 
4t ユニック 43 定期整備 
左コーナーパネル、交換 
4t ユニック 49 定期整備 
左サイドミラー破損、交換 
過巻防止装置、修理 
コンテナトラック 48 定期整備 
ファンベルト、交換 
コンテナトラック 49 定期整備 
左サイドミラー破損、交換 
DPD、強制再生 
キャリィ 58 定期整備 
車高上げキット、装着 
WING100 43 定期整備 
タダノ 16T クレーン 52 定期整備 
カトウ 35ｔクレーン 57 定期整備 
DPD、強制再生 
ホイールローダー 48 定期整備 
後ろ 2 輪タイヤチェーン、交換 
イグニッション電源、引き直し 
フォークリフト 40 定期整備 
フォークリフト 49 定期整備 
フォークリフト 58 エンジンオイル、交換 
大型フォークリフト 48 定期整備 
爪左右シリンダ、交換 
タイヤチェーン、交換 
大型フォークリフト 49 定期整備 
タイヤチェーン、交換 
左右シリンダホース、 





4.1.9 装軌車の運用・管理【SME_22】  
   4.1.9.1 装軌車(雪上車以外)の運用・管理                                    中西 勇太・武井 寛典 

















2） 各車の概況  
a） ブルドーザー  








































































ア） 除雪機 YSR3420-2  
        58 次隊では 130Kℓ水槽雪入れで使用した。配線トラブル、スクリューオーガ破損、安全ボルト
折損等が起きた。 




ルート工作やペンギンセンサス等で使用した。 ski-do3 台と、YAMAHA1 台の合計 4 台で越冬当
初は ski-do3 台と YAMAHA1 台の 3 台を使用した。厳冬期に入る前に YAMAHA と 53-2 不調になり極






使用不可となった。最終的に 2 台のみの運用となった。 
使用できる 53-2 だがこちらはメータ表記がおかしく、距離計が正しくないのではないかとの報
告も上がっている。YAMAHA は失火が多く、アイドリング不調を起こしやすい。Ski-doo は整備性
が悪く、また、ブリザード後の復旧が YAMAHA より手間である。 
モービル部品では、様々な熱価の点火プラグの在庫を多数在庫した方が良い。また、モービル
専用格納施設があると運用上、効率が著しく向上すると思われる。 


















ミニブルドーザ 51 2,513 2,627 114  
ブルドーザ 52 4,535 4,615 80 今回持ち帰り
ブルドーザ 56 878 1,513 635  
クローラクレーン 42 7,848 7,848 0  
クローラクレーン 53 4,365 5,040 675  
クローラダンプ 54 1,839 2,489 650  
クローラフォーク 54 1,066 1,128 62  
パワーショベル 51 8,164 8,318 154  
パワーショベル 53 4,791 5,655 864  
ミニバックホー 43 4,020 4,195 175  
除雪機 44 860 905 45  
スノーモービル 53-1 4,645(Km) 5,301(Km) 656(Km) 今回持ち帰り
スノーモービル 53-2 2,157(Km) 3,514(Km) 1357(Km)  
スノーモービル 54 1,667(Km) 1,705(Km) 38(Km) 今回持ち帰り
スノーモービル 55 1,611(Km) 2,278(Km) 667  






 車両形式名 持込隊次 整備内容 
ミニブル 51 定期整備 
ファンベルト交換 
オルタネータ部配線修理 
ブルドーザー 52 定期整備 
オートテンショナー交換 
ファンベルト交換 





クローラクレーン 42 持ち帰り検討車両 
クローラクレーン 53 定期整備 
クレーン油漏れ対策 
ロッカアーム脱落ナット取付 




クローラフォーク 55 履帯外れ修復 
ミニバックホー 43 定期整備 
ホース交換 




















Ski-doo（53-2） 53 定期整備 
ドライブベルト交換 
点火プラグ交換 





YAMAHA（55） 55 定期整備 
ドライブベルト交換 
点火プラグ交換 





4.1.9.2 雪上車の運用・管理 中西 勇太・伊藤 太市 
1） SM100S 大型雪上車 
a） 標準仕様車 





ム旅行用車両計 3 台（SM109・SM115・SM117）を 1 台づつ昭和基地に回送し整備を行った。また、
SM111 は S16 へ回送する前に車両整備及び無線機、装備品等を取付。 
バックアップ兼、59 次夏オペレーション向けに SM103、SM106、SM113 を S17 にて簡単な整備と車
載予備油脂類等の準備を行った。 
57 次隊より引継ぎのあった SM114 の不具合については、不具合自体を確認できず、58 次隊で調
査も行ったが異常は発見されていない。現在通常通りに運行している。しかしながら、57 次で発生
した不具合原因特定に至っていない為、長距離内陸旅行に適さない状態は変わらない。 
  国内持ち帰り車両として昭和基地へ回送するために SM107、SM108 を S16 にて整備を実施。SM107
については整備後にエンジン警告灯点灯により回送断念。SM108 のみ持ち帰り車両として昭和基地へ
























式クレーンを搭載、58 次再持ち込みの SM653 はクレーンを廃止し、トラックタイプとなっている。こ
の SM653 の荷台に常時スチコン 2 個(加えてドラム缶 1 本搭載したこともある)搭載し、野外活動を行
った。荷物運搬量が増大し重宝した(橇の編成を減らせる為、橇列車等の手間が減り、安全かつ運転も
楽になった)。 
57 次越冬中、SM651、SM652 にシャフト、ファイナル折損が起き、58 次夏期間に部品移植により SM652





SM601 については 48 次隊でエンジンのオーバヒートによる故障が発生しており、49 次隊にてエン
ジン、トランスミッションの交換をしている。その後の異常の発生は見受けられない。フロントガラ
スに多数のひびが入っている。 
SM652 については 58 次越冬中にラジエターカバー開け忘れによるオーバーヒートが発生しており、
現在不具合は発生していないが、経過観察が引き続き必要である。 
SM653 については 58 次越冬中に風散が原因と思われるものでフロントガラスにひびが入った。 
 



























































SM102 改 42 27,954 27,954 0 S16 
SM103 改 43 23,409 23,543 134 S16 
SM104 改（h） 44 936（h） 963(h) 27(h) 昭和 
SM106 改 37/53 21,160 21,165 5 S16 
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,707 19,744 37 今回持帰り 
SM109 40 20,796 23,271 2,502 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 
SM111 41/58 20,472 25,532 5,060 S16 
SM113 43 8,121 8,238 117 S16 
SM114 44 26,624 26,771 147 S16 
SM115 45 22,772 25,392 2,620 S16 
SM117 56 1,463 4,064 2,601 S16 
SM601 48 3,293 3,335 42  
SM651 49/56 4,611 4,618 7  
SM652 51/55 8,649 10,077 1,428  
SM653 51/58 11,029 12,289 1,260  
SM411 39 24,789 25,132 343  
SM412 42 29,624 29,915 291  
SM413 45 9,708 9,709 1 今回持帰り 
SM414 46 22,138 24,004 1,866  
SM415 55 334 2,121 1,787 きざはし浜小屋 
SM302 43 6,126 6,898 772  
SM303 44 6,497 6,745 248  
SM304 47/53 8,185 10,325 2,140  
PB301（h） 55 2,021（h） 3,721(h) 1,700(h) S16 












車両形式名 持込 隊次 整備内容 












SM106 改 37/53 エンジンオイル交換 
不凍液補充 
各転輪、パワーラインのグリスアップ 
SM107 38 スレーブシリンダオーバーホール 
ブレーキフルード補充 
不凍液補充 









左第 6、右第 4 下転輪ベアリングとオイルシール交換 
































右第 3 下転輪ベアリングと左第 4、右第 3 下転輪オイルシール交換 

































SM651 49/56 シャフト、ファイナル組付け 
SM652 51/55 定期整備 
エアエレメント交換 
ファンベルト交換 
左第 3 転輪交換 
左第 3、5、右第 4、5 転輪ベアリングとオイルシール交換 
全転輪分解清掃とプレロード調整 
ガイドローラ×4 交換 















SM411 39 定期整備 
デファレンシャルピニオンケースとフレーム取り付けボルトの締付け 
ハブ交換 




グローサ Ass`y 補修×17 






SM412 42 定期整備 
デファレンシャルピニオンケースとフレーム取り付けボルトの締付け 
左第 1、3 転輪オイルシール交換 
全転輪分解清掃とプレロード調整 
右側第 3 転輪ボルト、ホイール・ナットホイール取付 
ロッド Ass`y×4 交換と取付 
4 脚左右アブソーバ接続ブラケット交換 






SM413 45 不具合調査 




右第 2 転輪ベアリング交換 
全転輪分解清掃とプレロード調整 









SM415 55 定期整備 
V ベルト交換 
ホイール Ass`y ×2  
ホースバンド交換 




SM302 43 定期整備 
タイヤ Ass`y×5 交換(3 本は SM304 より取り外し品) 
右誘導輪ベアリングとオイルシール交換 










SM303 44 定期整備 
フロントシール交換 
ファンベルト交換 
タイヤ Ass`y 交換 
右第 2 転輪ハブ交換 
左第 2、右第 2 転輪ベアリングと左第 2、3、右第 2 転輪オイルシール交換 
ナット、ハブ×47 交換 
トリムシール、ドア取付 
SM304 47/53 定期整備 
エアエレメント交換 
タイヤ Ass`y×8 交換 
左右誘導輪ベアリングとオイルシール交換 






PB301 55 定期整備 
PB101 57 定期整備 
 
4.1.10 橇・カブースの運用・管理【SME_23】                       武井 寛典 
昭和基地と S16・S17 に保管されている橇は 2t 積木製橇（以下、2t 橇とする。）、20ft コンテナ橇（通称
リーマン橇）、12ft コンテナ橇、その他である。 









リーマン橇や 12ft コンテナ橇などの大型橇は昭和基地と S16 にデポしてある。リーマン橇は氷上輸送、
機械モジュール搭載リーマン橇は内陸旅行での工具・部品・油脂類置き場、発電機兼溶接機も設置されてい
るので作業スペースとして使用した。内部には燃焼式ヒーターと 2 段ベッドが 2 組設置されている。居住モ
ジュール搭載リーマン橇はトイレ、食事スペース、3 段ベッドが 2 組設置されている。ドーム基地から S16
に下ろしてきた 20t 橇の上部にも居住モジュールが搭載されており、内部には二段ベッドが 4 組設置されて
いる。この居住モジュールは S16 及び S17 旅行時の宿泊施設として利用した。パネルヒーターも設置されて
おり、日中付けておけば就寝時には十分暖かい。また、暖房設備としてジェットヒーターを使用することも
あったが、換気が不十分だと一酸化炭素中毒を起こす危険性があるので十分注意が必要である。恒栄橇は
12ft コンテナを 2 台分積めるスペースがある他、大型物資の積み込みが可能である。12ft コンテナ用橇は、














種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し ホースリール搭載 
2 トン積木製橇 36-03 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠無し ホースリール搭載 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 枠無し W 軽リキッドコンテナ 3 台搭載 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠無し W 軽リキッドコンテナ 3 台搭載 
2 トン積木製橇 42-01 昭和 枠無し W 軽リキッドコンテナ 3 台搭載 
2 トン積木製橇 43-04 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 44-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き トイレ橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空ドラム 3 本、漏油セット搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 恒栄 12ft 橇部品、スキー部搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し W 軽リキッドコンテナ 3 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し SM100 履帯 2 巻き搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し スノモ搭載橇に改造 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
幌カブース橇 41-機-1 昭和 幌カブ 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 
33kVA 発電機搭載 
57 次にて 33kVA 発電機、幌を 
取り外しコンテナヤードにデポ 
幌カブース橇 不明 昭和 幌カブ 
幌カブース橇 不明 昭和 幌カブ ハーマーネルソン暖房機 
幌カブース橇 39-05 昭和 幌カブ 機械部品搭載 
12ft コンテナ橇 57-1 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 54-01 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 54-02 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
20ft コンテナ橇 56-01 昭和 リーマン 7ｋl タンクコンテナ搭載 59 次 
20ft コンテナ橇 57-1 昭和 リーマン 7ｋl タンクコンテナ搭載 59 次 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 枠付き、空 
大型貨物橇 不明 昭和 Kim Tech
橇牽引部根元破損のため、 
コンテナヤードにデポ 
燃料橇 58-1 きざはし浜小屋 Kim Tech
ドラム 9 本積載可 使い方を誤ると
すぐ壊れる けん引時左右に揺れる 
燃料橇 58-2 きざはし浜小屋 Kim Tech
ドラム 9 本積載可 使い方を誤ると
すぐ壊れる けん引時左右に揺れる 
12ft コンテナ橇 不明 S16 Kim Tech 7ｋl タンクコンテナ搭載 58 次 




2 トン積木製橇 30-05 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-14 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-07 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-09 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 45-03 S16 枠付き 橇編成ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 41-03 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 41-04 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-03 S16 枠付き タイコン搭載 
2 トン積木製橇 40-04 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-15 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-19 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-21 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-10 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-14 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-16 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-05 S16 枠付き 遮光シート搭載 
2 トン積木製橇 43-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 44-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 44-02 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 45-04 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 46-02 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 46-03 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 47-01 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 48-01 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き ブルーシート搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 
低温燃料ドラム缶 7 本搭載 
JET-A1 1/2 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 S16 幌カブ 機械部品、ラッシングベルト等搭載 
幌カブース橇 不明 S16 幌カブ 風呂橇、発電機 2 基搭載 
金属カブース橇 不明 S16 コンテナ 銀色のコンテナ搭載 
12ft コンテナ橇 48 S16 コンテナ 天文観測ドーム搭載 
20ft コンテナ橇 不明 S16 リーマン 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 不明 S16 リーマン 機械モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 37 S16 コンテナ ドーム夏宿 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 12 本搭載 不明 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 11 本搭載 56 次 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1  3 本搭載 不明 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き 漏油回収橇 空ドラム 12 本搭載 
 






理をした EG110 を再度試験をした。牽引試験、速度制御試験については 55 次隊でも行っているので割愛す




 b) 試験結果 
   昭和基地での運用では過去に起きたエンジントラブルは出なかった。 
3) 追従試験 
 a) 試験要領 
昭和基地でのエンジン試験良好の結果から S17 航空拠点での追従試験を行うこととした。 
時間短縮の為、昭和基地出発から追従試験を行う予定で 10 月 10 日から出発した。 
尚、EG110 車内にはモニター監視の為、有人での走行を行うこととした。 
 b) 試験結果 
   PB301 を先導車として出発した。 橇長 50m の設定。 
当日の天気は曇り、気温マイナス 22℃である。試験開始直後から EG110 から右に約５M ずれて追従
しているとの連絡で手動で修正した。  その後約 5 分走行した時点で「ジャイロ解析結果エラー」
「通信エラー」等のエラーが PB301 側に発生。その後、同エラー頻発 先導車 PB301 と無人走行車
EG110 が約 200M 離れるとエラーが出る結果となった。 アンテナの取り付けを確認し問題が無いこ
と、接続の確認もしたが問題なし。この結果を受けて S17 航空拠点までは日没までに到着できない
と判断し、とっつき岬にて試験終了とした。  
    4) 考察 
     a) 200M での通信エラーが出るようでは、無人走行車として追従は非現実的かつ隊列全体の移動速度
低下とつながってしまう。 日本国内でメーカーにて実用レベルまで改良を望む。 
 










































































































































 （36 次） 
W 軽油 44.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,3 
（38 次） 
W 軽油 102.9 kℓ 
100kℓ金属タンク No,4 
（39 次） 
W 軽油  95.1 kℓ 
100kℓ金属タンク No,5 
（42 次） 
W 軽油 67.3 kℓ 
100kℓ金属タンク No,6 
（47 次） 
W 軽油   102.9 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,1 
 W 軽油 49.9 kℓ 
50kℓ金属タンク 
No,2 
28.8  kℓ 
100kℓ金属タンク No,7 
（45 次） 
W 軽油 102.9 
100kℓ金属タンク No,9 
（48 次） 
W 軽油 98.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,10 
（49 次） 





W 軽油  93.6 kℓ 
200kℓターポリンタンク 
（30 次） 



























































W 軽油 23.8 kℓ 
25kℓ金属タンク No,2 
W 軽油 23.9 kℓ
20kℓ金属タンク No,1 W
軽油 23.9 kℓ 
20kℓ金属タンク No,2 
JP-5 19.1 kℓ 
20kℓ金属タンク No,3 
























































雪鳥沢小屋 0 2,200 400 0 0 0 14 0
袋浦小屋 0 200 0 0 0 60 0 0
西オングル 0 1,000 0 0 0 0 18 0
とっつき岬 0 0 0 0 0 0 0 0
きざはし浜 0 0 600 0 0 0 10 0
スカーレン 0 320 0 0 0 0 0 0
S16/S17 0 27,600 1,200 5,200 0 0 0 0
H-212 0 0 0 0 0 0 0 0
IM01 0 9,600 0 0 0 0 0 0
NMD30 0 1,000 0 0 0 0 0 0
MD30 0 0 0 0 0 0 0 0
MD246 0 0 0 2,400 0 0 0 0
中継拠点 
（MD364） 






0 21,000 0 8,400 0 0 0 0
 






























表Ⅲ.4.1.12-2 58 次燃料使用料及び消費率 
越冬隊員 33 名 単位【 ℓ 】 
油脂 
内訳 














A 357,600 63,000 15,100 74,800 19,000 43,900
58 次 
持込量 
B 585,000 0 
総量 A+B C 1,020,700 137,700 
年間 
使用量 
D 577,267 45,400 
持込 
消費率 







- 17,492.9 1,375.8 
59 次 
持込量 
E 530,867 0 
58 次 
貯油残量 
F 359,433 70,200 13,800 44,000 19,000 29,300








車両 その他 各観測棟 焼却炉棟 その他
使用量 405,040 160,032 7,955 4,240 37,246 7,554 600 
年間 
使用量計 
D 577,267 45,400 
 
※ 最終確認日 1 月 31 日、全量は 59 次持込み量を含む 
 
表Ⅲ.4.1.12-3 58 次燃料使用料及び消費率 
越冬隊員 33 名 単位【 ℓ 】 
油脂 
内訳 
低温燃料 JETA-1 ガソリン 
用途 車両 － その他 昭和基地 S16/S17 きざはし浜小屋 スノーモービル その他 
57 次 
貯油残量 
A 35,200 0 0 0 200 
58 次 
持込量 
B 82,600 19,200 1,600 
総量 A+B C 117,800 19,200 1,800 
年間 
使用量 
D 64,900 (45,900) 20,800 1,800 
持込 
消費率 
（％） 78.6 (55.6) 108.3 112.5 
59 次 
持込量 
E 108,220 25,200 5,600 
58 次 
貯油残量 
F 17,700 -1,600 -200 
全量計 
E+F 







その他 昭和基地 S16/S17 きざはし浜小屋 スノーモービル その他 
使用量 44,700 19,000 1,200 18,000 2,400 400 850 950 
年間 
使用量計 
D 64,900 20,800 1,800 
 
『 － 』表示は、59 次隊持込みから使用し、持込み量が不足していた 
（ ）の数値は 59 次ドーム旅行隊の数量を差引いた値 
 






































1,660 1,160 1,160 
2,800 
3,300
ペール缶 20ℓ 400 200 
ガソリン 
エンジン油 
  ペール缶 20ℓ － 100 100 40 40 0 60
南極用 
ギヤ油 
  ペール缶 20ℓ 260 100 360 240 240 200 320
PB 用 
ギヤ油 
  ペール缶 20ℓ － 40 40 40 40 40 40







0 0 0 
400 
800







700 840 840 
800 
1,260
ペール缶 20ℓ 200 600 
燃料噴射 
ポンプ油 
  ドラム缶 200ℓ 107 200 307 125 125 200 382
不凍液   ドラム缶 200ℓ 3,000 0 3,000 400 400 0 2,600
南極グリス   1 缶 16kg 224 0 224 176 176 0 48
 
表Ⅲ.4.1.12-5 装輪車・装軌車・雪上車の油脂類 昭和基地必要保有量 
油脂/用途 容器  年間必要数量 (最低限保有量）の見解と意見 
発電機エンジン油 ドラム缶 200ℓ  過去の使用数量からドラム缶 10 本は基地に保有する 
南極 
エンジン油 
ドラム缶 200ℓ  過去の使用数量からドラム缶 5 本は基地に保有する 
ペール缶 20ℓ  野外持出し用として 10～20 缶を保有したいところ。大型旅行時に持出しが必須となる 
ガソリン 
エンジン油 
ペール缶 20ℓ  在庫ペール缶にて 3 缶あり、年に（軽自動車 1 台）1 缶使用する。 
南極用ギヤ油 ペール缶 20ℓ  整備作業量で使用量は見えないが、最低でも 20 缶は保有したい 
PB 用ギヤ油 ペール缶 20ℓ  1 台当たり 1 缶を使用する。大型旅行時の持出し用も考慮したいため 4～5 缶を見込む 





ドラム缶 200ℓ  基地で整備におおよそ 2 本使用している。基地在庫を 2～4 本の保有とする 





ドラム缶 200ℓ  基地で整備におおよそ 2 本使用している。基地在庫を 2～4 本の保有とする 
ペール缶 20ℓ  野外持出し用として 10～20 缶を保有したいところ。大型旅行時に持出しが必須となる 
南極作動油 ドラム缶 200ℓ  今後使用予定無 




不凍液 ドラム缶 200ℓ  在庫を切らさないように管理する 
南極グリス 1 缶 16kg  大型旅行事前準備と基地持出し、その後の点検に使用 20 缶を保有する 
 
表Ⅲ.4.1.12-6 隊次別 油脂類年間使用量 
油脂/用途 容器 52 次 53 次 54 次 55 次 56 次 57 次 58 次 
発電機エンジン油 ドラム缶 200ℓ 1,185 2,330 2,480 1,980 1,654 2,160 1,949
南極エンジン油 ドラム缶 200ℓ 800 1,540 637 860 1,320 1,040 1,160
ガソリンエンジン油 ペール缶 20ℓ 0 0 0 0 0 0 40
南極用ギヤ油 ペール缶 20ℓ 640 700 500 520 380 400 240
PB 用ギヤ油 ペール缶 20ℓ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 40











- - - - 20 300 840
ドラム缶 200ℓ 
南極作動油 ドラム缶 200ℓ 260 180 100 60 20 20 
燃料噴射ポンプ油 ドラム缶 200ℓ 149 156 126 133 122 123 125
不凍液 ドラム缶 200ℓ 800 1,200 200 64 336 0 400



















越冬隊員  30 名 W 軽油 JP-5   備考 
前次隊残量  （ℓ） 286,764 166,021  大型大気レーダーの観測開始 
持込量  （ℓ） 598,400 49,900  発電機燃料に JP-5 を混合(5 月まで） 使用量 10,202ℓ 
総量  （ℓ） 885,164 215,921  JP-5 は左側に全量の消費率、使用量を 
年間使用量  （ℓ） 471,364 62,801 52,599     右側に発電機混合分を差引いた値を表す 
持込消費率  （％） 78.8 125.9 105.4   
年間一人当り使用量  （ℓ） 15,712.1 2,093.4 1,753.3   






前次隊残量  （ℓ） 425,000 160,900    しらせ接岸断念 
持込量  （ℓ） 315,916 43,660    発電機燃料に JP-5 を混合 使用量 43,299ℓ 
総量  （ℓ） 740,916 204,560    JP-5 は左側に全量の消費率、使用量を 
年間使用量  （ℓ） 454,616 96,460 53,161     右側に発電機混合分を差引いた値を表す 
持込消費率  （％） 143.9 220.9 121.8   
年間一人当り使用量  （ℓ） 14,665.0 3,111.6 1,714.9   





前次隊残量  （ℓ） 293,320 99,700  しらせ接岸断念 
持込量  （ℓ） 452,000 49,500  発電機燃料に JP-5 を混合(8 月まで） 使用量 20,025ℓ 
総量  （ℓ） 745,320 149,200  JP-5 は左側に全量の消費率、使用量を 
年間使用量  （ℓ） 452,469 51,874 31,849     右側に発電機混合分を差引いた値を表す 
持込消費率  （％） 100.1 104.8 64.3   
年間一人当り使用量  （ℓ） 15,082.3 1,729.1 1,061.6   




前次隊残量  （ℓ） 293,325 107,085     
持込量  （ℓ） 644,000 50,000     
総量  （ℓ） 937,325 157,085     
年間使用量  （ℓ） 478,691 43,760     
持込消費率  （％） 74.3 87.5     
年間一人当り使用量  （ℓ） 19,945.5 1,823.3     




前次隊残量  （ℓ） 462,247 109,225    2015 年 10 月大型大気レーダー（PANSY）全群観測開始 
持込量  （ℓ） 610,220 46,250     
総量  （ℓ） 1,072,467 155,475     
年間使用量  （ℓ） 558,699 38,867     
持込消費率  （％） 91.6 84.0     
年間一人当り使用量  （ℓ） 21,488.4 1,494.9     




前次隊残量  （ℓ） 524,032 114,604    W 軽油の持込み 600 ㎘が過剰、全量受入れ出来ず 42 ㎘持帰り 
持込量  （ℓ） 558,100 0    追焚き 温水ボイラーの未使用 (排ガスボイラーの運用） 
総量  （ℓ） 1,082,132 114,604     
年間使用量  （ℓ） 622,852 31,512     
持込消費率  （％） 111.6 #DIV/0!     
年間一人当り使用量  （ℓ） 20,761.7 1,050.4     
 
参考資料 越冬報告書から参照(52 次/53 次/54 次/55 次/56 次/57 次) 
※ 52 次 53 次 54 次と発電機燃料に JP-5 を 10%混合し運用している 
※ 57 次 JP-5 は持込み量が無いため算出せず 
 




越冬隊員  30 名 W 軽油 JP-5 備考 
前次隊残量   （ℓ） 293,325 107,085   
持込量   （ℓ） 644,000 50,000   
総量   （ℓ） 937,325 157,085   




持込消費率   （％） 74.3 87.5   




越冬隊員  30 名 W 軽油 JP-5 備考 
前次隊残量   （ℓ） 462,247 109,225  2015 年 10 月大型大気レーダー（PANSY）全群観測開始 
持込量   （ℓ） 610,220 46,250   
総量   （ℓ） 1,072,467 155,475   
年間使用量   （ℓ） 558,699 38,867   
持込消費率   （％） 91.6 84.0   
年間一人当り使用量   （ℓ） 18,623.3 1,295.6   
 
考察 【表Ⅲ.4.1.12-7】 【表Ⅲ.4.1.12-8】 
この結果を見て 55 次隊が一人当たり多く消費しているように思われるが、最少人数 24 名であった為一
人当りの使用量が多くみえる。これを 30 名換算で見ると W 軽油は 1 人当り 15,936ℓとなり 53 次と 54 次と
同等の使用量であると言える。56 次では大型大気レーダーが全群観測となったため、この数値となったと
推測する。 












いない。何よりもしらせ接岸が当然のように思われている。接岸が出来ずに越冬を過ごした 53 次 54 次と










これらの業務については、ほぼ円滑に遂行することができた。58 次隊では通信隊員が 1 名の態勢であったこと
から、夏作業日課期間を除く越冬期間中は、原則として 3 月までは毎週月曜日の全日及び金曜日の午後、4 月




曜日からの早朝野外出発が多かったために、1～2 時間程度の休養は取れても休日となったことは 1 度も無かっ











が CH ヘリコプターによる飛散物によるエレメント破損、4ch-UHF レピーター（送信後）雑音の発生、アンテナ
島ロンビックアンテナの碍子破損によるエレメント落下およびハシゴフィーダ接触、ハシゴフィーダセパレー
タ碍子破損、PB100 および SM411 の UHF 送受信機の故障、気象棟から蜂の巣山までのロンビック受信アンテナ
同軸ケーブルが除雪によって切断されたと思われる症状、通信室第 1 受信機用 HF 制御装置の無表示症状、アン
テナ島 HF 受信機 NRD-302A の受信不能、ラングホブデ雪鳥沢小屋の直流安定化電源、VHF および UHF 無線機の





ためには、予備装置を配備するなどの対策が必要である。なお、老朽化した VHF および UHF 無線設備について
























12 月 23 日に第 1 便が到着し、同日から夏期オペレーションに関する通信に従事した。優先物資空輸、
貨油輸送、氷上輸送及び物資空輸はいずれも順調に行われた。輸送及び観測隊ヘリコプターの運航に関
する通信についても円滑に行われた。昭和基地内における通信には、UHF（極超短波）帯を使用した。な
お、58 次隊は UHF-1ch を、57 次隊はレピータ （ー電波中継器）を介して通信を行うことができる UHF-4ch








59 次隊の第 1 便は、12 月 20 日に到着した。優先物資空輸、貨油輸送、氷上輸送及び物資空輸はいず
れも順調に行われた。輸送及び観測隊ヘリコプターの運航に関する通信についてもほぼ円滑に行われた。
昭和基地内における通信には、UHF 帯を使用した。なお、原則として 58 次隊は UHF-4ch を、59 次隊は
UHF-1chを、輸送に関する通信については UHF-4chをそれぞれ使用したが、状況次第で UHF-4chや VHF-2ch
も使用した。UHF-1ch で隊員同士が直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継することにより












及び 4ch 又は VHF-1ch で通信を行った。スカーレン大池カブースとは VHF アンテナを第 1 便到着後直ぐ














越冬期間中に DROMLAN 航空機は、平成 29 年 11 月 1 日、3 日、13 日、22 日、平成 30 年 1 月 12 日、昭
和基地海氷滑走路に各 1 機飛来した。さらに平成 29 年 12 月 4 日、9 日、10 日 S17 航空観測拠点にも 1














2016 年 12 月から運用を開始した。気象観測データの気象庁への送付に使用した。 
i） インテルサット衛星通信回線を介したアナログファクシミリ 








 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計 
発信 
通数 
公用 62 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 65
私用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 62 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 65
着信通数 1 0 0 0 4 0 0 0 0 0 8 7 20
 





















































て、何処かで切断された状態なので、3 月頃までに 59 次隊にその措置を依頼している。 
f） 旧送信棟 
1966 年に建設された建物であり老朽化が進んでいる。アンテナ補修用部品等を保管しているが、機会
















あるが、57 次隊では設置できなかった VHF アンテナを、58 次隊では第 1 便到着後直ぐにスカーレン大池





2） UHF帯及びVHF 帯の無線設備 
a） アンテナ林集合タワー 
アンテナ林集合タワーには、UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換機）、UHF 帯レピーター（UHF-4ch















通信室内に停電時でも使用できるように UPS を接続した UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換機）2
台を常置している。さらに、UPS を接続した UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-4ch 切換機）及び VHF 帯無線
機（VHF-1ch～VHF-4ch 切換機）各 1 台を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかった。 
c） 昭和基地内の建物 
発電棟（発電機制御室）、倉庫棟（設営事務室）、見晴らしポンプ小屋及び大型大気レーダー小屋には、
UHF 帯無線機を常置している。見晴らしポンプ小屋のアンテナが 2 度破損したため交換を行った。なお、
通信室の運用時間外における無線通信の宰領は気象棟で夜勤中の気象隊員に依頼している。気象棟の屋
根に設置している VHF 帯アンテナはアンテナ海抜高が低いためラングホブデ以南とは通信することがで
きない。以前は気象棟タワーに VHF 帯・UHF 帯アンテナを設置していたが同軸ケーブルが破断したため、
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デ雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋には、UHF 帯無線機並びに VHF 帯無線機を常置してい
る。さらに、スカーレン大池カブースには、HF 帯無線機並びに VHF 帯無線機を常置している。越冬期間
を通しての故障は、11 月にラングホブデ雪鳥沢小屋で発生した発電機の不具合によって生じた、直流安
















Air-VHF 帯無線機は現用装置と予備装置の 2 台体制で運用しているが、5 年毎に実施される国による定
期検査を受検するときには、そのうちの 1 台を日本に持ち帰っているため、5 年間のうち 2 年間は呼び




































イプの GPS 受信機を主に使用しており、雪上車に搭載した GPS 受信機の使用実績はなかった。 
g） UPS（無停電電源装置） 
現在、昭和基地には UPS が通信室に 3 台、電離層棟に 1 台設置されている。2015 年 3 月に設置したも
のが 3 つ、2016 年 12 月に設置したものが 3 つである。電池の寿命が 5 年程度とされているため、期限
内に更新を行う必要がある。 
h） VHF 無線データ伝送装置（PONJIC） 
 58 次隊で製作した VHF 無線データ伝送装置（通称 PONJIC ポンジック）により実験を行った。擬似空
中線を使用して、野外観測小屋（例えば雪鳥沢小屋やきざはし浜小屋）の受信電界強度を想定して実験
を行い、AMPS やヘリオペのデータ伝送に成功した。現在この装置は、通信室の VHF 通信卓の遠隔制御装
置に接続可能状態にしており、無線局変更申請の許可が下り次第直ぐにでも接続して使用できるように
してある。今後の保守も踏まえて 59 次隊通信に引き継いであるが、ハード面やソフト面については今後
も、それぞれ 58 次隊の通信藤原と PANSY 橋本がバックアップすることとなっている。 
 
4.3 調理【SFS】 
  【概要】 






























4.3.1 越冬期間の調理業務【SFS_02】                      青堀 力・内村 光尚 
1） 朝食はバイキング形式とした。パン 2～4 種、ウィンナー、ベーコン、卵料理、焼き魚、納豆、漬物 2 





2） 極夜明けに長期調査旅行隊が 3 チーム予定されていた為、2 月初旬から冷凍に向く料理は常時 10～20 
食多めに作り真空パックして冷凍した。特にドーム旅行隊は調理場所が限られ、途中での補給がない為、










4.3.2 食材の管理【SFS_03】                                                青堀 力・内村 光尚 
1) 管理棟 1F 部分、厨房脇を常温品の保管庫として使用した。菓子類は防火区画 A 付近にある倉庫に収納 
した。国内・オーストラリアで購入した冷蔵・冷凍食品は倉庫棟冷蔵・冷凍庫に保管し、58 次から使用






品名 最終使用月 備考 
玉葱 9 月 芽が出てきたものの 10 月まで使用可能。 
人参 4 月 一部にカビが付き定期的に除去し使用。 
大根 4 月 しなびてくるが水にさらして使用。 
じゃがいも 5 月 
中が黒くなったりした物が出たが、除去して使用。男
爵よりメ―クィンのほうが持ちが良い。 




品名 最終使用月 備考 
LL 牛乳 11 月 賞味期限は 5 月だったが問題なく使用。 
卵 7 月 後半水分がなくなり殻の内側に黄身が引っ付くが火を入れれば問題ない。
生キャベツ 6 月 傷んだ部分を剥きながら使用。 
グレープフルーツ 4 月 生食で使用。 
オレンジ 4 月 生食で使用。 





4.3.3 厨房、調理機器・食器の運用【SFS_04】                         青堀 力・内村 光尚 
1) 56次で導入されたスチームコンベクションオーブンを多用することによってプロパンガスの使用量を 





















4.4.1 越冬医療業務【SHO_02】                          大江 洋文・服部 素子 
1） 傷病発生状況 
新規傷病発生件数は以下の表Ⅲ.4.4.1-1、表Ⅲ.4.4.1-2 のとおりである。2017 年 2 月は 58 次夏隊員を
含み、11 月以降は 59 次先遣隊、12 月以降はさらに 59 次隊、作業支援のしらせ乗員も含まれる。月をまた
いだ経過観察、症状の再燃、創処置などの再診例は含まれていない。再診を含めたのべ受診者は 215 例で
あった。 
越冬交代直前に 57 次隊員から発症が始まった感染性胃腸炎はその後 58 次隊内でも蔓延し、入院治療を
行った 58 次夏隊 2 名に加えて 3 月いっぱいまでに越冬隊員の実に半数を超える 17 名が罹患した。原因に
ついては 57 次隊の 11 名の発症者のうち持ち帰った便検体 9 名全員分からノロウィルスが検出されたとの
報告を受けている。（日本南極地域観測隊第 57 次隊報告書） 
−373−




2018 年 1 月には作業中に弾けたワイヤに当たって転倒して後頭部を強打するという事故があった。ヘル
メットを装着していたが、受傷直後は意識障害も見られ、医務室搬入後も起坐位で吐気嘔吐が誘発される
ため 4 日間医務室に入院させて管理を行った。昭和基地やしらせには頭部外傷の診断・治療に必須ともい
える CT や MRI 装置が装備されていない。頭部外傷の中でも一刻を争う頭蓋内出血を発症した場合、死亡
や重い後遺症などの深刻な結果に至る可能性が高く非常に判断に苦慮する状況であった。当該隊員は順調
に回復し、その後の経過観察でも特に後遺症は認めていない。 

































感染性胃腸炎 6 13                19
急性腸炎（下痢）         1       1 1 3
急性胃炎       1             1
逆流性食道炎           1         1
便秘         1           1
過敏性大腸症候群     1              1
鉄欠乏性貧血     1              1
頭痛 1     1  2  1   1   2 8
急性上気道炎                  3 3
急性咽頭炎   1   1  1           3
急性扁桃炎                1   1
感冒          1 2   2 1 1 7
口内炎 1         1         2
口角炎           1     1   2
口唇ヘルペス           1         1
痛風発作（疑い）                1   1
全身倦怠感                  1 1
微熱                  1 1
外科 
手指切創 1                  1
手指挫創              1     1
皮下血腫（血マメ） 2     2             4
爪下血腫          1          1
深爪            2       2
凍傷          2          2
手指異物 1   3 2             6
手掌異物   1    1            2
手背熱傷           1         1
前腕擦過創                  1 1
下腿挫創   1                1
膝挫創     1        1     2
下腿蜂窩織炎・膿瘍            1       1
拇趾陥入爪     1        1     2
眼瞼部裂創     1              1
粉瘤        1  2          3
頭部裂創     1  1          1 3
頭部・全身打撲                  1 1
動物咬傷              1     1
耳鼻咽喉科 
耳垢栓塞        1 1           2
−375−
外耳道擦過創                  1 1
めまい        1            1
整形外科 
膝関節炎 1       2           3
足関節炎         1           1
足関節捻挫                1   1
下肢有痛性痙攣     1          1   2
下腿筋肉痛                  1 1
大腿部筋肉内血腫            1       1
肩関節周囲炎 1 1 1      1       4
手背打撲          1          1
頚肩腕症候群         1         1 2
頸椎捻挫        1            1
急性腰痛症            1 2 5   8
肋間神経痛         1           1
皮膚科 
鶏眼（足底） 1     1             2
胼胝（足底） 1                  1
皮膚掻痒症     1              1
蹠角化症       2 1 2 1      1 1 8
足白癬          2          2
創部肥厚性瘢痕           1         1
手指のひび割れ            2       2
アトピー性皮膚炎                  1 1
眼科 
眼球異物   1       2         3
眼精疲労       1             1
結膜炎           1     1   2
紫外性角膜炎                1   1
麦粒腫            1       1
ドライアイ              1   1 2
精神神経科 
不眠症        1 3           4
一過性気分障害          1          1
歯科・口腔外科 
充填物脱落 1        1 1   1     4
歯肉炎       1             1
唾石症（疑い）     1              1
歯牙破損          1          1
根尖性歯周炎   1       1         2
歯痛            1       1
義歯脱落              1     1
  




診療科名 症例数 内容 
内科 57 
感染性胃腸炎 19、頭痛 8、感冒 7、急性咽頭炎・扁桃腺炎 4、急性腸炎













足蹠角化症 8、足白癬 2、手指のひび割れ 2、鶏眼 2、 
胼胝・皮膚掻痒症・創部肥厚性瘢痕・アトピー性皮膚炎各 1 
眼科 10 
眼球異物 3、結膜炎 2、ドライアイ 2、眼精疲労・紫外性角膜炎・麦粒
腫各 1 
精神神経科 5 不眠症 4、一過性の気分障害（イライラ）1 
耳鼻咽喉科 4 耳垢栓塞 2、外耳道擦過創・めまい各 1 
歯科 11 




 3、6、9、12 月に野外に長期滞在中の隊員を除いたほぼ全員に健康診断を行った。検査内容は 3 か月ご
との一般診察、体重測定、血圧・脈拍測定、採血、尿検査。6 か月ごとに心電図検査を 2 回、胸部レント




 気象隊員 5 名に対しては通常の健診に加え「オゾンゾンデ観測従事者の特別健康診断」を 6 月と 12 月の
定期健診に併せて計 2 回実施した。57 次から気象庁への診断書の提出は不要になったため各隊員に口頭で
結果を説明した。 
3） 遠隔医療相談 











































































    毎月下旬に指定された項目・地点について実施した。10 月に医療分科会の検討を下に基準値を変更した。
BOD については 57 次隊員より測定法変更の提言がなされていたが、試薬の調達が間に合わず越冬期間途中
で 57 次から頂いた試薬が在庫切れになり測定できない期間があった。表Ⅲ.4.4.1-5 に 11 月の水質検査結
果を参考までに提示する。 
 










2017.4 上旬 BLS(Basic Life Support)講習 グループごとに実技 
項　目 基準値 厨房冷水 厨房温水 厨房浄水 バー 洗面所冷水洗面所温水
濁度 ２度 0 0 0 0 0 0
色度 ５度 0 0 0 0 0 0
臭気 異常でないこと - - - - - -
味 異常でないこと - - - - - -
塩化物イオン 200mg/L以下 <100 <100 <100 <100 <100 <100
残留塩素 0.1mg/L以上 0.4 0.1 <0.1 0.1 0.1 <0.1
銅及びその化合物 1.0mg/L以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
鉄及びその化合物 0.3mg/L以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
硝酸態窒素 10mg/L以下 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2
過マンガン酸カリウム消費量 10mg/L以下 N.E. N.E. N.E. N.E. N.E. N.E.
ｐＨ 5.8～8.6 5.92 6.18 6.32 6.29 6.55 6.34
全硬度 300mg/L以下 0 0 0 0 0 0
亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0 0 0 0 0 0
一般細菌 100個/mL以下 - - - - - -
大腸菌 検出されないこと - - - - - -
項　目 基準値 水槽 医務室 食堂 男子浴槽 女子浴槽
濁度 ２度 0 0 0 0 0
色度 ５度 0 0 0 0 0
臭気 異常でないこと - - - N.E. N.E.
味 異常でないこと - - - N.E. N.E.
塩化物イオン 200mg/L以下 <100 <100 <100 N.E. N.E.
残留塩素 0.1mg/L以上 0.1 <0.1 0.4 N.E. N.E.
銅及びその化合物 1.0mg/L以下 <0.5 <0.5 <0.5 N.E. N.E.
鉄及びその化合物 0.3mg/L以下 <0.05 <0.05 <0.05 N.E. N.E.
亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 <0.005 <0.005 <0.005 N.E. N.E.
硝酸態窒素 10mg/L以下 <0.2 <0.2 <0.2 N.E. N.E.
過マンガン酸カリウム消費量 10mg/L以下 N.E. N.E. N.E. N.E. N.E.
ｐＨ 5.8～8.6 6.39 6.16 6.54 N.E. N.E.
全硬度 300mg/L以下 0 0 0 N.E. N.E.
亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0 0.2 0 N.E. N.E.
一般細菌 100個/mL以下 - - - - -








2017.4.11 座学 外傷初期評価・搬送・低体温症・凍傷 
2017.4.22  座学 応急処置 
207.5 上～中旬 緊急搬送法（ログロール、脊柱固定、頸椎保護） グループご
とに実技 
2017.5～6 骨折の応急処置・エピペン使用法 グループごとに実技 
2017.6.5 座学 凍傷・低体温症の実際、冷水転落時のサバイバル 






























































58 次にあっては大きなトラブルはなく、通常どおりの設備の維持管理を行い放流水の水質向上を図った。   
夏期隊員宿舎用汚水処理装置については、第 1 夏期宿舎横に汚水処理装置を移動させ、機器や配管の凍
結防止及びメンテナンス性の向上を図り運用を 59 次隊に引き継いだ。 
 




日常監視対象設備として、機械ワッチは環境保全隊員が 1 日 1 回以上の日常点検を行い、また当直によ







毎月 1 回原水及び処理水の水質分析（SS、COD、BOD の測定）を環境科学棟で行った。4、7、10、1
月に 3 箇月点検を実施し、消耗品の交換及びグリスアップ、オイル交換等の設備の保守管理を行った。 
 
2） 水質分析結果 
表Ⅲ.4.5.1-1 に原水の水質分析結果、表Ⅲ.4.5.1-2 に処理水の水質分析結果を示す。 
表Ⅲ.4.5.1-1 原水の水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.3 7.6 7.7 7.6 7.6 7.7 7.5 7.8 7.6 7.7 8.0 8.0
−381−
水温 ℃ 20.2 20.5 18.9 21.2 20.1 20.7 19.6 20.1 20.2 22.6 24.2 24.4
透視度 Cm 3.0 3.4 3.5 3.5 3.5 3.0 2.8 3.0 3.5 2.3 3.0 4.2
SS mg/l 811 993 963 167 147 253 88 277 153 245 293 143
BOD mg/l 620 520 380 360 340 420 280 260 280 340 460 420




項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 6.1 7.5 7.6 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.3 7.6 7.3 6.6





























SS mg/l 4.8 0.7 1 2.5 0.2 0.2 0 0.5 0 0 0 0 
BOD mg/l 9 5 5 6 3 4 3 6 3 3 4 4 





項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流 
水量 
m3 114.2 147.7 148.8 145.3 407.1 168.6 144.7 140.6 158.1 159.0 239.8 196.8
pH － 7.39 7.43 7.5 7.5 7.7 7.6 7.5 7.5 7.3 7.6 7.3 6.6 
DO mg/l 3.10 4.61 5.87 3.13 5.60 2.73 3.57 2.25 2.98 1.41 2.88 2.50
水温 ℃ 21.3 22.4 20.6 20.7 21.3 21.5 20.7 20.9 21.8 23.6 25.5 25.4
空気量 l/min 730 700 673.3 700 700 700 700 700 700 717 774.2 893.5












52 次隊以降臭気対策としてオゾン発生装置 VS-40 で対応した。オゾン発生装置 VS-40 は、第 1 居住棟汚 
水タンク室及び第 2 居住棟汚水タンク室、発電棟汚水タンク上に設置し一定の脱臭効果を確認できた。 
また管理棟 1 階の汚水タンク及びグリーストラップ兼用としてオゾン発生装置 SOG-100 で臭気対策をし 
ていたが、途中ポンプが焼き付きを起こし後日 59 次隊調達品にて修理を完了した。 
−382−






















 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数（回） 27 17 7 9 8 7 8 5 5 6 13 27 139
運転時間（h） 54 34 14 18 16 14 16 10 10 12 26 54 279

















 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数（回） 9 2 3 3 4 8 4 4 4 4 9 19 73
運転時間（h） 72 16 24 24 32 64 32 32 32 32 72 152 584

















物は主にタイコンに梱包し品目を記載、ダンボールは圧縮してそれぞれ焼却炉棟前の 12ft コンテナ 7
基(ダンボール 2 基、タイコン 3 基、複合 1 基、金属 1 基)に収納した。12 月には焼却炉棟前のコンテナ
が全て満載になったため、コンテナヤードへ運搬した。木材はリターナブルパレットに収納したが、次
の夏作業用のリターナブルパレットを使い切ってしまったため、7 パレット分の木材を焼却処理した。 
第 2 廃棄物保管庫は、汚水処理棟の解体廃棄物を一時保管し、54 次隊で保管した前 C ヘリポート用ア
ルミ床板とともに持ち帰った。 
大陸(S16 及び S16 途上、とっつき岬、袋浦、雪鳥沢)及び東オングル島沿岸、西オングル島沿岸に散
在していたドラム缶(45 本)を回収し処分した。 
越冬期間中、リターナブルパレットは迷子沢で、スチールコンテナ及びドラム缶は都度ドラム缶パレ









廃棄物分類 処理方法 梱包状態 
























































12ft コンテナ コンテナヤード及び焼却炉棟前にて、ドラム缶でかさ上げし管理 
リターナブルパレット 迷子沢にて、ドラム缶でかさ上げし、主風向に沿って 2 段積みで集積 




タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納及び迷子沢にて裸で集積 
その他 
空スチールコンテナおよび空ドラム缶パレットは機械建築倉庫前にて、
主風向に沿って 4 個 1 組でラッシングし 2 組積みで集積 
 














































































区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 252.8 226.0 165.1 238.7 220.7 170.3 215.5 
生ゴミ 610.1 495.5 383.6 333.6 355.1 294.0 292.9 
不燃物 17.3 9.8 24.2 7.5 44.3 12.1 42.4 
プラ 134.0 88.4 68.9 53.4 88.8 43.0 56.7 
ペットボトル 7.2 12.0 11.5 7.0 5.8 14.0 15.0 
アルミ缶 53.0 20.9 36.9 24.8 18.2 45.6 51.2 
スチール缶 65.0 4.7 16.0 22.0 8.2 2.3 37.1 
大型缶（一斗缶） 8.0 10.0 12.0 12.0 8.0 0 0 
ダンボール 795.6 294.2 220.7 110.1 154.4 208.5 120.6 
ビン・ガラス 57.5 72.2 73.0 84.4 85.6 78.5 29.0 
複合物 40.0 57.4 40.5 14.7 39.1 9.5 45.5 
金属類 13.0 94.5 61.4 51.6 13.5 11.9 11.9 
陶器類 0 3.0 3.0 0 2.3 7.3 0 
電池 34.8 11.0 5.0 0 5.0 0 3.0 
蛍光灯・電球 33.0 0 8.9 0 8.0 5.5 4.5 
廃油（食用油） 35.0 109.0 87.0 65.5 30.0 18.0 20.0 
スカム・汚泥等 241.0 150.0 170.0 225.0 335.2 431.1 358.3 
ゴム・革 12.3 3.0 7.5 0 1.6 4.2 3.5 
その他 40.5 17.2 6.0 7.1 1.8 2.0 1.8 
合計 2,450.1 1,678.8 1,401.2 1,257.4 1,425.6 1,357.8 1,308.9 
 
区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 214.2 287.3 261.0 1,078.1 1,018.5 4,348.2 
生ゴミ 275.2 274.8 303.7 781.4 1,655.1 6,055.0 
不燃物 7.9 183.0 15.0 235.0 51.5 650.0 
プラ 71.9 61.6 63.2 148.3 237.2 1,115.4 
ペットボトル 14.0 16.0 10.0 18.0 48.6 179.1 
アルミ缶 34.8 32.0 28.0 56.5 60.4 462.3 
スチール缶 0 38.0 56.8 1.2 42.4 293.7 
大型缶（一斗缶） 0 0 10.5 0 9.0 69.5 
ダンボール 81.3 158.8 250.3 406.1 1109.0 3,909.6 
ビン・ガラス 32.0 28.0 26.0 46.7 49.5 662.4 
複合物 30.5 42.5 12.6 144.7 108.7 585.7 











 d） 持ち帰り廃棄物 










表Ⅲ.4.5.3-6 から表Ⅲ.4.5.3-10 までに持ち帰り廃棄物のリスト、表Ⅲ.4.5.3-11 及びⅢ.4.5.3-15
に昭和基地残置廃棄物を示す。 
表Ⅲ.4.5.3-6 持ち帰り廃棄物コンテナリスト（リターナブルパレット入りを除く） 
陶器類 0 0 0 0 5.0 20.6 
電池 3.8 2.5 2.6 10.0 12.7 90.4 
蛍光灯・電球 3.7 0 0 4.5 2.0 70.1 
廃油（食用油） 15.0 36.0 36.0 36.0 72.0 559.5 
スカム・汚泥等 225.0 318.2 269.0 709.2 1,530.1 4962.1 
ゴム・革 5.6 2.3 6.0 6.0 4.0 56.0 
その他 36.0 23.0 53.7 68.5 232.1 489.7 
合計 1,085.9 1,532.0 1,454.4 3,842.7 6,302.5 25,097.3 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（51D-12） 複合 1 4,800 
12ft コンテナ（51D-14） 複合 1 5,200 
12ft コンテナ（51D-16） 複合 1 3,700 
12ft コンテナ（51D-18） 金属 1 4,550 
12ft コンテナ（51D-19） 木材 1 5,650 
12ft コンテナ（51D-42） 複合 1 4,750 
12ft コンテナ（51D-47） 複合 1 3,650 
12ft コンテナ（51R-01） ダンボール 1 3,600 
12ft コンテナ（51R-04） ダンボール 1 4,450 
12ft コンテナ（52D-01） 複合 1 3,450 
12ft コンテナ（52D-11） 複合 1 2,900 
12ft コンテナ（52D-16） 複合 1 4,650 
12ft コンテナ（52D-17） 複合 1 3,150 
12ft コンテナ（52D-19） 複合 1 3,100 
12ft コンテナ（52D-23） 複合 1 4,650 
12ft コンテナ（52D-39） 廃材 1 5,100 
12ft コンテナ（52D-40） 複合 1 3,800 
20ftF/R コンテナ（FR56-1） 金属 1 7,400 
20ftF/R コンテナ（FR56-2） 複合 1 5,800 


































20ftH/H コンテナ（HH52-2） 鉄くず 1 7,300 
木箱 1 廃木 1 2,250 
木箱 2 廃木 1 2,100 
木箱 3 廃木 1 1,900 
木箱 4 廃木 1 1,800 
木箱 5 廃木 1 1,050 
合計  26 107,350 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（51D-03） 金属 1 5,150 
12ft コンテナ（51D-08） 金属 1 4,200 
12ft コンテナ（51D-20） 複合・金属 1 4,200 
12ft コンテナ（51D-26） 金属 1 4,650 
12ft コンテナ（51D-27） プラ・ゴム 1 3,450 
12ft コンテナ（51D-29） FRP・複合 1 3,650 
12ft コンテナ（51D-37） 金属・複合 1 4,050 
12ft コンテナ（51D-44） 金属 1 5,650 
12ft コンテナ（51D-48） 複合・プラ 1 3,050 
12ft コンテナ（52D-09） 金属 1 7,250 
12ft コンテナ（52D-12） 金属・複合 1 5,400 
12ft コンテナ（52D-13） 金属・複合 1 5,400 
12ft コンテナ（52D-22） コンクリート・複合 1 6,350 
12ft コンテナ（52D-30） 金属・複合 1 6,100 
12ft コンテナ（52D-37） 不燃・プラ 1 2,950 
12ft コンテナ（52D-38） FRP・金属 1 5,350 
12ft コンテナ（52D-43） 不燃・複合 1 3,350 
12ft コンテナ（52D-44） 複合 1 6,150 
合計  18 86,350 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ 複合 12 3,110 
スチールコンテナ 廃棄食材 8 4,140 
スチールコンテナ バッテリー 5 2,650 
スチールコンテナ 金属 4 1,040 
スチールコンテナ 太陽光パネル 4 1,180 
スチールコンテナ 可燃 3 990 
スチールコンテナ 不燃 3 990 
スチールコンテナ 電線 3 1,070 
スチールコンテナ 電球 2 340 
スチールコンテナ 廃液 1 280 
スチールコンテナ FRP 1 300 






























荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 ブルドーザ D41P-6（45 次） 1 10,800 
合計  1 10,800 
 













合計  47 16,540 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 廃油 50 8,750 
ドラム缶 金属 47 8,550 
ドラム缶 複合 35 3,100 
ドラム缶 炭 18 2,710 
ドラム缶 灰 16 1,280 
ドラム缶 アルミ缶 11 390 
ドラム缶 スチール缶 7 310 
ドラム缶 廃液 7 1,150 
ドラム缶 ガラス 7 1,620 
ドラム缶 電線 6 630 
ドラム缶 ゴム・皮革 4 210 
ドラム缶 スプレー缶 3 200 
ドラム缶 ウエス 3 260 
ドラム缶 塗料 3 240 
ドラム缶 不燃 3 230 
ドラム缶 クーラント 2 400 
ドラム缶 接着剤 1 70 
ドラム缶 電池 1 190 
ドラム缶 医療廃棄物 1 30 
ドラム缶 陶器 1 90 
合計  226 30,410 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（51D-41） 複合 1 4,300 
合計  4,300 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（51D-17） 混載 1 3,350 
12ft コンテナ（51D-33） ダンボール 1 3,250 
12ft コンテナ（52D-21） 混載 1 3,550 
12ft コンテナ（52D-42） 混載 1 3,600 
合計  13,750 
−389−




















荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
タイコン プラ 86 1115 
タイコン 不燃 33 650 
タイコン アルミ缶 23 462 
タイコン ペットボトル 22 179 
タイコン 発泡スチロール 12 38 
タイコン スチール缶 8 293 
タイコン 布団 7 121 
タイコン 衣類 6 143 
タイコン 靴 4 108 
タイコン 木材 1 23 
タイコン 手袋 1 14 
タイコン 毛布 1 14 
合計  204 3,160 
注記：タイコンは昭和基地残置廃棄物 12ft コンテナ(51D-17、52D-21、52D-42)に全て収納済 
                              
表Ⅲ.4.5.3-15 昭和基地残置廃棄物（裸）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブルパレット 金属 1 1,900 
リターナブルパレット 金属 1 1,250 
リターナブルパレット 金属 1 3,050 
リターナブルパレット 金属 1 800 
リターナブルパレット 金属 1 2,000 
リターナブルパレット 金属 1 2,150 
リターナブルパレット 金属 1 1,550 
リターナブルパレット 金属 1 1,100 
リターナブルパレット 金属 1 1,000 
リターナブルパレット 電線 1 1,500 
リターナブルパレット 電線 1 1,850 
リターナブルパレット 電線 1 1,500 
リターナブルパレット 塩ビ管 1 1,000 
リターナブルパレット コンクリート 1 2,550 
合計  23,200 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 メルトキング(2 廃) 1 2,000 
裸 クスクス焼却炉(2 廃) 1 4,000 
裸 木箱(2 廃) 1 不明 
裸 不明（2 廃、ブルーシート巻） 1 不明 
裸 ラフターウィン 100（38 次） 1 12,750 
裸 クレーン付きトラック（37 次） 1 6,150 







4.5.4 海水サンプリング【SWE_06】                              葛西 尚 
56 次隊までの結果により、サンプリング不要と判断されたため実施せず。 
 











表Ⅲ.4.5.5-1 焼却炉の排出ガス成分（12 月 25 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 
温度（℃） 557.5 469.1 443.2 160.9 47.0 30.6 
O2（%） 13.9 15.5 17.8 19 20.9 20.9 
CO2（%） 5.1 3.9 2.2 1.3 0 0 
CO（ppm） 667 497 468 0 16 0 
NO（ppm） 28 0 0 3 0 0 
NO2（ppm） 6 4 55 0 0 0 
SO2（ppm） 25 21 34 0 0 0 
黒鉛（m-1） 0 0.013 0 0 0 0 
 
表Ⅲ.4.5.5-2 に発電機の排ガス成分測定結果を示す。 












裸 雪上車 SM520 1 6,000 
裸 2t 橇 6 6,000 
裸 鉄橇 1 不明 
合計  15 43,200+不明分 
測定項目 発電機 排ガスボイラー
発電機（KW 程度） 165 注記 
排気温度（℃） 321.8 ↑ 
O2（%） 12.8 ↑ 
CO2（%） 6.0 ↑ 
CO（ppm） 249 ↑ 
NO（ppm） 1591 ↑ 
NO2（ppm） 20 ↑ 
SO2（ppm） 0 ↑ 
黒鉛（m-1） 0 ↑ 
−391−













4.6 多目的アンテナ【SBD】                    














イ） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （毎月・ブリザード毎実施） 
ウ） レドームの外観点検、雪の吹き込み点検 （月次・ブリザード毎実施） 
エ） レドーム内温度点検（毎日・ブリザード毎実施） 
   「おんどとり」を用いたレドーム内温度の記録と確認を実施した。 
b） 設備不具合対応 
ア） データ処理解析装置（showa-xp1）内蔵 Disk#0 故障（2017 年 3 月 31 日） 

















・ 衛星受信棟とレドーム間のケーブル、及びケーブル導入口点検 （ブリザード毎実施） 
・ 衛星受信棟、空調小屋のダクト雪詰まり点検 （ブリザード毎実施） 
・ 衛星受信棟出入口、非常口、空調小屋出入口の除雪 （常時実施） 
・ 衛星受信設備機能点検［校正器信号折り返しによる動作確認］（常時実施） 
・ 各計算機、WS、PC、各装置 FAN の動作確認（常時実施） 
・ 背面小室、衛星受信棟機械室内、駆動電力増幅架電源の温度確認（常時実施） 
イ） 定期点検 
・ 11m アンテナ半年点検 （2017 年 9 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
・ 11m アンテナ 1 年点検 （2018 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、モーターオイル交換、アンテナ位相調整 
・ 11m アンテナ 1 ヶ月点検 （毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
・ S バンド受信設備 （2017 年 9 月、2018 年 1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
・ 運用管理 WS（OMS）データバックアップ （毎月実施） 
・ 西オングルコリメーション設備点検 （2018 年 1 月実施） 
S/X バンドの送信レベル、周波数偏差、スプリアス強度、機構点検 
b） 設備不具合対応 
ア） PSK DEMODULATOR盤 電源部故障（2017年3月7日） 
日次点検において PSK DEMODULATOR 盤が動作停止していた。調査の結果電源部の故障と判明したため、
電源部を予備品と交換し復旧した。 
イ） OMS用液晶ディスプレイ故障（2017年8月7日） 
     日次点検において OMS 用液晶ディスプレイが停止していたため予備品と交換を実施し復旧した。 
ウ） アンテナモータ タコジェネレータ ブラシホルダー 破損（2017年10月25日） 
     保守点検においてアンテナモータのタコジェネレータ ブラシホルダーのプラスチック部分が経年
劣化し、ひび割れていることを発見したため予備品と交換を実施した。   
 
4.7 LAN・インテルサット【SISL】  








表Ⅲ.4.7.1-1 58 次隊インテルサット衛星通信設備障害一覧（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 



















4 6/18 SSPA-C 温度表示異
常 









6 7/25 SSPA-C 温度表示異
常 
SSPA-C の Shroud Temperature にて 6425.6℃と表示異常
が確認された。 
増幅機能に異常はなく、8/3 系切替時に SSPA-C を再起
動し復旧。 
無 





8 8/24 通信室 NW 架 UPS 故
障 
8/3 に交換した BN100S が停止。バッテリーの膨張が確
認された。ES550 と交換し復旧。 
有 





10 9/16 SSPA-C 温度表示異
常 














13 10/7 SSPA-C 温度表示異
常 








表Ⅲ.4.7.1-2 58 次隊インテルサット衛星通信設備保全作業一覧（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 作業日 作業件名 作業内容 
回線
停止














4 8/3 系切替え作業 インテルサット衛星通信設備の系切替え（A→B 系）作業を 有 
−394−




5 8/3 通信室 UPS 交換作業 8/1 通寝室 NW 架 UPS（UPS1010SS）でバッテリー寿命アラー
ムが発生。系切替え作業枠で BN100S と交換した。 
無 








8 1/17 系切替え作業 インテルサット衛星通信設備の系切替え（B→A 系）作業を
実施した。回線切断時間は 9:18～17:04。 
有 
9 1/19 SSPA 撤去 故障した SSPA-B を持帰りのため撤去。 無 













春季太陽雑音によるインテルサット回線停止・接続品質低下が発生した。山口衛星センター側で 3 月 5
日～9 日、昭和基地側で 4 月 9 日～13 日に確認した。また秋季は 8 月 29 日～9 月 3 日にかけて昭和基地側
で、10 月 3 日～7 日に山口衛星センター側で確認した。太陽雑音により最長で 10 分弱の回線停止を伴う日
もあったが、全く影響が出ない日もあった。 
6） 通信室UPS故障 
57 次の通信室 NW 架 UPS 故障以来、UPS 接続機器は最低限に絞り込んでいる。8/3 に UPS1010SS から BN100S
に交換を行ったが、機材の運用寿命を過ぎていたため短期間でバッテリーに膨張が生じ、8/24 に停止した。










57 次よりイリジウム OpenPort を予備回線として非常階段に設置し運用してきたが、3/2 に動作試験を行
ったところ、故障が確認された。3/17 まで切り分けを行ったが、復旧には至らず、アンテナ部分のみ撤去、
持帰りとなった。59 次にてイリジウム OpenPort を新規調達し、1/7 非常階段に設置。運用を再開した。非
常時のみの使用とし、平常時は電源を OFF 状態で運用している。 
インマルサット B はサービスが終了したため、基地内の機材、配線の撤去を行った。 
58 次隊におけるインマルサットフリートブロードバンドの運用実績はない。 
−395−
 4.7.2 昭和基地ネットワークと内線電話設備保守運用【SISL_02】                      笹栗 隆司 
1） 概要 
昭和基地内の LAN 設備及び IP 電話設備の運用・保守を行った。年間を通じて、概ね安定したネットワー
ク環境を提供した。無線 LAN アクセスポイントの更新、新規ネットワーク敷設、機器撤去も実施し、昭和




表Ⅲ.4.7.2-1 58 次隊 LAN 設備障害一覧（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響
1 2/22 NAS HDD 故障
（RAID6） 
バックアップ用 NAS の HDD が故障。HDD を交換し、OFF/ON
することにより再構築して復旧。 
無 











3/28 仮想 SteelHead を立川に設置し暫定復旧。 
有 




け VDSL 劣化 
通信室側 VDSL モデムで速度が 1Mbps に劣化しているこ
とを確認。モデムの再起動で速度が 15Mbps へ復旧。 
無 
6 5/10 固定 IP 電話故障 衛星受信棟設置端末にて片通話が発生。受話器を交換し
て復旧。 
有 
7 5/10 PC 故障 食堂に情報端末として設置していた PC が故障。予備品
と交換。 
無 
8 7/25 見晴らし AP 疎通断 管理棟非常階段と見晴らし AP 間の通信が断となった。 













用されており、Ping 試験で 10%程度の LOSS を認めた。
当該配線を交換して復旧。 
有 
11 9/16 見晴らし AP 疎通断 燃料移送後にポンプ小屋ブレーカーを落としたため、見
晴らし AP が停止。 
9/18 ブレーカーを戻し通信が復旧。 
有 
12 10/5 32seg の DHCP プー
ルアドレス不足 
south1 から GSR1 へ DHCP サーバーを変更したが、32Seg
の DHCP プールが枯渇した。情報基盤センターにて IP
アドレスを 74→119 へ追加。 
有 
−396−









14 10/25 固定 IP 電話故障 焼却炉棟設置端末で片通話を確認。受話器を交換し復
旧。 
有 
15 11/7 NAS HDD 故障
（RAID6） 
バックアップ用 NAS の HDD が故障。HDD を交換し、復旧。 無 
16 11/9 NAS HDD 故障
（RAID6） 
バックアップ用 NAS の HDD が故障。HDD を交換し、復旧。 無 





18 12/29 基幹 LAN スイッチ
故障 




19 1/3 無線 AP 故障 清浄大気観測小屋設置 AP で疎通断を観測、AP に故障を
認める。AP を交換し復旧。 
有 






21 1/24 基幹 LAN スイッチ
故障 
第一居住棟 GS6 が故障。59 次持ち込みの ATx230-28GT




LAN 設備保全作業の一覧を表Ⅲ.4.7.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.4.7.2-2 58 次隊 LAN 設備保全作業一覧（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 作業日 作業件名 作業内容 
回線
停止
1 2/1 IP-PBX 暗証番号更
新 
外線から昭和基地内線への暗証番号を 58 次隊設定に更新。 無 
2 2/19 south1・south2 筐
体更新 













5 4/26 基幹 LAN スイッチ
更改 
倉庫棟 GS1を 9408LC/SP に更新、ファイバを SC-SCから LC-SC
に張替え。ポート増設のため 916M を増設。 
有 
6 4/27 固定 IP 電話設置 通信室に IP-FAX（216）を追加 無 
7 7/1 居住棟無線 AP保全 AP-40、41（mzk-1200dhp）で動作不具合があり、初期不良が
疑われたため、ファームウェアを 1.00 から 1.37 へ更新。 
無 
−397−
CH 干渉が疑われたため、第二居住棟 AP-40 を撤去。 
8 7/20 居住棟有線 LAN 接
続 
設営にて居住棟に敷設された有線 LAN を居住棟 GS6、GS7 に
接続した。配線にあたり、設営に HUB を貸出。 
無 
9 7/27 固定 IP 電話新設 光学観測棟に多機能端末を設置（229） 無 
10 8/11 5GHzAP 運用試験 第二居住棟 AP-41 にて 5GHz wifi の運用試験を開始。 無 
11 8/11 無線 AP 更新 Nakayo 製 AP で不具合が確認されたため、第一居住棟 AP-03、
第二居住棟 AP-04、06 を Planex PQN-AP300 に更新。 
無 
12 8/11 無線 LAN SSID の変
更 
無線 IP 電話機の利用が少ないことから、IPP 専用の SSID を
廃止し、PC 用の SSID に統合した。 
無 
13 8/18 VDSL 延伸 10kW 風発小屋に VDSL を延伸、GS12 に接続 無 
14 8/22 無線 AP 更新 Nakayo 製 AP で不具合が確認されたため、防 A AP-02、発電
棟 AP-05 を Planex 製 AP に更新。 
無 
15 10/4 基幹 LAN スイッチ
更改 
倉庫棟 GSR、通信室 GS12、GR2000-2B を新設 GSR1
（AT-x900-12XT/S）に更新。 
10/12 倉庫棟 GSR、通信室 GS12、GR2000-2B を撤去。 
有 







回線として 10kW 風発小屋に VDSL を延伸した。 
防 A の無線 AP を更新したことで、管理棟-防 A-防 B-19 広場、防 A–発電棟の区間を通信が途切れずに
移動できるようになった。簡易南極教室で断の無い屋内中継が実現した。 
b） ネットワーク 
57 次の NW 監視方法を踏襲し、ExPing（フリーソフト）で AP、GS までの疎通監視を行った。KIOKU（フ
リーソフト）を利用して SteelHead ほか機器の GUI を 5 分に 1 回自動で画面キャプチャして保存した。
これらの監視により不在時でも過去に遡って機器の状態を把握できた。 
昭和基地の基幹 SW 更新作業として GSR1、GS1 を更新した。更新前は 0.05%程度の Ping 欠けが発生し
ていたが、機器更新後 10,000 発の Ping 試験で欠けがないことを確認した。 











るため、固定電話で多くの需要をまかなえた。無線 IP 電話は一部夜勤を行う隊員などのみが利用した。 
上記利用状況から、従来 IP 電話用に分離して提供していた SSID を、PC 用の SSID と統一し効率化を




south1、south2 をともに新筐体に更新した。south1 を現用、south2 を予備系として運用した。south1






の大型 NAS を 2 台で運用した。58 次調達は 1 台のため、1 台は過去隊の機材を再利用した。 
越冬期間中 NAS の HDD は 3 回壊れたがすべてバックアップ側の NAS であり隊員への影響はなかった。




実現した。居室数に対し、既存 GS のポートが足りないことから、HUB を増設し、配線を行った。59 次隊
で本敷設を予定しているが、現在の GS は居室内に設置されているため、GS の配置変更を含め提案を行
った。 
b） 5GHz無線試験 




ていれば使用していない無線 NIC を AP として使用できる機能で、既存 AP で生じている輻輳や電波の届
きにくい居室へのサポートとして活用できる。 
 
4.7.3 昭和基地屋外監視カメラ整備運用【SISL_03】                                 笹栗 隆司 
1） 概要 
昭和基地内に設置されているカメラの運用・保守を行った。運用していた主なカメラは、天測点カメラ、







表Ⅲ.4.7.3-1 58 次隊屋外カメラ障害一覧（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
























表Ⅲ.4.7.3-2 58 次隊屋外カメラ保全作業（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 




















表Ⅲ.4.7.4-1 58 次隊南極授業実績（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 中継日 国内中継場所 
1 2/10 宮城教育大付属中学校 
2 2/11 さざんかホール 
 
3） 南極教室 
TV 会議システム（Lifesize）を利用して合計 15 件の南極教室を開催した（集計に一般公開・ライブト
ークを除く）。LAN・インテルサット部門では機器操作やコンテンツ作成のサポートを行った。 
機器の HD 化に伴い画面比は 16:9 が標準となり、動画やパワーポイントも 16:9 で作成しているが極地研




表Ⅲ.4.7.4-2 58 次隊南極教室実績（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 中継日 国内中継場所 
1 2/20 情報システム機構 
2 5/12 新木戸小学校 
3 5/19 榛原小学校 
4 5/31 櫛形小学校 
5 6/9 小金井小学校 
6 6/15 河合小学校 
7 7/6 白川郷学園 
8 7/12 筑紫高等学校 
9 7/14 伴中学校 
10 7/19 学芸大附属中学校 
11 7/26 桃山高等学校 
12 9/7 帯広商業高等学校 
−400−
13 9/14 浜風小学校 
14 9/21 光明台小学校 




歯科大学は年に 4 回）。 
5） 部門間会議 
TV 会議システム（Lifesize）を使用して国内と定常的な打合せや 59 次隊と部門ごとの打合せが観測部
門、設営部門問わずに行われた。 
 
4.7.5 テレビ会議システム整備運用【SISL_07】                                       笹栗 隆司 
1） 概要 






表Ⅲ.4.7.5-1 58 次隊南極授業実績（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 中継日 国内中継場所 
1 2/7 階上中学校 




TV 会議システムを利用した南極教室に加え、iPad の FaceTime、Skype を用いた簡易版南極教室を合計




表Ⅲ.4.7.5-2 58 次隊簡易南極教室 実績報告（2017 年 2 月～2018 年 1 月） 
 中継日 国内中継場所 
1 3/18 九州大学 
2 3/30 福島っこ元気村キャンプ 
3 5/22 二上小学校 
4 6/7 笹の葉クラブ 
5 6/28 一方井中学校 
6 7/7 元城小学校 
7 7/26 KDDI イベント 
8 8/11 KDDI イベント 
9 8/19 つくば市 
10 8/23 KDDI イベント 
11 8/29 拓進小学校 
12 9/3 日本無線イベント 
13 9/8 柏尾小学校 
−401−
14 9/12 大野北小学校 
15 9/12 極地研イベント 
16 9/29 武蔵高等学校附属中学校 
17 10/1 朝日新聞イベント 
18 10/2 資生堂学園 
19 10/15 日本平動物園 
20 10/28 けいはんな情報通信フェア 
21 11/26 日本無線協会 
22 12/11 ガザ リマル女子中学校 A 
23 12/22 一橋大学（59 次隊員実施） 







4.8 建築・土木 【SCS】 
4.8.1 既存建築物維持・管理（越冬期間）【SCS_07】                                     岡本 裕司 
1） ２月 
a) 汚水処理棟解体工事 
    ・新汚水処理棟が 57 次で年間を通して問題なく始動する事が確認できたため、旧汚水処理棟を解体し
た。 （81.5 人日） 
    b) 福島ケルン銘板修繕 
    ・銘板と取付用の裏足（4 点）の縁が切れ、剥落した。同納まりで施工しようとした場合、裏足を溶接
する際に、銘板表が溶接焼けする危惧が有った為、機械隊員にコ型の金属ﾌﾚｰﾑを作製して貰い、ﾌﾚｰﾑ
内に銘板を納め、裏足はﾌﾚｰﾑに取付する事とした。   
    C) Ａヘリポート補修 
    ・2 月 14 日に施工したので、外気温がかなり低かったため、モルタル施工後、採暖養生を行った。 
    d) 管理棟２階非常階段扉交換 
    ・57 次越冬中にブリザードで扉のラッチ等が破損したために子扉付きの冷凍庫ドアに交換した。 
    e) 旧娯楽東外壁塗装 
    ・西面 20CM 角でプライマー塗布、2 時間後バッファーコート 35 を使用 
    f) 観測棟ドアノブ取替 
    ・観測棟内部扉にノブとガタツキとストライク位置のズレがあり、新しく取り替えた。    
    g) 情報処理棟天窓補修 
    ・越冬中に使わない天窓をドーム窓が付いてない蓋に取り替え、サイズが合わなかった為に、コンパネ
でサイズを合しパッチン錠を取り付けた。 
    h) 橇の現状確認 
    ・今年はドーム旅行があるので見晴らし岩で橇の現状を確認した。  
 
   2） 3 月 
    a) グリーンルーム/女性用エリア解体工事 
    ・グリーンルームと女性用エリアの場所を入れ替えた。グリーンルームの方から解体をし、女性用エリ
ア先行した。新しく女性用エリア【風呂・脱衣所・トイレ・洗面台】 
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    b) 女性用エリア施工 
    ・57 次に風呂の配管部分に水漏れなどがあり、汚れなど古くなってきたので新しく風呂/脱衣所・トイ
レ２カ所・洗面台２カ所施工した 
    C) 環境保全部門からの依頼 
    ・段ボール集積の箱と集積所の棚施工  




f) 木製 2t 橇修理 
・見晴らし岩での橇の引き出し、破損状況調査し木製 2t 橇 3 台を修理した。 
 
3） 4 月 
 a) 気水部門からの依頼 
 ・液体窒素用かさ上げする為に台を施工 
 ・ゾル小屋の入口にスノコ施工 
 b) 環境保全部門からの依頼 
 ・焼却炉棟内の中にある 57 次の時に施工された棚に灰や埃が付くのでブルーシートをロールスクリーン
にしてカバーをした。 





  調湿性能が上がり臭いなども軽減される。 






 ・４月４日平均風速 20.5 m/s 風向 3ENE、最大瞬間風速 38.9 m/s(03:49) 
   外壁（イソバンド）の屋外側鋼板（0.5 mm 厚）が 4 枚飛散し 
1 枚が下半分剥がれた。飛散した鋼板の内 4 枚の長尺物は直下に落下していたため 
回収 
    ・ 胴縁（L アングル）に、コンクリート型枠用に持ち込んでいた桟木を 2 個一にして 50×50mm の心材
とし、300 ピッチで固定。そこに 12mm 構造用合板を取り付けた。既存パネルとの取り合いは、雪の
吹込み防止のためガルバリウム鋼板を取り付けた。 
        e) 自然エネルギー棟屋根鋼板修繕工事 
     ・４月４日平均風速 20.5 m/s 風向 3ENE、最大瞬間風速 38.9 m/s 
      自然エネルギー棟屋根鋼板破損したため、コーキングで防水をして鋼板（ガルバー）を張り付けた。 
    f) お風呂のスノコ施工 
     ・浴槽に入るためのスノコが割れて怪我をする恐れがあったので新しく作り直した。 
    g) 木製 2t 橇改造 




 4） 5 月 
 a）基本観測棟内装工事 
 ・一階階段室/機械室の間仕切壁下地 
  スタッドを組み断熱材を入れて 5 ㎜の合板貼付 
 ・機械室/倉庫１の間仕切壁下地 
  スタッドを組み断熱材を入れて 5 ㎜の合板貼付 
  
5） 6 月 
  a) 基本観測棟内装工事 
 ・1 階風除室/機械室の間仕切壁下地 
  スタッドを組み断熱材を入れて 5 ㎜の合板貼付 
 ・生物／夏期研究室/倉庫１の間仕切壁下地 
  スタッドを組み断熱材を入れて 5 ㎜の合板貼付 
 ・鋼製建具枠入れ 
  b) ミッドウィンター準備品 
 ・どこでもドア/露天風呂など 
   
 6） 7 月 
  a) 基本観測棟内装工事 
  ・珪酸カルシウム板の取付工事接着剤『ＭＰＸ‐１』とフィニッシュネイルで施工 
    b) 機械部門からの依頼 
    ・ドームふじの野外遠征のために PB300 の内装工事ベット/棚などを施工 
    C) 生物部門からの依頼 
    ・湖沼調査に使うボートの足元にひく板を作成 
 
   7） 8 月  
    a) 基本観測棟内装工事 
    ・珪酸カルシウム板の取付工事接着剤『ＭＰＸ‐１』とフィニッシュネイルで施工 
    ・倉庫１ビニル床タイル施工 
    ・倉庫１巾木施工 
    b) 農協からの依頼 
    ・野菜を育てる台を作成 
    C) 木製 2t 橇を修理 
    ・野外で壊れたレスキュー橇を修理 
    d) 野外 S16／S17 
    ・S16 での橇の引き出しで壊れ、昭和基地へ 2 台持ち帰り 




   8） 9 月 
    a) 基本観測棟内装工事 
    ・珪酸カルシウム板の取付工事接着剤『ＭＰＸ‐１』とフィニッシュネイルで施工 
    b) 機械カブース改装 
    ・ドーム旅行に使う為、機械カブースを改装した【風呂/棚 2 台/トイレ/ドラム缶置き/発電機 2 台置き】 
    C) 機械モジュール棚施工 
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    ・機械モジュール棚 2 つ設置 
    d) 木製 2t 橇を修理 
    ・野外で壊れたレスキュー橇を修理 
    e) 野外支援 
    ・生物隊員の支援でスカルブスネスへ湖沼調査に行った。 
 
   9） 10 月 
    a) 基本観測棟内装工事 
    ・珪酸カルシウム板の取付工事接着剤『ＭＰＸ‐１』とフィニッシュネイルで施工 
    ・機械室ビニル床タイル施工 
    ・機械室巾木施工 
    b) PB300 改装 
    ・ドーム旅行で一人が PB300 のキャビンに就寝する計画となっているため、簡易式の折り畳みベッドを
作成した。座席の下に納まるサイズの工具箱を作成した。 
    ・PB300 のバックモニターの上に給油用の BOX を作った 




   10） 11 月 
    a) 気象棟パラボラアンテナ解体工事 
    ・基本観測棟外部階段と緩衝するため解体 
    ・解体後、外部手摺が無くなった為新しく手摺を施工 
    b) 基本観測棟の足場組立工事 
    ・去年と違い今年は 5 段の足場組立 
    C) 基本観測棟部材コンテナ出し 
    ・コンテナヤードから気象棟と居住棟の間に資材置きにした 
    d) 生物部門からの依頼 
    ・野鳥の研究する際に使用する台を施工 
    e) 緑橇【ドラム缶用】修理 
    ・野外で壊れたレスキュー橇を修理 





   11） 12 月 
    a) 基本観測棟の足場組立工事 
    ・去年と違い今年は 5 段の足場組立 
    b) 基本観測棟の組立工事 
    ・オペ 1 名/玉掛け 1 名/大工 3 名で組立工事 
    ・2 階の柱/梁二日、外部/内部パネル二日、3 階床ひき一日、3 階床防水工事一日 
     ガルバリウム鋼板貼/ガスケット三日、屋根パネル一日、屋根防水工事 
    C) 基本観測棟外部階段 
    ・11 倉庫跡地から外部階取出し、気象棟と居住棟の間に資材置きにした 
    d) 通信隊員からの依頼 
    ・食堂～非常階段にケーブル穴を追加、食堂～非常階段間にイリジウム OP 用のケーブル穴を開けてほし
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いという依頼を受けたため、穴あけ工事をした。 
    e) 輸送準備・優先空輸・氷上輸送 
・持ち帰り物資の集荷・集積を行った。コンテナヤードのコンテナの並び替え・整備を行った。優先空
輸・氷上輸送では 59 次隊の物資受け入れを行った。 
 
   12） 1 月 
    a) 倉庫棟修繕工事 
    ・ブリザードで破損し、仮に直した所を解体し、新たにパネルを張り付けた 
    b) 基本観測棟足場解体 
    ・11 倉庫跡地に集積 
    C) 基本観測棟内装工事 
    ・1 階風除室に全天シート/重歩行防滑性シート施工 
・2 階トイレ/工作室スタッドを組み断熱材を入れて 5 ㎜の合板貼付 
    ・2 階捨て合板貼付 
    ・外部階段基礎/ウッドデッキ施工 
    ・1 階階段室/生物/夏期研究室タイルカーペット施工  
    d) 氷上輸送・本格空輸・持ち帰り空輸 











4.8.2 木製橇・カブースの修理【SCS_09】                                              岡本 裕司 
1） 概要・経過 
11 月に予定されていたドーム旅行に備えて、燃料を積むための枠橇（30 台）、ゴミ持ち帰り用の枠橇（1
台）、レスキュー橇として使用するための枠橇（2 台）、合計 33 台の枠橇を 9 月上旬までに用意するように
指示を受けた。 
7 月に見晴らし岩に置いてある枠橇の状況調査を行ったところ、14 台の枠橇があり、そのうち 7 台が破
損していて修理が必要だった。 
8 月 21 日から 8 月 27 日までに行われた S16 での複合オペレーションで 22 台の枠橇を昭和基地に持ち帰
り、調査したところ、3 台が破損していて修理が必要だった。 
見晴らし岩に置いてあった枠橇と S16 に置いてあった枠橇を合計しても 26 台で 1 台足りなかったため、










2 月 見晴らし岩での橇の引き出し、2t 枠橇の数量確認、破損状況調査 
3 月 2t 枠橇修理（3 台）、レスキュー橇作成(1 台) 
8 月 2t 枠橇修理（3 台）、S16 での橇の引き出し及び昭和基地への持ち帰り、修理 
9 月 機械モジュール橇改装（1 台）、枠無橇に枠を取り付け（1 台）、食料橇の幌補修（1 台）、2t 枠橇
修理、 







4.9 装備・野外観測支援【SEQ】  


































6 月下旬までに在庫数調査、棚整理を実施し、調達参考意見として南極観測センター及び 59 次野外観測
支援隊員に報告した。 
標識用の旗竿は、手空き隊員の支援も得ながら随時作成し、自然エネルギー棟 2 階に保管した。 





野外に出掛ける際に、雪上車に 1 セットずつ搭載して非常時に対応できるようにした。 
b） レスキュー隊用レスキューセット（ザック入り 1人用×4セット） 
レスキュー体制が発動された時に、レスキュー隊員が担いで持ち出せるように準備した。  
c） 非常食A、B、C（4人×3泊4日×3セット） 
野外に出掛ける際に、雪上車にレスキュー装備 A、B、C とセットで持参するようにした。非常 
時に対応できるようにした。 
D） レスキュー用 GPS、ルート図 
レスキュー隊が組織される際はまず通信室に集合することから、レスキュー用のハンディ GPS、 















×5 食×4 人／2 泊 3 日分） 
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ックル大 1・中 4・小 2、ワイヤ
ー2 本、ソフトカーロープ、スリ
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どれか 1 箱（A セット優先）持ち
出す。 
レスキューザック   
A～D 
A～D のどれか１ザック（A 優先）







ゾンデ棒   
斉藤  
佐藤 
防 C 5 
赤旗   
斉藤  
佐藤 
防 C 10 
毛布 1 枚、シュラフ 
レスキュー装備棚より左記の物
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5） 59 次先遣隊・ドーム旅行隊装備準備 
59 次先遣隊によるドーム旅行（11 月 8 日出発）については、59 次先遣隊出発前から密に連絡を取り合
い、昭和基地側で準備する装備を整えた。食料・通信・装備など具体的な準備は 58 次伊藤隊員を中心に進
め、必要な部分は全員作業を実施した。（5.5 第 59 次内陸旅行準備参照） 
 







2月24日 荒金ダム ポンプ場所調査支援 
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2月26日 陸上生物 アザラシ調査のためのルート工作 
3月 1日 アザラシ調査のためのルート工作 
3月 3日 アザラシ調査のためのルート工作 







4月 6日 雪尺観測場所選定作業支援／気象 
4月 7日 西オングル大池調査支援／生物 
4月13日 西オングル島テレメトリーサイト保守作業支援／宙空 
4月24日 アザラシ捕獲・データロガー取付支援／生物 














8月 1日 ルート工作（西オングルルート） 
8月 3日 ルート工作（とっつきルート） 
8月 4日 ルート工作（とっつきルート） 
8月 7日 ルート工作（とっつきルート） 












9月 3日 ルート工作（ラングホブデルート） 
9月 4日 ルート工作（ラングホブデルート） 
9月 7日 ルート工作（ラングホブデルート） 
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9月10日 ルート工作（ラングホブデルート） 










10月 1日 アザラシ調査支援／ルート工作（弁天島ルート） 
10月 2日 アザラシ調査支援（オングルカルベン／アザラシ捕獲／データロガー取付） 
10月 3日 アザラシ調査支援（オングルカルベン／アザラシ捕獲／データロガー取付） 
10月 4日 福島隊員慰霊旅行安全管理／アザラシ調査支援（オングルカルベン） 
10月 5日 ルート方位表・ルート図作成／GPSデータ整理 
10月 6日 アザラシ調査支援（オングルカルベン・弁天島） 
10月 7日 アザラシ調査支援（オングルカルベン／アザラシ再捕獲／データロガー回収） 
















11月 1日 DROMLAN対応（先遣隊物資受け入れ／燃料給油） 
11月 2日 アザラシ調査支援（オングルカルベン） 
11月 3日 昭和滑走路整備／滑走路燃料デポ／とっつき岬上陸ルート安全調査 
11月 3日 DROMLAN対応（59次先遣隊到着／燃料給油） 
11月 5日 ルート工作（とっつき岬上陸ポイント再設定） 
11月 6日 ドーム旅行隊ルートデータGPS入力作業 
11月 7日 59次先遣隊昭和基地内案内／ライフロープ設置場所引継ぎ 
11月 7日 ルート図・ルート方位表作成／GPSデータ整理 
11月 8日 ドーム旅行隊とっつき岬送り／昭和滑走路に燃料デポ 















12月 2日 ペンギンセンサス（抱卵期／ルンパ）支援 
12月 7日 昭和滑走路整備（非常時用）／燃料橇回収 













1 月 22 日～27 日 ラングホブデ氷河掘削および撤収（59 次氷河チーム／5 泊 6 日）支援 
2） 野外オペレーションスケジュール調整 












また国内から送られてきたルートの座標情報から、旅行中に GPS 機能のある iPad で GMapTools というア
プリ上にルートと現在地を表示出来るように KML ファイルを作成し、ドーム隊に同行する 58 次伊藤隊員に
託した。また先遣隊が来てからは、先遣隊隊員の GPS にドームまでのルートデータを入力した。 
 
4.9.3 安全教育・訓練【SEQ_04】                            土屋 達郎 
1） 緊急時対策 
















1 3/6 行動 野外安全行動訓練
島内行動訓練（全員を 3 班に分けて） 

























































































































58 次越冬隊レスキュー指針の下、野外行動時の非常事態に備えて、表Ⅲ.4.9.3-2 「JARE58 レスキュー
訓練カリキュラム」のとおり、レスキュー要員向けと一般隊員向けにレスキュー訓練を実施した。全 6 回
の訓練をして事故に備えた。 
5 月 3 日 第 1 回レスキュー訓練【基礎編】第 1 班 
5 月 4 日 第 2 回レスキュー訓練【基礎編】第 2 班 
5 月 8 日 第 3 回レスキュー訓練【上級編】 
5 月 15 日 第 4 回レスキュー訓練【引上げ】 
5 月 25 日 第 5 回レスキュー訓練【ストレッチャー引上げ】 
10 月 16 日 第 6 回レスキューュー訓練【総合想定訓練】 
 
表Ⅲ.4.9.3-2  JARE58 レスキュー訓練カリキュラム 
  項目 内容 参加者 
第 1 回   
第 2 回    
レスキュー  
訓練   
【基礎編】 
    
①5 月 3 日  
②5 月 4 日 
13:00～
16:00 


























支点の  ｱｲｽｽｸﾘｭｰ/ｽﾉｰﾊﾞｰ/の利用・ロープ固定 
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5 月 15 日 
懸垂下降 ムンターヒッチ、エイト環・グリグリ利用 
レスキュー
































































変更を実施した。作業工作棟へのライフロープは当初 57 次隊を踏襲し新汚水配管沿いだったが、58 次隊
では頻繁に汚水処理のワッチを行う環境保全隊員の利便性を考え、防 C から作業工作等への途中に空きド
ラム缶を配置して中間支点とし、最短距離で移動できるようにライフロープを設置した。 







ては、2 月中に整備し積雪とともに標識旗の立て直しを行った。10 月中旬からの本格所除雪に備え、2 月、
3 月に東オングル島内道路の標識旗及びドラム缶整備を行なった。また本格除雪終盤の 12 月中旬に、再度






4.10.1 国内連携業務（越冬期間）【SM_03】                                                 永木 毅 
1） 報告 
 毎月、公式通信として月例報告、公用連絡として支援連絡会用資料をメールにて送信した。また、調達
参考意見や各種報告等も公用連絡として送付し、極地研人事異動通知や 57 次隊、58 次夏隊、59 次隊の動
向、支援連絡会議事録等を受信した。 
公式通信：17 件送信、36 件受信 
公用連絡：92 件送信、29 件受信 
 














11 月 26 日アイスオペ実施。中段ボール×50、小段ボール×100 完成、リーファーコンテナに梱包。 
12 月 3 日アイスオペ実施。中段ボール×60、リーファーコンテナに梱包。 
  12 月 10 日アイスオペ実施。中段ボール×40、小段ボール×48、リーファーコンテナに梱包。 
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表Ⅲ.4.10.4-1 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」記事 
1 越冬交代式 岡田 
2 越冬成立式 岡田 
3 昭和基地の食事風景 水野 
4 南極安全講習～野外安全行動訓練～ 重岡 
5 とある当直の一日 小野 
6 オーロラ爆発！ 森 
7 観測隊員の休日 梅澤 
8 南極安全講習～ルート工作訓練・運転技能講習～ 吉川 
9 夜がはじまるところ 高村 
10 新女性エリア Open! 中元 
11 グリーンフラッシュ 岩男 
12 8J1RL 江尻 
13 ドローンで見た昭和基地 橋本 
14 西オングル大池へ GO 田邊 
15 野外レスキュー訓練 國分 
16 気象記念日と電波の日 鈴木 
17 極夜と除雪 伊藤 
18 南極、極夜の生活と観測 佐藤 
19 ミッドウィンター 鎌松 
20 筋トレ！ 齋藤 
21 ブリザードと雪上車 武井 
22 手術と極夜明け 中西 
23 ルート工作 江口 
24 アンテナ島ブリ後点検 藤原 
25 レーション（野外行動食）作り 青堀 
26 貴重なフレッシュ野菜 内村 
27 家族懇談会 大江 
28 後方支援 葛西 
29 歯科治療 服部 
30 内陸旅行準備 柴田 
31 基本観測棟… 岡本 
32 南方ルート 土屋 
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33 春の昭和基地周辺 永木 
34 福島隊員慰霊祭 笹栗 
35 衆議院選挙実施！ 水野 
36 レスキュー総合訓練 重岡 
37 昭和基地にコウテイペンギンがｷﾀ━━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━━!! 小野 
38 59 次先遣隊到着！ 森 
39 アデリーペンギンの調査 梅澤 
40 氷山流しそうめん 江尻 
41 59 次隊到着・しらせ接岸 橋本 
42 2018 年に突入 鈴木 








取材依頼元 名称 内容 取材日 対応者 




動画 3 月 12 日 藤原、國分等 







原稿依頼元 名称 送付月、期間 執筆者 
㈱小学館 「サライ.jp」 2 月～1 月 青堀 
河北新報 2 月～1 月 大江 
ミヤギテレビ 2 月～1 月 大江 
信濃毎日 3 月～1 月 青堀 
岩手日報 4 月～1 月 内村 
新潟日報 5 月 14 日 鈴木 
中日新聞 6 月～1 月 土屋 
株式会社誠文
堂新光社 
子供の科学 3 月～1 月 
岡田（3 月）、橋本（4 月）、水野（5 月）、佐藤（6、7 月）、
土屋（8 月）、永木（9 月）、内村（10 月）、 
田邊・國分（11 月）、高村・中元（12 月）、服部（1 月）
 






人）、外カメ（柴田、中元の内 1 人）、外アシスタント（2 人）、外照明（2 人）、出演（3～5 人）の計





表Ⅲ.4.10.4-4 TV 会議システムを用いた情報発信（南極教室等）の実施一覧 


























9:00 10:00 担当：國分 
4 3 月 
簡易版南極
中継 





南極・北極科学館 9:00 9:30 担当：永木他 
12 金 南極教室 八千代市立新木戸小学校 9:00 9:55 担当：笹栗 




葛飾区立二上小学校 8:25 9:10 担当：岡田 





学童保育ささのはクラブ 10:30 11:25 担当：國分 
9 金 南極教室 東京学芸大学付属小金井小学校 9:00 10:00 担当：田邊 










岩手町立一方井中学校 9:00 9:50 担当：内村 
7 




元城小学校 8:30 9:25 担当：中元 
12 水 南極教室 筑紫高校 8:50 9:45 担当：青堀 
14 金 南極教室 伴中学校 8:55 9:45 担当：中元 
19 水 南極教室 東京学芸大学付属国際中等教育学校 8:55 9:45 担当：鈴木 
26 水 南極教室 京都府立桃山高校 9:00 10:04 担当：江尻 
8 




九州大学ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 6:30 7:00 担当：中元 
18 金 南極中継 南極・北極科学館ライブトーク 9:00 9:00 担当：鎌松 






KDDI イベント 8:20 8:50 担当：大江 




苫小牧市立拓進小学校 9:00 9:45 担当：佐藤 
9 












極地研究所（生田隊員の生徒） 10:30 11:00 担当：江尻 
14 木 南極教室 芦屋市立浜風小学校 9:00 9:45 担当：鎌松 
21 木 南極教室 光明台南小学校 8:45 9:30 担当：柴田 





















けいはんな情報通信フェア 9:00 9:55 
担当：岡田、田
邊、國分 
11 19 日 南極中継 
南極北極ジュニアフォーラム（極地
研・大会議室） 
9:00 10:15 担当：高村 
12 11 日 
簡易版南極
教室 




された数を無事終えることができた。1 週間に 2 コマ南極教室が入るとリハーサル、接続試験も含めてそ
の週はほぼ拘束されてしまうことになるので、出来る限り避けることが望ましい。Face time による簡易
版南極教室は ipad の低温対策が取れれば、南極教室とほぼ同じ内容が行えるので今後こちらに移行してい
くことが望ましいと思われる。また、59 次の南極授業の日程が全て 2 月であったことから引継ぎが十分に
は行えなかった。他の夏オペや越冬隊員残留依頼にも関わるので、少なくとも TV 会議システムで行う南極
授業の 1 回は 1 月の前次越冬隊がいる間に本番をやっておくべきだと感じた。 
 
4.10.5 輸送（持帰り）【STR_05】                                                           永木 毅 
1） 概要 
 58 次越冬物資を国内に持帰る。持帰り物資調査を行い 59 次復路の「しらせ」ハッチプランと合わせて、










備として 12ft コンテナ用橇に 12ft タンクコンテナ×3 基（1 基は南軽 7kL、他は空）、12ft リーファーコ
ンテナ×3 基（全て空）を載せ海氷にデポした。 
 3 月、59 次内陸旅行物資（12ft コンテナ 2 基分）を 20ft リーマン橇に積み付けた。 
6 月、第一回持帰り物資調査を行い（リスト提出 1 日）、飛行科研修用持帰り物資資料として 15 日国内
送付した。 
8 月、第 2 回持ち帰り物資調査を実施（1 日）。 
 9 月、五者連用越冬持帰り物資資料作成・送付（28 日）。「しらせ」接岸点の 1 回目の調査を行い、①多
年氷と乱氷帯の堺、乱氷帯と一年氷の堺を GPS で記録（9 月 5 日）、②多年氷 1 点、乱氷帯 2 点、58 次接岸
点周辺 2 点の氷厚測定（9 月 24 日）、を 59 次隊へ送付した。 
 10 月、本格除雪開始。10 月上旬に氷上輸送用ステージへ雪を足した。下旬には管理棟からコンテナヤー
ドまでの道が開通。 
11 月、上旬に基本観測棟部材が入った 12ftD×25 基が空になり、持帰り梱包を開始する。機械（pansy
発電機）×2 コンテナ完了。コンテナヤード及び氷上輸送用ステージ整備。 
12 月、持帰り廃棄物のリターナブルパレットを 12ftD へ梱包。輸送用陸路除雪・氷上偵察・氷上ルート




 12 月 23 日、「しらせ」は昭和基地に接岸した。接岸地点は多年氷であったが、周囲の氷に多数クラック
が走り、雪上車が「しらせ」クレーンの旋回半径内に近づけなかった。そのため、接岸位置からは貨油輸
送のみ行い、その後位置を変えて氷上輸送を行うことになった。23 日夕方から「しらせ」からの送油が始
まり、25 日 06:00 に 59 次持込分のバルク燃料を全て基地タンクへ送ることが出来た。 
 
 









必要だった 12ftD 内の倉庫棟壁部材（コンテナ 1 基分）のみ、飛行甲板で開梱し、26 日の氷上輸送で昭和




雪上車：PB100（運転手 58）、SM652（運転手 58）、SM653（運転手 58）、 
PB300（運転手 59、2H から搬出後に輸送で使用） 
コンテナヤード： 
35t ラフテレーンクレーン（オペ 58）、玉掛（58×2 人、59×2 人）、 
大型フォークリフト（オペ 58、誘導 58） 
管理棟側（12ftR、風発部材の荷降ろし）： 
コンテナトラック 2 台（運転手 58×2 人）、大型フォークリフト（オペ 58、誘導 58） 
 
 ＜経過（オモテ側の氷上輸送）＞ 
12 月 25 日 氷上輸送 1 
12 月 26 日 氷上輸送 2、持帰り氷上輸送 1 
持帰り物資内容：廃棄物（木箱×5、FR コンテナ×1）、SM413、スノーモービル×2 




図Ⅲ.4.10.5-2 59 次氷上輸送前半 
 
 28 日の日中に「しらせ」が移動、1 番クレーンで荷降ろしを行っていた場所に、今度は 3 番クレーンの
旋回半径が入るよう停留し直した。持込氷上輸送は 12 月 30 日の朝までに、全ての物資を昭和へ運ぶこと
ができた。正月休みを挟んで持帰り氷上輸送を 2 日行う予定としていたが、2 日夕から 4 日朝まで悪天が
続き輸送を行うことが出来なかった。この影響で、持帰り氷上輸送を 1 日で行うこととなり、持帰り予定




12 月 28 日 氷上輸送 3 
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12 月 29 日 氷上輸送 4 
1 月 4 日  持帰り氷上輸送 3 
持帰り物資内容：12ftD×37 基（内一般物資 D×4 基）、12ftR×7 基（内一般物資 R×5 基）、 
HH×2 基、FR×1 基、第 2 観測室冷凍・冷蔵物資 
 
＜持帰り氷上輸送実績＞ 
271,015kg（内訳：廃棄物 204,400kg、一般物資 66,615kg） 
 
 
図Ⅲ.4.10.5-3 59 氷上輸送後半 
 
【問題点・課題】 







わらせておかなければならなくなり、より効率的に行う必要が出てくる。今回 59 次先遣隊が 11 月頭から
昭和へ入り、除雪やコンテナ開梱作業を進めてくれたおかげで越冬隊の輸送としてはかなり助かった。輸







 優先空輸 3 日、一般物資空輸 4 日で 59 次持込が全量終了し、持帰り空輸 3 日と持帰りの最終空輸として




車両 ：フォアード×2（運転手 58×2 人）、エルフロング×2（運転手 58、59） 
2 夏前（ドラパレ）・1 車庫（野外観測物資）荷降ろし： 
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大型フォークリフト（オペ 58、誘導 58）、バラ物資の手降ろし（59 複数名） 
1 夏前（スチコン）：ユニック（59×3 人） 
居住棟間（スチコン）：16t ラフテレーンクレーン（オペ 58）、玉掛（58×2 人） 
 
＜経過＞ 
12 月 20 日（CH91）第一便、優先物資空輸 9 便 
12 月 21 日（CH91）優先物資空輸 20 便 
12 月 22 日（CH91）優先物資空輸 2 便、一般物資空輸 6 便 
 
1 月 6 日（CH91）一般物資空輸 27 便 
1 月 7 日（CH91）一般物資空輸 30 便 
1 月 8 日（CH91）一般物資空輸 23 便 
1 月 9 日（CH91）一般物資空輸 7 便 
 
1 月 11 日（CH91）持帰り空輸 27 便 
1 月 12 日（CH91）持帰り空輸 32 便（含む空リキッドコンテナ 30 基） 
1 月 13 日（CH92）持帰り空輸 7 便 
 
2 月 7 日（CH91）持帰り最終空輸 1 便 
2 月 10 日（CH91）持帰り最終空輸 7 便 
2 月 11 日（CH91）持帰り最終空輸 6 便 
 
＜持帰り空輸実績（58 物資のみ）＞ 













5.1 積雪監視【SM_06】                          岡田  雅樹  
基地内 13 か所において 18 方向の写真撮影を行い、越冬期間中の積雪およびドリフトの状況を記録すること
が目的である。今次隊では以下の日付に撮影を行った。 





5.2 通常除雪【SM_09】                          伊藤 太市 




























ブリザードの様子を比べると B 級ブリザード 1 回で発電棟、海氷側の燃料配管が埋まっていた状況が大幅に改










5.3 本格除雪【SM_10】                          伊藤 太市 
59 次隊受け入れ、先遣隊受け入れに向けて、10 月 20 日から 2 名～4 名で本格除雪を開始した。 
a) 幹線道路 




























基地主要部の水道は、自然エネルギー棟から 100kℓ水槽にかけてのラインを確保するように努めた。第 1 ダ




















5.4.1 昭和滑走路                                                                  土屋 達郎 
当初はアクセスのしやすさを考え、例年通り岩島の東のオングル海峡上に滑走路候補地を模索した。しか
し 58 次では夏期間中にオングル海峡は開放水面となっており結氷開始が 6 月であったためにまだ氷が成長
しておらず、氷厚が DROMLAN 滑走路の基準である 1ｍに満たなかったため、オングル海峡は断念することに
した。 
新たな候補地を選定する必要があったが、予てよりとっつきルートの TK30 付近が多年氷上のため氷厚が





R/W09 と R/W27（GPS 計測磁方位 093°） 
滑走路総延長 1,000m 幅 40m  
給油ポイントをアプローチ側 R/W エンド（アプローチ方向右側）に 200m 離して設置 
滑走路 4 隅の座標は、  
A：68°57'39.67"S  39°36'00.22"E   
B：68°57'16.19"S  39°37'01.98"E  
C：68°57'15.28"S  39°36'59.43"E  
D：68°57'38.82"S  39°35'57.36"E  
昭和基地より雪上車で約 30 分と多少時間がかかるのが難点であった。 
昭和滑走路の位置を図Ⅲ.5.4.1-1 に、昭和滑走路のドローン画像を写真Ⅲ.5.4.1-1 に、昭和滑走路に















写真Ⅲ.5.4.1-2 昭和滑走路に DROMLAN の 1 便目が着陸（11 月 1 日） 
 
 
写真Ⅲ.5.4.1-3 先遣隊到着と燃料給油（11 月 3 日） 
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 滑走路整備はまず伊藤隊員により 10 月 9 日に 1 日かけて力のあるピステン PB300 でベースづくりとして
雪面を粗削りし、その後 10 月 24 日にピステン PB100 にて仕上げとしてミルかけを行った。このミルかけを
行うことにより雪面を固く引き締める効果があった。 
その後も、DROMLAN のバスラー機が着陸後タキシングする時に尾輪を引きずりながら走るので、どうして
も掘り返してしまう為、その度ごとに SM65 などで均す必要があった。この際にはミルかけは行わなかった。 
昭和滑走路には DROMLAN のバスラー機は計 4 回着陸した。1 便目は物資のみ、2 便目は先遣隊の昭和入り、
3 便目はロシア隊の給油、4 便目はインド隊の給油であった。毎回遠路はるばるやってきたクルーや乗客達
に熱いドリップコーヒーや大福などでおもてなしをして日本人の心意気を見せた。 







れを撒いて 1 本にまとめる撤収作業を行った。端から端まで 1,000ｍあるのでかなりな手間であったが、こ





































































11/11 昭和滑走路整備 土屋 斎藤 
SM652、SM414、スノーモ
ービル 
















土屋 齋藤 SM652、SM601 
11/27 昭和滑走路整備 土屋 佐藤、葛西 
SM652、スノーモービル、
2t 橇 
12/3 滑走路燃料缶回収 佐藤 葛西 SM653 
12/4 滑走路燃料缶デポ 斎藤 森 SM653 
12/7 滑走路燃料缶回収 土屋 岡田 SM652 
 
5.4.2 S17滑走路                                                                      土屋 達郎 
S17 滑走路の測量と整備は、11 月 8 日から 13 日にかけて、ドーム旅行隊出発と一緒にドーム旅行出発準
備支援隊として S16/17 に上がった永木隊員を中心として行われた。 
DROMLAN の 5 便目以降は S17 滑走路が使用された。ドーム隊出発以降は 59 次隊の平沢隊員を中心に整備が
なされた。 
【S17 滑走路】 
R/W11 と R/W29（磁方位 114°） 
滑走路総延長 1,000m 幅 50m 
座標 A：69°01'34.53"S 40°05'35.42"E 
   B：69°01’20.40”S 40°06’57.84”E 
   C：69°01’18.88”S 40°06’56.22”E 
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   D：69°01’33.12”S 40°05’33.24”E 
S17 滑走路位置図を図Ⅲ.5.4.2-1 に、Ｓ１７滑走路の俯瞰写真と雪面状況を写真Ⅲ.5.4.2-1 に示す。 
 
 
図Ⅲ.5.4.2-1 S17 滑走路位置図 
 
 
写真Ⅲ.5.4.2-1 S17 滑走路俯瞰写真と雪面状況写真 
 
5.5 第 59 次内陸旅行準備【SM_12】 
第 59 次内陸旅行準備の一環として、当初みずほ基地あるいは中継拠点までの燃料デポ旅行を実施する可能 
性を検討したが、海氷状況、時間的な制約および実施の重要度等を総合的に検討した結果、事前の内陸旅行は
実施しないこととした。以下においては、第 59 次先遣隊のドーム旅行隊向けの準備実施内容について記載する。 
 















ピラミッド型テント P テン 4 人用 6 2  2
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マット（P テント用） 70×210cm 三つ折り 20 6  6
寝袋 羽毛シュラフ・マット 17 11 - -
洗車ブラシ 柄付きブラシ 3 5 5 
▶炊事用品 
カセットコンロ 耐寒仕様 13 8 8 
ボンベ ノーマルガス 250ｇ×3 本×日数 274 400 384 16
コンロ台 ベニヤ板 300×450×12mm 0 2 2 
ライター（チャッカマ
ン） 
  186 10 10 
マッチ     10 10 耐風マッチ 10
スプレー消火器     8 8 
収納コンテナ 容量 36 リットル 0 3  必要数
灯油コンロ（1 連） マナスル 126 20 2  2
コンロ修理セット   多数 1  1
灯油 2 リットル×必要日数 0 42ℓ  60
灯油用ポリタンク 3 リットル 1 1  1
灯油用携行缶 20 リットル、ジープ缶 1 3 2 1
灯油用ポンプ   2 1  1
灯油用ジョウゴ   10 1  1
メタ（スイスメタ） 2/3 箱（10TAB 入り）×日数 418 60  60
エスビット 4g×20 個入   30 
▶調理用品 
圧力鍋 4.5ℓ 5 4  4
フライパン テフロン アルミ 26cm   2 2 
コッヘル モリタコッヘル LL やかん付 10 3  3
包丁 牛刀 21cm 13 4 4 
まな板 プラ 37×21cm 8 3 3  
メジャーカップ ステンレス、1ℓ 9 2 2 
菜箸 30cm 5 4 4 
フライがえし   18 3  3
しゃもじ 8 号 プラ  15 3 3 
レードル or お玉 180cc or φ95 18 3  3
穴あきお玉     2  1
缶切   11 3 3 
ポリタン 20ℓ 17 9 9 
飲料水用ポンプ   7 5 4 1
魔法瓶 1.8ℓ 6 7 7 
角バット 小サイズ 6 2 2 
ボール ステンレス 27cm 6 3 2 1
ざる   0 3 2 1
サランラップ 30cm 0 5 5 
たわし スチールたわし or 亀の子たわし 31 3  3
収納コンテナ 容量 36 リットル 0 4  必要数
クーラーボックス 容量 20ℓ 3 4 4 
トング   0 3 3 
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キッチンペーバー 1/2 巻×日数 0  68 
やかん 大サイズ 3 2 2 
ジップロック(大) フリーザーパック 30 枚入り 5 30 2 
ジップロック(中) フリーザーパック 45 枚入り 7 30 2 
アルミホイル   3 3 3 
リードペーパー   0 20  -
もち網   4 2 2 
ジップロックコンテナ   29 20  20
パーティー皿     2 2 
▶環境保全用品 
トイレットペーパー 1/2 巻×日数 22 176 176 
ゴミ用ポリ袋 1/2 袋×日数 0 140  140
ペール缶トイレ（基本
セット） 
  6 7 7 
 
   
内袋 － 100 100  
外袋   210 100 100 
結束バンド     100 100 
バイオジェル   130 0  
エチケットペーパー   0 1080 1100 
ペール缶トイレテント   4 5 5 
半透明ビニール袋 45L 1500 300 300 
半透明ビニール袋 70L 500 300 300 
タイコン 200 L 175 120 120 
便座シートカバー   67 10 0 
個人装備食器セット           
食器類収納袋 ナイロン小物袋 多数 11 - 10
食器 アルミ食器・プラ食器 31 11 - 10
スプーン・フォーク   多数 11 - 10
ナイフ     11 - 10
箸   多数 13 - 10
▶日用品 
裁縫セット   3 3 3 












細引きナイロンロープ φ3mm×20m 150ｍ 3 3 
強力ライト 単 1×6 個→調達は単 3 のものを 2 5 5 
ウエットティッシュ   10 48 48 
ウエットタオル 60 枚入り 66 48 48 
造水バケツ トスロン密閉型 20L 6 8 8 
敷布団   0 12  10
掛布団   0 12  10
枕   0 12  10
▶野外行動用品 
双眼鏡   3 5 5 
ハンドベアリングコン
パス 
新型 SILVA 70UN 5 5 5 
スコップ 剣先 0 7 7 
スコップ 角先 0 7 7 
ゾンデ棒   13 2  -





3 2  2
ナンセンそり S17 にあり 2 2  2
プラスチックそり   4 4  4
シノ棒   12 11 11 
スノーソー ＪＡＲＥ51Ｎｏ．2 4 1 1 
竹竿 2.5m 80 500 500 
赤旗   500 450 450 
ビニールテープ 20m 巻き 137 18 18 
マジックインキ 黒  0 10 各自で用意 
コア輸送用古布団     32  32
救急箱   0  1
皮膚洗浄スプレー スキナクレン、1/10 本×日数 69 10  10
気象観測用品           
簡易気象観測器 ケストレル 4000、4500 等 1 2 2 
気象野帳 30～60 日分（240 回分） 15 4 4 
▶個人非常用装備 
ライフミラー   11 11  9
メタ缶   17 11  9
マッチ ウィンドプルーフ 2 個入り 多数 11  9
小型アルミ飯盒   10 11  9
収納袋 ナイロン小物袋 多数 11  9
▶登山用品 
ピッケル   29 2 2 
スノーバー 65cm 2 2 2 
EPI コンロ 分離型 2 4 4 
EPI ガス 大サイズ 96 8 12 
ライフロープ 50m 8 4 2 2
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クライミングロープ 9mm×50m 14 5 1 200m1 ロール
アイスハンマー   4 1 2 
プーリー ペツルプーリー 2 2 2 
ブレーキ付プーリー ペツルプロトラクション   2 
ユマール 左右 23 1 2 
補助ロープ 6mm×50ｍ 200ｍ 1  1
エイト環   7 2 2 
ハーネス   15 2 4 
安全環付カラビナ   21 11 12 
カラビナ   0 11 10 
スリング 長 0 4  -
スリング 120cm 5 4 4 
スリング 短 5 4  
プルージック     4 
携帯用酸素セット スポーツ酸素 D 9 3  
スクリュー   33 4 2 2
収納コンテナ   0 1 2 
▶旅行予備個人装備 
羽毛服（上下） 
ザンター新品上 20 下 22、中古上 20
下 22 
20 2  2
目出棒   10 2  2
















montbell ウールアルパイン  M 8  
montbell ウールアルパイン  L 9  
靴下 
montbell ウールエクスペディショ
ン  M 
0  
montbell ウールエクスペディショ
ン  L 
11  
ヤッケ 





patagonia powder boul PANTS など
（中古） 
   2
ゴーグル   13 2  2
 
6. 委託課題 










7.1 ルート記録                             土屋 達郎 
7.1.1 58次隊ルート工作実績   
野外観測や設営活動に必要なルート工作を実施した。越冬期間中のルート工作に要した日数 68 日、ルー



































見晴らし岩 昭和SS00～M05～MH00 2/23 5/13 2 1.0 8 多年氷／2m以上
とっつき TK28～とっつき岬N00 7/15 8/8 11 12.5 43 多年氷／2m以上
西オングル W02～上陸点W24～陸上W35 8/1 8/10 2 4.3 33 多年氷／1.5m以上
S16/S17AP とっつき岬N00～S17AP 8/15 8/23 3 19.9 65 ―
ラングホブデ西回り MJ06～WLルート～L19 10/17 10/17 1 9.7 19 1年氷／70～120㎝
スカルブスネス L61～SV57 9/11 9/23 4 25.7 57 1年氷／100～145㎝
ミクロ岩 M02～TK07 2/23 3/1 2 1.2 10 多年氷／2m以上
中島 M01～W02～TK28～NI07 2/26 3/11 5 6.1 37 多年氷／2m以上
ライギョダマシ M05～M18～ライギョポイント 8/8 8/10 2 2.7 14 M09から1年氷／80～90㎝
オングルガルテン M10～L16～OG03 8/14 8/15 2 8.0 19 1年氷／80～100㎝
ラングホブデ雪鳥沢 L16～L66 8/16 9/10 5 24.8 50 1年氷／85～125㎝
西オングル大池 L04～WOL05 8/17 8/17 1 1.8 5 1年氷／100～150㎝
向岩 M18～M26 8/23 8/23 1 3.0 8 1年氷／65～95㎝
岩島 TK11～I07 8/24 8/24 1 1.8 7 1年氷／90～110㎝
オングルカルベン W19～OK14 8/28 9/24 3 4.6 14 1年氷／85～115㎝
くるみ島 OK09～KR03 8/30 8/30 1 0.7 3 1年氷／85～100㎝
まめ島 OK08～MJルート～BT05 8/30 10/17 4 7.8 16 1年氷／75～95㎝
西オングルテレメトリー OK05～WT05 8/30 8/30 1 0.8 5 1年氷／85㎝
袋浦 L50～FU04 9/18 9/18 1 1.3 4 1年氷／100～120㎝
ハムナ氷瀑 SV04～HM07 9/18 9/18 1 3.3 7 1年氷／110～120㎝
オングル海峡R/W測量① M10～OSA04～OR05 9/22 9/22 1 3.0 9 1年氷／90～100㎝
オングル海峡R/W測量② I03～OSB05 9/22 9/22 1 1.8 5 1年氷／90～150㎝
弁天島 OK14～BT18 9/24 10/1 2 8.4 18 1年氷／70～75㎝
オングルカルベンアザラシ調査A BT01～Seal_OKA03 9/25 9/25 1 0.7 3 1年氷／65～70㎝
オングルカルベンアザラシ調査B BT01～Seal_OKB04 10/8 10/8 1 1.5 4 1年氷／65～80㎝
オングルカルベンアザラシ調査C MJ16～OAH02 10/8 10/8 1 0.6 1 1年氷／85㎝
ルンパ L40～RP18 10/20 10/20 1 9.2 18 1年氷／75～145㎝
シガーレン RP11～SG00 10/20 10/20 1 0.5 1 1年氷／100～115㎝
イットレホブデホルメン L50～YH11 10/22 10/22 1 5.7 11 1年氷／105～120㎝
ひょうたん島 YH10～HT05 10/22 10/22 1 2.6 5 1年氷／80～115㎝
システルフレーセネ L54～SF18 10/22 10/22 1 9.2 18 1年氷／80～115㎝
袋浦ドラム缶回収 FU02～FP03 10/22 10/22 1 1.3 3 1年氷／120～125㎝
小湊 L40～KM07 10/31 10/31 1 3.6 7 1年氷／100～130㎝




































その後重量のある SM65 や SM100S などが進入するようにした。また十分に車間を取り必ず 1 台づつの通過と
した。クレバスは必ず直交して渡ることや、不用意に車外に出ないことなどもその都度注意喚起した。 




8 日の 59 次ドーム旅行隊出発もスムーズに行えた。本ルートは 11 月 28 日～29 日にかけて行われた環境保
全による S16 周辺の放置ドラム缶回収オペレーションまで安定して通行することができた。 
写真Ⅲ.7.1.3-1 にとっつき岬と JARE58 上陸ルート（最終形態）の俯瞰写真を、また写真Ⅲ.7.1.3-2 に氷
山帯の中を通過する JARE58 上陸ルートを、そして図Ⅲ.7.1.3-1 とっつき岬上陸ルート図を示す。 
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 写真Ⅲ.7.1.3-1 とっつき岬（2017 年 1 月 17 日撮影）と JARE58 上陸ルート（最終形態） 
 
 



































写真Ⅲ.7.1.5-1 スノーモービル運搬橇「JARE SEALS」 
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既に氷厚がわかっているルートの完成した部分はこの JARE SEALS にスノーモービルを載せて雪上車で牽
いて行き、ルート末端から先の未踏の部分はスノーモービルを降ろしてルート工作を行うという方法をとっ
た。58 次隊では野外行動中の万が一の事態に対処出来るよう車両は必ず 2 台以上での行動を原則とした。ス
ノーモービルを橇に載せて運ぶ場合はそれで 1 台と見なし、もう 1 台雪上車を同行させることとした。雪上
車が海氷が割れて海に落ちるなどした場合は橇ごと落ちると考えたからである。結果、雪上車 2 台とスノー
モービルを載せた橇 JARE SEALS、その後ろにスノーモービルで牽く黒橇を牽いて行くというのが、58 次隊
のルート工作のスタンダードなスタイルとなった。またこれにより往復の行程は皆が暖かい雪上車に乗って
行けるというおまけも付いて、厳冬期のルート工作がより楽しく効率的に進められることにも繋がった。 
結果的にはガソリンは 6 本では足りず、DROMLAN でドラム缶 2 本のガソリンを持ってきていただいた。そ
のうち 1 本はドーム旅行隊が発電機で使用するのに持って行ったので、58 次隊で使えるガソリンはドラム缶
計 7 本となり、58 次隊だけで 5 本消費して 2 本残った。ただ、59 次隊が夏オペレーション（58 次隊の管轄）









































7.2 野外行動一覧（日帰り）                            土屋 達郎 
日帰りで実施した野外行動を表Ⅲ.7.2-1に示す。 
表Ⅲ.7.2-1 野外行動一覧（日帰り） 
日付 部門 行動名称 目的地・ルート リーダー メンバー 使用車両・移動手段











2/22 生物 西オングル大池湖沼調査 
中の瀬戸～西オ
ングル大池 
























北の浦 土屋 國分、内村 スノーモービル 2 台 





北の浦～中島 土屋 國分、鈴木 スノーモービル 2 台 
3/6 FA 
野外安全行動訓練 東オン















3/8 生物 西オングル大池湖沼調査 西オングル大池 田邊 國分、土屋、柴田 徒歩 
3/9 FA 
野外安全行動訓練 東オン












北の浦～中島 土屋 國分、中西 スノーモービル 2 台 
3/11 地圏 B エリア地震計回収 
B エリア（見晴ら
し方面） 
















































































3/24 地圏 西の浦 GPS 確認 西の浦 中元 高村 徒歩 


















アンテナ島 藤原 鎌松、笹栗 徒歩 


































































4/25 地圏 西の浦 GPS 確認 西の浦 中元 高村 徒歩 



















アンテナ島 藤原   徒歩 
















伊藤 岡本 PB100、SM304 
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5/19 気象 雪尺観測 北の浦 小野 森 徒歩 
5/19 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 中元 柴田、高村 徒歩 
5/24 気象 雪尺観測 北の浦 小野 重岡、高村 徒歩 




5/28 気象 雪尺観測 北の浦 水野 岡田 徒歩 
5/30 地圏 西の浦 GPS 確認 西の浦 中元 高村 徒歩 
6/5 気象 雪尺観測 北の浦 小野 梅澤 徒歩 
6/12 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 中元 高村、葛西 徒歩 
6/12 気象 雪尺観測 北の浦 水野 内村 徒歩 




アンテナ島 藤原   徒歩 




アンテナ島 藤原   徒歩 




アンテナ島 藤原 永木、岡本、武井 クローラークレーン 








アンテナ島 藤原   徒歩 
7/13 気象 雪尺観測 北の浦 小野 服部 徒歩 















土屋 伊藤、國分、田邊 SM304、PB100 
7/17 機械 見晴らしから雪上車の移動 見晴らし 中西 鎌松、武井 SM652 






















































7/24 気象 雪尺観測 北の浦 森 高村 徒歩 























7/31 通信 アンテナ島無線設備点検 アンテナ島 藤原   徒歩 























8/4 機械 見晴らし整備 見晴らし 伊藤 岡本 PB100 










8/7 気象 雪尺観測 北の浦 水野 高村 徒歩 
8/8 FA 
ルート工作（漁協ライギョダ
マシルート）    ※ラン
グホブデルート 
北の浦 土屋 國分、高村、葛西 
SM304、スノーモービ
ル 
8/9 機械 見晴らし橇回収 見晴らし 伊藤 鎌松 PB300 








吉川 鈴木、梅澤 SM302 
8/10 FA 
ルート工作（漁協ライギョダ











アンテナ島 藤原   徒歩 






藤原 水野、齋藤 徒歩 
8/14 FA 
ルート工作（オングルガルテ









8/14 機械 ドーム旅行準備 見晴らし 伊藤 永木 岡本 
PB100 PB300 レス
キュー橇 
8/14 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 















本）、2 トン橇 2 台（南










































昭和～S17 伊藤 高村、岡本、永木 PB100、PB300 




西オングル大池湖沼調査 西オングル大池 田邊 國分、中元 SM414 
8/21 気象 雪尺観測 北の浦 森 服部 徒歩 











8/25 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 中元 高村 徒歩 













8/28 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
重岡 高村 徒歩 




































アンテナ島 藤原   徒歩 
9/5 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 










































9/10 機械 見晴らし整備 見晴らし 伊藤 水野、永木、岡本 PB300、PB100 
9/11 機械 見晴らし整備 見晴らし 伊藤 斎藤 PB300、PB100 
9/11 機械 雪上車回送 見晴らし 中西 佐藤 SM108、SM601 
9/12 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
森 高村 徒歩 




アンテナ島 藤原   徒歩 
9/16 地圏 西の浦 GPS 保守 西の浦 中元 高村 徒歩 
9/17 生活 遠足（岩島、ネスオイヤ登頂） 
岩島、ネスオイ
ヤ 
葛西 佐藤、大江、水野 SM411 
9/18 地圏 向岩 GNSS 観測 向岩 中元 高村、鈴木 SM304、SM411 
9/18 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 















































9/25 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 















































10/2 地圏 オングルガルテン GNSS 観測 
オングルガルテ
ン 






國分 土屋、重岡、服部 SM302、SM415 
10/2 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 











































10/4 機械 SM411 車両回送 見晴らし 中西 武井、斎藤 SM411 



























10/7 地圏 オングルガルテン GNSS 撤収 
オングルガルテ
ン 
中元 笹栗、大江 SM302、SM414 
10/7 気水 見晴らし橇引き出し 
見晴らし橇置き
場 
高村 葛西 SM652 





















10/9 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 































アンテナ島 藤原   徒歩 
10/14 漁協 ライギョダマシ仕掛け設置 
見晴らし岩沖ラ
イギョポイント










西の浦飛散ドラム缶収集 西の浦氷海上 葛西 柴田 クローラクレーン 















10/16 生物 西オングル大池湖沼調査 西オングル大池 田邊 江尻、中元 SM412 
10/16 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 




























國分 田邊、青堀、梅澤 SM304、SM415 












氷山 永木 青堀、岡本 スノーモービル 







10/23 機械 袋浦撤収支援 袋浦 伊藤 大江、中西 PB100、SM302 
10/23 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 















國分 田邊、中元、柴田 SM304、SM414 
















國分 田邊、中元、大江 SM304、SM414 






國分 服部、江口、笹栗 SM304、SM414 
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ル 2 台 
















アンテナ島 藤原   徒歩 
10/30 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
小野 笹栗 徒歩 
















































アンテナ島 藤原   徒歩 























11/6 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
重岡 服部 徒歩 
11/8 漁協 ライギョダマシ釣果確認 
見晴らし沖ライ
ギョポイント 
内村 岡本、鈴木、塩見 スノーモービル 2 台 












































































吉川 柴田 SM302 
11/13 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
梅澤 江口 徒歩 





中元 高村 徒歩 
11/14 FA W04 付近ルート安全確認 
西オングルルー
ト W04 付近 




西の浦海氷上 土屋 青堀 48 ダンプ 
11/15 機械 燃料移送 見晴らし 武井 齋藤 雪上車 1 台 









収／JET A-1 ドラムデポ 
昭和滑走路 土屋 笹栗 
SM652、スノーモービ
ル 








アンテナ島 藤原   徒歩 
11/23 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 






葛西 鈴木、岡本、内村 スノモ×2 
11/24 地圏 西浦 GNSS 保守 西浦 中元 江尻 徒歩 
11/24 FA 海氷状況偵察 
西回りラングル
ート豆島付近 












土屋 梅澤、江尻 39 ダンプ 
















11/27 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
重岡 江尻 徒歩 









國分 青堀、重岡、柴田 スノーモービル 2 台 























12/4 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
水野 高村 徒歩 








まめ島 國分 59 次塩見、鈴木 スノーモービル 2 台 
12/6 地圏 地震計設置 
B エリア（見晴ら
し方面） 








國分 59 次塩見、内村 スノーモービル 2 台 












國分 鎌松、59 次塩見 スノーモービル 2 台 
12/9 地圏 西浦 GNSS 観測装置撤収 西の浦 中元 高村、武井、江口 クローラクレーン 


















北の浦多年氷調査 見晴らしルート 永木 高村、武井 スノーモービル 2 台 
12/11 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
森 青堀 徒歩 
12/11 生物 アザラシ調査 
岩島、とっつき
岬 
國分 59 次塩見、水野 スノーモービル 2 台 
12/11 生物 アザラシ調査 
西オングル島、
中の瀬戸付近 
國分 59 次塩見、葛西 スノーモービル 2 台 















葛西 齋藤 スノーモービル 2 台 
−455−








葛西 齋藤 スノーモービル 2 台 
12/14 生物 ペンギン調査 
西オングル島、
まめ島 
國分 59 次塩見 スノーモービル 2 台 





中元 江尻 徒歩 
12/15 生物 ペンギン調査 
西オングル島、
まめ島 
國分 59 次塩見 スノーモービル 2 台 
12/16 生物 ペンギン調査 
西オングル島、
まめ島 














見晴らしルート 永木 高村、森 
PB100、スノーモービ
ル 
12/17 生物 ペンギン調査 まめ島 國分 59 次塩見 スノーモービル 2 台 











12/18 機械 雪上車回送 見晴らし 中西 武井、佐藤 SM652、SM653、SM412
12/18 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 































風散ドラム缶回収 北の浦 葛西 齋藤 スノーモービル 2 台 
12/25 気象 雪尺観測 
北の浦雪尺観測
場所 
























スノーモービル 2 台 
1/2 機械 雪上車回送 見晴らし 中西 59 次小島 SM303 









アンテナ島 藤原 59 次三浦 徒歩 
−456−












スノーモービル 2 台 
1/5 庶務 人員輸送 しらせ 
59 次石
井 
59 次 28 名 雪上車 





スノーモービル 2 台 











スノーモービル 2 台 
1/9 地圏 地震観測点保守 
B エリア（かもめ
池方面） 




アンテナ島 藤原 59 次三浦 徒歩 














1/28 生活 遠足 
東オングル島一
周 
葛西 佐藤 徒歩 
 
7.3 野外行動一覧（宿泊）                             土屋 達郎 
宿泊を伴った野外行動を表Ⅲ.7.3-1に示す。 
表Ⅲ.7.3-1 野外行動一覧（宿泊） 
出発 帰着 部門 行動名称 
目的地・  
ルート 
リーダー メンバー 使用車両・ 移動手段










9/6 9/8 機械 S16 車両整備 S16 中西 江口、武井、葛西 SM414、SM415、SM109











































往路：8 泊 9 日組の車

















9/26 9/30 複合 
スカルブスネス湖沼群調











レスキュー橇     
復路：8 泊 9 日組の車
両に同乗 































10/22 10/23 気象 S17 気象ロボット保守 
S17 航空拠
点 
水野 藤原、武井、江尻 SM652、SM653 













11/1 11/2 複合 
S16 雪尺観測／S19GNSS
観測 
S16S／19 高村 中元、鎌松、重岡 
SM415、SM653、レスキ
ュー橇 















S17 永木 中西、藤原、森 PB100、SM653 




58 次伊藤  59 次ドー
ム隊 9 名 
PB300 






































































ル 2 台 
 
 
7.4 野外行動報告                              土屋 達郎 
58 次隊では、「2.1.2 野外における安全行動指針」に示す A エリア外の行動を野外行動とした。越冬期間中
















調査のためのルート工作を 2 月後半から始めた。3 月～5 月はアザラシ調査が毎日のように行われ、また湖沼チ
ームの西オングル大池調査も月 2 回のペースで行われた。毎回手隙きの隊員で代わるがわるその支援に同行し
たため、58 次隊の多くの隊員が越冬初期から野外の経験値を上げて行った。 
極夜の 6 月中は気象の雪尺観測以外に特に野外行動はなかったが、極夜明けの 7 月 15 日よりとっつき岬へ









9 月後半からは DROMLAN の昭和基地滑走路の場所選定から測量・整備作業も行った。例年だと岩島近辺のオ








59 次隊の先遣隊が 11 月に DROMLAN で昭和入りした後は、ドーム旅行隊、湖沼チーム、ペンギンチームと複
数のパーティーが長期宿泊の野外行動を行った。 
11 月 14 日に 59 次先遣隊 4 名と 58 次の田邊隊員から成る湖沼チームがスカルブスネスへ 50 泊の調査旅行に
出発した。帰りは当然海氷は流れてしまっているのでしらせのヘリコプターでの帰還となる。乗って行った雪

























天気概況 記  事 
2 1 水 0.6 -1.8 11.8 雪 越冬交代式/居住棟へ引越/休日日課/外出注意令（1730） 
2 木 1 -0.4 17 ふぶき 外出注意令 
3 金 2.9 -2.6 6.9 曇り 外出注意令解除（0600） 
4 土 1.7 -5 2.3 曇時々晴 57 次越冬隊しらせ帰還 
5 日 0.9 -4.4 7.5 雪後曇 南極授業リハ（濱中） 
6 月 2.7 -1.7 6.7 曇 58 夏送別会/南極授業接続試験（濱中） 
7 火 -0.5 -2.8 10.1 薄曇 南極授業：気仙沼市立階上中学校（濱中）/南極授業リハ（生田） 
8 水 0.7 -3.5 11.2 曇 南極授業接続試験（生田） 
9 木 2.4 -2.6 12.1 曇 南極授業：奈良県立青翔中高（生田） 
10 金 2.3 -5.5 5.5 晴一時薄曇 
南極授業：宮城教育大学付属中学校（濱中）/南極授
業接続試験（生田） 
11 土 1.9 -4.8 5.2 晴一時薄曇 南極授業：さざんかホール（生田） 
12 日 1.4 -3.6 4.5 晴一時曇 電源切替 
13 月 -0.4 -8.8 1.8 快晴 持ち帰り物資空輸/57 次越冬隊・58 次夏隊しらせ帰還
14 火 -4.2 -9.7 6.4 曇後一時雪 VLBI 観測（1800-） 





16 木 -2.3 -7.2 2.7 晴一時曇 休日日課/VLBI 観測（-1800） 
17 金 -1.7 -6.8 13.4 曇 簡易版南極中継：成蹊学園（江尻）/外出注意令（2100）
18 土 -1.1 -3.1 15.4 曇 外出注意令解除（0900） 
19 日 0.5 -5.7 8.7 曇後晴 休日日課/福島ケルン慰霊祭 
20 月 -1.8 -6.2 9.1 快晴 越冬成立式/簡易版南極中継：情報・システム研究機構シンポ（岡田） 
21 火 1.4 -5 5.6 曇後晴 燃料移送 
22 水 0 -5.7 4.1 晴 VLBI 観測（2030-）/野外：西オングル大池 
23 木 -0.6 -9.2 3.6 快晴 VLBI 観測（-2030）/パンジー発電機故障/野外：見晴らしルート工作 
24 金 -2.8 -9.4 7.6 晴 パンジー発電機復旧 
25 土 -5.3 -10.4 3.8 曇一時晴 消防訓練/観測部会/設営部会 
26 日 -3.7 -8.6 2.5 曇後一時晴 休日日課/2 月誕生会 
27 月 -5.1 -12.3 1.9 薄曇 ひな人形飾る 
28 火 -0.1 -7.5 5.8 曇 オペ会/全体会議 
3 1 水 0.8 -3.1 5 曇 野外：アザラシ調査用ルート工作 
2 木 -1.1 -3.8 4.2 曇   
3 金 -1 -3.2 7.7 曇後雪 電源切替 
4 土 -0.1 -3.4 2.2 雪後曇 野外：アザラシ調査用ルート工作 
5 日 -2.3 -5 6.5 曇 野外講習：コンパスの使い方 
6 月 -2.2 -4.5 8.7 曇 野外安全行動訓練：東オングル島周回 
7 火 -0.9 -6.8 6 曇 火災報知器点検 
8 水 -0.4 -7.4 3.6 曇後晴 野外：西オングル大池 
−461−
 9 木 -4.2 -9.9 1.6 曇 野外安全行動訓練：東オングル島周回 
10 金 -3.2 -7 1.9 曇 野外：アザラシ調査用ルート工作 
11 土 -3.1 -9.8 2.1 快晴 地震計回収/野外：アザラシ調査 
12 日 -7.2 -13.8 1.4 快晴 漁協 
13 月 -4.6 -9.9 3.5 晴後薄曇 健康診断 
14 火 -3.2 -8.8 4.3 薄曇 健康診断/地震計回収 
15 水 -3.5 -9.6 6.8 曇時々雪一時晴 健康診断 
16 木 -2.8 -6.8 13.1 曇後一時晴 健康診断/野外：アザラシ調査 
17 金 -2.8 -7.6 10.9 曇後一時雪   
18 土 -3.6 -6.5 2.2 曇 簡易版南極中継（九州大学）/野外：アザラシ調査 
19 日 -5.6 -12.4 3 曇後一時雪 職場訪問（東部地区） 
20 月 -9.5 -16.9 1.8 晴後曇 雪上車・スノーモービル運転技能講習/ルート工作訓練 
21 火 -7.6 -9.8 1.6 雪 燃料移送 
22 水 -5.3 -13.5 2 曇時々雪 野外：アザラシ調査 
23 木 -9.2 -18.1 2.2 晴 排ガスボイラー点検 
24 金 -4.1 -12 5.4 曇後雪 雪上車・スノーモービル運転技能講習/ルート工作訓練/ガソリン問題検討会 
25 土 -2.3 -4.4 15.3 曇 電源切替/外出注意令（2025） 
26 日 -3.2 -5.6 11.8 曇一時晴 外出注意令解除（0700） 
27 月 -2.5 -4.1 15.4 曇後時々雪 観測部会/設営部会 
28 火 -2.3 -3.6 16.1 ふぶき 外出注意令（1900） 
29 水 -2.5 -3.3 17 曇 外出注意令解除（1105） 
30 木 -2.6 -4.6 15.3 ふぶき一時曇 
外出注意令（0640）/外出注意令解除（1020）/オペ会
/簡易版南極中継：福島っ子元気村キャンプ（國分）
31 金 -3.8 -6.1 9.5 曇 全体会議 
4 1 土 -5.3 -8.1 2.8 雪時々曇 エイプリルフールイベント 
2 日 -6.1 -7.9 4.8 雪時々曇 休日日課/3 月誕生会 







4 火 -1 -5 20.5 曇後ふぶき 
倉庫棟外壁飛散/外出禁止令（1800）/安全講習：装備
について 
5 水 -1 -5.2 14.6 曇 外出禁止令解除（0640）引き続き注意令 
6 木 -3.9 -6.3 4.6 雪後一時曇 外出注意令解除（0940） 
7 金 -5.6 -9.1 2.7 曇後一時雪 
倉庫棟壁補修完了/野外：西オングル大池/西オングル
テレメトリサイト 
8 土 -8 -13.1 2.7 曇 消防訓練 
9 日 -5.5 -14.7 6.7 曇後一時ふぶき 休日日課 
10 月 -4.2 -6 9.6 曇時々雪 医療講習：BLS 
11 火 -3.5 -7.4 11 ふぶき 安全講習：医療 1/医療講習：BLS 
12 水 -7.2 -18.9 2.7 曇時々雪後晴 医療講習：BLS 
13 木 -8.1 -18.9 4.2 曇一時雪 電源切替/医療講習：BLS/野外：アザラシ調査/西オングルテレメトリサイト/西の浦海氷 GPS 保守 
14 金 -8.5 -22.1 4 晴 医療講習：BLS/野外：アザラシ調査 
15 土 -9 -19.2 2.9 曇後一時雪 医療講習：BLS 
16 日 -8.4 -12.2 3.5 雪一時曇 休日日課 
−462−





18 火 -11.4 -17.3 2.5 雪 医療講習：BLS 
19 水 -13.3 -19.9 7.1 晴 医療講習：BLS 
20 木 -10.2 -13.5 6.7 雪後々曇 医療講習：BLS 
21 金 -8 -11.9 9 雪一時ふぶき後曇 医療講習：BLS 
22 土 -4.9 -8 20.9 地ふぶき 外出注意令（0650）/4 月誕生会/女性エリア工事完了
23 日 -3.2 -6.3 12.8 曇後一時晴 休日日課/外出注意令解除（1000） 
24 月 -4.7 -11.1 5.3 晴 野外：アザラシ調査 
25 火 -7.5 -14.9 - 快晴 観測部会 
26 水 -9.9 -20.6 6.8 快晴 旧女性エリア解体開始 
27 木 -11.7 -20.4 12.3 曇時々雪 オペ会 
28 金 -9.6 -12 12.8 曇 外出注意令（1900） 
29 土 -8.5 -9.7 13.3 ふ ぶ き時々曇 外出注意令解除（0730） 
30 日 -7.3 -15.5 7.1 雪時々曇 休日日課 
5 1 月 -14.4 -20 2.6 快晴 野外：西オングル大池 
2 火 -13.5 -17.2 6.4 晴後一時曇 安全講習：気象/野外：雪尺設置 
3 水 -12 -19.2 6.4 曇時々晴一時雪 レスキュー訓練①/野外：アザラシ調査 
4 木 -8.5 -19.4 9.1 曇 レスキュー訓練① 
5 金 -7.9 -11.7 2.5 曇 南極ライブトーク：南極・北極科学館 
6 土 -5.8 -9.8 9.1 ふ ぶ き時々雪 休日日課/外出注意令（2010） 
7 日 -2.8 -5.8 20.7 ふぶき 休日日課/外出禁止令（1240-1615） /外出注意令（1615-1740）/外出禁止令（1740） 
8 月 -4.1 -6.1 14.2 ふぶき後曇 
休日日課（５８の日）/レスキュー訓練②/医療講習：
搬送訓練/南極大学/外出注意令（0820） 
9 火 -4.4 -6.1 17.6 ふぶき 除雪講習①/医療講習：搬送訓練 
10 水 -4 -5.7 12.7 ふぶき後曇 外出注意令解除（0820）/医療講習：搬送訓練 
11 木 -2.8 -4.3 20.1 ふ ぶ き時々曇 
外出注意令（0655）/外出禁止令（0740）/外出注意令
（1240）/医療講習：搬送訓練 
12 金 -4.1 -8.5 13.7 晴後曇 南極教室：八千代市立新木戸小学校（笹栗）/外出注意令解除（1230）/医療講習：搬送訓練 
13 土 -7.2 -10.9 3.5 曇 休日日課 
14 日 -7.6 -10.4 5 雪一時曇 休日日課 
15 月 -9.8 -13.6 2.6 雪時々曇 医療講習：搬送訓練 
16 火 -9.1 -15.3 6.8 晴後一時曇 消防訓練 
17 水 -7.6 -12.2 11.9 曇後晴   
18 木 -8.8 -12.8 6.9 晴時々薄曇 野外：西オングル大池 
19 金 -9.4 -12.3 5.6 曇 南極教室：宇陀市立榛原小学校 
20 土 -6.8 -10.7 10.1 曇 休日日課 
21 日 -7.9 -12.3 15.7 晴時々曇 休日日課 
22 月 -6.3 -10.1 15.4 曇後雪 簡易版南極教室：葛飾区立二上小学校、医療講習「骨折・エピペン」 
23 火 -6.9 -9.3 15.7 晴 医療講習「骨折・エピペン」 
24 水 -4.4 -7.4 10.9 晴後曇 医療講習「骨折・エピペン」 
25 木 -5.7 -16.9 5.2 曇 医療講習「骨折・エピペン」 
26 金 -12.6 -17.9 9.8 晴 観測部会 
−463−
27 土 -11.1 -16.7 1.9 快晴 スポーツ大会「オリエンテーリング」、5 月誕生会、休日日課 
28 日 -11 -16.6 2.8 快晴 休日日課 
29 月 -10.3 -13.5 9.5 晴 電源切替、医療講習「骨折・エピペン」 
30 火 -9.8 -13.9 6.3 晴後一時曇 医療講習「骨折・エピペン」 
31 水 -10.8 -15.8 6.7 雪一時曇 南極教室：日立市立櫛形小学校、全体会議、医療講習「骨折・エピペン」 
6 1 木 -12.3 -15.4 6.7 曇一時晴 気象棟風下かまくらバー（電波の日、気象記念日） 
2 金 -12.3 -15.3 3.3 曇後雪 基地主要部一斉清掃（1300-1530） 
3 土 -12.7 -21.5 3.9 雪後晴 休日日課 
4 日 -20.4 -22.5 4.4 晴後薄曇 休日日課 
5 月 -20 -22.1 4.7 晴一時雪 国内連携非常時対応訓練（1000-1040）、安全講習「医療、凍傷・低体温症」 
6 火 -18.3 -23.9 2.1 薄曇一時晴   
7 水 -21.2 -26.2 3.5 晴一時曇 簡易版南極教室：ささのはクラブ、消防訓練 
8 木 -15.5 -24.6 6.9 雪一時薄曇 南極教室接続試験 
9 金 -15.5 -24.7 3.7 薄曇一時雪 南極教室：学芸大付属小金井小学校 
10 土 -22 -25.4 1.7 晴一時薄曇 休日日課 
11 日 -22.6 -26.4 1 快晴 休日日課、発電棟西外壁ケーブル火災（1200） 
12 月 -15.4 -25 3.1 曇一時晴 安全講習「事故例集」、健康診断 
13 火 -16 -20 3.7 晴後曇 健康診断 
14 水 -17.1 -26 3 快晴 健康診断、オペ会 
15 木 -20.9 -25.7 2.9 快晴 南極教室：福井市立河合小学校、健康診断 
16 金 -18.4 -23.5 3.1 快晴 安全講習「事故例集」、南極中継：びわ湖放送（岩男）
17 土 -12.1 -20.9 5.7 曇一時晴 休日日課、外出注意令（2010） 
18 日 -9.5 -13.1 15 ふぶき 休日日課 
19 月 -12 -13.4 6.5 雪後一時曇 外出注意令解除（0620）、ＭＷＦ準備 
20 火 -12.8 -19.5 3.5 曇後晴 ＭＷＦ前夜祭、休日日課 





22 木 -11.3 -14.3 11.1 雪後ふぶき ＭＷＦ、外出注意令（2020）、休日日課 
23 金 -14 -16.3 8.1 ふぶき後曇一時雪 ＭＷＦ、外出注意令解除（0720）、休日日課 
24 土 -13.5 -16.3 7 雪後ふぶき ＭＷＦ片付け、休日日課 
25 日 -15.5 -18.6 3.9 曇一時雪 休日日課、電源切替（前日 22 時の発電機中故障を受けて 1 号機→2 号機への切替） 
26 月 -15 -19.4 2.5 曇時々晴 休日日課、柴田 1 日隊長、安全講習「事故例集」 
27 火 -16.8 -23.4 2.2 晴 設営シンポジウム（青堀隊員発表）、観測部会 
28 水 -21 -28.4 2.8 快晴 簡易版南極教室「一方井小学校」 
29 木 -15.2 -24.6 4.3 雪 オペ会 
30 金 -16.1 -26 1.8 曇時々晴一時雪 全体会議 
7 1 土 -20.7 -32.2 3.4 快晴 休日日課 
2 日 -20.9 -27.5 4.4 雪 休日日課 
3 月 -21.1 -26.2 5.1 曇一時雪 南極大学 
4 火 -8.8 -23.2 14.1 曇後ふぶき 
外出注意令（1030）、外出禁止令（1530）、安全講習
「事故例集」 





6 木 -12.4 -18.8 6.9 雪 外出注意令解除（0650） 
7 金 -18.5 -25.8 ― 晴 簡易版南極教室：元城小学校、医療講習「ステープラ講習」 
8 土 -23.2 -26.6 ― 晴 休日日課 
9 日 -20.2 -26 4.2 曇一時晴 休日日課、外出注意令（1845） 





11 火 -6.5 -11.9 15.1 ふぶき 外出注意令解除（1740）、医療講習「ステープラ講習」






13 木 -7.6 -13.9 5.4 薄曇 電源切替 
14 金 -7.9 -9.9 11 薄曇 南極教室：伴中学校、6・7 月誕生会 
15 土 -6.6 -10.4 8.7 曇 休日日課、燃料移送、野外：ルート工作（とっつき岬）
16 日 -9 -16.8 10.2 晴一時曇 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
17 月 -14.3 -18.7 7.9 晴 停電訓練、南極大学 
18 火 -16.4 -26.2 4.2 晴 野外：ルート工作（とっつき岬） 
19 水 -9.7 -22.9 7.9 曇時々雪一時晴 
南極教室「学芸大附属国際中学」、野外：ルート工作
（とっつき岬）、外出注意令（1850） 





21 金 -8.2 -18.4 5.7 晴一時曇 外出注意令解除（0700）、野外：ルート工作（とっつき岬）、西オングル大池 
22 土 -13.9 -19.9 2.9 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
23 日 -15.1 -19.2 1.8 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
24 月 -8.5 -26.2 5.8 晴後一時薄曇り 消防訓練、南極大学、外出注意令（1850） 





26 水 -5.6 -9.2 17.6 曇一ふぶき 外出禁止令解除（0610）、外出注意令（0610） 
27 木 -5.8 -9.4 15.6 曇一時晴 外出注意 
28 金 -8.1 -14.7 14.7 晴一時曇 外出注意令解除（1700） 
29 土 -14 -19.3 7.4 快晴 休日日課、野外：ルート工作（北の浦） 
30 日 -15.6 -21.7 3.4 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
31 月 -17.2 -25.5 2 快晴 全体会議、野外：ルート工作（とっつき岬）、 
8 1 火 -14.4 -16.5 9 雪一時曇 野外：ルート工作（西オングル）、ドラム缶回収（西の浦）、西の浦海氷 GPS 保守 
2 水 -14.3 -19.4 3.5 曇一時晴後雪   
3 木 -13.4 -21.3 4.6 曇一時雪 インテルサット切替作業、野外：ルート工作（とっつき岬） 
4 金 -14.9 -23.6 2.7 曇後一時雪 極地研一般公開接続試験 
5 土 -18 -23 1.7 雪時々曇 休日日課、南極中継：極地研一般公開、 
6 日 -22.3 -28.8 2 晴後薄曇 休日日課 
7 月 -20.8 -30.8 5.5 曇後一時雪 
電源切替、消防訓練（廃棄物集積所）、南極大学、野
外：ルート工作（とっつき岬・完成） 
8 火 -13.2 -21.7 4.2 雪後曇 外出注意令（2130） 
9 水 -11.9 -24.7 3 曇 外出注意令解除（0550） 
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6 木 -12.4 -18.8 6.9 雪 外出注意令解除（0650） 
7 金 -18.5 -25.8 ― 晴 簡易版南極教室：元城小学校、医療講習「ステープラ講習」 
8 土 -23.2 -26.6 ― 晴 休日日課 
9 日 -20.2 -26 4.2 曇一時晴 休日日課、外出注意令（1845） 





11 火 -6.5 -11.9 15.1 ふぶき 外出注意令解除（1740）、医療講習「ステープラ講習」






13 木 -7.6 -13.9 5.4 薄曇 電源切替 
14 金 -7.9 -9.9 11 薄曇 南極教室：伴中学校、6・7 月誕生会 
15 土 -6.6 -10.4 8.7 曇 休日日課、燃料移送、野外：ルート工作（とっつき岬）
16 日 -9 -16.8 10.2 晴一時曇 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
17 月 -14.3 -18.7 7.9 晴 停電訓練、南極大学 
18 火 -16.4 -26.2 4.2 晴 野外：ルート工作（とっつき岬） 
19 水 -9.7 -22.9 7.9 曇時々雪一時晴 
南極教室「学芸大附属国際中学」、野外：ルート工作
（とっつき岬）、外出注意令（1850） 





21 金 -8.2 -18.4 5.7 晴一時曇 外出注意令解除（0700）、野外：ルート工作（とっつき岬）、西オングル大池 
22 土 -13.9 -19.9 2.9 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
23 日 -15.1 -19.2 1.8 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
24 月 -8.5 -26.2 5.8 晴後一時薄曇り 消防訓練、南極大学、外出注意令（1850） 





26 水 -5.6 -9.2 17.6 曇一ふぶき 外出禁止令解除（0610）、外出注意令（0610） 
27 木 -5.8 -9.4 15.6 曇一時晴 外出注意 
28 金 -8.1 -14.7 14.7 晴一時曇 外出注意令解除（1700） 
29 土 -14 -19.3 7.4 快晴 休日日課、野外：ルート工作（北の浦） 
30 日 -15.6 -21.7 3.4 快晴 休日日課、野外：ルート工作（とっつき岬） 
31 月 -17.2 -25.5 2 快晴 全体会議、野外：ルート工作（とっつき岬）、 
8 1 火 -14.4 -16.5 9 雪一時曇 野外：ルート工作（西オングル）、ドラム缶回収（西の浦）、西の浦海氷 GPS 保守 
2 水 -14.3 -19.4 3.5 曇一時晴後雪   
3 木 -13.4 -21.3 4.6 曇一時雪 インテルサット切替作業、野外：ルート工作（とっつき岬） 
4 金 -14.9 -23.6 2.7 曇後一時雪 極地研一般公開接続試験 
5 土 -18 -23 1.7 雪時々曇 休日日課、南極中継：極地研一般公開、 
6 日 -22.3 -28.8 2 晴後薄曇 休日日課 
7 月 -20.8 -30.8 5.5 曇後一時雪 
電源切替、消防訓練（廃棄物集積所）、南極大学、野
外：ルート工作（とっつき岬・完成） 
8 火 -13.2 -21.7 4.2 雪後曇 外出注意令（2130） 
9 水 -11.9 -24.7 3 曇 外出注意令解除（0550） 
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11 金 - - 18.2 ふぶき後一時晴 外出禁止令（0700） 
12 土 - - 5 曇一時晴 休日日課、外出禁止令解除（0700）→外出注意令 
13 日 -14.5 -20.9 2.4 曇後一時晴 休日日課、外出注意令解除（0720）、 
14 月 -16.9 -21.2 1.7 曇後時々晴 南極大学、野外：ルート工作（ｵﾝｸﾞﾙｶﾞﾙﾃﾝ） 
15 火 -15.1 -19.7 6 晴後薄曇 野外：ルート工作（ｵﾝｸﾞﾙｶﾞﾙﾃﾝ）、西オングルテレメトリサイト観測機器保守 
16 水 -16 -27.7 4.6 晴一時霧 野外：ルート工作（ラング） 
17 木 -22.1 -28 3.4 曇時々雪 野外：ルート工作（西オングル大池）、ルート工作（とっつき岬～S17） 
18 金 -14.6 -25.2 5.5 曇後時々ふぶき 南極・北極科学館ライブトーク 
19 土 -15.2 -23.9 5.3 曇 休日日課 
20 日 -23.5 -30.2 - 快晴 休日日課、家族会 
21 月 -26.1 -31.9 1.8 曇後雪 電源切替、南極大学、野外：西オングル大池調査、野外宿泊：S17（S16 橇曳き出し、気象・気水観測） 
22 火 -25.9 -31.1 1.8 曇時々雪後晴 野外宿泊：S17 
23 水 -27.7 -32.9 - 快晴 野外：ルート工作（向岩）、野外宿泊：S17 
24 木 -24.5 -28.5 4.7 快晴 野外：ルート工作（岩島） 
25 金 -23.8 -31.7 0.7 薄曇時々一時晴 
観測部会、南極・北極科学館ライブトーク、野外：西
の浦海氷 GPS 保守 
26 土 -25.2 -31.1 1.4 晴後薄曇 休日日課、8 月誕生会 
27 日 -24.7 -28.1 1.8 曇後晴 休日日課、OP 会、全体会議 
28 月 -26.5 -31.2 1.9 曇後晴 南極大学、野外宿泊：S17（S16 橇曳き出し、地圏観測）、野外：ルート工作（ｵﾝｸﾞﾙｶﾙﾍﾞﾝ、豆島） 
29 火 -23.9 -31.3 3.3 薄曇 簡易版南極教室「苫小牧市立拓進小学校」、野外宿泊：S17 
30 水 -17.2 -26 3.5 曇時々晴 野外宿泊：S17、野外：ルート工作（ｵﾝｸﾞﾙｶﾙﾍﾞﾝ、豆島） 
31 木 -14.4 -16.5 9 雪一時曇 岩男の歯の詰め物とれる 
9 1 金 -6.7 -18.9 18.6 ふぶき 外出注意令（0520）、外出禁止令（1515） 
2 土 -7.4 -16.4 12.1 ふぶき後曇一時雪
休日日課、外出禁止令解除→注意令（0610）、外出注
意令解除（1135） 
3 日 -15.7 -23.7 6.8 快晴 休日日課、野外：ルート工作（ラング） 
4 月 -20.8 -25.2 8 快晴 南極大学、野外：ルート工作（ラング）、西オングル大池 
5 火 -17.2 -21.8 7.9 曇 野外：北の浦「しらせ」接岸点調査 
6 水 -21.1 -29.9 2 晴 野外：ルート工作（ラング）、野外宿泊：S16 車両整備 
7 木 -23.6 -30 1.7 曇 南極教室「北海道帯広南商業高校」、野外：ルート工作（ラング）、野外宿泊：S16 車両整備 
8 金 -9.1 -28.3 7.8 曇 外出注意令（1630） 
9 土 -8 -11.3 5.2 曇一時雪 休日日課、外出注意令解除（0615） 
10 日 -10.2 -19.9 3.3 曇 休日日課、野外：ルート工作（ラング） 




12 火 -15.9 -17.6 3.2 雪 野外宿泊：ラングホブデ雪鳥沢 
13 水 -15.7 -22.3 4.1 雪後曇一時晴 南極教室接続試験 
14 木 -14.3 -21.7 17.5 ふぶき一時雪 南極教室「芦屋市立浜風小学校」 






16 土 -15.3 -23.3 4.2 晴時々曇 野外宿泊：スカルルート工作 
17 日 -17 -23.2 9 晴後一時薄曇 野外宿泊：スカルルート工作 
18 月 -13.5 -18.6 12.2 曇一時晴 野外：向岩 GNSS 観測、外出注意令（2055） 
19 火 -12.5 -14.6 19.1 ふぶき 外出注意令 
20 水 -11 -13 19.1 ふぶき 外出注意令 
21 木 -10.5 -16 18.5 ふぶき 外出注意令、南極教室「光明台南小学校」 






23 土 -18.1 -26.3 2.3 快晴 野外：とっつき方面滑走路調査、野外宿泊：スカルブスネス 
24 日 -19.1 -28.5 2.9 快晴 野外：アザラシ調査（オングルカルベン）、野外宿泊：スカルブスネス 
25 月 -21.8 -28.5 2.2 晴 南極教室「旭川市立明星中学校」、野外：アザラシ調査（昭和基地周辺）、野外宿泊：スカルブスネス 
26 火 -10 -27.3 4.7 曇一時晴 野外：SM115 とっつき岬回送・SM117 昭和回送・アザラシ調査（とっつき岬）、野外宿泊：スカルブスネス
27 水 -10.7 -13.6 5.5 雪一時曇 野外宿泊：スカルブスネス 
28 木 -13 -21.7 2.8 曇時々雪後一時晴
野外：アザラシ調査（ラング）、昭和からラングへ
6km ほどの場所で SM415 がシャーベットアイスに嵌っ
たため昭和から車両引き出しに向かう、19:35 人員・
車両共に全て昭和へ帰着。野外宿泊：スカルブスネス
29 金 -12.1 -21.1 3.6 快晴 野外宿泊：スカルブスネス 
30 土 -12.4 -19.5 3.3 快晴 休日日課、9 月誕生会、野外：ルート工作（ｼｬｰﾍﾞｯﾄｱｲｽ対策）、作業工作棟熱感知器発報（1310） 
10 1 日 -9.8 -17.2 3.5 快晴 休日日課、全体会議、野外：アザラシ調査（ｵﾝｸﾞﾙｶﾙﾍﾞﾝ） 
2 月 -11.1 -24.8 3.3 快晴 作業工作棟熱感知器発報(0345)、野外：ｵﾝｸﾞﾙｶﾞﾙﾃﾝGNSS 観測、アザラシ調査（昭和周辺） 
3 火 -11.6 -21.3 4.2 快晴 電源切替、野外：向岩 GNSS 観測、アザラシ調査（昭和周辺） 
4 水 -8.1 -22.9 5.8 曇 外出注意令（1845）、野外：福島隊員慰霊（西ｵﾝｸﾞﾙ）、アザラシ調査（昭和周辺） 
5 木 -7.5 -12.4 9.5 曇一時晴 外出注意令解除（0630） 
6 金 -12 -14.2 4.5 曇一時雪 野外：アザラシ調査（昭和周辺） 
7 土 -11.1 -16.1 3.4 雪時々曇り 
野外：アザラシ調査（昭和周辺）、ｵﾝｸﾞﾙｶﾞﾙﾃﾝ GNSS
観測撤収、昭和からラングへ 6km の場所(L09)で SM414
がシャーベットアイスに嵌ったため、車両引出しに昭
和から 5 名派遣（PB100、SM412）。1745 人員・車両
共に昭和帰着。 
8 日 -10.8 -16 4.5 曇時々雪 休日日課、野外：向岩 GNSS 観測撤収、アザラシ調査（昭和周辺） 
9 月 -9.9 -17 3.3 雪後薄曇 消防訓練（1 居 1 階）、野外：滑走路整備（TK30）、アザラシ調査（昭和周辺） 
10 火 -15.6 -22.9 1.4 薄曇後一時晴 
野外：アザラシ調査（昭和周辺）、野外宿泊：S17 車
両デポ 
11 水 -14.5 -22.6 2.4 晴一時曇 59 先遣隊との TV 会議、燃料移送、野外：アザラシ調査（昭和周辺）、野外宿泊：S17 車両デポ 
12 木 -6.5 -19.2 14.6 ふぶき一時雪 外出注意令（0805）、衆議院議員選挙、臨時全体会議
13 金 -5.2 -12 8.8 曇後一時晴 外出注意令解除（0715）、59 先遣隊との TV 会議 
14 土 -8.5 -11.7 4.6 曇後一時雪 
野外：アザラシ調査（昭和周辺）、漁協（見晴らし岩
沖） 
15 日 -10.3 -12.2 7.2 雪一時曇 休日日課 
16 月 -11.9 -24.7 1.6 晴 野外：SM117 とっつき回送、アザラシ調査（昭和周辺）
17 火 -8.5 -29 5.6 快晴 野外：ルート工作（まめ島～ｵﾝｸﾞﾙｶﾞﾙﾃﾝ）、野外宿泊：S17 車両整備・気象ロボット保守、外出注意令（1930）
18 水 -5.6 -14.5 6.7 快晴 外出注意令解除（0530）、野外：漁協、野外宿泊：S17車両整備・気象ロボット保守 
19 木 -5.1 -13.1 6.1 快晴 野外：アザラシ調査（昭和周辺）、野外宿泊：S17 車両整備・気象ロボット保守 
20 金 -9 -13.7 9 快晴 野外宿泊：雪鳥沢（ルート工作・空ドラム回収） 
−467−
21 土 -9.4 -15.5 4.8 晴後薄曇 荒金ダムポンプ交換（全員作業）、野外宿泊：雪鳥沢（ルート工作・空ドラム回収） 
22 日 -5.5 -10 4.8 曇 休日日課、野外宿泊：雪鳥沢（ルート工作・空ドラム回収） 
23 月 -5.2 -11.2 2.7 曇 野外：袋浦日帰り 
24 火 -6.1 -12.8 2.7 薄曇 野外：アザラシ調査（昭和周辺） 
25 水 -8.1 -16.1 - 晴一時薄曇 
野外：西オングルテレメトリサイト、アザラシ調査（昭
和周辺） 
26 木 -12.3 -18.3 2 快晴 野外：アザラシ調査（昭和周辺）、漁協 
27 金 -10 -18.2 6 雪 全体会議、誕生会（10・11・12・1 月）、野外：西オングル大池、とっつき岬空ドラム缶回収 










30 月 -9.8 -15.5 5 晴 野外宿泊：ユキドリ調査 
31 火 -10.3 -17.3 2.9 快晴 野外：昭和滑走路整備 
11 1 水 -11.5 -19.9 1.1 薄曇 野外：アザラシ（昭和周辺）、野外宿泊：S17（雪尺、GNSS 観測） 
2 木 -12.1 -18.9 2.2 晴一時薄曇 野外：アザラシ（昭和周辺） 
3 金 -12.9 -19.1 3.2 快晴 59 次先遣隊 18 名昭和到着（昭和基地滑走路） 
4 土 -0.3 -21 3.5 晴 海氷安全講習（59 次先遣隊） 
5 日 1.5 -7 3.1 薄曇 野外：アザラシ（昭和周辺） 
6 月 -2.4 -13 3 雪 後 曇時々晴 
野外宿泊：ユキドリ調査・ペンギンセンサスルート工
作（雪鳥沢小屋）、 
7 火 -4.3 -14.1 5.5 晴後曇 野外宿泊：ユキドリ調査・ペンギンセンサスルート工作（雪鳥沢小屋） 






9 木 -2.8 -5.8 1.9 雪一時霧 野外宿泊：S16（ドームチーム＋支援） 
10 金 -3.9 -9.8 3.4 雪 野外宿泊：S16（ドームチーム＋支援） 
11 土 -5.5 -13.4 1.3 雪後曇 野外：ペンギンセンサス（弁天島等）、野外宿泊：S16（ドームチーム＋支援） 
12 日 -5.7 -14.3 2.9 曇一時雪後晴 
休日日課、野外：ペンギンセンサス（ルンパ）、野外
宿泊：S16（ドームチーム＋支援） 






14 火 -2.9 -15 1.8 薄曇 野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、湖沼チーム出発（雪鳥沢小屋）、ドームチーム（H128） 
15 水 -1 -9.4 3.2 曇後雪 野外：漁協、野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、湖沼チーム（雪鳥沢小屋）、ドームチーム（H220） 
16 木 -0.5 -4.8 5 晴時々曇 野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、湖沼チーム（スカルきざはし浜小屋）、ドームチーム（Z8） 






18 土 -2 -4.2 14.9 ふ ぶ き時々曇 
休日日課、野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、ド
ームチーム（Z8） 
19 日 -1.6 -2.8 19.9 ふぶき 休日日課、野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、ドームチーム（Z8） 
20 月 0.1 -2.2 18.1 ふぶき後一時曇 
野外宿泊：ペンギンセンサス（袋浦）、ドームチーム
（Z8） 














23 木 -1.4 -3.4 3.1 曇時々雪 野外：漁協、野外宿泊：ドームチーム（IM1） 
24 金 -1.5 -3.6 4.5 曇一時雪 野外宿泊：ドームチーム（NMD44） 
25 土 -2.5 -4.3 7 雪一時曇 野外：アザラシ（昭和周辺）、野外宿泊：車両回収（スカル）、ドームチーム（NMD100） 
26 日 0.1 -5.5 3.7 曇一時雪後晴 
休日日課、アイスオペ、野外宿泊：車両回収（スカル）、
ドームチーム（NMD158） 
27 月 0.9 -6.1 5.2 晴 野外：車両回収お迎え（ラング手前）、野外宿泊：車両回収（スカル）、ドームチーム（NMD218） 
28 火 -0.2 -6.7 3.9 曇 野外宿泊：S16 ドラム缶回収、ドームチーム（NMD270）
29 水 -0.4 -5 6.9 晴後薄曇 野外宿泊：ドームチーム（NMD324） 
30 木 2.2 -3.2 9.4 曇 野外宿泊：ドームチーム（NMD378） 
12 1 金 3.6 -3.9 3.1 晴 野外：ペンギンセンサス（豆島、ｵﾝｸﾞﾙｶﾙﾍﾞﾝ） 
2 土 1.6 -4.8 5 晴一時曇 野外：ペンギンセンサス（ルンパ）、しらせフリーマントル出港 
3 日 -2 -6.3 7.1 雪時々曇一時晴 休日日課、アイスオペ 
4 月 0.6 -7.2 3.8 雪一時曇後晴 
野外：ラングに向け出発するも 1m のクラックがあり
途中で基地へ帰る 
5 火 -1.1 -8.8 3.2 晴 野外：ペンギン（豆島） 
6 水 -1.1 -7.5 4.5 快晴 野外：ペンギン（豆島） 
7 木 -0.1 -7.4 4.2 晴後曇一時雪 野外：ペンギン（豆島） 
8 金 -0.4 -6.6 3.9 曇後時々雪 しらせ接岸点調査（北の浦） 
9 土 2.9 -3.8 3.5 曇後晴 ガザ南極教室接続試験 
10 日 1.9 -4.5 5 晴一時曇 休日日課、アイスオペ、しらせ接岸点調査（北の浦）
11 月 0.9 -3.6 3.6 曇 ガザ南極教室（大江）、アザラシ調査 
12 火 -0.1 -4.3 1.8 曇後一時晴 野外：ペンギン（西オングル） 
13 水 -1.5 -3.9 4.1 曇 健康診断、野外：ペンギン（まめ島） 
14 木 -0.8 -4.1 2 曇 ルンバ故障→この日から食堂掃除は掃除機・モップかけ 
15 金 -1.1 -5.1 2.3 曇後一時晴   
16 土 0.5 -8.2 3.5 晴一時薄曇 消防訓練、夏宿布団入替 
17 日 4.3 -3.8 8.3 快晴 休日日課、氷山流しそうめん、しらせ接岸点調査 
18 月 2.6 -2.2 7.9 晴 観測隊ヘリ昭和着 
19 火 4.2 -2 4.2 晴 ペンギンチーム出発（ラング袋浦）、服部スカルから戻る、しらせにて輸送打合せ 
20 水 3 -3.8 2.7 曇後晴 第一便、優先物資空輸 
21 木 5.2 -1.7 3.9 快晴 優先物資空輸 
22 金 5.4 -1.7 3.7 曇後一時雪 優先物資空輸 
23 土 4.8 0.3 2.8 曇 接岸、貨油バルク輸送 





25 月 4 -0.5 8.1 曇 貨油バルク輸送（0600 終了）、再接岸、氷上輸送（オモテ側） 
26 火 1.8 -2.2 6.6 曇時々晴 氷上輸送（オモテ側） 
27 水 1.9 -3.3 8.1 晴後曇 持帰り氷上輸送（オモテ側） 
28 木 1.6 -0.9 8.4 曇時々雪 再再接岸、氷上輸送（トモ側） 
−469−
29 金 3.1 -2 - 晴時々薄曇 氷上輸送（トモ側） 
30 土 0.5 -4.3 3 薄曇一時晴 休日日課 
31 日 -0.4 -5.3 6 曇 休日日課 
1 1 月 0.9 -2.5 9.5 曇一時雪 休日日課 
2 火 1.7 -2.1 9.6 曇一時晴 外出注意令（2000～） 






4 木 - - 11.4 曇後一時雪 外出注意令解除（0700）、持帰り氷上輸送（トモ側）
5 金 2.8 -1.1 4.6 曇後一時雪 氷上輸送終了（0700） 
6 土 3.8 -1.3 3.6 曇 本格空輸 
7 日 4.2 -2.5 2.4 曇時々晴 本格空輸 
8 月 5.1 -2.5 1.7 快晴 本格空輸 
9 火 2.4 -3.7 2.7 快晴 本格空輸（7 便） 
10 水 0.5 -4.7 2.3 晴時々曇 休日日課 
11 木 1.8 -5 2 快晴 持帰り空輸、最後の農協収穫 
12 金 0.3 -3.1 2 曇 持帰り空輸、ドロームラン S17 
13 土 2.6 -4.3 2.4 晴 持帰り空輸 
14 日 0.1 -4.7 5 曇後時々雪 休日日課 
15 月 -0.1 -1.9 8.6 雪一時曇 発電機 OH 終了、倉庫棟工事終了 
16 火 4.2 -1.8 4 曇 SM415 自走可能になる 
17 水 0 -3.2 3.8 曇一時晴 1 夏前でピザとおでんの出前 
18 木 1.9 -4.2 2.6 晴時々曇 MF レーダーサイトでアンテナ保守作業中に橋本隊員がワイヤーに飛ばされ、レスキュー体制、医務室入院
19 金 -0.4 -6.2 2.4 快晴 電源切替 
20 土 0.4 -7.4 2.1 薄曇 橋本退院 
21 日 -1.4 -5.8 3.5 曇時々晴 休日日課、袋浦ＩＰ電話開通 





23 火 1.6 -5.3 2 薄曇 雪鳥沢小屋発電機故障のため発電機入替、ドーム隊：アイスコア空輸 
24 水 -0.8 -4.4 2.4 雪時々曇 計画停電、しらせ昭和離岸 
25 木 0.4 -2.5 3.3 雪時々曇 消防訓練（自エネ）、野外映像伝送システム運用開始、外出注意令（2100～） 
26 金 0.6 -1.3 12.2 ふぶき一時薄曇 
外出注意令解除（0920）、南極教室引継ぎ、食堂ワッ
クス掛け（2100～） 
27 土 5.2 -1.8 5.6 曇時々雪後晴 休日日課、130kL 水槽清掃 
28 日 1.2 -3 8.4 曇後一時雪 休日日課 
29 月 0.9 -3.9 4.5 曇後晴 伊藤隊員昭和帰り、しらせ船室私物鉄ﾊﾟﾚ荷繰り 
30 火 1 -5.8 4.6 曇 大掃除、最後の 58BAR 
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